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は じ め あ に 


上 記 地 域 に お いて は , 横川 定 (1928 う , 大 浜 信 賢 (1941) 
及び 正 知 (1947) 等 に より それ ぞ れ ブラ ジル の 人 
体 寄 生 例 が 報告 され て いる . プラ ジル 釣 虫 4AncyZostoma 
braziliense は de Faira (1910) が ブラ ジル の リオ デジ 
ャ ネイ で 犬 及 び 猫 か ら 初 め て 見 出し た も の で , 当時 そ 
の 人 体 寄生 例 を る 調査 し た が 見 出さ れ な か つた . Looss 

(1911) は その 翌年 セイ ロン の コロ ン ボ で Civet cat か 
ら 前 種 と 類似 の 虫 体 を 得 , これ を 4. ceyZanicum と 命 
名 し た . Lane (1918) は イン ド の ベン ガル 地方 で 人 体 か 
ら 本 種 の 人 体 寄生 例 を 見 出し た . その 後 各 地 で その 人 体 
寄生 例 が 見 出さ れる に 及 ん で と れ ら 両 種 の 異同 に つい て 
久しく 論議 され て 来 た が , 結局 両 種 は 同一 種 で ある と し 
A. ceylanicum は A. braziliense の synonym と する と 
の 説 が 一 般 に 承認 され て 来 た . 然し 最近 に 至り Biocca 
(1951) は 4. ceylanicum と A. braziliense は それ ぞ 
れ 独 立 種 で ある と する 種々 の 根拠 を 示す と 共に , これ ま 
で 人 体 寄 生 の 認め られ た の は こと ご ど と く 4. ceylanicum 
で あり , 4A. braziliense の 人 体 寄生 の 可能 性 に つい て は 
疑問 ご ある と し た . 

Beaver (1956) は 北米 に お いて 唯一 の 人 体 寄生 例 と さ 
れ て いた Dove (1928) の A. braziliense に 関す る 記載 
を 詳細 に 検討 し た 結果 , これ が A. braziliense で あつ た 
と する 根拠 は 何 も な いと し , 北米 に お ける A. brazili- 
ense の 人 体 寄 生 例 を 向 定 し た . Schacher etaZ. (1957) は 
直ちに こと れ に 養成 し , その 報告 文中 , 台湾 の 高砂 族 及 び 
猫 に 見 出さ れ た 4A. braziliense は A. ceylanicum に 疑 な 
し と 述べ て いる . 最近 に 至り 著者 等 の 一 人 講 献 臣 (1959) 


は 台湾 高雄 県 下 に お いて 人 体 か ら 1 隻 の 雌 釣 虫 成虫 を 
得 , これ を 検討 し た 結果 Biocca (1951) の 分 類 に 従え 
ば , 4. ceylanicum と 同定 すべ き で ある と 考え た . 又 著 
者 等 の 1 人 横川 (1960) は 日 本 と お ける 唯一 の 報告 例 で 
ある 楠 の A. braziliense の 一 雌 成 虫 に つき 再 検討 し た 
結果 , その 同定 に 疑 を も つ に 至 つ た . 

こと これら の 虫 体 が A. brazizZiense と 同定 され た 時 は 4. 
ceylanicum と A. braziliense と は 同種 で ある と する 見 
解 が と られ て いた 時 代 で あぁ つた の に 鑑み , 両者 が 別種 で 
ある と する 見 解 が 再び と られ る に 至 つ た 現在 。 と こと に 上 
記 報 告 例 と つき その 再 検討 を する と と は , 分 類 学 上 或 い 
は 疫学 的 に も 重要 な こと で ある と 考え る . 


歴史 的 考察 


de Faria (1910) が ブラ ジル に お いて , 猫 及び 犬 か 
ら 見 出し た 釣 虫 を 4. razzZiense と 命名 し , その 翌年 
Looss (1911) が セイ ロン で ジャ カウ 猫 か ら 得 た 釣 虫 を 
A. ceylanicum と 命名 し て 以来 , 第 1 表 の 加 く , 両 種 鋼 
虫 は 各地 か ら 見 出さ れ て いる が , この 間 両 種 の 異同 に つ 
いて 種々 の 議論 が か わき され て 来 た . 即ち 第 2 表 に 示す 
如く , 最初 に 両者 の 同一 種 な る 見 解 を 報じ た の は Lane 
(19183) で ある が , de Faria(1914) は 翌年 直ちに Lane 
の 説 に 反論 し , Looss 及び Leiper (1915), York 及び 
Blacklock(1915) Darling(1920), 及び IhleC1920) その 
他 に より 両者 の 別種 説 が 表 持 され た が , Gordon (1922) 
が 両者 の 同種 説 を 再び 称え る に 及 ん で , Lane (1922), 
Schwartz (1927) を 初め , 最初 は 別種 説 を と つて いた 
Darling (1924) 及び Yorke (1926) 等 も 再び 同種 説 を 
唱え る に つ た 


第 1 表 A.braziliense & A. ceylanicum 


nse と の 同一 種 説 を と つた . 横川 (1928) は 更に 人 体感 
染 例 を 証明 せん と し て 同 地 高砂 族 の 区 便 を 培養 し て 得 た 


の 異同 に 関す る 意見 
著 者 名 年 号 異同 に 関す る 意見 感染 仔 虫 を 猫 に 感染 せしめ た と ころ 4. braziliense の 
i 1910 SR 成虫 を 得 た . 同時 に 横川 は 大 磯 が 本 虫 の 感染 仔 虫 を 実験 
bs 析 4 entcts 的 に 数 名 の 人 体 に 与え た と と ろ 何 れる も 容易 に 感染 に 成功 
ne . ceylanicum 
i 1913 両者 同一 説 し た と 報告 し て いる . 
de Faria 1914 = 
1 els 19i5 大 浜 信 賢 (1941) は 沖縄 石垣 島 の 国民 学校 生徒 380 名 の 
Yorke & Blacklock 1915 釣 虫 駆除 を 行い , 1,182 隻 の 釣 虫 成虫 を 得 , その 中 , 3 
Darting et al 1920 別種 説 
に お いて 口 部 の 構造 の こと な る を 認め 横川 定 
の 同定 を 全う と共に, 台湾 の ジル 成虫 と 比較 
Oe 1922 し 。 これ を 4. braziZiense と 同定 し た . この 際 大 浜 は , 
i ioetone 1926 同 地 の 犬 8 頭 中 に 本 種 の 寄生 を 認め た が , 猫 8 頭 の 検査 
Schwartz 1927 で は 本 種 の 寄生 は 認め られ な か つた と 云う . 
Biocca 1951 別種 説 その 後 楠 正 知 (1948) は 日 本 の 宮崎 県 南那珂 郡 福島 町 
表 A. braziliense A. ceylanicum 発見 の 
著 者 名 地 宿 種 名 

Looss 1911 A. ceylanicum 

Lane, C. 1913 印 

Looss & Leiper 1914 タ イ 国 人 (Kerr) 2 

Yorke & Blacklock 1915 犬 

Macfie Accra 

Darling, Barber & Hacker 1920 人 

Gordon 1922 人 A. braziliense 

Darling 1924 マ レ 人 

Manalang 1924 

Darling 1924 印 

山口 左 仲 1935 日 本 

大 浜 信 1941 沖 人 , 

。 1943 中 国 人 

楠 知 1947 宮 崎 人 
か か る 状況 下 に お いて 横川 定 (1920) は 錦織 と 共に 台 に お いて , 106 名 の 釣 虫 駆除 を 行い 5,684 隻 の 釣 虫 成虫 


湾 北 部 の 菱 地 の 猫 に 1 対 の 腹 牙 を 有する 釣 虫 を 発見 し , 
自ら は 4. braziZiense と 同定 する と 共に , その 貝 体 
を W. Yorke の も と に 送り , Yorke 博士 より は 氏 が 西 
ァ アフ リカ で 得 た A. brazizZiense の 貝 体 を 送ら れ , これ 
と 比較 し た 結果 , 両者 は 同一 種 で ある と こと を 確認 し , 
Yorke 博士 の 承認 を も 得 た . 因みに Yorke は , は じ め 
は , Blacklock (1915) と 共に アフ リカ の Sierra Leon 
で 同 地 の 犬 に 認め た 釣 虫 を 4A. ceyZanicum と し た が , 
Lane が イン ド に て 証明 し た 4. ceyZanicum と は 多少 
差 が ある と し , 4. ceyZanicum に イン ド 型 と 西 ア フ マリ 
カ 型 と 区 別 し た が , 後 4A. ceylanicum と A. brazitie- 


を 得 , その 中 に 1 隻 の 体制 の こと な る 成虫 を 得 て ,。 こと これ 
を 検査 する と 共に , 横川 博士 の 承認 を 得 て , 日 本 と お け 
る 最初 の ブラ ジル 釣 虫 寄生 例 と し て 報告 し た 。 こ と これ ょ り 
以前 , 山口 左 仲 は 日 本 京都 に お いて タヌキ か ら A. bra- 
ziliense の 寄生 例 を 報告 し て いる が , その 後 は 現在 に 至 
る 各 , 人 体 寄生 例 は も と ょ より, 犬 。 猫 , その 他 の 動物 か 
ら も 4A. braziliense の 寄生 例 は 報告 さん て いな い . 内 , 
水 吉 康 (1955) が 宮崎 県 の か 新種 虫 C4. kushi- 
maense Nagayoshi, 1955) を 報告 し て い の み で ある . 
尚 , 先 に 横川 定 が 台湾 の A. braziZiense の 人 体 寄 生 
例 は 北部 の 菱 地 の み に 限 局 さ れ て いる の は 不可 解 で 詳細 
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た と 調査 すれ ば 台湾 各地 の 人 及び 猫 , 犬 か ら こ の 寄生 を み 
る と と を 疑わ ず と 報じ た が , 著者 等 の 1 人 謝 献 臣 は 1959 
年 初め て 高雄 県 か ら 台湾 を 離れ た こと の な い 平 地 の 一 少 
女 か ら 1 隻 の 釣 虫 成虫 を 見 出し , これ を A. ceylanicum 
と 同定 し た . この 点 に 関し て は 後述 する . 


観察 成績 及び 考察 


上 述 の 如く A. braziliense と A. ceylanicum の 両 種 
の 決定 上 の 混乱 の 起 つ た 原因 と し て は , 人 体 よ り 見 出さ 
れる こと これら の 貝 体 数 は 通常 極め て 少く , 1~ 2 隻 の こと 
が 多い こと こと, 及び 同定 上 の 根拠 と され て いる 点 は 口 部 の 
構造 と 雄 虫 の 交接 井 の ray の 大 きき 及び 配列 状況 で あ 
る が , と これら の 差異 は , 個体 間 に も か な り の 変異 が み ら 
れる の で , 種 の 同定 の 根拠 に な し 得る か どう か と 云う 点 
に あつ た と 思わ れる . 然し BioccaCL951) に よれ ば , 各 
地 で 採集 され た 多数 の 虫 体 に つい て 検討 し た 結果 は , de 
Faria, Looss, 及び Lane な ど が あげ た 両者 間 の 差異 に 
関し て は 個体 間 の 差 は も と より み ら れ る が , 尚且 つ 種 の 
同定 に 役立つ と こと を 明らか に する と 共に 自己 の 見 解 を も 
明らか に し た . 即ち Biocca に よれ ば , も つと ぁゃ る 確実 な 


鑑別 点 は 交接 井 に ある と し , 4. braziliense で は , bu- 
rsa の 形態 は lateral ray の 方 に 長い が , lateral ray は 


短小 で 太く (de Faria) exterio-lateral ray, medio-late- 
ral ray 及び posterio-lateral ray の 8 本 は それ ぞ れ 糞 曲 
し て お り , お 互 に は な れ て いる . exterio-dorsal ray と 
dorsal ray と の 分 岐 角 度 が 小さ い . と こと ろ が 4. ceyla- 
nicum で は bursa の 形態 は ventral ray の 方 向 に も つ 
と も 長く i 1911), exterio-lateral ray は medio- 
lateral ray と posterio-lateral ray と が や や 近く 分 岐 し 
て いる の に 反し ,。 これ ら よ り は な れ て いる (Lane,1916) 
及び exterio-dorsal ray と dorsal ray と の 分 岐 角 は 大 
きい な どの 点 を あげ て いる . 又 口 部 の 構造 に 関し て は , 

1 対 の 腹 の 他 に A. braziZiense で は 内 側 上 A. cey- 
Zanicum の それ に 比較 し て 一 般 に 小さ く よ り 内 側 に あ 
る と し で いる 。 

1) 台湾 の A. braziliense に つい て 
閉 者 等 は 台湾 大 学 医 学院 寄生 虫 学 教室 に お いて 横川 定 

博士 が 当時 猫 より 採取 し 保存 され て いた 4. braziliense 
の 雌雄 虫 体 5 隻 づ つの 分 与 を 受け , 叉 高雄 県 に お いて , 
人 体 よ り 見 出し た 1 隻 の 釣 虫 敗 虫 成虫 に つい で て 観察 
し た . その 結果 , 口 部 の 構造 及び bursa の 構造 は , 
明らか に 上 述 の 4A. ceylanicum の 特徴 を 備え て いる 
こと こと が 明らか と な つた . 従 つ て 台湾 に お ける 犬 ・ 猫 の 


A. braziliense と され て いた も の は 4A. ceylanicum 
と する の が 至 当 と 考え られ る . 上 只 こ と これら の 虫 体 が 当 
時 , 横川 定 博 士 が 人 体 よ り 得 られ た も の と 同一 起 原 の 
も の か 否 か を 明らか に する こと と が 出来 な か つた の で , 

当時 の 人 体 寄 生 種 る A. ceylanicum と 訂正 すべ き で 
ある と の 確実 な 根拠 は 得 ら れ て いな い . 然し 当時 の 同 
定 ま で の 経 , 又 4. braziliense の 人 体 生 
は まだ み ら れ な いと すれ ば , こと これ も 恐らく は A cey- 

7anicum で あつ た と 考え る の が 至 当 で あろ う . 台湾 に 
A. braziliense が 存在 する か 否 か は 今後 の 検討 に まつ べ 
き で あろ う . 又 人 体 よ り 直 接見 出し た 釣 虫 は , 僅か に 雌 
1 匹 の み で あつ た が , 口 部 の 構造 は 附図 1 の 如く で 内 側 
上 責 は 著 明 で あり A. ceylanicum と 同定 され た . 自然 感 
決 の 人 体 よ り 成 虫 を 見 出し た の は 台湾 で は これ が 最初 の 
例 で ある . 

2) 沖縄 の 人 体 寄 生 例 に つい て 

大 浜 信 賢 博士 (1941) の 見 出さ れ た 虫 体 は 直接 これ を 
観察 する 機会 が 得 ら れ な か つた が , 氏 の 口 部 の 記載 を み 
る と , 内 側 歯 は 著 明 で 台湾 の 猫 よ り 得 た 虫 体 と ょ よく 一 致 
し て いる . _ 又 当 時 氏 は 台湾 の 横川 定 博士 より 送ら れ た 
標本 に と も と づい て 同定 し た いき さ つ を 考え れ ば ,。 恐 ら 
A. ceylanicum と し て 間違い な い と 思わ れる . 

8) 日 本 の 人 体 寄 生 例 に つい て 

楠 正 知 で C1948) 博士 が 4A. benziliense と 同定 され た 貝 
体 に つい て は , 同 博 士 の 御 好 意 に より こと に 再 検討 する 
機会 が 得 ら れ た . 本 虫 は 長 さ 8.8mm, 幅 0.39mm の や 
や 小型 の 雌 虫 で , 口 部 の み の 観 察 で は , その 構造 は 附図 
5 の 如く 1 対 の 腹 牙 の 外側 に 小 腫 癌 状 の 突起 物 が み ら れ 
た . この 点 に 関し て は , 楠 氏 も その 著 に お いて 附図 ( 附 
図 4, 再 握 ) と 共に 1 対 の 腹 牙 の 外側 に は 鈍 な る 隆起 物 

を みた と 報じ て いる . 

叉 , 著者 等 の 観察 で は 本 例 に お いて は , その 内 側 歯 と 
思わ れる も の は 極め て 小さ く , 痕跡 的 に 辛うじて 認め ら 
れる の み で あっ つた . 
対 の 腹 牙 は 4. ceyZlanicnhm の それ に 比較 し て 小 
か も その 角度 は 背 方 に 向 つ て お り , む を し ろ 4. ps, 
の それ の 角度 と 一 致し て いる 様 に 思わ れ た . 雌 1 隻 の み 
で ある の で 確実 な こと は 云え な い が , 本 虫 体 の 所 見 か 
ら は 4. braziliense 或いは A. ceylanicum の 何れ に も 
該当 する と は 思わ れ な い の で , その 同定 に つい て は 保留 
し た いと 考え る . 


沿 , 著者 等 の 1 人 横川 (1959) は 埼玉 県 東松山 市 に お 
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いて 釣 虫 の 集団 駆虫 を 行 つ た 際 , 4A. duodenale ょ り は 
や や 小型 の 1 隻 の 雌 釣 虫 成虫 を 見出し, その 口 部 を みる 
と (附図 6) の 如く , 腹 牙 は 1 対 の み 見 られ た が , その 
外側 に は 両側 共 恐 らく 腹 牙 の 欠損 し た と 思わ れる 鋭利 な 
切断 端 と 思わ れる も の が 認め られ た . 然し 1 対 の 腹 牙 の 
大 き さ 及 びそ の 角度 は 前 記 楠 の 虫 体 の それ と 極め て よく 
一 致し て いる 様 に 思わ れ た . 

A. ceylanicum 或いは 4A. braziliense の 歯牙 の 破損 
或いは 欠損 な ど に つい て は , 既に 敷 多く 報告 され て いる 
所 で ある が , 4. duodenale の それ に つい て の 記載 は 殆 
ん ど な い 。 然し 著者 の 例 は 恐らく 4. duodenale の 歯牙 
の 欠損 し た も の で は な いか と 考え た い 。 従 つて 今後 も 歯 
牙 の 数 の み で 同定 する と き は 誤り を お か す 危 険 が ある の 
で 充分 注意 する 必要 が あろ 5 う . 

むす で び 

台湾 , 沖縄 及び 日 本 と おい て, これ まで 報告 され て い 
た 4A. braziliense の 人 体 寄 生 例 に つい て , 同定 当時 の 
経緯 を 明らか に する と 共に , 台湾 及び 日 本 の A. brazi- 
Ziense と 同定 され た 貝 体 に つき 再 検討 を 加え た . その 結 
果 は 

1) 台湾 及び 沖縄 で 人 体 寄 生 例 と し て 報告 され て いた 
A. braziliense は A. ceylanicum と 訂正 する の が 妥当 
と 考え られ た . 

2) 著者 等 の 1 人 謝 は 台湾 南部 の 平地 に お いて 人 体 よ 
9 A. ceylanicum の 1 雌 虫 を 見 出し 台湾 南部 に も 本 種 
が 存在 する こと を 明らか に し た . 

8) 日 本 と お ける 4. braziZiense の 人 体 寄 生 例 と し 
て 報告 され た 虫 体 は , その 形態 か ら は 4A. ceylanicum 
或いは 4. braziZiense の 何れ で も な いと 考え られ た が 
その 同定 に つい て は 保留 し た . 

4) 著者 等 の 1 人 横川 は 埼玉 県 下 に お いて 人 体 よ り 小 
形 の 1 虫 を 見 出し た が , 本 虫 体 は 腹 は 1 対 で あ 
る が , 4A. duodenale の 腹 牙 の 欠損 し た も の で ある と 考 
えた . A. duodenale の 場合 に も 歯 破損 或いは 欠損 
し た も の , 或 い は 只 形 な ど 種 々 の 変異 が ある と 思わ れ 
る 


本 研究 を 終る に 当り , 貴重 な 銘 虫 の 分 与 を 快く 承諾 さき 
れ た 台湾 大 学 医学 院 寄生 虫 学 教室 黄 文 賢 教授 及び 黄 遅 田 
打 及 び 日 本 の 楠 正 知 博士 の 庶 氏 に 深く 感謝 の 意 を 捧げ 
る . 
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附図 説明 


台湾 の り 見 出し た 虫 の 部 
1 対 の 大 な る 腹 牙 を 示す . 
台湾 高雄 県 の 人 体 寄 生 例 銘 虫 の 口 部 (A. ceylanicum) 


1 対 の 副 牙 を 示す . 

同 上 CA. ceylanicum) 

1 対 の 大 な る 腹 牙 を 示す . 

宮崎 県 の A. braziliense の 口 部 ( 楠 , 1948) 再掲 . 
同 上 写真 

A. duodenale の 1 対 の 腹 秒 の 欠損 を 示す . 
(埼玉 県 東松山 市 , 1960 の 例 ). 
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A CRITICAL REVIEW OF HUMAN INFECTIONS OF ANCYLOSTOMA 
BRAZILIENSE IN TAIWAN, RYUKYU (OKINAWA) 
AND JAPAN 


MUNEO YOKOGAWA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba, Japan) 


HSIEN-CHEN HSIEH 
(Department of Parasitology, Kaohsiung Medical College,Kaohsiung, Taiwan, China) 


Ancylostoma brazilinse was first reported from dogs and cats by de Faira (1910) in Brazil. 
In the following year, Looss found a hookworm from a civet cat in Ceylon and gave a new 
name, A. ceylanicum to this parasite. However, A. ceylanicum was later believed to be the 
synonym of A. braziliense by some workers. In 1951, Biocca differentiated A. ceylanicum 
from A. braziliense and stated that the development of A. braziliense in humans is doubtful, 
and that the previous adult infections of A. braziliense in humans are reviewed to be A. 
ceylanicum. 

This paper reviews the reports of human infections of A. braziliense in Taiwan, Ryukyu 
(Okinawa), and Japan. The conclusion is briefly described as follows : 

1. A. braziliense reported from humans in Taiwan and Ryukyu is reviewed to the 4. 
ceylanicum 

2. A female hookworm found from an indigenous girl in southern Taiwan by Hsieh 
(1959) is identified with A. ceylanicum. This finding reveals that A. ceylanicum is present 
among inhabitants in the plain area of Taiwan. 

3. A. braziliense reported from a human in Japan is reviewed to be neither A. brazi- 
liense nor A. ceylanicum. The classification awaits further investigations. 

4. The senior author found a small size of female hookworm, with a pair of teeth, from 
a human in Saitama prefecture. The worm is examined to be A. duodenale with defection 


of teeth. It is conceivable that there is abnormality, defection or deformity of teeth in A. 


duodenale. 
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肝 の 実験 的 研究 
(3) 家 に な ける 臨床 ょ よび 血液 学 的 観察 
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第 1 表 実験 材料 一 覧 表 
検査 メタ ケル カ ヵ カ 感染 経 検出 肝 


は し が き 


従来 , 肝 里 感染 動物 の 主 な る 臨床 症状 と し て は , 微熱 番号 番号 リア 感染 数 過 晶 数 此 数 
食欲 不振 , けん 腹痛 , 下痢 , 肝 部 の 圧痛 , , 浮 
腫 , 心機 能 不 全 , 削 , 被 毛 の 光沢 欠 除 お よび 乳汁 の 分 3 3 7 52 32 
減 少 で あり , 血液 変化 と し て 赤血球 お よび 血色 素 量 
の 減少 , 白血球 数 , 好 酸 球 の 増加 な ど が 一 般 に 知ら れ て - 6 30 8 - 
いる .。 し か し , これら の 症状 は , 感染 動物 の 種類 。 メタ 8 8 0 5 13 
ケル カリ ア の 感染 数 , 寄生 部 位 。 感染 時 期 と 
の 異な る に し た が つて , 極め て 多様 に 現われ る も の と 考 11 笛 の 70 14 
12 12 81 12 
えら れる . 13 3 100 3 

今回 , 家 に 人 工 的 に 肝 を 感染 せしめ , その お 14 14 

15 15 7 
生 す る . 18 4 69 $ 
18 19 124 7 
19 20 355 0 
材料 お よび 方 法 20 21 10 174 9 

1。 実験 動物 実験 的 に 作製 し た 肝 メタ ケル カリ ア 
を 家 1.915 一 2.755 kg の も の 39 匹 に 経口 投与 し 23 24 75 1 

2 25 2 
て , 人 工 感 染 家 兎 を つく つた . 25 29 20 73 10 

視 粘膜 被 毛 の 状態 浮腫 , の 状態 を 検 し た . 
29 33 61. 10 

血液 検査 赤血球 数 は Hayem 液 で 200 倍 に 
し た 血液 を , Thoma-Zeiss 計算 室 を 用 いて 算定 し , 白 31 35 7 129 1 
血球 数 は Titrk 液 で 10 倍 に する 外 , 計算 は 赤血球 
の 場合 と 同様 で て ある. 血色 素 量 は Sahli の 血色 素 計 を st 40 ”/ 81 ? 

2 

使用 し た . 各種 白血球 数 は , 血液 抹 標 本 を ギー ム ザ 
率 を 求め た . 37 43 78 6 

色 と し , 百分率 を 求め 38 44 116 9 
39 45 7 123 4 


実験 成績 


メタ ケル カリ ア を 感染 せしめ て か ら 病 状 悪 化し , 感染 1. 一 般 臨床 所 見 
後 50 一 130 日 の 間 に 外 死 し た も の を 急性 型 と し , 経過 と 1) 元気 感染 90 一 40 日 頃 よ り , ぜん じ 元 気 が 衰え , 
と も に 病状 は 回 復 し て , 感染 後 200 日 以上 生存 し た も の 50 一 80 日 頃 に 至 つ て 著しく 元気 を 失い , 動作 は 緩慢 と な 
を 慢性 型 と し た 。. り 借 怠 症状 を 呈し , その 後 さ ら に と の 状態 が 悪化 し た . 


| | 


し か し , 慢性 型 の No. 2 。 22, 16, 28 に お いて は 他 の 例 に 
比較 し て 元気 要 失 も 軽度 で あつ て , 感染 後 150 一 180 日 
ょ より ぜん じ 回 復 と なか つた . 


No. 10( 急 性 型 ) の 一 般 臨床 状 


2) 食欲 感染 後 30 日 頃 よ り わずか に 食欲 不振 と な 
り , 40 一 60 日 頃 に は 著しく 食欲 の 減退 を 示し , 投与 濃厚 
飼料 の 60 一 70% 量 を 残す よう に な つた . つい で 経過 を と 
る に 従い , 投与 し た 青 草 に も 食欲 を 欠き , 投与 量 の 830 一 
502% 量 を 残す よう に な つた . また 慢性 型 に お いて は 軽度 
の 食欲 不振 を みとめ , 感染 100 日 頃 よ り 次 第 に 食欲 を 増 
し , 120 一 150 日 頃 に 至 つ て ほぼ 正常 の 食欲 と な つた . 

8) 体重 急性 型 こ に お いて は , 感染 時 の 体重 より 減少 
する こと と な くわ ず か ずつ 増加 を 示す も の と , 感染 後 40 一 
50 日 頃 よ り ぜ ん じ 減 少し は じ め る も の と が ある .。 す な わ 
ち , No.10 で は 感染 時 2.410 kg で , 画 染 80 日 , 2.545 
kg, 69 日 , 2.565 kg, 104 日 , 2.790 kg と 軽度 に 体重 は 
増加 し た . また No.44 に お いて は 感染 時 2.160kg, 感染 
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49 日 に 至 つ て 1.985 kg, 80 日 , 1.805kg, 112 日 , 1.790 
kg と 減少 する こと を みとめ た . 慢性 型 に お いて も 感染 
時 の 体重 より 減少 する こと な く わずか ずつ 増加 し , No. 
2 で は 感染 時 2.240 kg, 感染 64 日 。 2.425 kg, 99 日 , 
2.557 kg, 148H, 2.635kg, 211H, 2.680kg, 306 
日 。 2.665kg を 示し た . 


22 3035 2 87 $6 63 70177 839/ 98 108 18 | 
30 2027 3 101724 1 8 1$ 2/ 28 


] 
\ 


ド 


第 2 No. 10( 急 性 型 ) の 血液 所 見 


4) 被 毛 感染 70 一 90 日 頃 よ り 被 毛 は 徐々 に 光沢 を 失 
つて 粗く な り , その 後 光 沢 が 回 復 す る 例 は 少な か つた . 
し か し No.16 と に お いて は , 感染 150 日 頃 よ り 回 復 と むか 
い , 180 日 頃 に つ て 正常 と な つた . 

5) 浮腫 一 般 に 急性 型 に お いて 前 1 一 2 週 


4 23 2936 43 50 5764 85 92 99 06 13 120 27 135 MB 169 176 182 197 224 238 


図 No.2 (慢性 型 ) の 一 般 臨床 症状 


(9) 


E 
p90 
ET 3 
| - - - 
250% 
Seeo 
60 
$0 
4° 
30 
20 
] 
2.5 
24 
2.2 
| - - - - 
| 


り 顔面 が 腫 服 する こと を みとめ た が , 浮腫 は 触診 ご に ょ つ 
て 判明 で きる 程 閉 し いも の で は な か つた . 

6) 眼 結膜 感染 後 20 一 80 日 頃 に お いて 眼 結 膜 は 軽度 
の 充血 を 示し , 8 一 5 日 間 継続 する 例 が あぁ あり, 感染 45 一 
50 日 頃 よ り わ ず か に 有 眼 結 膜 に 委 血 が あら われ , 60 一 70 日 

に は 著 明 と なり ,。 この よう な 状態 を 持続 する 例 の 他 
に , 結膜 は 著しく 般 血 し , 蒼白 色 を 示す も の も あつ た . 
また No.16 と に お いて は 感染 150 日 頃 よ り ぜ ん じ 回 復 に む 
か つた 例 も あつ た . し か し 有 眼 結 膜 の 黄帝 , 浮 腹 は 認め ら 
れ な か つた . また 感染 初期 に 眼 膜 の み ら れ る 例 も 稀 に あ 

7) 便 一般に 便 の 状態 に 変化 は な か つた . に 
軟便 を 排 し て も 一 過 性 の も の で あぁ つた.。 し か し , 慢性 型 
に お いて は , 病 機 が 慢性 期 に 移行 する 頃 か ら 葵 便 は 小さ 
く , し か も 極め て 硬い も の で あつ た . 

8) その 他 の 症状 体温 は 感染 20 一 150 日 の 間 に 軽 度 
の 上 昇 を みとめ , 特に 感染 初期 に お いて は 持続 的 な 上 昇 
を 示し た . また 衰弱 が 著しい 頃 に は 音 導 に 対し て の 反応 
は 鈍感 と な り , 耳 は 下垂 し , 一 定 の 場所 に 沈 う つ す る 例 
が 多 か つ た . 

2。 血液 の 変化 

1) 赤血球 数 感染 初期 の 赤血球 数 の 変化 は , 感染 て 
一 14 日 頃 に お いて ,。 一 部 の 例 に 赤血球 数 の 軽度 の 増加 を 
みとめ た 。. 例え ば No. 2 で は 感染 時 659 万 で あつ た も の 
が , 感染 て 日 , 887 万 , 14 日 , 863 万 と な り , No. 5, 及び 9 


で は それ ぞ れ 感染 時 ・601 万 , 580 万 , 感染 7 日, 751 万 , 
947 万 。 14 日 , 826 万 , 8830 万 で ご あつ た . 一 般 に 感染 380 一 
40 日 頃 よ り 赤 血球 数 は 減少 し は じ め , 50 一 80 日 頃 に 至 つ 
て 著しく 減少 し , ほぼ 感染 時 赤血球 数 の 半数 と な り , 以 
後 200 一 400 万 を 算定 され た . また 慢性 型 で ある No. 2 
の 赤血球 数 の 推移 は 次 の ょ う で あつ た . 感染 時 659 万 , 感 
染 日, 887 万 , 29 日 , 498 78 日 , 882 万 106 日 , 
828 万 , 155 日 , 267 万 , 211 日 , 848 万 , 806 日 , 864 万 で 
あつ て , ほとん どぶ が 病 機 の 進 ぶ に 伴 つ て 減少 し , 或 い 
は 慢性 に 移行 し て も 赤血球 数 の 回 復 は みとめ られ な か つ 

2) 血色 素 量 赤血球 数 に 伴 つ て 変化 し , 感染 時 70 一 
802%6 の 血色 素 量 の も の が , 次 第 に 減少 し 20 一 80% に 低下 
する も の が あつ た .。 すなわち , No. 7 で は 感染 時 70%, 
感染 62 , 512%, 104 , 472%, 1838 , 32%, 173, 
1626 を 示し た . 

8) 白血球 数 白血球 数 の 変化 は 感染 後 14 日 頃 よ り 急 
激 に 増加 し , 症状 の は げ し い 時 期 (例え ば 赤血球 数 の 著 
し く 減 少 す る 時 期 ) に は , 白血球 数 は 軽度 に 減少 する 
傾向 に あつ た . すなわち , No. 7 の 白血球 数 は , 感染 時 
8,500, 感 染 14 日 , 10,800, 55 日 , 21,800, 104 日 , 9,100, 
152 日 , 8,800, 166 日 ,。 9,800 で あつ た . また 急性 の 
No. 83 の ょ うに , 感染 時 8,800, 感染 14 日 , 11,300, 36 
日 , 18,600, 50 日 , 28,900 と 白血球 数 は 減少 する と と 
な く し た . 
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4) 各種 白血球 各種 白血球 の 中 で , と くに 著しい 変 
化 を 示し た の は , 好 酸 球 で あつ て , 感染 経過 に 伴 つ て 著 
明 な 変化 が みとめ られ た .。 すなわち , No. 2 に お いて は 
0.5 一 1.0 の も の が , 感染 14 日 , 6.02%, 36 日 。 26.5 
%, 21.0%, 106H, 15.5%, 1481, 4.5%, 
224 日 。 8.0%, 306 日 , 7.0 で あつ た 。 一 般 に 感染 
14 日 頃 よ り ぜ ん じ 増 加 し , 40 一 60 日 を 頂点 と し て 100 日 
の 間 に お いて 著 明 に あらわれる. し か し 若干 の 例 に お い 
て は , A 感染 時 軽度 に 増加 する が , 著しい 増加 を みる と と 
な く 経 過す る も の も あつ た 。 好 中 球 お よび リン ペ パ 球 は 好 
酸 球 の 増加 する に 伴 つ て , 逆 に 減少 し た . また 一 部 の 例 


に お いて は , 和 洗 血 が 著 明 に な つて くる と 赤血球 の 大 小 不 
同 症 , 多 染 性 赤血球 の 出現 が みとめ られ た . 


総括 と 考察 


従来 の 肝 里 症 の 臨 閑 お よび 血液 学 的 研究 は 自然 材料 に 
ょ よる も の が 多く , また 実験 的 肝 蜂 症 の 研究 は Lutz(1892 
1898 ), Ssinitzin (1914), 白井 (1925), 小野 ら (1951, 
1952) の 報告 が み ら れ る が , これ ら は , いずれ る も 終 宿主 
体内 に お ける 肝 蜂 の 移行 経路 の 検索 , 或いは 病理 発生 , 
中 間 宿 主 の 決定 を 中 心 と し て 検索 を お こなつ て いる . ま 
た 渡辺 ら (19583) は 人 工 感 染 山羊 に つい て , 主として 治 
療 試験 を お こない , 小野 ・ 木 村 (1959) は 牛 2 頭 を 用 い 
て 肝 蜂 人 工 感 染 試 験 を お こない , 各種 病状 お よび 血液 像 
の 系 統 的 な 検索 を お こなつ て いる . 

今回 , 私 は 家 匹 を 用 いて 人 工 的 に 肝 感染 
め , 一 般 臨 訂 お よび 血液 の 変化 と に つい て 検索 を お こなつ 
た . こと これら の 成績 を 総括 考察 すれ ば 次 の よう で ある . 

1. 感染 初期 

ー 般 臨床 の 変化 は 感染 後 80 日 頃 よ り ぜん じ 元気 が 裏 
え , 食欲 の 不振 を きた し , 感染 40 一 60 日 頃 に 至 つ て 著 明 
に 現われ る よう に な る . 眼 結 膜 は 感染 20 一 80 旦 頃 に 少数 
例 に お いて 軽度 の 充 面 を みとめ , 充血 が 消失 し , つい で 
感染 45 一 50 日 頃 よ り ぜ ん じ 衝 血 が 現われ る .。 また 体重 は 
感染 直後 は 増加 を みとめ た が , 感染 40 一 50 日 頃 よ り 次 第 
に 減少 を は じ め , 体温 も 軽度 に 増加 する も の が 多く , 動 
作 も 緩慢 と な り 催 宮 症 状 を 示し た . 血液 の 変化 は , 少数 
例 に お いて 感染 後 て 一 14 日 頃 に 至り 赤血球 数 の 軽度 の 増 
加 を みとめ , 一 般 に 感 拓 80 一 40 日 頃 よ り 赤 血球 数 は ぜん 
じ 減 少し は じ め , さら に 50 一 60 日 頃 に は 著しく 減少 し 
0 また 血色 素 量 も 赤血球 数 に 伴い 低下 し た . 白血球 数 

感染 14 日 頃 よ り 次 第 に 増加 し , 感染 初 


に お いて お お 


酸 球 に 変化 が みとめ られ , 感染 14 日 頃 よ り 軽 度 の 
た し , 感染 40 一 60 日 頃 に は 閉 明 に 現われ る よう 


の 時 期 は ら の 家 の 結果 に よれ 小 
腸 こ お ぉ いて 脱 井 し た 幼 肝 蜂 が 腸 壁 を 宰 通 し て 腹腔 に 出 
て , 肝 表 面 よ り 肝 被膜 を 破っ つて , 肝 実 質 を 破壊 レ つ つ 胆 
管 に 達し , ほぼ 成虫 に 発育 する 時 期 で ある と いい , 今回 
の 家 吉 人 工 感染 試験 に お いて ぁ も 同様 な 所 見 を 観察 する と 
と が 出来 た 。 し た が つて 家 麹 の 如く 小動物 に お いて は , 
幼 肝 蜂 の 侵 入 に ょ る 肝炎 , 腹膜 炎 お よび 横隔膜 炎 を 起こ 
し て 症状 は 著 明 に 現われ , し ば し ば 急性 死す る こと が あ 
る . し か し 私 ども の 和牛 感 染 試験 で は , 重症 お よび 中 等 症 
を 作製 し て その 症状 の 観察 を 行 つ た が , 感染 初期 に お い 
て は , 元気 , 食欲 が 衰え , 軟便 を 排 し , 体重 の 減少 , 好 酸 
球 の 増加 が 主 な る も の で 症状 は 軽微 で あぁ つた. 家 可 の 症 
状 を 牛 の 如 き 大 動物 の 症状 と 比較 すれ ば , 現われ る 症状 
は 明瞭 で あり , し か も 早期 に 出現 する こと を みとめ た . 
また こと の 時 期 を Gerlach, Ziirn の 羊 に お ける 症状 区 分 
に よれ ば 第 1 期 に あたる . 

2.。 

感染 家 , 著しく 元気 , 食欲 を 失い , 動作 は 著しく 
緩慢 と な り , 体重 も 減少 し , 眼 結 膜 は 蒼白 色 の 符 血 を 示 
し た . また と の 時 期 に 至り 被 毛 の 光沢 は ぜん じ 消 失 し , は 
じ め 粗 毛 と な り , 顔面 の 腫 肛 を みる 例 も あぁ つた. 体温 は 
感染 初期 と ひき つづ き 上 昇 を 示す も の も あり , 軟便 を 排 
する の も こと の 時 期 で あつ た . 血液 の 変化 で は, 赤血球 
数 の 著しい 減少 を みとめ , 感染 時 の 半数 に 及ぶ 例 も 多数 
あっ つた 白血球 数 は 増加 

。 症状 の は げ し い 時 期 に と に お いて は 逆 と 減少 する 

a 各種 白血球 に お いて は 好 酸 球 の 増加 , 好 

中 球 リン 球 の 減少 が み ら れ , 赤血球 の 大 不同 , 

多 染 性 赤血球 の 出現 する と こと を みとめ た , し か し 慢性 型 

に お いて は , この の 症状 は 軽微 あぁ つて, 感染 初 
期 に 比較 し て 症状 は わずか に 増加 する 程度 で あつ た . 

と の 時 期 は , 私 ども の と これ まで の 実験 的 肝 転 症 の 結果 
に ょ れ ば , 体内 移行 を 終了 し , 成虫 まで 発育 し た 肝 蜂 は 
胆管 に 定着 し て , 本 病 固 有 の 慢性 胆管 炎 , 肝硬変 を 苦 起す 
る 時 期 で て あつ て , Gerlach お よび Ziirn の 第 2 期 , 第 8 
期 に 相当 する も の で ある . また こと の 時 期 の 人 工 感 染 牛 の 
症状 は 衰弱 , 赤血球 , 白血球 お よび 血色 素 量 の 減少 , 好 
酸 球 の 増加 , 肝 部 圧痛 , 前 胸 , 吾 置 の 浮腫 , 悪 液 質 な ど 
が 現われ る よう に な り , 自然 感染 重症 牛 に と お いて , し ば 
し ば 起立 不能 に 陥り 角 死 する の も こと の 時 期 で ある . また 
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な 小動物 に お いて は , 宏 弱 期 を 経過 し て , 
よう で ある . 


家 の よう 
な お 生存 する も の は 

8. 回 復 期 

感染 初期 お よび 裏 弱 期 に お いて 各種 の 症状 が 軽微 で あ 
つた 慢性 型 こ に ち お いて , 回 復 の 症状 を みとめ る と と が で き 
た . すなわち , 感染 100 日 頃 よ り 食 欲 は ぜん じ 回 復 し は 
じ め , 感染 150 日 頃 に 至 つ て , 元気 , 被 毛 の 光沢 , 眼 結 
膜 の 衝 血 , 白血球 数 , 各種 白血球 は 正常 な 状態 に 回 復 の 
傾向 が あぁ つた が , 赤血球 数 お よび 血色 素 量 は 減少 の 状態 
を 示し た . また 次 便 は 著しく 小さ く な り , 硬 さ も 増し 
た . し か し 。 と この よう に 回 復 の 徴候 が 現われ て も 再び 衰 
弱 し , 大 動物 の 如く 生存 で きる も の は な か つた . 

と の 回 復 期 を Gerlach お よび Ztirn の 第 4 期 に あ 
る も の と 考え られ , 同氏 ら は , この 時 期 で 【 dcpicied 
は 軽快 し , 虫 体 は 排出 され , 回 復 す る と 述べ て いる . ま 
た 私 ども の 行っ つた 実験 和牛 で は , 元気 , 食 叙 , 被 毛 光 沢 を 
増し , つい で 肝 圧痛 , 眼 結 膜 の , 消失 し 
体重 も 増加 する こと を みとめ た . 

と の ょ うに 家 兎 肝 蜂 症 に お いて も , 他 の 大 動物 の 如く 
一 定 の 経過 を と る が , 衰弱 期 に 至 つ て ほとんど が 錯 死 
肝 症 の 症状 を る も の は 少な いも の と 考え 


まとめ 
私 は 89 匹 の 家 加 に 人 工 的 に 作製 し た hk 
せ し め , 一 般 お よび 血液 の 変化 を 観 


の 変化 は , 元気 , 食欲 
の 減退 , { 温 の 上 , 眼 結 膜 の お よび 赤血球 
数 , 血色 素 量 の 減少 。 白血球 数 , 好 酸 球 の 増加 を みとめ 
た . 


2。 府 期 に お いて は , 元気 , 食欲 の 著しい 減少 , 体 
温 の 上 昇 , 動作 緩慢 , 痩 削 , 眼 結 膜 の 高度 の 委 血 , 潜 


便 , 顔面 の 腫 月 , 被 毛 光沢 欠 除 , 赤血球 数 お よび 血色 素 
量 の 著しい 減少 , 白血球 数 , 好 酸 球 の 増加 , 赤血球 の 大 
小 不 同 症 お よび 多 染 性 赤血球 の 出現 を みとめ た . 


38. 慢性 症状 を 示し た 例 に お いて は , 感染 初期 よ り 


状 は 軽微 で あつ て , 特に 赤血球 数 は 他 の 症状 が 正常 に 回 
復 し て も 。 な お 減少 を 示し , また 小さ く 硬 い 区 便 を 排 し 
: 

稿 を 終る に 当り , 


終始 御 指導 , 御 校 半 を いた だ きま し 


た 小野 豊 教授 た に 深 基 の 謝意 を 表し ます . 
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EXPERIMENTAL STUDIES ON FASCIOLIASIS 
CLINICAL AND HEMATOLOGICAL OBSERVATIONS 
ON INFECTED RABBITS 


SHIGE KIMURA 
(Laboratory of Veterinary Medicine, Hyogo University of Agriculture, 
Sasayama, Hyogo Prefecture) 

In his previous paper, the author reported the infection rate of metacercariae among 
rabbits, distribution of F. hepatica in the liver, appearance of eggs in the feces, relationship 
between the number of parasites and that of deaths among infected rabbits. The present 
experiment was performed with 39 infected rabbits to clarify clinical symptoms and hematolo- 
gical changes in them. The results obtained are summarized as follows. 

l. In the infected rabbits the course of disease can be divided into three stages. The 
first stage (early stage) appears within a short period after infections and lasts until about 50 
days after infection. It is associated with such symptoms as depression decrease in appetite, 
slight rise in temperature, anemia of the conjunctiva, oligocythemia, hypochromia, leucocytosis, 
and a high eosinophilia (20 to 30 per cent or more). 

2. The second stage (weakening stage) is characterized by severe oligocythemia. It is 
also accompanied by hypochromia, decrease in appetite, and anemia of the cojunctiva. Further- 


more, leucocytosis, diarrhea, swelling of the face, and rough hair coat are most clearly observed 


about 60 to 130 days after infection. 


3. The third stage (chronic stage), if it does ever supervene, appears about 200 days 
after infection. In this stage the feces form small masses and become solid. At the same 


time oligocythemia and hypochromia occur. 
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茨城 県 の 一 帳 村 に お ける 寄生 映 虫 類 の 調査 研究 


加納 太郎 田中 山本 久 真 
東京 医科 歯科 大 学 公衆 衛生 学 教 記 
東京 医科 歯科 大 学 医 動 物 学 教 許 


は し が き 


戦後 に お ける の び ぴた だ し く , 特に 農村 で 
は その 傾向 が 著 し か つ た . その 後 次 第 に 遇 虫 感染 が 減少 
する に お ょ ん で , 問題 に な つて きた の が 上 農村 の 釣 虫 感染 
で ある . 勿論 以前 で も 釣 虫 感染 率 は 今 と 変り な いか , そ 
れ 以 上 で あぁ あつ た ろう が , 環 虫 の 険 に と か くれ て , 見 逃さ れ 
て いた も の と 思わ れる . 赤 近 年 釣 虫 検出 法 の 進歩 と 普 
及 (小宮 , 1958 ; 佐々 ら , 1957 ; 佐々 ら , 1958) は 多 虫 
駆虫 剤 の 進歩 と あい まつ て , 釣 虫 症 の 調査 を 一 層 容 易 に 
し た よ ょ うに 思わ れる . 

本 研究 ご と りあ げた 県 五 で は , 村役場 生 課 
が 提唱 し て 先ず 学童 の 釣 虫 駆除 を 行 な つ た と と ろ , 体力 
の 向上 な ど に 著しい 効果 が 認め られ た . と これ が 契機 と な 
つて , 全 村 民 の 一 斉 釣 虫 駆除 が 計画 され ,。 ひ きつ づき 合 
理 的 な 尿 尿 処理 方 法 の 考案 に よ ょ つて , 多 虫 感 流 の 起 ら な 
い 太 境 を 作り あげ る こと と が 企画 され た . 本 調査 は 以上 の 
計画 を 進め る 最初 の 資料 を 得る た め に 行なわ れ た も の で 
ある . 

と の 村 は 生活 程度 。 環境 と も に どく 普通 の 農村 で あ 
り , 人 口 約 1 万 弱 と いう 大 地域 で あつ た た め , 調査 計画 
も 相当 困難 な も の で あつ た が , 今後 同様 な 計画 を 開始 す 
る 農村 に も 共通 点 が 多く , 調査 計画 の 立案 な ど に 参考 と 
な る 所 が ある と 思わ れる . 

集 ま つ た 普 便 検査 材料 は すべ て 釣 虫 の 検出 能力 の ょ い 
培養 検査 を 行ない , 種別 を 同定 し た . その 結果 , 最も 寄 
生 率 の 高い の は 釣 虫 で , ほぼ 半数 の 住民 が 感染 し て お 
り , 特に 働き 盛り の 年 令 層 に 寄生 率 が 高く , 作業 能率 の 
上 か ら も 重要 な 問題 で ある と と が 判っ つた . 赤 , 全 村 民 に 
培養 検査 まで 行 な つ た 大 規模 な 調査 で あり , 他 に 類例 が 


古賀 保健 所 


(昭和 35 年 12 月 6 日 愛 領 ) 
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殆 ん ど な い た め , 検査 計画 の た て 方 に も 種々 考案 改良 し 
た い 点 も みみ られ , 今後 の 同様 な 調査 の 参考 資料 と し て 興 
味 あ る 経験 で あつ た . 
対象 に な つた 地区 

茨城 県 五 雷 村 は , 利根 川 か ら 江 戸川 が 分 流す る 地点 に 
あり , 千葉 県 , 埼玉 県 に 接し , 両 河 川 が 村 の 北部 , 東部 
を 流れ て いる . ほ ば 平 担 な 地 域 で , 面積 22,354 km* の 
広い 村 で ある . 農地 は 12,744 km? あつ て ,・ その 内 水 
田 8,842 .km?, 高地 9,402 km? で ある . 世帯 数 1,511, 
人 口 9,784 人 で , 14 部 落 に 分 か れ , 殆ど の 世帯 が 農 


・ 業 を 営み , 主 産物 は 米 で , 生産 額 は 米 , 麦 , 野菜 , いも 


類 , 豆類 の 順に な つて いる . 近年 化学 肥料 が 十分 使用 さ 
れ て , 下 肥 の 使わ れる 量 は 著しく 少な く な つて いる が , 
各 家 の 処理 の 場 が な く , 捨て られ て いる 状況 
で ある . 

検査 方 法 


便 材料 提出 に 先立ち , 1 週間 に わた つて , 村役場 , 保 
健 所 が 部 落 毎 に 講演 よび 映画 会 を 開い て 行なっ つ 
た . 材料 は 直径 2cm の 金属 製 人 れ て , 氏 
名 年 令 な ど を 記入 し た 封 筒 に 入れ , 1959 年 Y 月 29 日 より 
8 日 間 に わ た つて 提出 し て も ら つ た . 1 日 分 を 役場 に 集 
め て 自動 車 便 で 東京 医科 歯科 大 学 へ 運ん で 検査 を 行 な つ 
た . 採 便 か ら 2 な いし 3 日 目 に 検査 に 着手 し た . 検査 は 
塗 抹 法 2 枚 と 試験 管内 濃 紙 培養 法 を すべ て に 併用 し た . 
塗 抹 法 の 観察 と 培養 の 作 人 製 は 8 月 1 日 か ら 行 な い , 25 人 
の 検査 員 が 毎日 8 時間 作業 を 行なっ つて 8 日 間 で 終了 し レ 
た . 培養 は 25"C の 恒温 室 に 10 日 か ら 14 日 間 保存 し , 培養 
の 判定 は 5 人 で 行ない 8 日 間 を 要 し た . 

検査 処理 の 都合 上 , あら か じ め 部 族 別 に 名 簿 を 作製 


‘ 
| 


し , 830 人 1 組 に し て 各 材 料 に 何 組 の 何 番 と いう 記号 を 付 
し , 30 人 を 1 群 と し て 検査 を 行 な つ た . 検査 者 は 材料 を 
402 グ リセ リン 水 で と いて , カバ ー グ ラス を か け , 2 枚 
の 疹 抹 標 本 を 作り , 次 いで 培養 を 行 な つ た . 培養 法 は 
1.5 cmX15cm の 濾紙 の 半分 に 便 約 0.8 g を ぬり , 水 約 
3cm を 入れ た 中 試験 管 (1.8 cm X16.5cm) に , 疹 抹 標 
本 を 観察 し た . これ ら の 諸 方 法 は , ほぼ 佐々 ら (195 の 
に 準じ て 行 な つ た . 検査 は 先ず 管 底 か ら 弱 拡 大 顕微 鏡 

(アン キロ スコ ー プ ) で 幼虫 の 有無 を 調べ , 幼虫 が 検出 
され た 場合 は ピペット で 吸 い 上 げ , スラ イド グラ ス 上 で 
火 類 固定 を 行 な つ た . 

提出 され た 検体 は 8,055 で 人 口 の 85.72 に 当り , と この 
うち 完全 に 二 法 で 検査 出来 た 数 は 7,060 で ぁ つ た . 

本 調査 で 行なっ つた 検出 法 の 二 法 共通 に 検出 司 能 な 寄生 
虫 の 種 は 釣 虫 2 種 , 東洋 毛 様 線 虫 , 可 線 虫 の 4 種 で ある 
が , 特に 多数 検出 され た 釣 虫 に 就 い て 2 法 を 比較 する . 
多 虫 陽性 者 は 8,560 で ある が ,。 こと この 内 疹 抹 法 で の 陽性 は 
1,171 で 82.9% に 当り , 培養 法 で は 8,872 で 94.722 に 当 
り , 培養 法 に よる 検出 が は る か に 良好 で あつ た . 


調査 

部 落 別 感染 状況 

検査 が 完全 に 行なわ れ た 被 検 者 に 就 い て の 成績 を 第 1 
に 示し た . 表 中 釣 虫 の 項 は 疹 抹 , 培養 検査 に よっ つ て, 
種別 は と も か く と し て 釣 虫 の 検出 され た も の を 示し , 陽 
性 率 は 50.5 で 最も 高 率 で あつ た . 各部 落 別 の 比較 で は 
差 は 殆 ん ど な く , 50 前後 で あり , 性 別 差 も 殆ど み ら 
れ な か つた . 培養 検査 で 種別 意 判 定 出 来 た の は 38,218 人 
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で , その 中 アメ リカ 釣 虫 は 8,186 人 (99.0%%), マビ = 鋼 
虫 は 84 人 (2.6 26) で あぁ つた . また 両 種 感 染 者 は この 中 
52 人 あつ た . 被 検 者 に 対す る 割合 は アメ リカ 多 虫 45.2 
%, マビ = 釣 虫 1.2% で , いずれ に し て も アメ リカ 鋼 虫 
の 圧倒 的 に 優先 し て いる 地域 で あつ た . 又 種 別に し た 部 
牙 別 の 陽性 率 で も , 地域 差 は 閉 明 で な い . 

遇 虫 は 全体 的 に と 少なく , 平均 17.42 で 部 落 別 に は か な 
り の 差 が あぁ あり, 最も 多い の は 堀之内 で 次 いで 小手 指 , 小 
福田 の 順に な り , 少な い 方 は 両 新 田 , 土 与 部 , 幸 主 な ど 
で あつ た 。 又 性 別 差 は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた . 

鞭 虫 は 全体 的 に と 少な か つた が , 貴 虫 感染 の 多い 堀之内 
だ け に か な り 多数 認め られ た . 杏 線 虫 は 比較 的 多く 検出 
され た が , 採 便 時 の 土 の 混入 も 考え られ , どれ だ け 意 味 
が ある か 不明 で ある . 東洋 毛 様 線 虫 は 率 が 少な く , 特に 
高 率 の 部 落 も な い 様 で ある . 

その 他 虫 8 例 (0.04), 肝 吸虫 3 例 (0.0422) 横川 
吸虫 1 例 (0.0122) が み ら れ た . 条 虫 で は 矯 小 条 虫 は 検 
出さ れず , 縮小 条 虫 が 1 才女 児 と 8 才 男 児 の 2 例 に み ら 
れ た . 

年 令 分 布 

各種 虫 卵 の 陽性 率 を 性 別に 分 け て 第 2 表 に 示し た . 総 
計 で みて も , 各 年 令 別 に みて も , 各種 虫 卵 陽性 率 は 性 別 
に よる 著しい 差 は 認め られ な か つた ,. 両性 の 合計 に 就 い 
て 陽性 率 を 第 1 図 に 示し た . 環 虫 で は 0~ 4 才 で 最も 高 
率 で 年 令 の 増加 に 伴い ゆる や ゃ や か に 減少 を 示し た .。 一 方 凌 
虫 あ これ と や や ゃ や 似 て いる が ,。 0 ~ 4 地 で は 少な く , 5 ~ 
9 才 で 最高 値 を 示し , 順次 減少 を 示し , 筒 虫 の 年 令 分 布 


第 1 表 地区 別 , 性 別 虫 卵 陽性 率 
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両 新 田 91 93 
川 妻 236 242 
小手 指 282 303 3 
新 幸 谷 104 122 ーー 
堀ノ内 194 229 
小 福田 162 287 
山王 山 154 177 
大 福田 311 352 . 
幸 主 224 264 5 
元 栗 橋 540 579 
山 王 199 202 
江 川 283 301 : 
冬 木 336 350 
土 与 部 182 161 0 
( 15 ) 


第 2 表 主要 種 の 年 , 別 分 布 (%6) 


年 
10~14 15~19 


40~49 


に 1 


5~9 20~29 30~39 


0 039 1925. 3.2%2 146 1952 0897 
女 0 101 023 i197 3.18 906 1.28 

東洋 毛 様 線 | -0 0:68 0:60 0:73 0.88 0.49 0:41 
307 519 239 :403 342 39359 346 

被 検 者 1 503 3662 


アメ リカ 銘 中 


第 1 図 主要 種 の 年 齢 分 析 


と 異な つて いる . アメ リカ 多 虫 は 0 ~ 4 才 は 少な く 20~ 29 才 に 最高 値 が あり , それ より 高 ・ 低 年 令 で は か な り 急 
29 才 各 急 激 に 上 昇 し , それ 以上 の 年 令 で は @ る や か な 減 な 減少 の み ら れ る 山形 を な し , アメ リカ 釣 虫 の 年 令 分 布 
少 が られ た 。 同じ 釣 虫 と いつ て も ジマ ツ ビ = 釣 虫 で は 20~ と は 異な つて いた . 東洋 毛 様 線 虫 は 例 数 少な く , 年 令 分 


表 感染 の 家族 集積 性 


家人 1 家 族 内 陽 性 者 数 r 


© 


3 1 5 6 


0 1 
68 33(34.68) 35(33.32) 


116 41(30.16) 43(58.00) 32(27.96) 

157 23(20.72) 44(59.97) 59(57.78) 31(18.53) 

231 27(15.48) 49(60.06) 72(86.63) 59(56.36) 24(13.40) 

234 20( 7.96) 34(38.84) 56(74.41) 62(71.60) 48(34.63) 14( 6.55) 

9( 3.98) 25(22.32) 47(53.70) 58(68.95) 45(49.73) 26(19.23) 11( 3.09) 

183 8(1.65) 23(10.98) 22(31.84) 40(51.24) 51(48.68) 24(28.37) 11( 9.15) 4(1.28) 

137 2(0.68) 7( 4.80) 21(16.17) 29(31.51) 31(37.40) 26(29.18) 12(13.84) 8(3.29) 1(0.41) 

2 3(0.10) 1(1.04) 5(3.95) 7(9.15) 14(13.10) 10(12.43) 3(7.85) 8(3.17) 1(0.78) 0(0.10) 


29 0(0.03) 3(0.32) 1(1.45) 7(3.83) 5(6.09) 7(7.31) 3(5.48) 1(3.13) 1(1.16) 1(0.26) 
| 観測 値 期待 だ 


to 
tS 


w=25.22 人 7326 
平均 陽性 率 以 下 家 族 数 419 376.81 4.72 Pr<0.001 陽性 率 P=0.4904 
平均 陽性 率 家族 数 | 403 491.69 16.00 f=1 ( ) 期待 値 
611 560.74 4.50 有 意 アン ゲー ライ ン =nxP 
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第 4 表 感染 の 家族 集積 性 


家 族 


内 性 者 


和 


1 2 
14:78)! 3:28 
56..63) 23(29.21) 

108( 96.05) 34(62.99) 

124(103.28) 70(90.29) 

131( 88.91) _50(97.27) 

101( 61.61) 48(80.80) 
38.25) 38(58.75) 
3.58) 29(41.29) 

.62) 7(16.93) 
5.24) 9(11.48) 


| 観測 値 


26(13.75) 
15(29.64) 
26(42.54) 
23(44.24) 
17 (38.56) 
9(31.51) 
11(14.89) 


| 


29) 2 


4(0.20) 
7(0.31) 
5(0.69) 
1(0.66) 
1(0.95) 


3 

50 3 
00.10) 10  ) 
2(0.08) 1(0.04) 


平均 陽 徐 率 以 下 家 族 数 643 453.95 
平均 陽性 率 家族 数 364 538.98 
2 以上 310 324.29 


地区 別に みた , の 家族 集積 性 


4. 
4. 
0.1: 
1.: 
2: 
4.6 
2.64 


17.95 136.1: 
Pr<0.001 
0.01> Pr>0.001 


+ 0.05>Pr>0.01 
— Pr>0.05 


布 の 状況 は 明らか な 傾向 が つか め な か つた . 

, の 家族 集積 性 

, と つい て 家族 集積 性 を 検討 し た . 計算 の 都 
合 上 1 家族 10 人 以下 の 家 C 行 な つた 。 第 る 4 
表 に 示し た 様 に n 人 家族 中 + 人 陽性 者 の いる 家族 数 の 分 
布 を 表わし , 期待 値 は 一 様 に 分 布 し た 場合 の 各 頻 度 を 二 
項 分 布 に よ つ て 求め , 数 値 を カッ = コ に 入れ た . これ に ょ 
る と n 人 家族 中 + 人 陽性 者 の ある 家族 数 の 期待 値 は 后 X 
aC.q"*Pr と な る . 観測 値 と 期待 値 と の 比較 は が 検定 で 行 
い , 林 ら (1959) の 方 法 を 用 いた . こと の 方 法 で は n 人 


つい て 


Pr<0.001 


人 員 6887 
P=0.1795 
) 期待 値 
テン デー ライ 


家族 の 家族 数 を その 家族 中 の 陽性 者 に こと つて 38 
に 分 け , n 人 中 , 平均 陽性 率 PXn 人 陽性 者 の あぁ る 殴 に 
アン ダー ライ ン を し た . こと の 8 群 の 群 別 の 総和 に つい て 
2 検定 を 行 な つ た と こと ろ , 第 4, 5 表 に 示す 様 に 釣 虫 ? 
銅 虫 共 に 著しく 有 意 の 差 が 認め られ , 両 種 と も 家族 間 に こ 
ー 様 に 分 布 し て いる も の で は な く , 或 る 家族 に は 著しく 
集積 され て いる こと と が 判明 し た 

以上 の 検定 は 村 全体 と し で 行なっ た も の で ある 半 は 
た し て 各部 落と も 同じ 状態 で ある る か どう か を , 部 落 別に 
同様 の 検定 法 に ょ つて 調べ た (第 5 表 ). これ に よる と 両 
種 と も 部 落 に ょ よ ょ つて 相当 の 差 が み ら れ た . 釣 虫 で は 集積 
性 の み ら れ た の は 4 部 落 だ け で eri bot? 
い で は 元 橋 , 山王 で 最も 集積 性 が あり , 部落 
で は 集積 性 が ら 陽性 率 は 部 落 に より 
大 き な 差 が ある ヵ 陽性 素 と 集積 性 の 有無 と は あま り 関 
係 が 認め られ な い . また 和 環 虫 の 集積 性 と 釣 虫 の 集積 性 は 
各地 域 で 相互 に 関連 は みみ られ な か つた . こと の 中 , 元 栗 橋 
の 地区 で は 遇 虫 も 釣 虫 も 著しく 家族 集積 性 が 高く , 山王 
で 遇 虫 の 集積 性 の 高い こと が 注目 され る . 

寄生 感 相関 性 

今回 の 検査 中 アメ リカ 釣 虫 ツマ ビ = 釣 虫 , 
東洋 毛 様 線 虫 の 5 種 の 各 2 群 ず つの 組合 せ を と り , 2 種 
間 で 感染 の 相関 性 を 検定 し た . 2 種 が 若 し 独 立 し た 感染 
を 行なう な ら , A 種 の 陽性 群 , 陰性 群 中 の B 種 の 陽性 率 
に は 有意 の 差 が 生じ な い . 実際 の 計算 は A 種 陽性 群 , 陰 
性 群 中 の B 種 陽性 率 の 差異 を x* 検 定 す れ ば よい こと と に な 
る . 若 し 有意 の 差 が 認め られ れ ば A, B 種 の 感染 に 相関 性 


で て いた な い , 
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18 
99 
174 6( 1.04) 
228 15( 4.33) 40.23) 
239 18( 9.32) 11(0.96) 
202 15(12.93) 8(2;22) 
153 8(13.92) 
115 8(13.57) 4(4.03) 
51 3(7.70) 6(2.55) 
38 (6.38) 0(2.39) 
56.81 
0.59 有 意 
両 新 田 6.59 0.813 48.36 0.106 
川 14.58 5.968 44.14 4.787 
小手 指 30.61 3 44.63 _6.255 : 
新 幸 谷 20.59 2 48.13 1.805 
堀之内 54.69 54.12 1.929 
小 福田 32.00 51.45 3.615 
王 山 12.61 7 47.04 4.337 
大 福田 10.73 2 48.24 0.736 . 
9.45 7 52.20 0.856 
元 13.35 1 9 48.71 8.644 
山 王 19.67 7 50.00 0.063 
、 190:56 (9 49.24 2.083 
土 6.06 35 44.13 0.183 
全 体 | | 
: 


第 6 表 主要 寄生 虫 感 染 の 各 2 種 間 の 相関 関係 


東 
お 2 34 520 2666 55 3131 7 3179 3186 
— 32 3842 711 3163 49 3825 冬 3857 3874 
1231 5829 104 6956 24 7036 7060 


x’=9.66 x’=5.02 
0.01> Pr>0.001 


0.05>Pr>0.02 


“=2,60 
0.2>r>0.1 


+ 


C 5 < 
ーー 1222 5754 99 6877 23 6953 6976 
5829 104 6956 24 7036 7060 
“=1:50 
0.3>Pr>0.2 Pr<0.001 Pr=0:97 
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計 104 6956 24 7036 7060 


24 6932 
24 7036 7060 
Pr=0.70 


=73.23 Pr=0.37 
Pr<0.001 
が ある と 考え られ る (Hayashi et aZ.,1959 ; 林 ら , 1957 
: 佑 々 ら , 1958 ; 田中 ら , 1959) 第 6 表 の 計算 結果 か ら 
劉 険 率 0.12% 以 下 で 有意 の 差 の ある も の を と つて 相関 性 
を みる と , 最も 相関 性 の 高い の は 懲 虫 と 連 虫 で , 次 いで 
ビニ = 虫 と 虫 マビ = 虫 と アメ リカ 虫 の 順に な 
り , 順 相 関 が 認 め ら れ た . 

経 の 問題 

本 調査 に と 要 し た 諸費 用 を 第 8 表 に 示し た . また 完全 に 
検査 の 出来 た を 7,060 で 割っ て 1 人 当り の 有 費用 は 55 円 で あ 
つた が ,。 とこ と の 内 訳 を さら に 検討 し て みる . 研究 を 目的 と 


第 7 表 経 
別 全体 1 人 当 
検査 器具 72,275 円 10.2 円 * 


回 収 可能 検査 器具 75,000 10.6 


計 389,238 55.0 


検査 で 必要 な 用 ,** 検査 を する 地区 で 
必要 な 用 , 1) 検便 人 , パソ ンチ カー ド , カベ バー 
グラ ス , 濾紙 , 薬品 等 , 2) 中 試験 徹 , スラ イド 
グラ ス , 3) 用 紙 , 広報 活動 諾 経費 を 含む 


し て 行なっ つた 場合 必要 な の は 消耗 器材 と 人 件 費 で , そ 
の 合計 は 27.9 円 と な る . 検査 を 受け る 側 で は 広報 活動 
や , 検査 材料 の 輸送 融 , 事務 費 が 必要 と な る . と の 分 は 
第 7 表 の 内 旅費 (連絡 の た めで あつ た が ) を 除く と 1 人 
当り 8.6 円 に な つた . と こう し た 調査 で は 事務 費 は 大 きく 
な り が ち で , 計画 性 の ある 能率 的 な 事務 の 運営 で 1 人 当 
り の 井 用 は か な り 軽 減 さ れる . 

と の 種 の 調査 を 行なう 場合 , 以上 の 結果 は 参考 に な る 
が ,。 こと この 計算 中 に は 設備 の 維持 費 , 光熱 費 は 合 ま れ て お 
ら ず , 人 件 費 は 著しく 低く し て ある . 又 表 中 の 人 件 費 は 
釣 虫 等 の 培養 の 陽性 率 に ょ つて 相当 変動 する . 本 調査 で 
は 浮 の 検 は ぶ い た が , これ を 加え , さら に 経 
融 を 加え る と 相当 な 高額 と な る こと が , 予想 され , とこ の 
経費 計算 が , どこ に で も 当て は まる も の で は な い . 

本 調査 を 行なう に 先 だ ち , 農村 の 経済 状態 か ら み て , 
と これだけ の 精密 検査 を 円 消 に 行なう 経費 が まかなえる か 
どう か に 疑問 が あつ た . 幸い に 県 衛生 部 予防 課 の 援助 が 
得 ら れ , 村 の 負担 は 総額 の 半分 強 で 遂行 する こと が 出来 
た . 検査 材料 の 提出 率 が 非常 に よ か つ た の は , 村役場 , 
保健 所 の 広報 活動 の 結果 と 考え られ る . 検査 の 結果 で は 
釣 虫 が 著しく 陽性 率 が 高く 遇 虫 が 低い こと が 注目 され 
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東 
東 東 
; +  -— +. 計 + 計 
運搬 5,860 0.8 ** 
事務 人 件 6,700 0Q.9 ** 
55,810 7.9 


る . (佐々 ら , 1958) 又 釣 虫 の 種別 で は アメ リカ 釣 虫 が 
著しく 優先 し て いた . 地域 別に みる と 多 虫 陽性 率 に は 差 
な く , 貴 虫 陽性 率 に 大 き な 差 の ある と と も 興味 深い . 
釣 虫 特に アメ リカ 多 虫 は 20 才 以上 の 人 の 60% も が 保有 
し て お り , 農村 の 働き 盛り の 年 令 層 に 感染 が 多く , 村人 金 
A て も 重要 な 問題 で ある . この 多 虫 , 
銅 虫 の 感染 率 は 奄美 大 島 に お ける 調査 (佐々 ら , 1958) 
に 近い る の で , 関東 地方 も 釣 問題 の 性 が 感 き 

せら れる . 

寄生 種別 と に よる 相互 の 相関 関係 を みる と , 
性 率 最 高 の 堀之内 で 凌 虫 が 最も 高 率 に 検出 され て いる . 
し か し 両者 の 感染 の 年 令 分 布 を みる と 明らか な 相違 が あ 
り ,。 全く 同様 に 感染 が 成立 する も の で は な い 事 が うか が 
め ら れ た が , その 年 令 分 布 は か な り 異 な つた 形 に な 
疫学 的 な 差異 が ある も の と 思わ れる . 
総括 的 に 地域 差 の 問題 を と りあ ぁ あげる と , 環 虫 陽性 率 の 
高い 堀之内 , 小 福 田 , 小手 指 や , 環 虫 の 家族 集積 性 の 高 
い 元 栗橋 , 山王 , 釣 虫 の 家族 集積 性 の 高い 元 栗 橋 な ど 
は , 他 の 地区 と 同様 に 農業 に 従事 し て いる と は いう も の 
の , その 形式 , 生活 様式 , 習慣 の 上 に 何ら か の 差異 が あ 
る も の と 思わ れる . 又 寄 生 虫 相互 の 相関 関係 ゃ 家族 集積 
性 は 別 の 地域 で の 調査 ( 林 ら , 1959 ; 林 ら , 1957 ; 佐々 
ら , 1957 ; 佐々 ら , 1958 ; 田中 ら , 1959) と 比較 し た 場 
合 。 寄生 虫 の 種 に 固定 し て 不変 な も の で は な く , その 地 
域 の 生活 様式 に 大 きく 影響 され て いる よう に 思わ れる . 


まとめ 


1. 県 五 の 便 寄生 虫 卵 を 行 な つ た. 
人 口 9,784 で 85.72% が 検査 材料 を 提出 し , その 内 7,060 
名 に つき 疹 抹 法 と 試験 管内 濾紙 培養 法 を 行 な つ た . 

2。 各種 陽性 率 は 17.4%, 虫 1.52%, アメ リカ 
釣 虫 45.2%, マビ = 多 1.2%,、 両 種 を 含め た 陽性 
率 50.5%, 東洋 毛 様 線 虫 虫 0.5% で , 性 別 
差 は 著しく な か つた . また 肝 吸 虫 8 例 , 横川 吸虫 1 例 , 
縮小 条 虫 2 例 が 検出 され た . また 釣 虫 で は 著 レ く ア メリ 

8.。 村内 を 14 地 区 に 分 け て 比較 する と , 釣 虫 陽性 率 に 
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虫 と も に 全 村 の 計 で みる と 家族 集積 性 が 高い が , 地区 別 
で は 上 で 2 地区 , 釣 虫 で 1 地区 で 集積 性 が 明 で , 
集積 性 の 認め られ な い 地 区 も 多く , 地区 別 の 感染 様相 の 
が み ら れ た 。 

4.。 寄生 虫 感染 の 2 種 間 の 相関 性 を 検定 する と , 螺 虫 
と 鞭 虫 で 最も 相関 性 が 高く , 次 いで 鞭 虫 と ズ ビ = 釣 虫 , 
ズ ビ ニ = 釣 虫 と アメ リカ 釣 虫 で , 順 相 関 が 認 め ら れ た .。 一 
方 年 令 分 布 で は 遇 虫 と 凌 虫 の 間 , ズ ビ = 釣 虫 と アメ リカ 
釣 虫 と の 間 に も 差 が み ら れ た .。 アメ リカ 釣 虫 が 20 才 以上 
の 年 令 層 に 特に 高 率 で , 農村 の 重要 な 寄生 虫 と 思わ れ 
る 。 

5. 検査 に と 要 し た 弓 用 は 総額 889,288 円 で , 
55 円 で あつ た . 
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EPIDEMIOLOGICAL SURVEYS ON THE HELMINTHIC INFECTIONS IN 
GOKA-MURA, IBARAGI PREFECTURE 


ROKURO KANO, HIROSHI TANAKA, HISASHI YAMAMOTO, AMANO, 
(Department of Public Health, Tokyo Medical and Dental University) 


NOBUO KUMADA, KIYOTOSHI KANEKO, TADASHI KUGOH, 
(Department of Medical Zoology, Tokyo Medical & Dental University) 


HIDEO HUNYU, EIICHI NAKAMURA, KIYOSHI OZAWA, & SABURO AOKI 
(Koga Health Center) 


Ina farmy village near Tokyo (Gokamura, Ibaragi Prefecture) a survey of helminth 
infections was made from 7,060 fecal samples using smear and test-tube cultivation technics. 
The most important species was hookworms in this village, showing the highest rate 50.5%6. 
Positive rate were 45.2%% in Necator americanus, 1.2% in Ancylostoma duodenale, 17.4% in 
Ascaris, 1.5% in Trichuris, 0.5% in Trichostrongylus orientalis and 0.5% in free-living nematodes. 
Besides those species 3 cases of Clonorchis infections, 1 case of Metagonimus yokogawai and 2 
cases of Hymenolepis diminuta in children were detected. Necator was found to infest on this 
area much more abundantly than Ancylostoma. The sex difference of the positive rates of 
those parasites was not significant in all species. In comparisons with positive rates among 14 
localities of this village, the rates of Ascaris showed large difference but little was observed in 
hookworms. The family aggregation was tested about Ascaris and hookworm infections and 
both species showed dense aggregation in the village as a whole. By the analysis of the 
aspsects of the aggregation at 14 localities, the family aggregation of Ascaris was remarkable 
at 2 localities and that of hookworms at one locality. So the spread of those two species was 
thought to be difterent by the localities. Occurrence of the correlated infection between two 
species was tested in every combinations and Ascaris was known to infect closely correlating 
with Trichuris, Trichuris with Ancylostoma and Ancylostoma with Necator. On the other 
hand a little difference was observed in the age incidences between Ascaris and Trichwuris and 


also between Ancylostoma and Necator. 
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鶏 条 虫 に た いす る ヨプ タン の 駆 中 効力 (1) 


水沼 


奈良 県 種 * 
沢 田 
奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 


(昭和 35 年 12 月 9 日 受領 ) 


Pittenger et al. (1958) に よ ょ つて Streptomyces hyg- 
roscopicus か ら 分 離さ きれ た 抗生 物質 Hygromycin B は 
単に 細菌 に 対す る 作用 の みな ら ず , 豚 肺 虫 , 豚 円 虫 , 豚 
虫 な ら び に 消化 管内 線 虫 に 対し て 優れ た 効力 
を も つて いる こと が 近年 報告 され た 。 本 邦 に お いて も 
佐々 木 (1958) は 豚 の 円 虫 に 対し , 野田 ・ 太 田 (1959), 
野田 ・ 池 側 1960) は 豚 の 円 虫 , 線 虫 お ょ び 鶏 の 内 部 線 
虫 に 対し て すぐ れ た 駆虫 効力 を 有する こと を 明らか に し 
た . し か し 同じ 内 部 寄生 虫 の 一 種 で ある 箸 人 条 虫 に 対し て 

の 駆虫 試験 は 皆無 に た 近く, わずか に Quisenberg (1959) 
の 簡単 な 報告 が ある に すぎ な い . tg 
Hygromycin B は 肌 条 虫 に 対し て 無効 の ょ う で ある 

べ て いる の み で 詳し い デ ー タ ー は 見 あたら な い 

か か る 状態 の も と に 今回 著者 あら は 米国 Lilly 福 の Hy- 
gromycin B (2.4 g/lb) を 含有 する Hygromix と Au- 
rofac-20 が 5 : 1 の 割合 に 混合 され た ヨブ タン を 武田 薬 
品 工業 株 式 会 社 か ら 入手 する 機会 を 得 て , 本 剤 の 鶏 条 
虫 に 対す る 駆虫 効力 を 検討 し た の で ,。 その 結果 を 報告 す 


材料 お よび 方 法 


供 試 日 令 1 年 1 ヵ月 の 白色 レグ ホン 産 羽 
で , 投薬 区 , 対照 区 お の お の 8 羽 ず っ の 2 区 に わけ , 
1960 年 4 月 27 日 橿原 条 虫 Razllietina kashiwarensis の 
中 間 宿 主 で ある オオ ハリ アリ _ Euponera solitaria の 腹 
部 (この 中 に 成熟 虫 が 宿 つ て いる ) 10 尾 ずつ を 
ン 片 内 に 挿入 し て 16 羽 の 和 鶏 に 強制 投与 し た 。 さら に 第 一 
次 感染 より 16 日 後 の 5 月 12 日 , 20 尾 ずつ の オオ ハリ アリ 
の 腹部 を 前 述 と 同様 の 方 法 で 食わ せ た . 

第 一 次 感染 後 28 日 目 か ら 38 日間, 16 羽 の 鶏 の 排 洪 開 を 
観察 し , 落下 片 節 の 存在 か ら す べ て の 鶏 が 橿原 条 虫 に 感 
染 し て いる こと と を 確 め た 。 か くし て 5 月 22 日 か ら ヨ ブタ 


(21 ) 


福井 良信 


ン を 基礎 飼料 に 0.32%2 (Hygromycin B と し て 0.001222 

含有 ) の 割合 に 添加 し た も の を 投薬 区 に 与え , 対照 区 に 
は 基礎 飼料 の み を 与え た . 飼料 は 1 羽 あ た り 約 100g と 
し て 1 日 8 回 に 分 割 し て 4 週間 置 続投 与 し た . 

駆虫 効力 の 判定 は 投薬 区 , 対照 区 の 16 羽 に つい て 毎日 
1 羽 ご と に 排 洪 され た 離脱 老 熟 片 節 数 な ら び に 貝 体 数 を 
数 え , 投薬 試験 終了 後 16 羽 の 肥 に ビ チ ン 1 錠 (300 mg) 

を 投薬 し て 両 区 の 排 洪 虫 体 数 を 比較 し た . 採 食 量 に つい 
て は 1 週間 ご と に 人 残 飼 量 を 計量 し て , 1 羽 あ た り の 採 食 
量 を 求め , 体重 に つい て は 実験 開始 時 か ら 10 日 ご と に 測 
定 し て , 両 区 を 比較 検討 し た . また 投薬 が 産 に お よ ょ ば 
す 影 響 に 関し て は 投薬 区 , 対照 区 と も 投薬 前 後 25 日 間 ず 
つ に わた る 産卵 数 を 統計 的 に 処理 し て 比較 検討 し た . 

i) 条 虫 の 駆虫 1960 年 5 月 19 日 (投薬 日 の 3 日 前 ) 
か ら 6 月 14 日 (投薬 開始 後 24 日 ) まで の 間 に お ける 1 日 
ど と の 両 区 に お ける 平均 落下 片 節 迷 は 第 1 図 に 示す ご ど ごと 


く で ある . 


Medicated group 


Control group 


(eaunu) 


medication (daay) 


Fig.1 Average number of segments discharged 


by one bird a day 
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投薬 区 に お いて は 投薬 開始 直後 か ら 排 洪 片 節 数 が 減少 
し 初め , 10 日 後 , 依然 と し て 片 節 の 排 護 を 続行 し て いた 
の は 8 羽 中 わずか に 1 羽 (No. 2)〉) の み と な り ,。 その 1 
日 ご と の 排 洪 片 節 数 も 極め て 少数 に な つた . 
1) 採 食 量 両 区 の 採 食 量 は 第 2 図 に 示す ど ご と く ほ と 
ん ど 差 が 認め られ な か つた . 
2100 
(g) 
2000F 
1900 


1800F 
Medicated 


groun 
Control group 
1500 

10 20 30. 


medicaticn 
Fig.2 Average amount of feed consumed by one 


bird a day 


ji) 体重 両 区 の 1 羽 あたり の 平均 体重 を 示せ ば 第 
8 図 の 如く な り , 両 区 間 に 相 異 は 認め られ な か つた . 


Medicated 
130| group 
—---Control group 

110 
80 
(0) 
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Fig. 3 Average body weight per one bird 
iv) 産卵 両 区 こ お け る 投薬 前 後 25 日 間 ず つの 産卵 数 
を 示せ ば 第 1 表 の ご と く な り , 両 区 の 平均 産卵 赴 に つい 

て 統計 的 に 比較 検討 し た と こと ろ 次 の 結果 を 得 た . 
すなわち 投薬 前 に お ける 両 区 の 標本 分 散 不偏 推量 間 に 
有意 差 が 認め ら れる か 否 か を 検定 すれ ば Fs=1.80, Pr 
條 >7.00} 二 0.01 と な り , 有意 差 が 認め られ な いと こと と が 
明らか に な つた . そこ と で 両 区 の 産卵 迷 と つい て 有意 差 が 
ある か か を 検定 すれ ば , ti 三 1.345, Pril t|>2.921} 
0.01 と な り , 両 区 の 産卵 平均 款 に は 有意 差 が な いこ と が 
判明 し た . 


Table 1 The number of egg-laying during 


25 days before and after medication 


Number of egg laying Number of egg laying 
during 25 days before during 25 days after 


medication medication 
Medicated 
group 
No. 1 19 19 
2 13 8 
22 


Control 

group 
1 20 19 
19 
20 19 
4 20 19 
5 18 
6 16 
42 
8 23 


そこ と で 両 区 の 標本 に は 有意 差 の な いと と が 判明 し た か 
ら , これ を 前 提 と し て 投薬 後 の 両 区 と つい て 同様 な 検定 
を お こと な うと Fo。 三 1.021, Pr 人 FF>?7.00} 三 0.01 で 両 区 間 
に は 有意 差 が 認め られ な い . 次 いで 両 区 の 産卵 平均 数 に 
つい て の 有意 差 の 有無 を 検定 すれ ば ts 三 2.244, Pr{ltl 
>2.921} 王 0.01 と な り , 両 区 の 産卵 平均 数 に つい て は 
意 差 が 認め られ な いこ と と が 明らか と な り , ヨブ タン の 連 
続投 与 は 産卵 に いさ さか の 悪影響 を も 与え な いこ と が 判 
た 。 


考 


1) 橿原 条 虫 の 駆虫 効力 判定 は 排 滋 片 節 の 減少 と ょ つ 
て 推定 し た . 投薬 期間 中 , 対照 区 の 肌 は いずれ も 老 熟 
片 節 を 排 洪 し て いた に も か か わら ず , 投薬 区 で は 投薬 日 
の 翌日 か ら 日 ど と に 排 洪 片 節 数 が 減少 し 始め , 10 日 後に 
は 1 羽 を 除く て 7 羽 に 片 節 の 排 洪 が 認め られ な く な つた . 
と れ は 本 剤 が 宿主 の 消化 管内 に て 虫 体 の 片 節 の 増殖 を 也 
止 し た と 考え て さしつかえ な い . し か し 試験 終了 後 , 投 
薬 区 の 鶏 を 層 殺 し て 小腸 を 切開 し , 残存 虫 体 の 有無 を 確 
認 す る こと と が 不可 能 で あつ た の で , 貝 体 を 完全 に 駆虫 し 
得 た か 否 か は 不明 で あぁ ある. と この 点 を 究明 する 目的 の も と 
に 試験 終了 日 に ビ チ ン 1 錠 (300 mg) ずつ を 16 羽 の 肝 に 
投薬 し た と こと ころ, 対照 区 の 8 羽 か ら そ れ ぞ れ 1, 17, 90 
条 の 虫 体 が 排 洪 され た の に , 投薬 区 か ら は 排 港 虫 体 は 金 
く 認め られ な か つた 。 と こう し た と と か ら 考 えて , 本 剤 は 
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条 虫 の 完全 駆虫 効力 を 具備 し て いる と 断定 し て も ょ よい. 小腸 内 で 擬 井 尾 虫 の 発育 を も 阻止 する . 
と の 詳細 こと つ いて は 第 2 報 で 報告 する . 8) 醒 原 条 虫 を 完全 に 駆虫 し て 効力 も 有 し て いる . 
な お 対照 区 と に あら われ た 投薬 開始 7 日 目 か ら の 排 洪 片 4) 添加 飼料 は 鶏 の 喘 好 に 適し て いる . 
節 数 の 上 昇 は 第 2 次 感染 の 虫 体 が 成熟 し て 老 熟 片 節 の 排 5) 産卵 お よび 閉 体 に 対し て は 何ら 悪影響 を 与え な 
洪 を 開始 し た 時 期 に あたり ,。 も し レ ヨブ タン が ies い . 
に 何ら 影響 を 及ぼ さき な いと す 文 
うに 排 節 増加 が 認め られ な 
か る に 上 昇 の 傾向 が 全く 認め られ な か つた こと こと! 1) Foster, R. G., IIL, Ryan, C. B., Turk, R. D. & 
の 継続 投与 期間 中 に 擬 事 尾 虫 が 小腸 内 に 入 つ * Quisenberg, + H. 1960) : Continuous feeding 
of hygromycin as a poultry anthelmintic and 
育 は 阻止 され る も の と 考え て ょ い . its effect upon laying house performance. Poul- 
野田 ・ 側 (1960) は Hygromycin B, 0.25 try Sci., 39, 492-499. 
は ばす も の で は なく, か えつ 野田 亮二 (1959) : 豚 の 寄生 虫 よび 発育 
産卵 来 を 上 昇 ミ きせ た こと を 報告 し て いる . 本 試験 に お et ri の 連続 投与 の 効果 , 第 47 回 
いて も hE B と し て の 添加 率 は 同じ く 0.252 3) 野田 売 二 ・ 太 田 忠 (1959) : Hygromycin B に 関す 
で あっ が 前 述 の 如く , 両 区 る 試験 寄生 虫 よび 発育 に 対す る Hygr- 
認め られ な か つた 。 と の と と は 野田 の 報告 と 一 致し な い omycin B (Hygromix), 長期 投与 の 影響 , 獣医 喜 
‘ > z > 産 新報 , No. 287, 20-25. 
。 間 が か か つた こと が 原因 ご あろ うう. 
結 野田 亮二 ・ 池 側 郎 (1960) : Hygromycin B に 関 
8) Hygromycin B に ょ る 結果 な ら び に Auro- する 試験 LHygromycin B に る 消化 線 
fac-20 が 体重 増加 に 如何 な < る を える か に つ ! の 駆除 試験 , 獣医 新報 , No. 292,1352-1356. 
の 検討 結果 は 両 区 間 に 有 意 差 が 認め られ な か つた . 5) Pittenger, R. C., R. N. Wolfe, M. M. Hoehn, 
れ は ゃ は り 投 薬 期間 が 短 か か つた と と, 成 鶏 を 対照 と し Phoebe Nelms Marks, W.A. Daily & J.M. Mc 
i 験 を お こと a に 有 2 が あら われ な か つ Guire (1953) : Preliminary studies on the pro- 
を お ps たため duction and biologic activity of a new antibio- 
た の 点 に 関し て く は 今後 期 ある 中 tic. Antibio. Chemother. 3, 1268-1278. 
6) Quisenberg, J. H. (1959) : Continuous feedings 
of hygromycin as a poultry anthelmintic and 
摘 要 its effect upon laying permormance. Texas Po- 
1) 0.3% 佐 々 木 (1959) : の 円 に 対す る Hygromix 
し , お よび に 及ぼ す 影 て 調査 し た . の 治療 効果 に つい て , 第 47 回 日 本 獣医 学会 
2) の 発育 を し , その 効力 は 投薬 後 約 1 3) 佐々 木 昇 (1959) : 豚 の 円 に 対す る Hygromix 
週間 こし て に あら われ る 。 また 投薬 期間 中 に は の 効 に つい て の 試験 ( 表 ) 
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THE EFFICACY OF A MIXTURE OF HYGROMIX AND AUROFAC-20 

IN THE ELIMINATION OF TAPEWORMS FROM 

EXPERIMENTALLY -INFECTED POULTRY [. 

KAZUO MIZUNUMA, YOSHINOBU FUKUI, 
(Department of Poultry, Prefecture of Nara, Japan) 
& 
IsSAMU SAWADA 

(Biological Laboratory, Nara Gakugei University, Nara, Japan) 


The feed-mix formulation containing 0.3 per cent of a mixture of Hygromix containing 
Hygromycin B (2.4g/lb) and Aurofac-20 at the ratio 5 : 1, for which the name Yobutan has 


been coined, was fed to tapeworm-infected chickens for four week period, and the anthelmintic 


property against Raillietina kashiwarensis and the influence on egg production of hens were 
investigated. 

1) As Yobutan checks the growth of Raillietina kashiwarensis in the small intestines 
of chickens, the number of discharged segments is decreased. And as may be seen in Fig. 1, 
the efficacy appears remarkably in a week after medication. During the medication period, 
when Raillietina kashiwarensis cysticercoids enter in the alimentary canals of chickens, their 
growth is checked by Yobutan, so the segment discharge appears little. Yobutan, therefore, 
would be a practical prophylactic for the tapeworm infection. 

2) Not only segments but also tapeworms are often discharged during the medication 
period. Accordingly Yobutan would be a practical anthelmintic for the removal of tapeworms 
from poultry. 

3) The feed-mix formulation containing Yobutan is suitable to chicken’s palate. 

4) Administration of Yobutan gives on influence to birds, nor causes any decrease in 


egg production among laying hens. 


N 
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鶏 条 虫 に た いす る ヨプ タン の 駆虫 効力 (2) 


奈良 学芸 大 学生 物 学 教 率 
(昭和 35 年 12 月 9 日 受領) 


人 為 的 に 橿原 条 虫 を 寄生 させ た 白色 レグ ホン 産卵 可 に と な り , その 後 試験 終了 日 まで この 状態 が 続い た . 投薬 


ョ ブタ ン を 0.8% の 割合 で 基礎 飼料 に 添加 し た も の を 前 最も 多く の を し こい た No. 2 の 1 週間 
続投 与 す る と , 投与 日 の 翌日 か ら 老 熟 片 節 の 排 洪 数 が 減 に は その 数 が 激減 し , 138 日 以後 か らし ぼら く 0 となり, 

少し 始め , マ ~10 日 後に は ほとん ど そ の 数 が 0 に 近く な その 後 多少 の 増減 は あつ た が 人 金 般 的 に 排 港 片 節 数 は 少数 
る こと と を 第 1 報 で 述べ た . し か し その 報告 は 投与 期間 が で あつ た . No.4 と No. 5 の 有 商 と に つい て は 投薬 開始 10 日 


極め て 短 か く , さら に 投与 試験 終了 後 鶏 を 層 殺 し て 小腸 ~20 日 後に と かけ て 0 に な つた が , それ 以後 排 港 片 節 敷 は 
内 の 残存 虫 体 を 調査 する 機会 が な か つた の で 明確 な る 再び 増加 し た . し か し は まだ 
虫 効力 と に つい て 検討 する こと が 不可 能 で あつ た 。 そ こと で 5 羽 に つい て の 1 日 ど と の 平均 排 港 片 節 数 は 第 1 図 に 示 
本 試験 に お いて は 投 期間 を し 試験 終了 後 を と で 

殺 , 解 腸 し て 残存 条 虫 の 数 な ら び に 残存 虫 体 の 生育 状態 


を 調査 し て ヨブ タン の 駆虫 効力 を 検討 し た . 
材料 お よび 方 法 


に 育て られ た 同 
日 令 の 白色 レグ ホン 5 羽 の 産卵 杏 で , 1960 年 4 月 27 

日 , 橿原 条 虫 の 中 間 宿 主 で て ある オオ ハリ アリ の 尾部 の み el 

を 20 尾 , 4 月 830 日 , 5 月 12 日 に それ ぞ れ 20 尾 ずつ , さら 

に 5 月 13 日 , 17 日 の 両日 に 10 尾 ずつ , 計 1 羽 に つい て "0 

尾 ず つの オオ ハリ ア リ の 尾部 を ペン 片 に 挿入 し て 強制 的 

に 食べ させ た 。 第 1 次 感染 後 25 日 目 か ら 8 日 間 排 洪 片 節 

数 を 調査 し , すべ て の 靴 が 橿原 条 虫 に 寄生 され て いる こ 


(number) 


= 
© 


Fig.1 Average number of segments discharged 


by one bird a day 


と を 確認 し た . 遇 虫 の 排 港 状態 は 投薬 開始 5 日 後 か ら 20 日 後 ま で の 間 
5 月 24 日 か ら 第 1 報 と 同じ 方 法 で 0.8% の ョ ヨブ タン を に 5 羽 の うち , いずれ か の 刺 が 毎日 1 ー* 双 の 貝 体 を 排 
基礎 飼料 に 洋 加 し て 投与 を 開始 し , 8 月 1 日 まで の "0 日 滋 し た . それ 以後 42 日 後 ま で は 時 々 1 へ ~ 2 双 の 排 虫 を 認 

間 に わ た つて 5 羽 の 鶏 お の お の に つい て 1 日 ど と の 排 洪 te , 43 日 以後 試験 終了 の "70 日 まで の 間 は 全く 排 港 虫 

片 節 数 えた . と この間 自 然 寄生 し て いた の 排 は 認め の られ な か つた . 

態 を も 調査 し た 。 8 月 2 日 すべ て の 属 条 し て , 日 の で ある 8 月 5 の し て 

内 を 調査 し , 残存 虫 体 数 な ら び に その 発育 状態 を 調査 す Table 1 Number of worms at autopsy 

る と 同時 に 残存 遇 虫 に つい て も 調査 し た . な お 試験 期間 

中 1 羽 ど と に ケー ヂ に 入れ , 他 か ら 条 虫 の 感染 が お Experiment 

と ら な い ょ よう 注意 し て 飼育 し た . chicken No. Number Length (cm): 

試験 結果 2 - 

3 24 8—10 0 

投薬 開始 4 日 後 あ た りか ら 排 洪 片 節 数 が 減少 し 始め , 4 3 15—20 0 
No.1 と No. 5 の で は 5 ~ 6 日後 か ら 排 節 は 皆無 
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i 調査 し た 結果 は 第 1 に に 示す 如く , No. 2 を 除 

を 認め た こ と の う ち 
pl 有 し て いた 成 条 虫 は No. 8 の 8 条 の み で , No. 
1, No.5 の 鶏 の 条 虫 体 は 長く 1 ~8cm の 糸 状 の 細い 
幼 条 虫 で あり , No. 8 の 肛 の それ も また 8 ~10 cm の 発 
育 中 程度 の 細い 未 状 虫 体 で あつ た . 一 方 残存 遇 虫 は 全く 
認め られ な か つた . 


投薬 期間 が わずか 20 日 間 で あ 
No. 2 の 鶏 を 除い て は 排 洪 
本 試験 に お いて も 投薬 開始 


1) 第 1 報 に こ お し OC 
り 。 こ の 期間 中 に 8 羽 の うち 


こし レ み 


後 18~19 日 頃 に は 排 洪 片 節 が 0 また は 0 に 近い 状態 に な 
つた が , それ 以後 また 少 敷 の 排 洪 片 節 が 認め られ た 鶏 も 
あつ た . か か る 事実 は 条 虫 感染 用 に ヨブ タン を 投与 する 


と 投与 後 し ば ざら く の 間 ョ ヨブ タン が 条 虫 の 発育 を 極度 に 阻 
害する こと を 物語 つて いる 。 と の 発育 を 阻害 し た 状態 で 
第 1 試験 は 中 止 さ れ 。 さら に 解剖 を 行なわ あな か つた の で 
表面 的 に は 離脱 片 節 が 認め られ な い の で 一 応 駆虫 され た 
くに 見 えた が 完全 駆虫 で ある か 和 否 か を つき と め る こと 
素 な 試験 を 終了 し た . 

と で 今回 は ョ ヨブ タン の 条 貝 発育 阻止 は どの 程度 持続 

ある か を か こと め に 今回 の 試験 を 行 つ た . 解剖 し 

腸 内 を 調査 し 結果 か ら 判 定 す る と , isn i 
態 か らし も が 寄生 し て いた 考え られ る 
No. 2 の 鶏 で は 残存 虫 体 が 0 他 の 4 羽 に つい て も 残存 
虫 体 は 少数 で ご ある と に 状 の 条 で あつ た 
た 投薬 期間 開始 5 日 以後 試験 期間 中 排 洪 片 節 が 皆無 で あ 


(いま 


ま 


つた No. 1 お よび No. 5 の 鶏 に お いて は 極め て 細い 糸状 
の 幼 条 虫 が 8 ~10 条 残 存 寄 生 し て いた . No. 8 に 寄生 し 
て いた 24 条 も 発育 不良 の 細い 糸 状 虫 体 で あぁ つた. 一 方 成 
条 虫 が 宿 つ て いた No. 4 の 熟 の 8 条 も 老 熟 片 節 を 有 し て 
いた と は いえ , 正常 な 発育 を し た 虫 体 に 比 し て 貝 体 が 極 
め て 細い . ー 方 投薬 開始 後に 落下 する 片 節 は 投薬 前 の 正 


常 条 虫 か ら 離 脱 す る 老 熟 片 節 に と 比 し て これ また 小型 で あ 
り 特に 20 日 以後 は 正常 排 片 節 の ! が 


大 部 分 で あつ た . また 試験 期間 中 , 時 々 か な り 長 い 貝 体 


の 排 洪 も 認め られ た . 
以上 の 点 か ら 考 えて ョ ヨプ ブタン は 橿原 条 虫 に 対し て 優れ 
た 駅 虫 効力 を も つ 一 方 , 虫 体 の 発育 を 阻止 する 効力 も 備 


3 
で る よう て ある 。 


(26 ) 


2) 投薬 期間 中 に 虫 を 食わ せ て も , 虫 は 
成 条 虫 に 発育 する こと が 出来 な いとこ と を 第 1 報 で 報告 し 
と の 点 に 関し て は 本 試験 か ら も 証明 で きる . す 
8 次, 第 4 次 お よび 第 5 次 感染 が し ら の 影 
る こと と な く の 小腸 内 で が 成 条 に 

の と すれ ば , 虫 を 食わ せ て か ら 15~20 日 
し 始め る し か る に 5 羽 と も か か る 排 洪 片 節 の 
認め られ な か つた 。 こ とこ うし た 点 か 

が 判明 し 

り 多 数 排出 され ,。 その 排出 体 る 10cm ぐら い の 大 型 の も 
の か ら 2~4cm の 小型 の も の も あぁ つた. 一 方 悦 殺 後 小 
腸 内 に は 残存 筒 虫 は 発見 出来 な か つた こと か らし て ヨブ 
タン は 環 虫 に 対し て る 優れ た 駆虫 効力 を も つて いる と 考 
えて さじ っ か な 

4) 産卵 率 , 餌 の 摂取 量 お よび 体重 に 及ぼ す 影 響 に つ 
いて は 前 試験 で お こなつ た の で 今回 は 省略 し た 。 し か し レ 
産卵 率 が 投薬 前 の それ に 比 し て 上 昇 し た 点 か ら 考 えて 
1 報 と 同じ く 鶏 に 対し て は 全然 悪影響 は な いと 考え て さ 


な わら ち 


育 す る 


っ 
て の る を る. 


虫 の 


摘 要 

1) 橿原 条 を 人 為 的 に 寄生 さ 5 羽 の 基礎 
料 に A ブタ ン を 添加 し た も の を 10 週 間 に 
わた つて 連続 投与 し て 橿原 条 お よび と た いす る 
虫 効力 を 再 検討 し た . 
2) 投薬 開始 3 日後 か ら 条 虫 の 排 洪 片 節 数 が 減少 し 始 

。 投与 期間 中 多少 の 増減 は 認め られ た が 一 般 に 排 洪 片 
a 極め て 少数 で , 中 に は 排 洪 片 節 が 皆無 に な つた も 
の も 
8) 試験 終了 後 解 腸 し た 結果 , 少数 の 残存 
体 を 認め た が , それ ら は いずれ も 発育 を 阻害 され た 細 


状 幼 条 虫 が 大 部 分 で あつ た . 
4) nt べ て 完全 駆虫 され て し ま 
い , 解 腸 時 に は 皆無 で あつ た . 
文 


水沼 和郎 ・ 福 井 良 信 ・ 沢 田 勇 (1961) : 鶏 条 虫 に た いす 
る ョ プ タ ン の 効力 , 寄生 誌 , 10(3), 349- 


352. 


| | 


THE EFFICACY OF A MIXTURE OF HYGROMIX _AND AUROFAC-20 
IN THE ELIMINATION OF TAPEWORMS FROM 
EXPERIMENTALLY-INFECTED POULTRY 1. 


IsSAMU SAWADA 
(Biological Laboratory, Nara Gakugei University, Nara, Japan) 


In the former experiment, the author could not slaughter the tapeworm-infected chickens 
fed with the feed-mix formulation containing 0.3 per cent of Yobutan — a mixture of Hygromix 
containing Hygromycin B and Aurofac - 20 — for four week period, so it was impossible for 
him to investigate survived tapeworms in the small intestines of chickens. 

This time the author slaughtered the tapeworm-infected chickens fed with Yobutan for 
ten week period and investigated survived tapeworms and ascarids in the small intestines of 
chickens. And the anthelmintic property of Yobutan against Raillietina kashiwarensis and 
Ascaridia galli was reinvestigated. 

1) The number of discharged segments began to be decreased from the third day after 
medication and although more or less increase or decrease in the number of segments appeared 
during the medication period, the number of segments was generally small and some chickens 
did not discharged segments at all. 

2) In the postmorten examination on the 70th day after medication, as may be seen in 
Table 1, a few tapeworms survived in the small intestines of four chickens out of five. But 
many of them were short thread-like tapeworms whose growth was checked by Yobutan. 

3) On the other hand, all the ascarids were discharged during medication period, so in 
the postmorten examination no ascarid was found in the small intestines of all the chickens. 

4) The two data (Parts I and II) indicated that a feed-mix formulation containing 
Yobutan is not only a practical anthelmintic for the removal of ascarids and tapeworms from 


poultry, but also a practical prophylactic for tapeworm-infection. 


(27 ) 


[寄生 躍 学 雑誌 第 10 巻 3 号 356-368 頁 1961] 


山梨 県 塩山 住民 に 見 出さ れる 
寄生 線 貝 類 の 疫学 的 研究 


雨宮 義文 


東京 大 学 伝染 研究 所 研究 部 


(指導 佐々 学 教授 ) 


(昭和 35 年 12 月 10 日 受領) 


I. 地域 分 布 の 特徴 に つい て 

我 国 に お ける 寄生 虫 の 分 布 に 関す る 疫学 的 な 研究 は 近 
年 に な つて 著しい 進展 を きた し ,。 その 検索 と つい て る も る 精 
密 な 方 法 が いく つか 見 出さ れ て いる .。 し か し , 本 州 の 中 
央 山岳 地帯 に お ける 寄生 虫 相 に 関し て は 精密 な 資料 が ほ 
と ん ど な く 。 その 特異 な 自然 及び 社会 雷 境 と , 各種 の 主 
要 寄 生 虫 類 の 生態 的 な 特徴 の 関連 を 研究 する こと は 全般 
的 な 見 地 か ら も 有意 義 な 成果 を あげ うる も の 4 
で , こと の 調査 を 企 副 し た 次 第 で ある . 

今回 の 研究 対象 は 大 か ら 甲 府 地 に 至る 終 の 
中 腹 に 位 す る 塩山 市 周辺 の 20 あ まり の 部 落 の 住民 で , 気 
候 は 冬 が 寒冷 な 山岳 的 特徴 を 地勢 は 山間 の 狭小 な 


py 


部 落 か ら , 丘陵 地 。, 平原 部 な ど さ ま ざま な 様相 を 見せ, 主 
要職 業 も 農 作 , 果樹 栽培 , 商業 な ど に わた つて いる .。 検 
便 方 法 は 通常 の の , と くに ジ ビ = 釣 虫 と アメ 
リカ 釣 虫 の 区 . 別 を 目的 と し て 試験 管 培養 法 を 併用 し た . 
と の 地域 に お ける 主要 寄生 虫 の 検出 成績 を 全般 的 に み 


いこ と と が 特徴 で あぁ つた. これ ら の 地域 別 , 職業 別 , 年 令 
別 , 性 別 , 家族 別 な どの 分 布 を さら に 分 析 検 対し, それ 
ら の 相互 感染 の 特性 を 明らか に し た . 

駆虫 に あ た つ て は , 釣 虫 類 の 新 駆虫 剤 と し て 検討 され 
つつ ある プロ ム ・ ナ フト ー ル , ヨー ド チ モー ル , 
フェ = ウム 剤 , デ チ アザ = ニン 剤 な ど を 比較 し て 用 い ,。 そ 
の 効果 判定 の 方 法 や 副作用 の 検討 を 行 つ た . 

こと の 研究 と こ あ たつ て 御 協 力 を えた 伝 研 寄生 虫 研究 部 の 
佐々 学 , 林 滋 生 , 田中 寛 , 白坂 竜 三浦 , 田中 英 
文 ) 矢沢 庄 三 , 斉藤 利昭 , 奥野 和子 , 千葉 日 美 ら の 諸 
氏 , 塩山 市 役所 の 担当 者 の 各位 に 深謝 する . 


調査 地域 の 概要 

今回 の 寄生 虫 調査 を 行 つ た 塩山 市 は 甲府 節 地 の 東 北 隅 
に あたる 平原 と 山岳 地 を 占め , 1958 年 の 調査 で は 総 面 積 
18,758 町 歩 , 戸数 6,187, 人 口 29,847 で あぁ あり, 総 面積 
の 8626 は 山林 で , 耕地 は 11%( 約 2,000 町 歩 ), 宅地 。, 
道路 , 河川 は 合せ て 約 4 に すぎ な い , 今回 の 検査 対象 
は こと の うち の 22 部 落 , 4,580 名 で , 最近 まで 塩山 町 な か 
5 村 に 分 た れ て いた .。 こと これら の 部 落 は 標高 890 m か ら 
500 m に わた る 緩 斜面 の 平原 部 と ある も の や , 標高 
1,000 m に 達する 嗣 谷 ぞ い の 山 間 部 に ある も の も 含ん で 
いる (第 1 図 ). 


第 1 図 調査 地区 略図 
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メリ カ 虫 0.42。 毛 様 線 虫 0.426 の 陽性 を 示し , | 
ビニ = 虫 に 比べ て 。 アメ リカ と 毛 様 線 が 極度 に 低 / 
/ 
| 


と の 地帯 の 主 産 業 は も と ょ り 農 業 で あつ て , 農業 従事 


農作物 は 米 養 果樹 , で , 米 を 主 と 
れ ら の 混合 農法 に 従事 し て いる . この 地帯 の 特産 物 は ぶ 
どう 桃 な どの 作ら れ て い 


農作物 に 対す る 人 敬 の 使用 状況 は 作物 に より, また 
人 に ょ り 暴 つて いる 。 米 に 対し て は 人 襲 を 使用 する こと 
裏 作 の に は 冬期 に 肥 と 称し て 与 
る の が 普通 で ある .。 ぶどう , 柿 。 桃 な どの 果樹 や , 篤 
に 対し て は 堆肥 と 化学 肥料 が 主 で ある が 。 それ ら の 根 を 
堀 っ て 人 施肥 する 者 も ある. 果樹 又は 米 を 
る 地区 に お いて も , 農家 は ほとん どす べ て 自家 用 
(と くに 白菜 と 大 根 ) は 家 の 近 くに 作 つ て お り , こと 
ら に は 頻繁 に 人 区 尿 を 施す 者 が 多い . これ ら の 施肥 状 


ん は 8 "な い ヵ 


た 


野菜 


の 低温 の 季節 に 与え られ る た 
め に 少く る も 釣 虫 感 染 源 と し て は あま り 問 題 に な ら な いで 
あろ うぅ 5. 


気候 的 に は 本 州 中 部 の 山岳 地 の 特 色 を 示し ,' 対象 地域 
内 で も 平原 部 と 山間 部 で か な り の 相違 が ある . 甲府 測 候 
所 の 気候 表 (第 1 表 ) に 示す よう に , た と えば 東京 に く 
ら べ る と 人 冬 が 比較 的 寒く て 夏 と 冬 の 気温 差 が 大 きく , 十 
量 は や や 少 い . 過去 80 年 間 の 月 別 平均 気温 の 最低 は 1 月 
の 1.2C で あつ て , 海岸 地方 で は 新潟 県 高田 の 1.8°C ょ 
り 低 く , 東京 より 2.0C も 低い が , 最高 の 8 月 25.7C は 
高知 の 室戸 や 千葉 の 富 崎 と ほ 攻 同じ で ある . 年 間 平均 雨 
量 の 1,229 mm は 東京 の それ より 840mm 少 い . この ょ 
うな 気候 的 特徴 は と くに ツマ ビー= 釣 虫 。 アメ リカ 釣 虫 及び 
東洋 毛 様 線 虫 の 分 布 に 重要 な 関係 を も つも る の と 推定 され 
る (第 1 表 う . 

検査 方 法 

今回 の 寄生 検便 は 伝 研 生 研究 部 の 方 に よる 
抹 , 培養 併用 法 に ょ つて 実施 し た . 一 般 集 団 検便 は 塩山 


第 1 表 調査 地域 の 気象 (甲府 
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市 役所 に 依頼 し て 1960 年 3 月 14 日 より 23 日 に わた る 期間 
に 各部 落 よ り 集 め , 伝 研 に 輸送 し て 検査 を 行 つ た .。 I の 
地域 分 布 の 項 , の 疫学 的 特徴 の 項 に 論ずる 所 見 は その 
成績 を も と に し た も の で ある . さら に , と この うぅ ちの 陽性 
者 (主として 釣 虫 ) に は 駆虫 剤 投与 直前 の 便 を 提出 させ 
て 第 2 回 検査 に と 処し , さら に 服薬 の 約 8 週間 後に と あたる 
9 月 7 日 より 19 日 の 間 に 第 $8 回 の 検査 を 行 つ た . 

と の 成績 を も と に し た 検討 は 陸 の 駆虫 剤 の 項 に 述べ 


お だ つて で 8 直径 8.5 cm, 深き 1.0 cm の 

ン リキ 便 器 し , と れ を 圭 事項 
や ゃ 採 便 の 注意 を 印刷 し た も の 〕) に 入れ て 各 人 に 配布 し 
た 。 疹 抹 検 便 法 は 便 量 約 80 mg を と り 。 ス ライ ド の 上 で 
502%% グ リセ リン 水 を 用 いて と か し て 検 鏡 し た . 

試験 管 培養 法 は 佐々 (1960) が 報告 し た 方 式 に 従 つ 
て , 幅 2cm, 長 さ 15cm の 濾紙 片 の 下端 より 5cm の 長 
さき を 除い て 約 8 分 の 2 の 面 に 約 0.5 g の 便 を 始 り , 清水 
8 cc を 入れ た 中 試験 管 内径 1.8cm, 長 さ 17cm) に とこ 
れ を 括 入 し , ポリ ェ チ レン 片 を 輪 ゴ ふ で と め て 著 と し た 
上 で 約 25C に 14 日 保存 後 ア ン キ ロス コー プ で 陽性 例 を 選 
別 し , さら に ピペット で 幼虫 を スラ イド に 採取 し て その 
種別 ビ = 釣 虫 アメ リカ , 毛 様 線 虫 ) を 熱 固定 
法 で 検 鏡 判定 し た . 

主要 寄生 虫 の 検出 成績 

今回 の 検 成績 の えら れ た 人 は 総計 4,530 名 で 
と は 抹 法 の み で 検出 され , は 970 例 
(21.42%), 虫 は 625 例 (18.82%) が 陽性 で あつ た . 
虫 は 全部 で 677 例 (15.02%2) の 陽性 者 が 見 出さ れ た が , 
この うち 疹 抹 法 で 見 出さ れ た の は 129 例 (陽性 者 の 19.1 
26) に すぎ ず , 培養 法 で は 628 例 (陽性 者 の 92.8) が 
検出 され , 釣 虫 の 検査 と は 後者 が は る か に 技 感 で ある と 
と が 示さ れ た . 培養 陽性 者 の 内 訳 は ツ ビ = 釣 虫 611, ア 
メリ カ 釣 虫 17, 混合 陽性 な し で あつ た . 毛 様 線 虫 は 全部 
で 18 例 が 陽性 と に すぎ ず , と この うち 疹 抹 法 で 見 出さ れ た の 
は 2, 培養 法 16 で , この 場合 も 培養 法 の 方 が は る か に 答 
で あつ た 


1921 ~1950 の 平均 , 理科 年 表 た に た ょ る ) 


本 年 気温 1.2. 2;4. 12:3" 16:8 WI 
日 最低 気温 一 5.0 一 3.8 -0.2 5.6 10.6 16.0 21.3 22.1 18.2 11.3 4.9 -0.3 9.0 
日 最高 気温 8.6 9.5 13.7 19:8.24.0 27.3 10.6 
平年 温 謀 68 66 65 69 73 76 79 80 82 81 77 2 
平年 降水 量 31 54 68 31 87 142 134 156 205 156 71 43 1,228 


( 29 ) 
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第 2 表 旧 町 村 地 域 別 陽性 率 


検査 人 数 ヅ 銘 アメ リカ 虫 毛 様 線 
部 落 名 地 夫 産業 
千 野 上 脚 米 265 43 16.23 25 9.43 40: 15.09 1 38 3 038 
塩 山 町 計 877 105 11.97 106 12.09 93 10.60 2 0.23 4 0.46 
三日市 場 下 平原 混 農 238 52 21.85 34 14.28 49 20.60 0 0 
市 場 上 平 254 58 23.11 66 26.29 55 21:91 0 1 0.40 
小 屋 敷 脚 299 111 37.12 64 21.40 40 13.38 1 33- + ‘0:33 
藤 木 248 69 28.40 35 14.11 25 10:08 0 
松 里 村 計 1.519 442 29.01 302 19:88 282 2 0:13 
西 広 門田 平原 混 長 160 22 13.75 15 9.38 39 24.38 0 0 
下 栗 生野 山 脚 混 農 280 57 20.36 22 7.86 29 10.36 1 0.36 1 0.36 
大 藤 村 計 522 106. 20.31 1303. 019 D9,76 
年 沢 山間 米 麦 119 55 46.22 18 15.13 20 16.81 0 0 
- 山 問 . 243 70.28.89 24 9.89 28 11.52 1 
下 竹 森 山間 米 85 0 0 
玉 計 551 158 28.68 52 9.44 66 11.98 1 
郎 田 山間 混 23 1 435. 0 
石 出 間 混 農 49.. 10..20:41 020 0 
総 計 4,530 970 21.41 625 13.80 611 13.49 17 0.38 18 0.40 


以上 の 陽性 率 は これ まで の 他 地 方 の 調査 成績 に 比べ て 
全般 的 に 各 寄 生 虫 と も 農村 と し て は 低 率 と 認め らち られ, と 


くに アメ リカ 多 虫 と 毛 様 線 虫 が 基 し レ く 少 い こと, 釣 虫 と 
し て は ンマ ビー= 釣 虫 が 圧倒 的 に 優 占 し て いる こと こと が 著しい 
特徴 と いえ よう . 

各 寄 生 線 虫 の 地域 分 布 相 


1.。 部 落 別 及 び 旧 町 村 別 の 集計 (第 2。 8 表 ) 今回 
の 検便 成績 を 各部 落 別 に 集計 し , さら に こと れ を 合併 前 
の 旧 町 村 地 域 別 に まとめ た 成績 を 第 2 表 に 示す . 呆 
虫 は 全 地 域 で は 21.41 2 の 陽性 素 で ある が , 五郎 田 の 
56. -96%, 下 柚 木 の 47.062 平 沢 の 46.222%% の よう に 高 
率 な と ころ が あり , いずれ る 山間 部 に ある . と れ に 対 
し , 旧 塩 山 町 の 市 街 地 を な す 8 部 落 は いずれ も 10 内 外 
の 低 率 で ある こと と は 興味 深い . 六 虫 は 全 地 域 と し て 18. 


022, 松 里 村 の 各部 落 が いずれ も 高 率 で , 上 遇 虫 の 地域 的 
と ん ど 無関係 で あ し で て 
は 地域 別 の 陽性 率 の 差 が 少 い . マビ = 釣 虫 は や は り 昌 塩 
山 町 の 市 街 地 を な す 8 部 落 は 低 率 を 示し , 20 も こと える 
部 落 は 松 里 村 の 三日市 場 , 奥野 田村 の 西 広 門 田 の よう な 
平原 の 混 農 地帯 に み ら れ , 全般 と し て は 13.49% の 陽性 
率 で ある . 

アメ リカ 虫 は この 地方 で は だ 寄生 で , 花園 
に 間 (2.902%%) の 陽性 者 が あつ た が , 他 の 部 落 に は せ 
い ぜ い 1, 2 名 し か 見 出さ れ な か つた , 所 様 線 虫 も 甚だ 
稀 で , 少数 が 人 金 域 に 散在 し て 検出 され た . 

以上 の 集計 成績 か ら 旧 町 村 別 の 陽性 率 を 算出 し , 全 地 
区 の 平均 陽性 率 を 100 と し た 場合 の 各地 域 の 陽性 率 の 比 
を 示し た の が 第 8 表 上段) で ある . 幅 虫 に つい て は , 


(30 ) 


第 3 表 各 寄 生 虫 の 地域 別 陽性 率 と その 比 

地 域 検査 数 

類 % % 比 % % % 

玉 宮 ・ 神 人 金村 623 29.0 135 WwW. 

計 4590 100 13.8 100 18:7 

地 市 街 地 62 18.2 8.7 064 

列 部 1,890 21.4 100 12.4 12.5 195 

計 4,530 21.4 100 13.8 100 13.5 100 0.38 100 0.40 100 

果 地 556 13.7 64 7.7 

計 4.530. 21.4 100, 13.8. 100 0.40 100 


| 
| 
| 
| 
| 


13.5 100 


塩山 町 が 56, 奥野 田村 が 65 と 著しく 低い の に 対し て , 松 
里村 186, 玉 宮 村 , 神 金 村 の 合計 185 と 高 率 で , この 値 
の 標準 偏差 は 89.5 を 示し た . 縮 虫 は 玉 宮 , 神 金 が 逆 に 
く て 68, 槍 里 は 146 と 高く , 標準 偏差 は 遇 虫 より や や 小 
さく て 欠 .8 で あつ た . マビ = 多 虫 は 各地 域 の 差 が 少く 
て , 最高 は 槍 里 の 116, 最低 は 塩山 の YY, この 値 の 標 鈴 
偏差 は 11.0 に すぎ な か つた .。 アメ リカ 釣 虫 は 奥野 田村 に 
集中 し て 292 を 示し , 塩山 は 84 で その 差 が 基 し く , 毛 様 
線 虫 は これ に 比べ て 平均 され た 分 散 を 示し た . 

地域 的 と みる と , 市 街 地 で 商業 を 主 と す る 塩山 町 が 各 
寄生 虫 と も 平均 より 低 率 で あり , 松 里 村 は 環 虫 ; 凌 虫 , 
マツ ビニ = 釣 虫 の 主要 8 種 に つい て すべ て 最高 を 示し , 玉 宮 , 
神 金 は が 高く て が 低い と いう が み ら れ た . 

以上 は 旧 町 村 別 と いう 行政 的 な 区 . 分 か ら 観 察し た も の 
で ある が , これら の 相違 が 自然 的 な 地勢 や 。 会 的 な 産 
業 の 立場 か ら み て どの よう に 現われ て いる か を 調べ る 目 
的 で , 次 の よう な 集計 を 試み た . 

2. 地勢 別 の 集計 (第 8 表 中 段 ) 各部 落 を 地勢 に よ つ 
て 分 類 し , 市 街 地 , 平原 部 , 山 脚 部 , 山間 部 の 4 種 に 分 
け , それ ぞ れ に つい て 陽性 率 と その 総 平均 値 に 対す る 比 
を 計算 し た . 各部 落 が どこ と に 分 類 さ れ た か は 第 2 表 に 示 
し て ある . 

と れ を みる と , 市 街 地 を 主体 と する 町 屋 , 千野 下 , 下 
東 の 8 部 落 の 陽性 率 は , 10.12% ( 比 は 18.2 
9% (96 う , マビ = 釣 虫 8.72 (64 め と いずれ も 平均 より 低 
い の に 対し , 山間 部 は 遇 虫 の 31.9 2 (149) が 著しく 高 


く , 平原 部 は マビ = 釣 虫 の 18.42% (136), の 17.1% 

(128 う が 著 明 に 高 率 で ある . 寄生 虫 感 染 の 陽性 率 に 対し 
て 地形 が 直接 の 影響 を 示す も の と は 考え られ な い が , そ 
れ に 伴う 自然 , 社会 的 な 械 境 , と くに 農業 形態 の 違い が 
著しい こと が 重要 な 因子 を な す も の と 推定 され る . 

8. 主要 産業 別 の 集計 (第 8 表 下 段 ) 今回 の 検査 対象 
と し た 地域 の 各部 落 を その 主要 産業 形態 か ら 4 種 に 分 け 
た . 即ち 商業 地 (主として 商店 街 よ り 成 る も の ), 果樹 
地 (ぶどう , 桃 な どの 果物 の 生産 を 主 と す る 地区 で , 多 
く 山 脚 に 位置 する ), 米 (専ら 米 の 生産 及び 養 
主 と す る 地区 で 山間 に 多い ), 混 農地 (都市 に 販 出 する 野 
菜 の 生 産 に , 果樹 や 米 麦 及び 養 奏 な ど が まじ つて いる ) 
が こと これ で ある . 人 口 別に みる と 混 農 地 が 6422 を 占め , 商 
業 地 は 旧 塩 山 町 の 町 屋 の み , 純 米 麦 地 は 旧 玉 宮村 を 主体 
と する 地域 に 多く , 純 果 樹 地 は 旧 奥 野田 村 の 花園 と 北 牛 
奥 の 両 部 落 で 代表 され て いる . 下 肥 の 使用 は 混 農 地 の 野 
葉 畑 に 多い が , その 他 の 地区 で る も 自家 消費 用 の 野菜 は 小 
規模 に 作ら れ て いる . 

と れ ら の 主 産業 別 の 各 寄 生 虫 陽性 率 を みる と , 商業 地 
と 果樹 は , マビ = 釣 虫 の すべ て が 平均 より 
低く , 米 妻 地 は 銅 虫 だ け 平 均 よ り 高 率 , 混 農 地 は 8 種 と 
$ 平 均 よ り 高 く , ツマ ビ = 釣 虫 の 高 率 な の は こと の 地区 だ け 
で ある . 

4. 農家 と 非 農家 別 の 集計 (第 4 表 ) 今回 の 調査 対象 
を 家族 単位 で 農家 と 非 農 家 (商工 業 , サー ビス 業 , 公務 
員 な ど ) に 分 け , それ ぞ れ の 各 寄 生 虫 陽性 率 を 求め た . 
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第 4 表 各 寄 生 虫 の 農家 世帯 と 非 崩 世 帯 別 陽性 率 


分 検査 数 
数 % 数 % 数 % 数 % 
農 3086 RD 404 


と れ を みる と , 農家 人 口 と 非 農 家人 口 で は , 咽 虫 で 22.9 
対 15.1 (1.52 倍 , 虫 で 14.2 対 12.4 (1.14 倍 ビ = 
虫 で 15.7 対 9.14 (1.82 倍 )) アメ リカ 釣 虫 で 0.57 対 0.07 

(8.14 倍 ) と いずれ も 農 察 に 高 率 で , と くに 両 種 の 釣 虫 
に その 差 が 著しい こと が 認め られ た . 

考 

今回 の 調査 成績 は , 技術 的 に は 一 般 に 慣行 され て いる 
塗 抹 検 便 法 の み の 調 査 と 異 つ て , 培養 法 を 全員 に 実施 レ 
て 両 種 の 釣 虫 の 種別 を 行 つ た と と に 特徴 が あり , その 対 
祭 地 域 は これ まで ほとん ど ご ど 調査 の 行わ も も て いな か つた 本 
州 中 央 山岳 地 の 一 角 で あつ た と と に 興味 が ある . 

本 地域 全般 と し て の 陽性 は 21.4 %, 18.8 
マビ = 18.52%, アメ リカ 0.882, 毛 様 線 
0.40 , 本 邦 農 村 の 現状 と し て は , 虫 , 虫 の 
いずれ も や や 低 率 と いえ よう . 近似 の 地理 的 な 陣 境 で 行 
われ た 調査 の 1 例 と し て 負 柄 (1960) の 長野 県 飯田 地方 
の 調査 成績 と 比較 する と , その 員 虫 40.2 , 縮 虫 19.8 
26, (種別 不明 ) 7.1 毛 様 線 虫 2.12% に 対し て 
は , 当地 区 は 釣 虫 の み 高 率 で ある . また , 箇 者 の 参加 し 
た 秋田 県 大 曲 市 の 農村 の 調査 (佐々 ら , 1960) で は , 環 
虫 82.82, 虫 4.22, マビ = 15.82, アメ リカ 
虫 11.2%, 毛 様 線 虫 12.2% の 成績 で , 当地 区 より 凌 虫 の 
みみ 低 率 ツマ ビ = 釣 虫 は ほぼ 同 程度 > アメ リカ 釣 虫 と 毛 様 
線 虫 は は る か に 高 率 を 示し た . 

ある 地域 に お ける 各 寄 生 虫 の 陽性 率 は , それ ぞ れ の 種 
類 の 生態 と , 人 的 要因 や 自然 謀 境 の 特色 と の 関連 に ひろ 
く 支 配 を 受け て いる が , と くに 虫 で は 当地 区 で も み ら 
れ た ょ うに, 選 尿 処理 面 に お ける 禁 境 衛生 の お くれ た 地 
域 に 高い 傾向 が 感 ぜ られ る. し か し , 当地 域 の 多 虫 類 の 
分 布 相 と し て は ンマ ビ = 釣 虫 が 圧倒 的 に 優 占 し , アメ リカ 
釣 虫 と 毛 様 線 虫 が これ に 比べ て 著しく 少 い 点 は と くに 注 
目 す べき で , これ は お そら くさく 自 然 境 の 特色 に 支配 され 
て いる と 推定 され , し か も その 要因 が 平均 気温 と いう よ 
うな 単純 な も の で は 説明 し えな いと と は 秋田 と 当地 の 比 
較 を みて る も 明らか で あり , 水野 (1956) の 群馬 県 下 の 調 
査 成績 と 併 さ て 将来 の 生態 的 , 疫学 的 研究 の 方 向 を 示す 
も の と し て 看過 し えな い 事 実 で ある . 


ルール 


と の 調査 で 検討 を 加え た 地域 的 な 寄生 虫 相 の 特徴 も 疫 
学 的 に 興味 ある 問題 で ある . 各 寄 生 虫 と る を る に その 種類 に 
ょ つて 感染 経路 や 自然 界 の 生態 に 判然 と し た 差 が あり , 
それ が 行政 的 , 地勢 的 , 産業 的 な 地域 差 に も と づく 社会 
・ 自 然 覇 境 の 相違 と 関連 し て この よう な 差 を 生じ た も の 
と 推定 され る . 商業 を 主 と す る 市 街 地 域 に 遇 虫 。、 マビ = 
鋼 虫 の 8 種 と も 低 か つ た と と は , それ ぞ れ の 面 に お ける 
環境 衛生 が 良好 な こと と 関連 が あろ う . 遇 虫 が と くに 山 
間 の 仙 地 に 高 率 で あつ た と と は , その 原因 を 自然 境 に 
求め る より も , 衛生 文化 の 低い こと を 注目 すべ き で あろ 
う .。 これ に 反し ,。 ツ ビ = 釣 虫 や アメ リカ 釣 虫 は 明らか に 
農耕 と の 関係 が 深い . これ ら の 要因 を さら に 解明 する た 
め に は , より 詳細 な 疫学 的 な 解析 と , 生態 的 な 研究 と を 
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併せ も て すす め る 必要 が あろ 5 う . 


L 寄生 線 虫 の 学 的 特徴 


前 項 に お いて は , 塩山 市 の 各 小 部 落 に つい て の 行政 
区 , 地勢 的 , 産業 的 な 見 地 か ら の 地域 分 布 を 論じ た が , 
本 項 に お いて は 今回 の 調査 成績 の 全般 を 通じ て , 主要 寄 
生 線 虫 各種 の 生態 に 関連 し た 疫学 的 特徴 を 解析 する と と 
を 試み た . これ ら 寄 生 虫 は その 感染 様式 に 著しい 相違 が 
あぁ あり, 宿主 の 側 に も 年 令 的 , 性 的 ;, 家族 的 生活 様式 及び 
感受 性 の 違い が ある た め に , 保 虫 者 の 分 布 は 一 定 の 法則 
に 従 つ た 特徴 を 示す こと を 予想 し た . 

年 令 分 布 

今回 の 調査 対象 を 20 才 まで は 5 才 ご と に , それ 以後 は 
10 才 ご ど と に 分 け て , 男女 別に 陽性 率 を 算出 し た の が 第 5 
表 と 第 2 図 で ある . これ を みる と , 畑 虫 は すでに 幼年 層 
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( 0~4 才 ) か ら 高 率 で , 5~9 才 台 に 29.12% と いう 頂 
点 が あり , その 後 下降 し て 15~19 才 台 で 谷 を 作り , 再び 
80 才 台 の 頂点 に 向 つ て 上 昇 す る . これ に 対し て , 凌 虫 は 
少年 期 の 頂点 が 遇 虫 より 5 才 お くれ て 10~14 才 台 の 12.38 
26 に 見 らち られ, 上映 虫 と 同じ く 15~19 才 に 谷 を な し て , 再び 
壮年 層 に 向い 上 昇 を 見 な る. 興 虫 , 縮 虫 と も 40 才 台 に 谷 
が あり ,。 か つ 60 才 以上 が 低 率 で ある と と は 注目 され る . 

と れ に 対 し て ツン ビ = 釣 虫 は 功 年 層 か ら 50 才 台 に 向 つ て 
ほぼ 直線 的 に 陽性 率 が 上 昇 し , 再び 老年 層 に 向 つ て 下降 
する 傾向 が 見 事 に 示さ れ て いる . 0~4 才 は わずか 1.4 
2%6 で ある の に , 50 才 台 は 25.12 も の 高 率 を 示し て いる こと 
と は や 虫 の 場合 と 著しく り と これ ら と の 感染 様 
式 に 基本 的 な 違い が ある と と が 推定 され る . 

アメ リカ 多 虫 と 毛 様 線 虫 は いずれ も 陽性 数 が 低い た め 
に 年 令 分 布 の 特徴 は 充分 と つか えな い が , 幼少 年 層 に 


第 5 表 年 齢 別 ・ 性 別 の 陽性 者 数 ・ 陽 性 率 


性 検査 数 , 
区 分 別 数 % 数 % 数 % 数 数 
149 22.8 4.7 2 0 0 
0~4 女 133 994.4 6 3.8 2 1.5 0 0 
計 282 66 23.4 13 4.6 4 1.4 0 0 
馬 158 48 30.4 14 8.8 4 2.5 0 0 
5~9 162 22.8 19 11.7 7 4:3 0 
計 320 93 29.1 33 10.3 11 3.4 1 0 
男 112 17 15.2 16 13.0 5 4.3 1 1 
10~14 85 24.7 8 9.4 1 0 0 
計 197 3, 19.3 24 12.3 6 3.0 1 1 
号 99 6 6.1 11 0 0 
15~19 女 104 8 7.8 9 8.7 8 | 0 0 
計 203 23 11.3 15 7 4 19 9.3 0 0 
20~29 279 4 2:9 37 13.3 31 0 
計 507 64 59 11.6 2 3 
319 45 14.2 150 5 0 
30~39 女 423 111 26.2 53 12.5 74 17.5 2 3 
計 742 187 25.2 98 415.2 122 16.5 7 3 
356 54 14.3 67 18.0 0 1 
計 816 123 15.1 14.0 3 3 
320 46 14.3 1 2 
50~59 344 90 26.1 0 3 
376 59 63 16.8 51 13.5 1 0 
60~ 女 401 79 19.5 62 15.5 58: 1142 1 1 
計 777 138 16.1 2 1 
計 女 2,391 547 29 343 14. き 7 10 
計 “00606. GB 13.5 17 16 


( 33 ) 
| 
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少く て 成人 に 多い と いう 傾向 は マビ = 釣 虫 に 近似 し て い 
る 模様 で ある . 

以上 の 特徴 を さら に 明確 に つか むむ 目的 で , 14 才 以下 と 
15 才 以上 の 2 群 に 分 け て , 各 寄 生 虫 の 陽性 率 を 比べ る 
と , 遇 虫 で は 24.72%2 対 20.72% (0.84 倍 ) と 功 少 年 層 の 方 
が 高い の に 比べ て , 縮 虫 は 8.822 対 14.62 (1.66 倍 う , ツマ 
ビニ = 虫 で は 2.722 対 16.02 (5.92 倍 ア メリ カ 多 と 
毛 様 線 虫 で は 共に 0.12% 対 0.42 (4 倍 ) を 示し , と く 
に あと の 8 種 に その 差 が 著しい とこ と が 示さ れ た . 

性 別 分 布 (第 5 表 ) 

全 年 令 層 に つい て , 男女 別 の 陽性 率 を 比べ る と , 各 寄 
生 虫 と も 年 令 分 布 に みみ られ る よう な 著しい 差 は な い が , 
上 で は 男 19.722 に 対し て 女 22.9%%, で は 19.82 対 
22.9% と , や や 女 に 高 率 で ある の に 対し , 多 虫 は 逆 に 僅 


か な が ら 男 が 高 率 で 18.9% 対 18.4% と な つて いる . 各 年 
令 層 別に み 遇 虫 で は 19 才 以下 に は 一 定 の 傾向 が み 
られ ず , 和男 は 588 名 中 114 例 (21.2%), 女 は 484 名 中 
106 例 (21.9%%) を 示し て ほぼ ば 同率 で ある が , 20 才 以上 
は 例年 令 層 を 通じ て 男 よ り 女 が 高 素 で , 男 は 1,581 名 中 
805 例 (19.2%), 女 は 1,907 名 中 441 例 (28.2%) と 
な つて いる . 鞭 虫 で は 男女 の 陽性 率 は , 19 才 以下 で は 男 
6.2%6 (88/ 588), 女 8.72 (42/484) に 対し , 20 才 以 
上 で は 男 18.6 22C 286/1,581 ), 女 15.822( 801/1,907 〉 
と ,。 両者 と も 女子 が や や 高い . 

各種 寄生 虫 感染 の 相関 性 

虫 , , マビ = 虫 アメ リカ 虫 , 毛 線 虫 の 
5 種 に つい て , これ ら の 陽性 者 の 分 布 が 全く 相互 独立 に 
現われ て いる か , ある い は ある 種 の 寄生 虫 に 対し て 陽性 


第 6 表 寄生 虫 各 種 の 組合 せ すか ら み た 陽性 数 


感 ビー= アメ リカ 和 様 実測 数 期待 値 
1 + oO oO 634 716.8 9.56 
oO + 349 410.7 9.27 
oO oO + oO 9 10.4 0.19 
+ 149 El4.1 90.67* 
+ + 85 65.7 5.67 
oO + oO 2 1.8 0.02 
oO + + 2 0.02 
3 種 49 20.4 40.10* 
無 感 染 O oO 2,765 2632.6 0.67 
総 陽性 数 970 625 611 17 18 4,528 4523.5 100.67 
陽性 率 21.42 13.80 13.50 0.375 0.398 
x?=100.67 6.6** DF=32 1==31 Pr<0.001 
31.88 十 6.6(* 印 を 除く ) DF=29 1 0.05<Pr<0.1 
** 表 に な い 値 
第 7 表 寄生 染 の 相関 表 
| 虫 虫 虫 虫 ツ ビ = ツ ビ = アメ リカ 
ツ = アメ テカ ツ ビ = アメ リカ 毛 様 アメ リカ 毛 様 毛 様 
+ 149 126 6 4 85 2 2 0 5 0 
+ー 821 844 964 966 540 623 623 611 606 17 
ek 476 485 11 14 526 15 16 7 13 18 
ー— 3,082 3,073 3,547 3,;544 3,377 3,888 3,887 3,900 3,904 4,493 
2,520 0.269 1.96 0.0007 1.759 
Pr >0.5 >0.1 P=0.488 20.95 P=0.584 P=0.541 P=0.861 1 P=0.953 
q+ 15.4% 13.0% 0.62% 0.41% 13.6% 0.32% 0.32% 0% 0.82% 0% 
q- 13.4% 13.6% 0.31% 0.39% 13.5% 0.38% 0.41% 0.44% 0.33% 0.40% 


( 34 ) 


で ある 者 が 他 の ある 種 に 対し て て 陽性 に な り 易い < 


遡 に 陰性 に 


め わた は, 


第 6 表 の よう 


な り 上 易い) 傾向 が ある か を 検討 し た . 
に 各種 に つい て の 単独 感染 , 


な 


の た 


2 ~ 4 種 の 混合 感染 の 組合 せ た につい て その 実測 値 と , 各 
種 の 陽性 率 か ら 計 算 し た これ ら の 組合 せ の 独立 事 祭 と し 


て の 期待 値 を 求め, 


レ た . 


る (第 6 表 ). 
次 に 。 この よう な 


り の 原因 
上 日 的 で , 2 種 ず つの 組合 せ を 作 つ て , 


その 差 を カイ 自 定 
の 結果 , この 分 布 が 独立 事 釧 と は みな され な 
と の 表 に は 陽性 例 の あぁ つた 組合 せ だ け を あげ て あ 


} 


3 どこ と に 


な いと と を 示 


ある か を 見 出す 
それ ぞ れ の 単独 陽 
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性 者 。 混合 陽性 者 , 両 種 険 性 者 の 4 群 の 実測 値 と 期待 値 
を 求め , これ を カイ 自 乗 検 定 し た 成績 が 第 7 表 に 示さ れ 
て いる (第 7 表 う . 

と の 結果 を みる と , と 虫 , と アメ リカ 
虫 , ツマ ビ = 釣 虫 と 毛 様 線 虫 の それぞれ の 組合 せ で カイ 自 
乗 値 が 比較 的 大 きく , その 独立 事 祭 と し て の 確率 が 低い 
こと が 示さ れ , これ は 陽性 者 と 陰性 者 の 間 の 他 種 に 対す 


る 陽性 率 の 差 と し て 示さ れ て いる . その 他 の 組合 せ に つ 
いて は 有意 差 が な く , これ ら の 感染 の 間 に 相 関 が み られ 


る と いう 知見 は えら れ な か つた . 


第 8 表 家族 集積 性 の 検定 A 自由 


家族 内 陽性 者 人 数 
| 0 1 2 3 4 以上 
1 629 | 518(496.28) 111(132.72) 
る 607 | 381(378.16) | 156(202.13) 70(26.71) 
3 356 | 224(175.15) | 74(140.26) 38(37.38) 20(3.20) 
4 | 202 106 (78.38) 56 (83.63) 21(33.53) 12(6.06) 7(0.40) 
5 83 41 (25.40) 16 (33.95) | 15(18.09) 4(4.81) 7(0.66) 
6 42 18 (10.16) 8 (16.25) | 6(10.84) 6(3.86) 4(0.84) 
7 15 2 1(1.89) 3(0.61) 
8 5 2 (0.76) 2 (1.50) 0(0.81) 00.36) 
9 1 (0.29) 0 (0.31) 0(0.19) 0(0.09) 
E 
P=0.2108 
家 平均 以上 483 489.47 0.086 | 
族 平 均 1,057 1,155.68 8.426 
数 平均 以下 400 294.74 37.978 Pr>0.001 
計 1,940 1,939.89 46.490 
B ヅ ビ 多 
家族 人 族 内 陽 者 人 
0 1 2 3 4 以上 
1 629 | 545(540.31) | 84 (88.69) 
2 607 | 455(447.97) | 125(146.89) 27 (12.14) 
3 353 | 226(223.80) 77(110.14) 40(18.00) 10(1.06) 
4 204 134(111.18) 36 (73.03) 21(17.95) 10(2.04) 
5 84 66 (39.31) 9 (32.26) | 7(10.58) 1(1.76) 1(0.17) 
6 40 22 (16.08) 11 (15.80) | 3 (6.48) 4(1.44) 0(0.28) 
17 14 (5.87) 0(0.90) 2(0.21) 
8 5 4 (1.48) 0 (1.95) 0 E10) 1(0.37) 0(0.14) 
9 1 4 26) 0 (0.38) 0 (0.25) 0(0.09) 0(0.04) 
観測 値 期待 E 
P=0.1410 ( ) 期待 値 
家 平均 陽性 率 以 上 416 424.05 0.153 DE i 
族 平均 陽性 率 1,283 1,342.23 2.614 CR 
数 平均 陽性 率 以 下 ‘241 174. 18_ 25.634 Pr>0.001 
計 1 ‘940 1 ‘940. 28.401 
(35 ) 


C 
家族 家族 内 陽性 者 人 数 
頻度 

人 上 員 0 1 3 以上 
1 | 629 |535(540.94)| 94 (88.06) 
2 | 607 |468(449.18)|116 (146.29) 23(12.14) 
3 | 356 |261(226.42)| 71(110.72) 18(18.16) 6(0.11) 
4 | 202 [132(110.49)| 47 (71.91)|17(17.57) 6(1.82) 
5 | 83|36 (39.09)| 24 (31.79)|16(10.38) 7(1.83) 
61 42|17 7.01)|14 (16.59)| 3 (6.76) 8(1.68) 
7| 15| 3 (5.22)| 2 (5.94|1 (2.90)9(1.00) 
8 5| 4 (1.50)| 0 (1.95)| 1 (1.11) 00.47) 
9 1| 0 (0.26)| 1 0.38)| 0 (0.25)0(0.13) 


(0) E 


家 平均 以上 396 421.38 1.529 
平 1,;352 1,;345.10 "0.035 


族 
数 平均 以下 192 


173.57 1.957 
計 1,940 1,940.05 3.521 
P=0.1399 D.F.=1 0.1>Pr>0.05 
非 有 意 
D 様 線 


家族 内 陽性 者 人 数 

0 
1 629 625 (626.48) 4 (2.52) 
2 607 604 (602.14) 3 (4.86) 
3 356 349 (351.73) 7 (4.27) 
4 202 201 (198.77) 1 (3.23) 
5 83 82 (81.34) 1 (1.66) 
6 42 42 (40.99) 0.(0.97) 
8 5 5 (4.84) 0 (0.15) 
9 1 1 (0.97) 0 (0.03) 
計 1,940 1,924(1,921.84) 16(18.10) 


P=0.0040 


家族 集積 性 (第 8 表 う 
主要 寄生 虫 に つい て ,。 その 陽性 者 が ある 家族 
濃厚 に 集積 する 傾向 が あぁ ある か , ある い は 全 家 族 
等 に 分 布 し て いる か を し ら べ る 有 目的 で , 今回 の 検査 対象 
と し た 1.940 家族 に っ ついて, 名 家族 の 構成 人 数 別に 陽性 
者 数 の 度数 分 布 を しらべ た . た と えば , 第 8 表 A は 中 虫 
に つい て まとめ た も の で , 8 人 より 成る 家族 856 の うぅ 
ち , 陽性 者 数 が 0 の 家族 が 224。 1 が 74, 2 が 88, 8 人 
と も 陽性 な 家族 が 20 あ つた . 
以上 の よう な 名 測 値 に 対し て , これ と は 別に , 各 寄 生 
下 に 期待 され る 値 を 計算 し と これ に は , 平均 陽性 率 
n 人 家族 中 + 人 の 陽性 者 が いる 家族 の 現われ る 確率 は 二 


待 数 は jn xnCrPrqーr (た だ し fn は n 人 家族 の 全数 ) 
で 計算 えさ れる . 表 で は これ ら の 期待 値 を カッ = に 入れ て 
示し た . 
実測 値 と 期待 値 の 差 が 有意 で ある か どう か を カイ 自 乗 
検定 で ご で しらべ る 方 法 と し て は ,。 これ まで 2, 8 の 媒 つ た 
式 が 報告 され て いる が , 最近 に 林 ら (1959) が フイ ラリ 
ア に つい て 試み た 方 法 が 最も 合理 的 で ある と 考え た の 
で , と これ を 採用 し た . 即ち , n 人 家族 に 対し て その 陽性 
が 平均 陽性 nxP に 最も 近い + が と れ よ り 
小さ い 群 ,r が これ ょ より 大 きい 和 群 の 8 つ に 分 け , 各 群 の 
観測 値 と 期待 値 の 集計 の 差 を カイ 自 剰 検 定 し た . 表 中 で 
は 第 1 群 を 太字 で 示し て ある . その 左 が 第 2 群 , 右 が 第 : 
8 群 に 相当 する (第 8 表 う . 
と の 結果 は , ツマ ビ = 釣 虫 と 遇 虫 に 有意 差 が み ら れ て , 
虫 に は 有意 差 が な か つ 
. 毛 様 線 虫 は 陽性 数 が 少な く と の 方 式 の 検定 に は 乗ら 
な か つた が , 観測 値 と 期待 値 は か な り ょ よく 一 致し て いた . 


剤 の 投薬 と その 効果 判定 法 の 


今回 の 調査 と あ た つ て , 各 寄 生 虫 の 個人 的 及び 地域 的 
な 過 除 対策 の 一 部 と し て , 陽性 者 に 対す る 駆虫 剤 の 集団 


投薬 を 行い , 8 回 検便 法 に よる 駅 虫 効果 の 推定 , 各種 新 
駆虫 剤 の 副作用 調査 な ど を 行 つ た . 
駆虫 剤 の 投薬 方 式 


今回 は 主として ツマ ビー= 釣 虫 陽性 者 を 駆虫 対象 に えら ん 
に が , 他 の 寄生 虫 の 混合 感染 者 も 当然 と これ に ふく まれ て 
いる 。 そ の 方 式 は 

A 群 : アル コパ (5g 中 Bephenium 3 -hydroxy- 
2 -naphthoate 2.5g を ふく む 粉 剤 ), 成人 5 g,。 中 学生 
(12~15 才 ) 小学 生 (て 11 1.7g, 以上 を 
和合 1 回 量 と し , 就寝 前 1 回 だ け 服 用 . 

B 群 : オー ミン 和 題 粒 (8 g 中 1-Bromo-naphthol- 2 を 
2 含有 う , 成 人 8 g, 中 学生 1.5g, 小学 生 1.0 g を 各 - 
1 回 量 と し , 就寝 前 と 翌朝 食前 の 2 回 服用 . 

C 和 : チ モ ラ ン 天 (1 中 4 -Iodothymol 0.5g を 
含有 う ), 成 人 6 g, 中 学生 8 g, 小学 生 2 g を 各 1 回 量 と : 
し , 就寝 前 と 翌朝 食前 の 2 回 服用 . 

駆虫 効果 の 推定 法 

各 寄 生 虫 の 陽性 者 に 対し て 駆虫 剤 を あぁ あたえ, その 効果 
を 判定 する こと は 簡単 の よう に みえ て 意外 に む づ か し い 
問題 を ふく ん で いる と と は 諸家 の 経験 に と よ つ て も 明らか 
で ある . 直接 的 に は 駆 虫 剤 投与 後 の 便 を 集め , これ か ら 
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虫 体 を 検出 する 方法 が 行わ れる が , 薬剤 に よ つ て は 貝 体 
が 破壊 され て 検出 困難 な 場合 も ある し , か な り 長 時 日 に 
わた つて 徐々 に 排 虫 が あぁ る た め に 全数 の 採集 が 困難 な こ 
と も ある . これ に 対し て , 駆虫 剤 投薬 前 後 の 検便 成績 の 
比較 か ら , 前 回 陽性 者 の 陰 転 率 を 求め て 効果 の 推定 を 行 
うぅ 方法 が 最も 普通 に 実施 され て 来 た . し か し ,。 と これ で は 
部 分 的 な 排 虫 者 に 対し て は 無効 と 判定 され る 反面 に , 陰 
転 者 中 に は 駆虫 剤 の 投薬 と 必ず し ゃ 関係 の な い 偶 発 的 な 
陰 転 (自然 排 虫 に よる 陰 転 , 検査 方 法 の 精度 に 関連 し て 
た また ま 検 査 標本 中 に 目標 物 の 現われ な か つた と と に よ ょ よ 
る 見 か け の 陰 転 , 見 培 いや 見 落し にょ る 誤り の 陰 転 な ど 
を ふく むう) が 多少 と も 混在 し , し か も これ が どの て い ど 
含ま きれ て いる か を 知る 方 法 が な いと いう 欠点 が ある . 

と の ょ うな 偶発 的 な いし 見 か け の 陰 転 の 要因 を 除い て 
駆虫 剤 の 効果 を 陰 転 束 か ら 推 定 し よ ょ うと し た 方 法 が とこ と れ 
まで 少く も 38 種 提案 され て いる 。 その いずれ に も 一 長 一 
短 が ある . た と えば , 守屋 ら (1956) は 同一 材料 か ら 8 

な いし 2 個 の 標本 を 同じ 方 法 で 作り , その 成績 か ら 母 
集団 の 陽性 率 を 推定 する 方式 を 考慮 し , それ を 駆虫 前 後 
で 比較 する こと に より 駆 虫 効果 の 判定 に 応用 し た . また 
小宮 ら (1959) は 前 検便 に は 検出 力 の 低い 検査 法 (て た と 
えば 疹 抹 法 ) を , 後 検便 に は それ の 大 きい 検出 法 ( 浮 
法 な いし 培養 法 ) を 行う こと に ょ っ つて 釣 虫 に 対す る 見 か 
け の 陰 転 の 混入 を 出来 る だ け 防 どう と 試み た. さら に , 
佐々 らち (1960) は 駆虫 剤 投薬 の 直前 に 第 2 回 の いわ ば 
「 か ら 検 便 」 を 行 つ て 偶発 的 な 陰 転 素 の 発現 状況 を し ら 
べた 上 で , 投薬 後 の 第 8 回 検便 を 同じ 方 法 で 行い , 第 2 
回 と 第 8 回 の 陰 転 素 の 差 の 有意 性 か ら 駆 虫 効果 を 推定 す 
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る 方 式 を 提案 し て いる . この さい の 駅 虫 剤 は 1 種類 だ け 
で あつ た 。 

今回 は 3 種 の 投薬 方 式 を 佐々 ら の 方 法 で 比較 する 試み 
を 行 つ た . ! 

それ は , 第 1 回 検便 と , 第 2, 38 回 検便 の 間 に 期 間 が 
長い 場合 に は 最も 合理 的 と 考え た か ら で あ る . 

彼 検 者 は 第 1 回 の 検便 に お いて 主として 多 虫 陽性 者 と 
判定 され た 者 ( 他 の 寄生 虫 の 混合 感染 者 を ふく むう ) う より 
えら び , これ を 前 記 投 薬 方 式 の 8 群 に 分 け 。 い ずれ も 双 
虫 剤 を 投薬 する さい に こと れ と 引換 え に 便 を 持参 させ て 第 
2 回 の 「 か ら 検 便 」 の 材料 と し た . その 約 8 週間 後に 再 
び 便 を 持参 きせ, いずれ も 第 1 回 と 同様 の 塗 抹 , 培養 億 
用 法 に より 成績 を 求め た . 

と の 8 回 の 検便 の すべ て に 便 を 提出 し た の は A 和 群 58 
例 , B 和 群 95 例 , C 和 群 59 例 , 合計 し て 212 例 で あつ た . とこ 
れ を 各 和 群 ご と に , 第 1 回 と 第 2 回 1/1), 第 1 回 と 第 
8 回 (I/ 了 HE), 第 2 回 と 第 8 回 (T/THN) の 3 つの 検便 
成績 の 組合 せ の それ ぞ れ に , 各 寄 生 虫 種 に つい て の 2 回 
と も 陽性 で あつ た 数 ( 十 十 〕 う , 前 回 陽性 で 次 回 陰性 の 数 
( 十 一 ), 前 回 陰性 で 次 回 陽性 の 数 (一 十 う , 両方 と も 陰性 
の 数 (一) の 4 組 に 分 け て 集計 し た 成績 が 第 9 表 に 示 
され て いる . 駆虫 対象 を 釣 虫 陽性 者 に し ば つた た め に , 
ツ ビ ー= 多 虫 の 第 1 回 検便 陽性 者 が 大 部 分 を 占め て いる も わ 
け で ある . 検便 は 3 回 と も 同じ 検査 員 に こよ ょ つて ほほ 同じ 
技術 の も と に 人 疹 抹 , 培養 億 用法 に ょ り 行 われ , 第 2 回 は 
第 1 回 の 約 6 月 後 , 駆虫 前 に 実施 し , 第 8 回 は その 約 8 
週間 後 , 投薬 後に 行わ れん た こと こと は 前 述 し た 通り で ある . 

と の 成績 か ら , 虫 釣 虫 ( 両 種 及び 培養 陰性 で 


第 9 表 3 回 検便 法 に ける 各 寄 生 虫 の 陽性 ・ 陰 性 の 組合 そ 
(I-II は 筑 1 回 検便 成績 と 第 2 回 検便 成績 の 組合 そ せ , 第 1,2 回 は 駆虫 剤 投薬 前 , 策 3 回 は 投薬 後 ) 


A 群 ( ア ル ュ ペー ル ) 


B 群 (オー ミン ) C 郡 ( チ モ ラ ン ) 


+ = 


21 
35 
る 
16 26 
0 0 
7 49 
0 
1 
0 
0 
0 


tS 


2 
0 
57 
0 
58 


24 
32 
19 
11 
34 
32 
19 

56 

0 
58 


ogg 


せ 


12 10 
59 30 
25 0 
23 15 
26 16 
19 0 
28 15 
23 4 

1 0 
94 58 
0 1 
95 58 


| 
一 + - + 
14 60 12 62 
44 31 33 42 23- 
56 38 50 44 17 32 1 
47 38 41 44 33.- 
4 
0 59 0 58 
線 0 95 0 95 0 58 0 59 0 
( 37 ) 


第 10 表 3 回 《 り かえし 検便 法 に ょ る 由 虫 効果 の 判定 
I, I は 度 虫 剤 投薬 前 , 相 は 投薬 後 , いずれ る ゃ 前 回 陽性 者 中 で 次 回 陰 転 し た 数 ( 率 ) 


A 群 ( ア ル ュ ペール ん) 


B 群 (オー ミン ソン) 


C 群 ( チ モ ラ ン ) 


組合 せ 前 回 + 次 回 一 陰 転 率 前 回 + 次 回 一 陰 転 率 前 回 + 次 回 一 陰 転 率 
22 31.9 21 6 28.5 22 10 45.5 
| 22 21 95.6 21 9 42.8 22 12 54.7 
I-I 25 24 96.0 29 12 41.4 19 9 47.3 
16 0 0.0 20 8 40.0 12 0 0.0 
| 16 4 25.0 20 6 30.0 12 2 16:7 
I-MHI 46 19 41.4 56 25 44.7 44 12 27.3 
58 20 34.5 94 38 40.5 58 16 27.6 
58 51 88.0 94 44 46.8 58 29.4 
38 34 89.7 57 26 45.7 43 11 25.5 
ヅ ツ 銘 ( I-I 56 20 35.8 85 38 44.8 51 15 29.5 
ビ | I - 軸 56 49 87.6 85 44 52.0 51 18 35.4 
= 虫 バ I- 朴 36 32 89.0 52 28 54.0 40 13 32.5 


疹 陽 性 の 数 を ふく , マビ = 多 の 4 種 に つい て , 
I-I, I-H, I-I の 検便 成績 の 組合 せ に お ける 前 回 
陽性 者 数 と , その 次 回 検便 の 陰性 者 の 数 を 求め , これ か 
らち 陰 転 束 を 計算 し た の が 第 10 表 に 示さ れ て いる . エーI』 
の 組合 せ の 陰 転 率 は 6 ヵ月 を へ だ て た 2 回 の 検便 に さい 
し て の 偶発 陰 転 事 と みな され る . も し 第 2 回 と 第 8 回 の 
検便 が 同じ 条件 の も と に 同じ 精度 で 行わ れん た も の と 仮定 
すれ ば , 駆虫 の 効果 は の 転 と , エ な いし I 
- 了 の 陰 転 率 の 間 の 有意 差 と し て 現われ る は ず で ある . 

今回 の 調査 成績 か ら 明 ら か な 有意 差 が 認め られ た の は 
A 和 群 ( ア ルコ パー ル 和 群 ) に お ける 虫 , 釣 虫 (ツア ビ = 多 
虫 の 場合 も ふく むず ) の 陰 転 で ある. たとえば, に 
つい て の に み られ た 偶発 陰 転 は 84.5%(20/58) 
を 示し た が , 駆虫 剤 投薬 後 の 陰 転 来 は エ 88.0 
(51/58), で 89.7 (834/838) に 達し て お り , 
に つい て る も 31.9% に 対し て それ ぞ れ 95.6 , 96.0% を 示 
し て いる . 

し か し , 群 , C 群 で は , 虫 と も 有意 差 は み ら 
れず , し か も の 陰 転 は A 群 よ り 低 か つ 

考 

以上 の 推定 は 第 2 回 て CT) と 第 8 回 CHE) の 検便 の 


検出 精度 が 同じ で ある と いう 仮定 に 立つ て いる . も し レ 
第 8 回 が 第 2 回 より 精度 が 悪 か つ た ら , た と え 駅 虫 剤 


が 無効 で あつ て も り いし I- 高 率 に 
現われ る こと こと も あり うる 。 し か し も し そう な ら ば , 第 8 
の 陽性 者 の 第 2 回 お ける 陰性 率 の 方 が , 
第 2 回 の 陽性 者 の 第 8 回 と お ける 陽性 率 (CT-H) ょ り 
低く 現われ る は ず で ある . そこ と で 再び 第 9 表 に も と づい 
て こと の 両者 の 陰 転 事 を 比べ る と , た と えば 虫 で は B 和 群 


で /24) 対 41.4% (12/29), C 群 で 28.6% (4/ 
14) 対 47.4 (て 9/19) と , 第 2 回 の 方 が 第 8 回 より ゃ や 
や ゃ 精度 が いい よう に 見 られ た が ,。 ツジ ツ ビ = 釣 虫 で は B 群 で 
45.52% (20/44) 対 58.82% (28/52 う , C 群 で 80.8% (12/ 
89) 対 32.5 2 (18/40) と , 有意 差 を 認め な か つた . し 
か し いずれ に せよ ょ よ , A 和 群 に お ける 環 虫 や 釣 虫 の 第 8 回 検 
便 の 著 明 な 陰 転 束 は , この よう な 検便 技術 に 由来 する 誤 
差 を は る か に 上 廻る も の で ある と 考え られ る . 

以上 の 成績 か ら , “同一 検査 法 に よる 8 回 くり か え し 
検便 法 ” を 実施 すれ ば , 投薬 と 関係 な く 現 われ る 偶発 的 
な 陰 転 の を 推定 し うる と, 従 つ て と これ か ら 
効果 に よる 陰 転 率 も 推定 ご きた と 考え られ る . とこ の 見 地 
か ら 分 な 駆虫 効果 を 認め えた の は と ビ = 虫 に 
対す る A 潜 の 場合 だ け で あつ た が , これ は 必ず し も ゃ も 今 
回 使用 し た 3 種 の 薬剤 の 本 質 的 な 価値 を 示す も の で は な 
く ,。 こと の 条件 に お ける それ ぞ れ の 投薬 方 式 の 効果 を 示し 
た も の に すぎ な い . _ 

駆虫 後 の 虫 体 排出 検査 成績 

今回 の 集団 駆虫 は 広範 囲 の 住民 を 対象 と し た の で , 排 
虫 検 査 の 実施 は 困難 で あつ た が , 一 部 の 保 虫 者 に 対し て 
服薬 後 24 時 間 以 内 , お ょ よび 48 時 間 以 内 に 排出 され た 全便 
の 持参 を 求め た . A 和 群 で は 5 例 中 2 例 は 虫 体 が 見 出さ れ 
, 1 例 か ら は 24 時 間 以 内 の 便 に マビ = 釣 虫 雄 1, 雌 
2, 7, 6, 虫 1 を , 他 の 2 例 か ら は 
上 暴 1 な いし 雄 1 を 見 出し た . B 群 で は 7 例 中 4 例 は 見 出 
され ず , 1 例 に ツ ビ = 虫 1, 2。 の 1 例 に ツ ビ 
= 虫 1, 1, 他 の 1 例 に 8, 2 を 見 出し 
た . C 群 で は 8 例 中 縮 虫 の 雌 2 を 見 出し た 1 例 と , 縮 由 
1, 1 を 見 出し た 1 例 が あぁ つた. 

副作用 調査 (第 11 表 ) 


= 


| { 


第 11 表 各 投 薬 方 式 の 副作用 調査 成績 


A B C 
回 答 者 68 82 
1 異常 な し 25 22.1% 61 74.4% 13 18.1% 
2 食欲 不振 6 8.8 4 4.9 9 12.5 
4 : 吐 4 5.9 2 2.8 
5 腹 8 11.8 6 73 
10 者 0 0 0 0 
今回 の 各 群 の 服薬 者 に つい て 表 に 示し た よう な 10 殴 目 


の 記入 を 求め た アン ケー ト 用 紙 を 配布 し て 副作用 の 調査 
を 行 つ た . 全く 媒 常 を 認め な か つた 者 は A 群 で 22.1 
(25/68), B 群 で 74.4% (61/82), C 群 で 18.1% (18/72) 
で , 他 は 主として 消化 系 の 一 過 性 の 異常 を 訴え て いる 
が , いずれ も 軽症 で あつ た . 

な か つた と 判断 され る . 


全編 の まとめ 


1. 山梨 県 塩山 地方 の 22 部 落 の 住民 , 4,500 名 あま り 
を 対人 象 に 寄生 虫 疫学 の 立場 か ら 調 査 研究 を 行 つ た . 疹 
抹 , 培養 併用 検便 法 を 実施 し た 成績 で は , 晒 虫 21.4。, 
18.82%, ツマ ビ = 虫 18.5226。 ア メリ カ 虫 0.882, 
東洋 毛 様 線 虫 0.40 の 陽性 率 が えら れ , 従来 この よう な 
調査 の 芝 し か つた 本 州 中 部 山岳 地 の 寄 生 虫 相 の 一 面 を 明 
ら か に し た . と くに ツン ビー= 釣 虫 が 優 占 し て アメ リカ 鋼 
虫 毛 線 虫 が あつ た こと と が 注目 され る . 

2. 各 寄 生 虫 の 陽性 率 の 地域 的 な 差 に つい て , 町 村 及 
び 部 落 別 , 地勢 別 , 主要 産業 別 の 見 地 か ら 検 討 し た . 商 
業 を 主 と し た 市 街 地 を な す 旧 塩山 市 の 地域 は 各 寄 生 虫 と 
も 陽性 率 が 低く , は 山間 部 落 に と くに 高 率 , は 
比較 的 平等 に 分 布 し て いる が 平原 部 , 混 農 地 が や や ゃ 高 
率 。 ツ ビニ = 釣 虫 も 平原 部 の 混 農 地 に 濃厚 で あつ た . 

8.。 各 寄 生 虫 陽性 率 の 年 令 分 布 に は それ ぞ れ 特異 な 傾 
条 みみ ら れ た . は 5 ~9 才 台 に 高 率 を 示し , 15~19 
才 オ が 最低 で , 80 才 台 , 50 才 台 に も 山 が み ら れ , 凌 虫 は 少 
年 期 の 山 が お くれ て 10~14 才 台 に み ら れ , 40 才 台 に 第 2 
の ピー ク を 示し た が ,。 ツマ ビー= 虫 は 年 すす む につれ 
て 高 率 と な り , 50 才 台 に 最高 を 示し , さら に 老年 期 に は 
低 率 を 示し た . これ に 比 し て , 男女 別 の 差 は 比較 的 少な 
く , は 女子 が , マビ = 虫 は 男子 が や や 高 率 


あ っ た 。 
4.。 主要 寄生 虫 の 各種 に つい て , 
に 分 布 し て いる か 否 か を 


その 感染 が 互 に 独立 
検討 し た . その 結果 , と くに 
の 組合 を で 混合 染 を みる が 期待 さ り 


し く 高 いこ と が 認め られ た . 
は 家族 集積 性 も み ら れ た . 

5.。 主として 多 虫 陽性 者 に 対し , 駆虫 剤 と し て 最近 に 
供 試 され つつ ある 8 種 を 用 いて , その 駆 虫 効果 及び 一 作 
用 の 比較 検討 を 試み た . 効果 推定 法 と し て は , 偶発 的 な 
陰 転 剤 の 効力 と よる 転 と を 実際 に 区 別 し 
て 観察 し うる よう な 8 回 検便 法 を 実施 し た . その 結果 , 
ベ フ ェ = ウム の マツ ビ = 虫 , に 対す る 効果 だ けが 
有意 と 判定 され , 他 の 場合 に は 偶発 陰 転 率 と 駆虫 後 陰 転 
率 と に 有意 差 が 認め られ な か つた . 画 作用 と し て は プ ョ r 
スム ナフトール 剤 が 最も 少な か つた . 
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EPIDEMIOLOGICAL STUDIES ON THE DISTRIBUTION OF NEMATODE 
PARASITES AMONG THE INHABITANTS OF ENZAN, 
YAMANASHI PREFECTURE 


YOSHIBUMI_AMAMIYA 
(Department of Parasitology, the Institute for Infectious Diseases, the University of Tokyo) 


l. A survey of parasitic nematodes infection among some 4,500 population at Enzan, 


Yamanashi Prefecture was made with the fecal examination by direct Smear and test-tube: 
The total positive rates were 21.4% for Ascaris, 13.8% for Trichuris, 
The extremely 


cultivation methods. 
13.5% for Ancylostoma, 0.38% for Necator and 0.40% for Trichostrongylus. 


low infections of Necator and Trichostrongylus compared to Ancylostoma were noted as. 


characteristic to this area. 
2. Differences of positive rates among the villages surveyed were discussed. Ancylystoma 


was higher in rural areas where vegetables were extensively cultivated than in urban districts, 


while Ascaris was highest in' isolated villages in the mountain zones. 
3. Peculiar patterns of age distribution of positive rates for each parasites were demon- 


strated. Ascaris was higher in younger age groups with the peak at 5-9 years ; the peak for 


Trichuris were seen at 10-14 years ; in Ancylostoma, the rates increased as the ages advanced, 
As for the sex distribution, the rates for Ascaris and Trichuris. 


with the peak at 50-59 years. 


were higher in the female. 
4. The infection of these parasites among the individuals were found to be distributed 


not independently ; the rates of combined infection with Ascaris and Trichuris, Ascaris and 


and Trichuris and Ascaris were higher than expected by chance. Family 


Ancylostoma, 
accumulation was also seen in infections of Ascaris and Ancylostoma. 
5. Comparative studies on the effect of 1-bromo-naphthol-2, 4-iodothymol and hephenium 


3-hydroxy-naphthoate on various parasites were made with '* the three-time examination method.” 


To positive cases in the first examination, the second fecal examination was made just before 


the drug was administered. The third examination was made three weeks after the drug admi- 


The effect of the drugs was estimated by the statistical significance in the difference 
In this experiment, only 


nistration. 
of the negative rates between the second and the third examinations. 


bephenium was found to be significantly effective against Ascaris and Ancylostoma. 


(40 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 第 10 巻 第 3 号 369-378 頁 1961] 


二 世 吸虫 類 (Digenetic Trematodes) の 


排 江 系 統 そ の 発達 と 自然 分 類 


小宮 義孝 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 35 年 12 月 15 日 受領 ) 


二 世 吸虫 類 の cercaria の 排 洪 系 統 が その 分 類 の 関係 
を 規定 する 価値 の ある こと は , Cort (191 〇 の に よ ょ つて 初 
め て 唱え られ た .。 と の Cort の 見 解 は , その 後 Faust 
(1918, 1919, 1927), Sewell (1922) な ど に よ ょ つて 容 
認 , 継承 され , と り わけ Faust (1924) は , 燃 状 細胞 
(flame cell) の 数 お よび 配列 を 表示 する 型式 (模式 ) 
(formula, pattern) を 案 出 し て , この 問題 の 発展 に 買 

献 し て いる . 

その 後 La Rue (1926) は この 考え を 発展 せしめ , 排 
洪 系 統 の 相違 が ある 程度 まで superfamily や suborder 
の 区 別に まで 関係 が ある と な し た . さら に また miraci- 
dium の 燃 状 細胞 の 数 如 伺 が 場合 こと よ つ て は その 自然 分 
類 上 の 手がかり に な る , と し て いる 。 また Faust (1929) 
は , 基本 的 な 燈 状 細胞 型式 (ame cell formula [pattern]) 
- も と づい た 二 世 吸虫 類 の 分 類 を ここ ところ みて いる . 

一 方 Dubois (1929) は , cercaria に お ける protone- 
phridia の 2 つの 型 の 存在 を 指摘 し , これ が 2 つの dis- 
tinct rhabdocoel stocks か ら の descent で ある こと を 示 
指し , Komiya (1988, 1942) は cercaria の 用 胞 か ら 
metacercaria, 成虫 に いた る まで の 排 洪 系 続 の 発展 を 追 
し て いる . 

排 洪 系 続 の う ち 排 洪 費 の 形態 が 自然 分 類 と 関係 ある こ 
と は ,。 すでに 以前 か ら 明 ら か に され て いた が , Hussey 
(1941 , Kuntz (1952) ら は 二 世 類 の 排 形成 
に 2 つの と と な つた 方 法 の ある と こと を 明らか に し , non 
epithelial bladder を 有する 和 群 の ほう が primitive で あ 
る と な し で いる 

その 後 La Rue (1957) は か か る 排 洪 紹 の 2 つの 形成 
方 法 を 自然 分 類 上 に 導入 し , 二 世 吸虫 類 を Aepitherio- 
cystidia と Epitheliocystidia の 2 つの suborder に 大 別 
, 排 江 お よび 幼虫 形態 の その 他 の 形態 的 特長 に 
拠 し た その family 以上 の 分 類 を こと ころ みて いる . 


以上 の ょ うに 二 世 吸虫 類 の 排 護 系 統 は 自然 分 類 上 きわ 
ゆ て 重要 な 関係 を も つも の で ある が , その 観察 方 法 は 現 
で は も つば ぱら 生鮮 標本 で の それ に よら ね ば な ら ず , と 
り わ け 類 状 細 胞 の 配列 状態 を 明らか に する こと は , 場合 
に ょ つて きわ め て 困難 と され て いる . 

で , 以下 こと こ で は , 二 世 吸虫 類 の 排 江 系 統 の 観察 方 法 
に つい て の 注意 を の べ る と と も に , その 発達 の 概要 と 
taxa と の 関係 に つい て 若干 の 考察 を 試み る と こと と する . 


排 港 系統 の 観察 方 法 


二 世 唄 虫 類 の 排 護 系 統 の 観察 は すべ て 生鮮 標本 に とこ よら 
な けれ ば 行え な い . と の 観察 は 排 港 孔 を も 含め て の 排 江 
排 の 形態 お よび 走行 , な ら び に 細胞 の お 
ょ びそ の 配列 状態 の 3 つの 要素 を 含 S. その うち 前 2 者 
は 比較 的 容易 に 観察 し うる が , 最後 の 類 状 細胞 の 数 と そ 
の 配列 状態 の 見 え 方 に は , 観察 時 に お ける 貝 体 の 条件 に 
ょ つて い 難 易 性 が ある . 

右 の うち 本 来 の protonephridia た る 燈 状 細胞 は , 体 
内 の metabolite た る 可 落 性 老 療 物 を 濾過 し て これ を 排 
洪 管 お よび 排 通じ て 排 し め る 役割 を 有する も 
の で ある が , と の 場合 濾過 排 洪 作用 に 参与 する 類 状 細 有 
の 繊毛 は , 虫 体 の 活力 が 強大 で ある 場合 に は , きわ め て 
迅速 に 宮 動 する た め 鏡 下 に あつ て は その 運動 が 認め が だ 
い 。 か か る 類 状 細胞 の 存在 の 認識 は も つ ぱ ら そ の 内 部 の 
繊毛 の 許 動 を 認識 する こと に ょ つて いる の で ある か ら , 
し た が つて か か る 状態 に あつ て は 燃 状 細 胞 を その も の の 存 
在 の 認識 が 困難 で ご ある. また 状 細胞 に つっ づく 毛細 管 か 
ら 排 洪 旨 に いた る まで の 排 洪 管 は , 多く の 場合 正常 時 に 
は 原則 と し て 週 期 的 な 拡張 , 収縮 の 過程 を くり 返し て お 
り ,。 し た が つて 又 そ の 収 期 に お いて は その 存在 が な か 
な か 認め が た い . 

し か る に 貝 体 の 生活 力 が よう や く お と ろ え て くる に し 
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た が つて , 褒 状 細胞 の 繊毛 の 顔 動 運動 は 次 第 に 鈍化 し , 
と れ が ある 程度 まで 鈍化 し た 時 に は その 活動 が 明瞭 に 看 
取 し 得 , 一 見 あ だ か も 燃 の 燃え る 時 の 顎 動 の よう に 見 え 
る .。 これ が こと の 細胞 の 類 状 細胞 と 名 づけ られ た 所 以 で あ 
る 。 い ずれ に も せよ と の 時 期 に お いて は , 繊毛 の か か る 
状態 が 明瞭 に 看 取 し うる が 故に , これ を 媒介 物 と し て 悦 
状 細胞 の 存在 と その 位置 と を 確 め うる の で ある . 燃 状 細 
胞 が こう し た 状態 に 至 つ た 場合 と は, 同時 に 和 毛細管 を も 
合 表 排 洪 管 は ,。 その 活力 も 同時 に よわ まり , し た が つて 
と これら は 大 体 に お いて 拡張 し た まま に 止 る . そし て そ 
の 内 部 は 尚 未 だ 繊毛 と より 流下 され る 濾過 排 洪 液体 が 存 
在 す る の で , 排 洪 管 の 走行 自体 も 赤 明 ら か に 認め 得 ら れ 
る . な お か よう な 状態 に お ける 貝 体 は , その 活力 が す で 
に か な り の 程度 祝 え て いる の で , 貝 体 自 身 が 概ね 静止 の 
状態 を 持続 し , この と と る も 又 同 時 に 排 護 系 統 の 観察 を 容 
易 な らし め る . 2 

し か し 貝 体 の 活力 が 更に 弱 ま つ て くる に し た が つて , 
類 状 細胞 の 繊毛 の 活動 も 次 第 に 更に 鈍化 し , つい に は そ 
の 活動 を 停止 する に いた る . 熟練 し た 観察 者 で あれ ば , 
額 動 を 全く 停止 し た 場合 に お いて も 燃 状 細胞 の 存在 と 位 
置 と を 確 め る こと は , きわ め て 困難 で は ある が 可能 で あ 
る . が , 初心 者 に は 繊毛 が その 活動 を 全く 停止 し た 場合 
た は , 繊毛 の 活動 が き さ きわめて 迅速 で ある 場合 と 等 し く 。, 
夫 状 細胞 の 存在 と その 位置 と は 殆 ん ど 確 か め 難 い . 

そこ と で 排 江 とり わけ その 細 胞 の 数 , 位置 お 
よび その 配列 状態 を , で きる だ け 容 易 に 観察 する た め に 
は , まず 貝 体 を 前 記 の ご と き 状 態 に 。 で きる だ け 簡 便 に 
か つ 短 時 間 に 招 来 せ し め , し か も そう し た 状態 に 出 き る 
だ け 長 時 間 保 持 を し め る た め の 技 術 が 必要 と な る . 

その 一 つの 条件 と し て は , 出来 る だ け 新 鮮 な 虫 体 を 使 
用 する こと で ある . 具体 的 に は , cercaria の 場合 な ら 
ば , で きる だ け 注 出 直 後 の も の を 使用 する こと で ある . 
但し こと の 場合 , 中 間 宿 主 を 器械 的 に 破砕 し , 器械 的 に 取 
り 出 し た cercaria を 観察 の 対象 と する 場合 と に は, 慎重 
な る 注意 を 要する . 何と な れ ば こと の 場合 と お いて 取り 出 
され た cercaria は 通例 未熟 な も の と 成熟 し た それ と が 
混合 し て いる . が , cercaria の 状 細 胞 数 と 
その 配列 状態 は , 未だ その 発達 の 途上 に ある 場合 が 多 
く , 成熟 cercaria の それ と は 全く 異な つて いる 場合 が 
多い か ら で あ る . し か る に 元 来 , 種 の 鑑別 , を その他 分 類 
上 重要 と され る cercaria の 褒 状 細 胞 の 型式 は , 成熟 
cercaria の それ を 意味 する も の で ある . 

metacercaria の 場合 に こ に あつ て は , 排 洪 系 続 の 観察 に 先 
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だ つて と こと れ を 脱 し め る こと と が 必要 で ある. この 際 
も の は スラ イド グラ ス 上 に を と り カバ ー グ 
ラス の 上 か ら 軽 圧 を 加え る だ け で 充分 で ある . が , 温 血 
動物 を 終 宿 主 と す る も の は 被 一 般 に 厚く 強 で 
ある . か よう な 種類 の も の は , まず 人 工 胃 液 次 いで 人 工 
腸 液 に 浸漬 , 必要 に 応じ て 胆汁 を 加え る と き (87"C 内 外 
で ) は , 容易 に 脱 電 せしめ うる 場合 が 多い . また 横川 
( 未 発 表 ) に よれ ば , 湿潤 し た 濾紙 上 に 肺 吸虫 の meta- 
cercaria を お き , 探 針 を 用 いて 器械 的 に 脱 雪 せ し め う る 
と いう 総じて 体 を 傷つけ る と こと な 器械 的 に 脱 
し め た も ゃ の の 方 が , 排 護 系 続 の 観察 に は 適し て いる . 活 
力 が 大 きい か ら で あ る . 

cercaria な いし 吸虫 類 幼 虫 の 排 洪 系 統 の 観察 は , 虫 体 
を 生き た まま 常 水 , 生理 的 食塩 水 な ど に 封入 し , cover- 
glass の 上 方 か ら 通 例 ocular X10 な いし ゞ X15, objectX 
100, 油 浸 装 置 下 で 検 鏡 す る . 

と の 場合 封入 液 は , 淡水 産 巻 員 な どの 浸透 圧 と ほぼ 等 
圧 の 0.6%% の 生理 的 食塩 水 を 使用 する と , 排 洪 管 , 毛細 
管 等 の 識別 が 明 瞭 と な る よう で ある 。 また 場合 こと に よ つ て 
は Alizalin sicca の 稀 薄 水深 液 で 生体 染色 を 試み る と , 
その 識別 が 明 懇 に な る 場合 が ある . 

和 被 検 虫 体 は 腹面 を 上 方 に し て こと これ を 観察 する の が - 明 
に 便利 で ある . け だ し 排 洪 管 お ょ び 燃 状 細胞 の 分 布 は 腹 
面 の 表皮 近く に 存在 する 方 が 多い か ら で あ る . が , 勿論 
背面 近く に も 存在 する . 分 割 因子 (factor of division) 
が 8 で ある 場合 に は , 各 枝 と も その 燃 状 細胞 の 2 っ は 腹 
面 。 1 っ は 背面 と いう ふう に 規則 正しく 分 布 さ れ て いる 
場合 が ある . か よう に 第 8 次 排 洪 管 か ら 数 条 の 毛細 管 に 
つなが る 燃 状 細胞 が 存 し , その うち の いくつ づつ か が 
腹 , 背面 に 分 れ て 分 布 す る 場合 に お いて は , 注意 し な い 
と その 一 方 面 の み を 観察 し て , 他 面 の 燈 状 細胞 の 存在 を 
見 落す こと が 有り が ち で ある . け だ し 上 記 の 顕微 鏡 の 拡 
大 率 Cca. 10 x100) で の 検 鏡 時 に お いて は , 虫 体 の 腹 
表面 近く 焦点 を 合せ る と き は その 厚 さ の た め 背 表面 近く 
は 観察 不能 で ある か ら で あ る . 故に 特に 毛細 管 の 走行 の 
追跡 時 に あぁ つて は , 微動 時 旋 を た え ず 駆使 し て その 走行 
お よび 燃 状 細胞 の 位置 に 焦点 を 合せ つつ 観察 を 行う 必要 

虫 体 を その 腹面 を 上 方 に し て 固定 する た め に は ,。 まず 
虫 体 を 封入 液 と 共に cover glass の 表面 上 と 取り , 貝 体 
が その 表面 に 吸着 し た と き に , すばやく こと これ を 裏返し に 
し て , slide glass の 上 に の せれ ば ,。 その 腹面 を 上 方 に し 
て slide glass 上 に 位置 する こと が で きる . 貝 体 を 初め 
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か ら slide glass 上 に 取る と , 多く の 貝 体 は すぐ に その 
硝子 面 に 吸着 し て し まう の で , その 上 に cover glass を 
の せれ ば , 虫 体 は 背面 を 上 方 に し て 固定 され て し まう . 

虫 体 を 封入 液 で slide glass と cover glass と の 間 に 
単に 封入 し た まま で の 観察 は , 2 つの 点 で 不利 で あぁ る. 
1 つっ に は 一 般 に 封入 液 が 多 す ぎる た め に 虫 体 は 2 つの 硝 
子 面 の 中 を 自由 に 活動 する た め , 排 漆 系 統 の 観察 が 行い 
に くい 。 また 1 つ に は , 封入 液 が slide glass と cover 
glass と の 合 端 か ら 自 由 に 燕 発する た め , 丁度 観察 が 好 
適 と な つた 時 か ら 蒸 発 の た め の 貝 体 の 死滅 に 至る まで の 
了 時間 が あま り に も 短く , 1 つの 標本 に つい て の 充分 な 観 

ミミ は 殆 ん ど 不 可能 で ある . 

と の 点 に 関し Vogel(1986, 未 発表 ) 駐 は , 虫 体 を 封入 

た cover glass の 四 周 を 加熱 ワ ゼ リン で 封じ , 虫 体 の 
観察 可能 時 間 を 延長 する と こと に 成功 し た . 

生き た 貝 体 の 封入 に 際 し て 注意 すべ き こと は , slide 
glass と cover glass と の 間 に お ける 貝 体 封 入 の 状態 如何 
で あぁ る. この 封入 が ゆる や か に 過ぎ る と , 第 1 に 虫 体 の 
昼 さ が 厚 す ぎ て 排 港 系統 は 充分 明瞭 に 認め が た く , 第 2 
に 貝 体 が 両 硝子 面 の 間 を 活 浴 に 運動 する た め , 排 洪 系 統 
の 詳細 な 観察 が 妨げ られ る . 貝 体 を 両 硝子 間 の 1 ヵ所 に 
固定 せしめ る た め に は , 両 glass 間 の 封入 液 の 量 を 加減 
し , 貝 体 の 吸盤 が 圧迫 せら れる 程度 の 厚 さ に 虫 体 が 固定 
せら れる ょ うに 封入 液 量 を 調節 する こと で ある . こと の 程 
度 の 厚 さ に 虫 体 を 保つ と , 排 洪 系 統 の 全貌 は 周囲 の 組織 
と の 区 別 を 明瞭 に し て 浮 び 上 り , その 識別 は 容易 と な 
る . 

以上 の 適当 な る 虫 体 の 厚 を 保つ て これ を 生き た まま きま 標 
本 面 に 固定 する た め に , 筆者 は , まず 貝 体 を 両 glass 問 
に や ゃ や ゃ 多量 の 封入 液 を も つて 封入 し , と これ を 顕微 鏡 下 
(実体 双 眼 顕 微 鏡 が 便利 で ある 〕) に も た らし , 之 を 観 
察し つつ 濾紙 を 用 いて 両 glass 間 の 封入 液 を 吸い と りつ 
つ , 丁度 虫 体 の 厚 さ と 固定 が 排 護 系 続 の 観察 を 容易 な ら 
し め る ょ うに 固定 する . その 要領 は , 虫 体 が 固定 され て 
排 洪 管 が 明瞭 に 現われ 初め る 時 を 以 て , 封入 液 の 吸い と 
り を 止め る と こと で ある . それ 以上 に 封入 液 を 吸い 取り す 
ぎる と , 貝 体 は 薄く 圧迫 され 過ぎ て 間もなく 死滅 な いし 
破壊 され て し まう . 

か よう な 適当 の 状態 に 新鮮 な 虫 体 が 延 平 固定 され た 時 
に , 両 glass の 四方 の 間隙 を 加熱 ワ ゼ リン で 封じ ,・ か か 


許 と の Technic は 生 者 が Vogel に 直接 教示 を う 
けた も ゃ の で ある . 
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る 標本 に つい て 排 系 統 の , 特に 排 の 走行 , 状 
細胞 の 配列 の 状態 等 を 観察 すれ ば , その 観察 可能 時 間 は 
1 標本 に つい て 少く と も 1 時 間 以 上 , 場合 と にょ よっ つて は 連 
続 数 時 間 の 観察 も 可能 で ある . 

排 江 と り わ け 細胞 数 と 配列 状態 の 正確 な 
様相 は , 虫 体 と よっ て は 同一 標本 で は な か な か その 全 観 
察 を 完了 する と と は 困難 で ある . か よう な 場合 と に は , きま 
ず 第 8 次 排 港 管 ま で の 数 と 走行 を 決定 し , つい で 各 第 8 
次 排 洪 管 に 所 属す る 燈 状 細胞 の 数 と 配列 ・ 走 行 を 順次 に 
決定 し て ゆく や り 方 を 取る . 被 雷 源 腺 細 胞 Ccystogenous 
gland), 腺 Cpenetration gland), 頭 腺 細胞 (ce- 
phalic gland) の 存在 の た め 燈 状 細胞 と 第 8 次 排 洪 管 と の 
関係 が 見 きわ め て に くい 場合 に は , 標本 を 時 に は や や 厚 
く ,。 時 に は で きる だ け 薄 く 固 定 し て , 背 腹 各 面 か ら の 種 
々 な る 観察 が 必要 と され る . 

褒 状 細胞 型式 (ame cell formula) を 決定 する まで に 
は , 少く と も 各 第 8 次 排 洪 管 の 観察 を 数 個 の 標本 と つい 
て 行い , . そ の 同一 な る 事 を 確 め て か ら , 之 を 決定 する 注 
意 が 必要 で ある . 時 と し て 同一 種 で も 異 つ た 個体 に より 
僅少 の 差異 の 存する 場合 が 存在 し うる か ら で あ る . 駐 局 
ー の 第 8 次 排 洪 管 に 所 属す る , また 背 腹 何れ か の 燥 状 紙 
胞 を 見 落す こと の な いよ うに 注意 する 必要 が ある . 

前 に 一 れ た よう に , cercaria に お ける 細胞 . 
数 と 配列 状態 と を 観察 する に 当 つ て し ば し ば 障害 に な る 
の は , 被 雷 原 腺 細 胞 (cystogenous gland), と り わ け 不 
透明 な それ の 存在 で ある . た と えば Fasciolidae な どの . 
cercaria に お いて ,。 と こう し た こと と が 認め られ る . この 障 
害 を 除く 便 法 と し て は , cercaria を まず encyst せしめ . 
その 被 電 原 腺 の 内 容 を 放出 せしめ た 後 , 約 24 時 間 以 後に : 
お いて cyste 中 の metacercaria を 脱 喪 せ し め , この も 
の に つい て 排 溢 系統 の 観察 を お とこ な う 方 法 が ある. Fas-. 
ciolidae, Notocotylidae な どの よう に 外界 の 物 に 附 着 
encyst する も の は , metacercaria の 時 期 に metamor- 
phosis を 行わ な いか ら , 燈 状 細胞 型式 は 成熟 cercaria の 、 
それ と 同一 で ある の が 普通 で ある . 

metacercaria の 燃 状 細胞 の 数 と その 配列 状態 を 観察 す 
る 場合 その 排 お よび 予備 排 (reserve 
中 に 排 洪 題 粒 が 充満 し て いて その 状態 の 観察 が 妨げ られ 
る 場合 こ に は , あら か じ め こ と の metacercaria を 脱 雪 せ し 
め , これ を し ば らく 約 87~42°C の 生理 食塩 水 に 移し て お 
く . metacercaria は この 場合 きわ め て 活 浴 な 活動 を 展開 
し , 体内 の 排 港 題 粒 の ほとん ど 大 部 分 は 排 洪 孔 を 通じ て 
体外 に 排 港 され, 虫 体 は 透明 と な る か ら ,。 そう し た 虫 体 、 
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つい て その 観察 を 行う こと が 推奨 され る . 


排 系 と 自然 分 類 
taxonomy が 自然 分 類 を 意味 する gd それ は 宗 族 発 
生 に 基礎 を お いた も の で な けれ ば な ら な いこ と と は 云う ま 
で も な い . し か し 宗 族 発生 的 な 発達 を iiie et 


が 殆 ん ど 不 可能 で ある 限り , 個体 発生 上 の 所 見 を その 手 
が か り と する こと と は , 合理 的 で ある . 

一 方 成虫 の 形態 学 上 の 類似 は , 宗 族 発生 の 途 次 に お 
る convergency に よ つ て 生ずる 事 が 有り うる 以上 , 実 
は 族 発生 的 に は の も の が 著しく 近似 し て 
こと も 有り うる . 吸虫 類 虫 の 形態 よそ の 
を 自然 分 類 の 重要 な 手がかり と する 根拠 は , ここ に あ 

か か る 見 地 に た て ば , か つて は 分 類 上 の 重要 な 基礎 と 
な つて いた 吸 毅 の ご と き は , 宗 族 発生 上 に お いて は , は 
る か に 後代 に お いて 発達 し た も の で ある と 考え られ る の 
で , それ ほど 基礎 的 (fundamental) な 分 類 の 基準 と は 
な り が た い 。 た と えば , 筆者 の 経験 に と よれ ば Paracoe- 
Nogonimus ovatus metacercaria こ 
お いて は , その 終 宿主 - へ の 感染 可能 な も の に あつ て * 
復 吸盤 を 欠如 し て いる も の が 多々 存する が , これ ら を 終 
宿主 に 感染 せしめ る と き は , 数 日 に と し て その すべ て の 個 
体 に お いて その 形成 を 認め うる (Komiya, 1938). 

また 生殖 器官 等 も , 無 性 生 殖 の 最終 形態 た る 成熟 ce- 
rcaria の 時 期 に お いて , また 大 部 分 の 二 世 吸虫 類 の meta- 
cercaria の 時 期 に お いて すら も , いま だ 充分 に 各 器 官 に 
分 化し な いま ま の いわ ゆる genital primordia と し て 止 
つて いる 場合 が , か な り 多く の 事例 に お いて 認め られ 
る . 

と れ に 反し て 排 江 , 状 細胞 , 排 管 。 排 
: 孔 の 各部 分 と も すでに miracidium お よび parthenitae 
(sporocyst お よび redia) の 時 期 と お いて 存在 する . た 
だ し 排 洪 費 の 形成 は parthenitae の 以前 の 時 期 に お いて 
は 認め られ ず , miracidium の それ と 等 し く , 1 対 の 排 
洪 系 統 は お の お の 独立 に 体 の 両側 に そ を の まま 開口 し て い 
る. 

の も の と 2 対 の も の と あり , 終始 その 時 期 を 通じ = 走 
で ある が , と の と と は taxa と 緊密 な 関係 を 有する 、 

parthenitae に お ける 排 系統 に あつ て は , 細胞 
の 数 は か な りな 数 まで 増加 し うる が , 排 江 系統 自体 の 形 
- 態 は miracidium の それ の を の まま の 発展 を し た も の と 
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見 られ , 同一 種 間 の 個体 に お いて も , その 数 お よび 配列 
状態 に は 厳密 な 規則 性 は 認め られ な い . し た が つて pa 
rtenitae の 排 洪 系 統 は , 分 類 学 上 それ ほど 重要 な 規準 と 
は な り 得 る ほど の 分 化 を 示し て いな いよ う で ある . 

と これ に 反し て cercaria に あつ て は , taxa に よっ つて 
その 排 洪 系 の 形成 過程 , その protonephridia の タイ プ 
に お ぉ の お の 異 つ た 2 つの 方 式 が あり ,。 こと の 過程 は 腺 胞 
(germball) か ら cercaria の 形成 過程 に お いて 進行 し , 
mature cercaria に お いて 形成 され た その 形態 は , ひき 

づき 成虫 に いた る まで その 形態 は 保持 され て いる 。 し レ 
た が つて と れ ら の 2 つの タイ プ が 二 世 吸虫 類 の 分 類 上 基 
本 的 な 義 を 有 つ と の La Rue (1926) お よび Dubois 

(1929) の 見 解 は 正しい . 

成 cercaria に お ける 細胞 の 数 お ょ よび 配列 の 型 
式 は , きわ め て 少 数 の 例外 を 除い て , 同一 種 Cspecies) 
に お いて は 一 定 不変 の 型式 を 有 し , と の 型式 が 同一 科 
(family) また は 同一 属 (genus) に 属す る 種 に お いて !【 
つね に 一 定 の 基本 的 な 型 を と る で あぁ ろう と の 考え は , 
Faust (1929) に より 示唆 , 発展 せしめ られ て いる . が , 
と の 点 に 関し て は な お 検討 すべ き 余 地 が ある よう で あ 

成熟 cercaria の 排 系統 型式 (excretory formula) 
が 種 に より 常に 厳密 に と る , と いう 事 
充分 注目 に 価 す る . 
熊 を お と こ な う も の も 有る と い 云 い 条 , その 有 性 生殖 過程 
に お ける 基本 的 な 諸 種 器官 の 原形 は すでに 具備 し て お 
り こと これら 諸 器 の う ち で も と り わ け 排 系 は , 
が 終 宿 内 に 入り 成虫 に まで 発育 する と し て も , すでに そ 
の まま 発展 な いし 適応 し うる と ころ の 基本 的 な 形態 を 充 
分 に 具備 し て いる も の と 見 る こと が で きる 

Cercaria の 排 洪 の 系 統 

cercaria の 排 洪 系 統 に つい て 注意 すべ き 事 項 は 次 の 38 
つ で ある . すなわち 1 ) 予備 排 も 含む 排 形 
態 と その 形成 過程 , 2 う 排 港 管 の 分 枝 ・ 走 行状 態 , お よ 
び , 8) 細胞 の 数 お 配列 状態 , すなわち 細 
胞 型 式 (flame cell formula) の 8 つ で ある . ' 


1) 排 洪 

排 洪 井 の 形態 ・ 成 因 に は 2 種類 ある . 1 つ は その 壁 が 
薄く 非 上 皮 性 (non-epithelial) の を それ で あり , 他 は 壁 の 
厚い 上 皮 性 Cepithelial) の それ で ある . 

策 者 は さき に , いく つか の family に 属す る cercaria 


だ し cercaria に お いて は , 


| 
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に つい て , その 排 洪 費 の 形成 過程 を 明らか に し た (Ko- 
miya,1988) が その 時 に は 壁 性 上 性 の 排 形 
成 過程 の 特異 性 に は 注意 を 払 は な か つた .。 と これ を 明らか 
に し た の は , Hussey (1941 う ), つい で Kuntz (1952) で 
ある . 

cercaria の (germball) に あつ て は , その 排 洪 
続 は 最初 は 左右 1 個 ザ つの 燃 状 細胞 お よび その お の お の 
に 連 ら な る 排 洪 管 よ り 成 り , この 両側 の 排 洪 管 は 各 独 立 
し て 体 の 両側 に 個々 に 開口 し て いる . が , その 後 の 発 育 
過程 に お いて , 両側 の 排 洪 系 統 の 一 定 部 分 が た が い に 近 
接 , 融合 し て と こと に 排 洪 旨 が 形成 され る . 

か くし て 形成 され た 排 洪 旨 は 決し て 細胞 性 の る の で は 
な い 。 し か し な か に は Fasciolidae の それ の よう に , 本 
来 の 薄 壁 性 の 排 その 後 の 発育 の 途 次 に お いて 繊 
維 お よび その 他 の 組織 に 包ま れ て , 一 見 厚 壁 性 の も の と 
見 まぎらわしい 外観 を 呈す る こと は ある が , 仔細 に 調べ 
る と これ は 決し て 細胞 性 の る の で は な い (Kuntz,1952). 

か よう な 排 洪 旨 の 非 上 皮 性 形成 は , Strigeatoidea, Schi- 
stosomatoidea, Clinostomatoidea, Brachylaimoidea, 
Azinoidea, Echinostomatoidea, Paramphistomatoidea, 
Notocotyloidea な ど に お いて 認め られ る (La Rue,1957). 

厚 壁 性 上 皮 性 排 洪 旨 の 形成 過程 る , その 最初 は 左右 1 
条 ず つの 第 1 次 排 洪 管 の 融合 こと より まず ーー 時 的 に 原始 的 
な 排 洪 井 が 形成 され る こと は , 前 者 と 同様 で ある . が , 
そう の ち に mesoderm に 起因 する 細胞 塊 が 融合 し た 排 
洪 管 の 部 位 に 向 つ て 移動 し , その 周囲 と 一 列 の 細胞 層 を 
形成 する . これ に つづ いて 最初 の 排 洪 管 の 薄皮 は 退化 
し , 上 細 胞 み が 排 洪 壁 と し て 残る か よう な 排 
洪 井 形成 を 行う も の と し て は , Plagiorchioidea, Alloc- 
readioidea, Opisthorchioidea, Hemiuroidea な ど が ある 

(La Rue, 1957). 

な お Hussey (1941) は 前 者 の 排 洪 電 形 成 方 法 を 原始 
的 な 方 法 で ある と な し て いる が ;』 La Rue (192 の は , 
右 の 排 港 宏 形成 の 差異 に る も と づき , 二 世 吸虫 類 を Ae- 
pitheliocystidia と Epitheliocystida の 2 つの suborder 
に 分 け て いる が , これ は きわ め て 妥当 な 分 け 方 で る ある と 
考え られ る . ' 

予備 排 洪 可 (reserve bladder) の 形成 は cercaria の 
時 期 と に は ほとん ど 見 られ な い . が , metacercaria の 時 期 
に お いて は , た と えば Strigeidae, Diplostomidae, Cya- 
thocotylidae な どの family の ご と く , そ の metacercaria 
の 時 代 に きわ め て 広汎 な 変態 を お こ な う も の に あつ て 
は , 総じて その 形成 , 発展 が 著 明 で あぁ つて , と これ の 形態 
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如何 が ある 程度 まで 種 の 区 別 上 に 役立つ . 


2。 排 洪 管 

排 洪 系 形成 の 初期 に と に あつ て は , 排 も 1 対 の 
細胞 に つづ く 各 1 条 の 第 1 次 排 洪 管 の み で ある が , 排 洪 
雲 形 成 が 行わ れる 時 期 以 後 と お いて は , 燃 状 細胞 の 数 の 
増大 と と も に 蘭 次 分 枝 し , 第 1 次 , 第 2 次 , 第 8 次 の 排 
に まで 発展 する . 

と の 場合 注目 すべ きこ と と は , Dubois (1929) の 指摘 し 
た protonephridia の 2 つの タイ プ の 存在 で ある . と これ 
Rs stenostoma と mesostoma と あり , 前 者 は 主要 排 

員 頭 また は 口 吸盤 の 部 位 ま で 伸長 し た 後 , こと で 
後 の 第 2 次 排 管 を 受け る . 一 方 mesostoma タイ プ の 皇 
要 排 洪 管 は , cercaria の 腹 吸 毅 ま きま た は その や や 上 方 まで 

合 前 者 の 排 洪 管 に は 通例 その 数 ヵ所 に cilia を 有する 
\、 か か る 両 タ イプ の 分 化 は Kawana (1940) が 指摘 し 
うに , cercaria の か な り の 早期 に お いて 明瞭 に 区 別 
る . 事実 同氏 は Fasciola hegpatica の cercaria を 
れ が redia の 体内 * こ 存 在 す る 有 胞 の 時 期 に お いて すら 
あぁ, それ が 排 管内 と cilia を 有 し て いる と こと に 
i の 肥 胞 と 区 別 す る と と が 可能 で ある と な し て い 

な お stenostoma タイ プ の cercaria に あつ て は , す 
で に ある 程度 幼 若 な も の に お いて も ,。 その 第 1 次 排 滋 管 
の 排 洪 費 に 直結 する 腹 吸盤 一 咽頭 問 に 存在 する 部 分 が 膨 
大 し , この 部 に すでに 多く の 排 洪 題 粒 を 有する の が 常 で 
あぁ る. 

また , cercaria の 左右 の 排 護 管 が , 将来 metacercaria 
に お ける その 連絡 を 前 提 と し て , 左右 の 排 護 管 か ら 短 い 
育 管 に 終る 側枝 を 出す 場合 も 認め られ る が (例え ば Stri- 
geidae に 属す る ある 種 の cercaria), これ ら は 一 定 の 
species, genus な ど に お ける 特徴 と な りう る も の で あ 

83.。 細胞 の 数 と その 配列 , ぉ お ょ び 細 胞 型 式 
(flame cell formula) 

燈 状 細胞 の 数 お ょ よび 配列 状態 を 簡潔 に 表明 する 方 式 は 
Faust (1924) に よっ つて 案 出 され た . いま 成 聞 cercaria 
の 細胞 の お よび その 配列 状態 を 見 る に , まず 排 
雲 の 両 聞か ら 第 1 次 排 洪 管 (primary excretory canal, 
主要 排 洪 管 main e. c.。 と も いう )〕 が 発し , こ れ が 両 種 の 
protonephridia の 々 タイプ に お いて , ほな ば 腹 吸 盤 の 上 側 方 
又は これ に 相当 する 部 分 で , 前 後 の 第 2 次 排 護 管 Can- 
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terior and posterior secondary excretory canals) に 分 枝 
する .。 こと の 第 2 次 排 洪 管 は 更に 若干 の 第 8 次 排 洪 管 に 各 
々 分 枝 し , この 各々 の 第 8 次 排 港 管 に , 各 管 と も 定数 の 
褒 干 の 類 状 細胞 が その お の お の の 毛細 管 Ccapillary) に 
受領 され る . 

いま , 前 第 2 次 排 洪 管 が 2 条 の 第 8 次 の それ に , 後 第 
2 次 排 洪 管 が 8 条 の 第 8 次 の それ に 分 枝 し , これ ら の 各 
が それぞれ 8 個 の 状 細 を 受領 すれ ば , 例 の 
状 細 胞 型 式 (fame cell formula) は , それ ぞ れ 

[C38) 十 (3 二 

を も つて 表明 し うる . と の 場合 前 方 の カッ = て < )〉 内 の 
数 字 は 前 第 2 次 排 港 管 へ の , 後方 の カッ コ て (< ) 内 の 数 
字 は 後 第 2 次 排 洪 管 へ の それ ぞ れ の 第 8 次 排 洪 管 に 連絡 
する 燃 状 細胞 数 を 示し て いる と と は , 云う まで も な いしい . 
以上 の 数 字 の うち 各 項 の 数 字 “8” は , 各 第 8 次 排 洪 管 
の 受領 する 類 状 細胞 の 数 で ある が , 通例 の 数 字 は , す 
べ て の 第 8 次 排 港 管 に つい て 同一 で ある 貴 . Faust は 
と の 数 字 を 「 分 割 因 子 」 (factor of division) と 名 づけ 


いま こと の factor of division を “n” で 現 わ す と すれ 
ば , 上 の 式 は 
CCn 十 mm (n n 十 
で 表明 し うる . な お 以上 の 式 は 1 側 の 燈 状 細胞 の 型式 
(formula) で ある か ら , 両側 の それ を 表明 する た め 上 式 


は 


2 二 十 n 

と “2* 倍 し て 現 わ さ れる の が 普通 で ある .。 また 後 
第 2 次 排 洪 管 の 最後 の 群 の 類 状 細胞 が , 岐 尾 cercaria 
(furcocercous c.) に あつ て は その 尾部 と まで 入り こん で 
いる 場合 が ある が , か よう な 場合 こ に は , 尾部 に 位置 する 
燈 状 細胞 数 を 角 カ ッ コ 〔 〕 で 囲ん で 表明 する . た と え 
ば 前 事例 で 最後 尾 の 第 8 次 排 和 受領 する 8 個 の 
細胞 が 全部 尾 内 に 位置 する と すれ ば , この 式 は 

と し て 表明 され る . 


4.。 Cercaria の 細胞 型式 の 発展 

cercaria の も つと る も 未 発 育 な 時 期 に お ける 燃 状 細胞 は 

その いずれ の 種類 に あつ て も ひと し く 左 右 各 1 個 で ご ある 

と 者 えら れ , これ は 各 独 立 し た 排 洪 管 に より 外部 に 連絡 

まれ に 第 3 次 が さら に 四 次 の それ に 分 

枝 , その 3 の 38 の が 定数 の 燈 状 細胞 を 受領 する 場 
合 も ある が , か か る 場合 formula に た いて は 。, 
第 四 次 の それ を 第 三次 の それ に 江 じ て 取扱 う . 
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する . こ と の 場合 に は いま だ 排 存在 し な い . 排 
が 形成 され は じ め る 時 期 に と に あつ て は , すでに 前 後 第 2 次 
排 洪 管 の 区 . 別 が 生じ , この 第 2 次 排 洪 管 は 初め は 各 1 
個 ず つの 細胞 を 有する. こと まで は いずれ の 種 の 
cercaria で も 同様 で ある . これ を formula で 現 わ せ ば 


る 。 

し か し それ 以後 に お いて は , 種 , 属 な どの 異な る に つ 
れ て , 前 , 後 第 2 次 排 洪 管 の 受領 する 第 8 次 排 洪 管 な い 

し 燃 状 細胞 の 数 は , 多かれ 少な か れ 次 第 に 増大 し , 成熟 
cercaria (naturally emerged cercaria) に お いて は , 少 
数 の 例外 を の ざい て , 少な く と も 同一 species の 各個 体 
の cercaria は 同一 の 燃 状 細胞 型式 を と る に いた る . す 
な わ ち 同一 種 の cercaria の 個体 の 前 後 第 2 次 排 洪 管 の 
受領 する 第 8 次 排 洪 管 の 数 。 お よび 各 第 8 次 排 管 の 受 % 
する 細胞 の 数 (分 割 因子 factor of division) 同一 
で ある . 

た だ し 分 割 因 子 の 数 が ある 程度 多く な る と , 同一 種 内 
の cercaria の 個体 間 で , 時 と し て 基本 的 の 分 割 因子 数 
ょ り 1>~ 2 個 の 和 状 細胞 の 増減 が 存する こと も あり , ま 
た 同一 個体 内 の 各 第 8 次 排 洪 管 の 受領 する 褒 状 細胞 の 数 
に も , 同様 の 変異 が 認め られ る と と も ある . 具体 的 に は 
か か る 変異 が 認め られ る の は , 少く と も 分 割 因 子 迷 が 6 
以上 の 場合 に 限ら れ て いる . 


5.。 Cercaria の 状 細胞 型式 と 二 世 吸虫 類 の 自然 分 類 

成 cercaria の 細胞 型式 が 同一 species 間 の 個 
体 に つい て は , きわ め て わずか の 例外 を の ぞい て 一 定 で 
ある こと と に は 疑い は な い が ,。 それ で は 同一 genus 問 , 
同一 family 間 に お ける 各 species に お ける 関係 は と い 
うと , これ に は 必ず し ゃ 概括 的 に 規定 され うべ き 規 則 が 
ある と は 云い 切れ な い 点 も 存する . 

た と えば Plagiorchiidae Liihe, 1901 に お いて , 褒 状 
細胞 の 判明 し て いる も の は Plagiorchis CP. mauris Ta 
nabe, 1922 : Yamaguti, 1948), Alloglyptus (CA. cren- 
shawi Byrd, 1950 : Byrd, 1950), Opisthioglyphe (0. 
ranae (Froelich, 1791) : Komiya, 1988), Opithogo- 
nimus (O. fariai Lea6 et Ruiz, 1942 : Lea6 et Ruiz, 
1942 : O. Serpentis, Artigas, Ruiz et Lea6, 1943: 
Artigas et al.,1943), Dasymetra (D. violacea Byrd, 
1935 : Walker, 1987), Leptophyllum (L. stenocotyle 
Cohn, 1902 : Ruiz, 1951), Paurophyllum(P. simplez 
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Byrd, Parker et Reiber, 1940 : Byrd et al. 1940), Ze- 
ugorchis (CZ. enrimus (Talbot) 1983 : Talbot, 1933) 


の 8 genera に 及 ん で いる が , こと これら の cercaria の 
状 細胞 型式 は 等 し く 2 十 83 十 十 (8 十 3 
38) 〕] で あり ,。 こと の family に 属す る 吸虫 類 の cercaria 
の 燃 状 細胞 型式 は ひと し く 上 式 に 一 致し て いる の で は 
な いか , と 思わ れる . 

し か る に 例え ば 同じ く Paragonimus 属 (Paragonim- 

idae) に 属す る 8 種 の も の ,。 すなわち P. westermanii 
(Kerbert, 1878) Braun, 1899 (Yamaguti, 19483 : Ko- 
miya & Ito, 1950) : P. iloktsuenensis Chen, 1940 
(Komiya et al., 1960) お よび P. ohirai Miyazaki, 1939 
(Yokogawa et 1960) の cercaria の 細胞 型式 を 
見 る に , 前 2 者 は ひと し く 2〔(8 十 383 十 3 二 3+3) 
十 (8 十 3 十 3 十 83 十 3) 〕] で あぁ ある の に , PP. okirai の 
み は 1 1 1 1) 十 (1 1 1 
1) 〕 で あり, 細胞 配列 の 形式 は 2 (n 二 n+n 
n 十 n) 十 Cn 十 n 十 n 十 n 十 n) 〕 と いう 同一 の 形 を と つて 
その 因子 て と と で は n) は 前 者 は 3, 後者 
は 1 と 異 つ て いる . 

し た が つて 各 family な いし genus 間 に お ける 成員 
褒 状 細胞 型式 が 同一 で ある の か ある い は どの 程度 の 差異 
が ある の か , と いう 3 問題 は , その group に 属す る ある 
程度 の 数 の species に つい て 個々 に と の 型式 (formula) 
を 明らか に し た 後に , 各個 の 群 に つい て 決定 さる べき で 
・ と 同時 に , か か る 型式 (formula) の 検討 が 叉 逆 


1 
ヵ 
Vo 


り と も な りう る と も 考え られ る . 

が , とこ と で 注意 すべ きこ とこ と は , その cercaria の 燃 状 
細胞 型式 が 同一 だ な から と いつ て , その 一 事 で た だ ち に そ 
れ ら の species が 分 類 上 近 縁 で ある ,。 と 速 断 すべ き で は 

何と な れ ば , 実際 と 認め られ る 粘 状 細胞 の 型式 は 比較 
的 単純 な も の で あり , し た が つて その 間 の 変異 (variety) 
限界 が ある の に , 一 方 二 世 吸虫 類 の species に は 数 
千 を 以 て 数 えら れる ほど の 数 が 存 し , か くし て 自然 分 類 
の 上 か ら は 可 な り 遠 縁 の 2 つの species 間 に お いて , 偶 
然 的 に 同一 の 燃 状 細胞 型式 を 示す 可能 性 が 決し て 小さ く 
な いか ら で あ る . 


に は 


許 以上 の な か に は 成虫 の 米 状 細胞 型式 の み を 明 ら 
か に し て いる も の も ある が , そ れ ら の cercaria の 
それ は 成虫 の 型式 と 同一 と か ふか ん が えら れる . 


( 47 ) 


375 


た と えば Centrocestus formosanus(Nishigori, 1924) 
(Heterophyidae, Epitheliocystidia) の cercaria の 燃 状 
細胞 型式 は 2 〔(2 十 2) 十 (2 十 2 う 〕 で ある (Martin, 
1958) が , Tergestia (Fellodistomatidae, Aepitheliocy- 
stidia) の それ は 右 と 同一 の 型式 を 有 し て いる と 考え られ 
て いる (Manter, 1954). し か し 右 の 両者 は きわ め て 遠 
に ある こと は , 前 者 の cercaria の 排 港 上皮 性 で 
あり , か つこ と れ が finfold を 有する pleurophocercous で 
ある の に , 後者 の 排 洪 費 は 非 上 皮 性 ご で あり, かつ 岐 尾 型 
(furcocercous) で ある こと を 考え 合せ れ ば 明 ら か で あ 
る 。 

以上 の 事実 は , 燈 状 細胞 型式 に お ける 特徴 は , か な ら 
ず cercaria の 他 の 形態 的 特徴 (た と えば 尾部 の 形態 , 
各種 腺 細胞 の 数 お ょ び 性 質 , 宰 刺 器官 の 有無 , 形状 等 
を 充分 照合 参 机 し つつ , 分 類 の 手がかり と すべ きも の で 
ある こと と を 示唆 する . 


Metacercaria に お ける 状 細 胞 型式 の 発展 


metacercaria (に お ける 燈 状 細胞 型式 は , 成熟 cercaria 
に お ける それ と 同一 また は その 型式 の 発展 し た 形 を と 

Komiya et al. (1942) は , cercaria と metacercaria 
と の 問 状 細胞 型式 の 関係 を 検討 し て , これ を 8 つの 群 に 
分 け て いる . いま その 見 解 を 若干 補足 展開 し て の べ れ 
ば , 次 の ご と く で ある . 

a) 細胞 型式 が 成熟 cercaria の それ と 全く 同一 
な も の . 

と の 群 に 属す る の は , また 2 つ に 分 けら れる . 1 つ は 
例え ば Allocreadidae, Opecaelidae, Microphallidae, Cry- 
ptogonimidae な どの family の 各 成 員 な どの よう に , 
その 成虫 が きわ め て 小型 (普通 1 ~ 2 mm 以下 ) の 中 中 
類 で ある . こと の 群 に あつ て は 単に metacercaria の みな 
ら ず , その 成虫 も 成 競 cercaria と 同一 の 燃 状 細胞 型式 
を 有 し て いる . 燃 状 細胞 型式 は 成熟 cercaria か ら 成虫 
に いた る まで 同一 で あつ て 変化 し な い . け だ し その 代 講 
の 単位 時 間 に お ける 総量 が cercaria より 成虫 に いた る 
まで 認め うる べき ほど の 著しい 増大 を 示さ な い の で , 燃 
状 細 胞 も その 数 を 増加 せしめ る 必要 も な く , 単に その 形 
態 を 大 な らし め る だ け で 排 洪 量 の 要請 に 応じ うる か ら で 
ある と 考え られ る . 

第 2 は 例え ば Fasciolidae, Echinostomatidae な ど に 
お いて 見 られ る ど ご と く , stenostoma type の protone- 
phridia を 有する 和 群 に 属し レ , 厳密 な 意味 で の 第 2 中 間 宿 
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主 を 必要 と し な い 吸 虫 群 で ある . と この 群 の も の は meta- 
cercaria の 時 期 に お いて 殆 ん ど 変 態 を 行わ ず 秩 。 し た 
が つて その 新陳代謝 の 要請 は 成熟 cercaria の 場合 と 殆 
ん ど 変 化 が な いと 解 し えら れ , し た が つて 状 細胞 も そ 
の 数 を 増加 し て まで 排 池 機能 の 要請 に 答え る 必要 が な い 
る も の と 解せ られ る . 

b) metacercaria の 類 状 細胞 型式 は , 成熟 cercaria の 
各 第 8 次 排 洪 管 の 細胞 群 に 若干 の 類 状 細胞 数 を 加え る 程 
度 の その わずか の 増加 を 示す も の . 

と の 和 群 に 属す る も の と し て は , Opisthorchiidae の あ 
る も の , た と えば Metorchis orientalis Tanabe, 1919 : 
Opisthorchis felinens Ribolta, 1884, Cyathocotylidae 
に 属す る も の な ど が あげ られ る . 

た と えば Metorchis orientalis の metacercaria に お 
ける 燃 状 細胞 型式 の 発展 は 次 の ごとく で ある . 
cercaria (恐らく ): 2【C5 十 5 十 5) 十 (5 十 5 十 5 


metacercaria : 


若き も の 2 十 6 十 6) 十 (6 十 6 
古い も の て 
又は 2 〔(5 十 8 十 8) 十 (9 十 十 
一 般 に 十 十 5 5 十 5 


と の 場合 n=1 ~4. (基本 型 ) 

思う に こと の 群 に お いて は , 後に 記す c) 群 の 場合 に お け 
る ほど の その metacercaria に お ける 変態 が 著しく な く , 
し た が つて 状 細胞 の 数 も c) に お ける ほど いち じ る し く 
増加 せしめ て , 増大 する 新陳代謝 の 要請 に 答え る 必要 が 
な い の で あろ 5» ぅ . 

Cc) metacercaria の 時 期 と に お ける 細胞 型式 は , そ 
の 発展 の 過程 に お いて 少く と も ある 程度 の 数 学 的 な 規則 
性 を も つて 発展 する も の . 

と の 和 群 に 属す る も の と し て は Strigeidae, Diplostomi- 
dae, ある 程度 に お いて Cyathocotylidae な ど に 属す る 吸 
虫 類 が あげ られ る . 総じて これ ら は , その metacercaria 
の 時 期 に お いて 広 渦 な 変態 を お こ な う も の で あり , と れ 
ら の も の に お ける 予備 排 滋 要 の 著 明 な 形成 も その 増大 す 
る 新陳代謝 の 要請 に と も な う も の と 考え られ る が , 燃 状 
細胞 数 の か か る 著 明 な 増加 も 。 や は りか よう な 事態 に j 
応 し た も の と 考え られ る . 

と この 群 に け る cercaria の 主要 和 た 

る 排 題 の 存在 と その metacercaria の 排 洪 


中 に 3 ける その 稀少 な る と と は , と の 群 の 各 そ の 
時 期 に ぉ ける 代謝 量 の 関係 を 暗示 する . 


その 例 と し て は , た と えば Cotylurus cornutus(Rud. 
1808) (Tetracotyle typica of Phillipi)(Komiya,1988) 
が 挙げ られ る . こと の 吸虫 類 の cercaria か ら metacerca- 
ria (tetracotyle) に いた る まで の 燃 状 細胞 型式 の 発展 は , 
次 の ご と く で ある 
Cercaria : 2 CC う 
metacercaria : 

極め て 若 な も の 2【〔(1 11 十 十 (1 十 1 〕 

幼 若 な も の 2〔(8 3 十 3) 十 (83 

成熟 し た も ぁ の (Tetracotyle) 

成虫 に お ける 燃 状 細胞 の 発展 と 自然 分 類 

成虫 に お ける 類 の 細胞 の 数 お よび その 配列 弄 
式 と に つい て は , 上記 の 和 群 の うち の a) に 属す る も の , す な 
わ ち その 和 状 細胞 型式 が cercaria, metacercaria お よび 
成虫 の 全 時 期 を 通じ て 変化 な き 群 を の ぞい て は , その 知 
見 は 少 い . 

し か し 大 型 の 吸虫 類 ,/ た と えば Fasciolidae, Echino- 
stomatidae, Opisthorchiidae な どの ある も の で 検証 され 
た 限り (Komiya, 1988 ; Komiya et al. 1942, 1953 ; 
Kawana, 1940) に あつ て は , と これら 大 型 の 吸虫 類 成虫 
に あぁ つて は , その 燃 状 細胞 の 数 は か な り 著 明 の 増加 を 示 
す が , その 配列 に は , これ を 型式 (formula) で 表現 し う 
る よう な 規 則 性 は 認め られ な い . 

か くし て , その cercaria, metacercaria, 成虫 の 全 時 期 
を 通じ て その 燃 状 細胞 型式 が 不変 の も の を 除い て は , そ 
の metacercaria お よび adult の 底 状 細 胞 型 式 は cerca- 
za の それ と 異 つ て お り , 一 見 その 間 の 類似 性 を 見 出す 
と と は 困難 で あぁ あり, か つと これ ら に あつ て は , 同一 spe- 
cies の 個体 間 に お いて も , 若干 の 変動 が 認め られる. 

し た が つて 成虫 の 褒 状 細胞 型式 が 比較 的 簡単 で か つこ と 
れ が 功 ・ 成 虫 の 全 時 期 を 通じ て 不変 な る も の に あつ て は , 
成虫 に お いて も その 観察 が 比較 的 容易 で ある と 同時 に , 
その まま その family, genus ある い は 種 の 同定 上 に 役 立 
ち う る . し か し その 発展 が ある 程度 の 数 学 的 な 規則 性 を 
有する も の に お ぉ お いて は , その 展開 以前 の 基本 的 な 類 状 細 
胞 型式 の 型 を 見 出す と こと は 可能 で あり ,。 この 基本 的 な 型 
と 成熟 cercaria の その 型式 と の 間 の 一 定 の 関係 を 把 提 
する こと と に より , こと れ と taxa と の 関係 を 価値 づけ る 
と と は , 可能 で ある . 
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The technic of the observation of the excretory system of larval digenetic trematodes was. 


described and the relation of it to the taxonomy was summarized and discussed. 
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日 本 ワッ クス マン 財団 より 第 五 回 研究 助成 金 申請 者 募 
集 に つき 通知 が あぁ ありま し た の で お 知ら せ 致 し ます . 
募集 要項 

対称 1. 微生物 学 の 研究 

2. 医学 の 研究 (た だ し 基礎 部 門 を 除く , す な わ 
ち 了 臨床 部 門 の み ) 

被 交付 者 実際 に 研究 に 従事 する 者 に 直接 与え る . 

義 務 一 年 分 の 研究 費 で , 一 年 末 に は 財団 に 報告 

する . 発表 時 に は 当 財 団 研究 助成 金 を 受け 
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た 事 を 表示 する . 刊行 物 と し て 出版 する 時 
は 三 部 を 財団 に 提出 (無償 ) す る . 
申請 受付 締切 昭和 36 年 9 月 15 日 午後 四 時 当 財 団 事 
務 所 到着 の 事 
決定 各部 門 の 特別 委員 会 に て 審査 し 適当 と 認め た も 
の に 理事 会 が 交付 金 を 決定 する . 
猫 申請 用 紙 の 請求 申込 締切 期日 は 既に 過ぎ て お り ま す 
が 寄生 躍 学会 本 部 に 若干 用 意 し て あり ます の で 御 希 望 の 
方 は 学会 本 部 に 御 一 報 下さ れ ば 御 送付 申し ます . 
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言 


さき に 私 は , 一 農村 お よび 一 刑務 所 に お いて , 選 尿 の 
本 法 が , 自ら の 選 尿 を 肥料 に 用 いて , 野菜 を 自給 自足 し 
て いる 集団 の , 環 虫 感染 予防 の 一 つの 優れ た 方 法 で ある 
と と を 確認 し た . 

本 で は , の 二 硫 化 炭素 処理 法 の 実施 に 伴う 二 。, 
三 の 問 題 を 検討 し た い . 


尿 の 二 化 処理 法 


の 二 硫 化 素 処 理 法 と は , 屋外 の 肥 溜 の 尿 に , 
に し , 気密 な , コン クリ ー ト 製 の 有 は その 
に は 1 週間, え 季 に は 2 週間 放置 し て 
を 殺 減 し た 後に , 肥料 と し て 用 いる 方 法 で ある. と の 
は , 密閉 で きる 有 では, 投入 時 の みみ で よ 
い が , 密閉 で ご できない 肥 溜 で は , 浮 流 (て スカム) の な く な 
る まで , 連日 1 回 ずつ 行わ ね ば ぱ ば ならない . この よう に 


理 し た 選 尿 は , 肥料 と し て 用 いて も , 作物 に 何等 の 薬害 
を 与え な い . 


を 用 いて いた が , その 後 , 四季 を 通じ て の 殺 卵 の 完 
ot と め に , 上 述 の よう に , 1,500 分 の 1 に 改め 


1.。 二 硫 化 炭 素 の 性 質 二 硫 化 炭 素 法 を 実施 する に 

は , 予め 二 硫 化 炭 素 の 性 質 を 知 つ て いな けれ ば な ら な い . 
れ を , 水 中 へ 投入 する と , sadistieeh: 容器 の 底部 
に , 油 を し た 大 小 の 塊 り と な つて する . 沸点 は 
46:8 て で あつ て , 常温 で vee 開放 性 の 容器 で 
は , 冬季 で も 2 週間 以内 に 揮 散 する . 水 に 対す る 溶解 度 
は 0.18g2%2 (20C) で で ある. また, 引火 性 が あり マッ 
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チ を す つ て 近 ず ける 、 hare ip る . 二 硫 
化 炭 素 ガ ス は 毒性 が C, 長 時 間 に わ た つ es れ 
起す 。 これら の , ガス 中 


どの 事故 は , 倉庫 , 人 工 場 な どの 室内 で る こと 
で ある が , 選 尿 処理 の 場合 の ょ うに, 屋外 の 肥 溜 に 投入 
また , 投入 量 が 少な く , し か も 投入 され た 二 硫 化 旋 


素 が , 極め て 少量 ずつ 逸 散 す る 場合 に は , 実際 上 , 中 天 
引火 の な い 


2。 二 硫 の 保存 と 以上 の ょ うに に, 
談 素 に は , 引火 お よび ガス 中 考 の 危険 が ある か ら , 保存 と 
取扱 に は , 特別 な 注意 を 要する 二 硫 化 炭 素 は , 上 に 水 を 
盛 つ た まま ,。 ドラム缶 に 入れ て 輸送 され て くる .。 と この ド 
ラム 和 缶 を 家屋 か ら 多 少 離れ た 小屋 に 保存 する . この 洒 屋 
は 日 射 を さけ る 程度 に お お つた 半 坪 内 外 の も の で 充分 で 
ある . ガソリン , 石油 等 の 貯蔵 所 を 利用 し て も よい . こと こ 
の 小屋 に 火気 江 禁 の 札 を 掲げ て 火気 に 注意 する . 使用 に 
当 つ て は , ドラ ム 和 缶 か ら , 石油 , また は ガソリン 波 み あ 
げ 用 の ポン プ を 使い ある い は , ビニ =ー ル 管 を サイ フォ 
ン 式 に 使 つ て 小 尊 に 分 注 す る . 注入 し た 交 に は , 必ず 水 
を は り , ガス の 揮 散 を 防ぐ 必要 が ある . これ は 同時 に 引 
火 の 危 険 を 防止 する こと に も な る . 更に , 取扱 者 は 常に 
風 上 に 位置 し て , 濃厚 な ガス を 吸 ひ 込ま な いよ うに 注意 
する . 本 法 は , 実際 に は , 村 単 位 。 字 単 位 な ど 集団 的 に 
行う か ら , 二 硫 化 炭 素 の 置場 を 一 定 し , 取扱 者 も 特定 の 
人 に 限 つ て , 一 般 の 人 々 に は 扱わ せ ぬ こと が 大 切 で あ 
・ 二 硫 化 炭 素 を 各 家 記 に 分 配 し て , 各自 に 実施 せしめ 
8. 実施 上 の 諸 注 意 1 う 二 硫 化 旋 素 の 効果 は 寒冷 の 
李 節 と は , や や ゃ え る か ら , 冬 に は 通常 の 量 よ り も や や 
多く 用 いた 方 が よい . 2) 本 法 は 屋外 の 肥 兆 で 行う 方 法 
で あつ て , 屋内 の 便 池 に 行 つ て は な ら な い . 屋内 の 便 池 
で は 次 々 と 新鮮 選 尿 が 加わ る た め , 殺 卵 が 充分 に 行わ れ 
な いし , 揮 散 し た ガス が 便所 に こと こも る か ら で あ る . 3) 


4 
2 
; 
| | 
) 
: 1 
和 2 


本 法 を 開始 する 時 期 は , 秋野 菜 や 春野 菜 の 時 きつ け 前 , 
すなわち , "月 また は 2 月 が よい . 4) 本 法 の 開始 前 , 
* た は 開始 と 同時 に 徹底 的 に 駆虫 を 行う 必要 が ある . 
5 ) 予防 地区 以外 で 栽培 され た 野菜 を 生 の まき 又は 漬物 
と し て 食べ な いよ うに , 充分 に 教育 する 必要 が ある . 
4.。 選 尿 の 二 硫 化 炭 素 処 理 に 要する 費用 日 本 人 の 1 
年 間 に 排 る は , 老 男女 を 平均 し て , 約 860 7 と 
推定 され て いる . 従 つ て , 1,500 分 の 1 の 割合 で 注入 す 
れ ば , 1 人 当り , 1 年 間 に 240cc の 二 硫 化 炭 素 を 要する こと 
と に な る . 二 硫 化 炭 素 の 価格 は 製造 工場 か ら ド ラム 缶 で 
買え ば 200 7 が 約 15,500 円 (昭和 28 年 に お ける 時 価 ) 
で ある か ら , 1 人 当り の 年 間 費 用 は 約 18 円 と いう 小額 と 
. 実際 に , 富士 見 村 の 私 の 実験 で は , 尿 尿 の 二 硫 化 
二 硫 化 炭 素 を 投入 し た の で ある が , 対象 人 員 841 人 , 実施 
期間 6 ヵ月 間 に と 対し て 要 し た 二 硫 化 炭 素 量 は , 187 7 で 
ぁゃ つて ,。 その 価格 は 14,500 円 で あら つた. すなわち, 1 
人 当り 約 17 円 で あつ た . 従っ つて , 1 人 当り 9 年間 約 84 円 と 
な る . この 際 二 硫化 炭素 は 床 尿 量 の 2,000 分 の 1 を 用 い 
た か ら , 1,500 分 の 1 と すれ ば 約 45 円 と な る . す な わ ね やわ 
ち , 実際 の 費用 は 推定 の 約 2 倍 を 要 し た . その 原因 と し 


て 考え られ る と と は 次 の 諸点 で びあ る 。 まず 1 戸 に 1 箇 し 
か 肥 溜 が な い 場 合 と は , 処理 済 の 戻 尿 を 使用 し きら な い 
うち に , 未 処 理 民 尿 を 波 み 足し て 処理 する こと に な る . 
冬 を 中 心 と する 尿 尿 の 需要 が 少 い 季節 に は , この 二 重 処 


理 が 相当 大 量 に の ば ぼる. また , 肥 溜 が 不 完全 で 雨水 が 流 
れこ ん だ り , 或 は , 下水 を 流し レ 込 を 構造 の 肥 溜 が あつ て 。, 
見 か ひけ の 恒 尿 量 が 増大 する こと で ある . こと これら の 浪費 
は , 肥 溜 の 数 を 増し て , 1 戸 に 少く と も 2 人 箇 を 設け る こと こ 
と , また , 雨水 や 下水 の 流れ こま な いよ うに 改造 する と 
と に よ ょ つて 防ぐ こと が で きる . 月 夜 野 町 の 実験 の よう 
こ 。 コ ンク リー ト 製 の 気密 に で きる 肥 溜 を 用 いれ ば , 二 
硫化 炭素 ガス と し て の 作用 を 伴う か ら , 使用 量 を さ 
節約 で きる . 
いずれ に し て も , 恒 尿 の 二 硫 化 炭 素 処理 法 は , 僅少 の 
費用 で 足り る うえ に , 特別 の 設備 を 必要 と し な い 実 用 的 
な 方 法 で ある こと が わか る . 

実験 対象 お よび 実験 方 法 
実験 対象 お よび 実験 期間 
イ ) 群馬 県 勢多 郡 富士 見 村 に お け 


和 28 年 8 月 昭和 28 年 12 月 . 
ロ ) 前 橋 刑 務 所 に お ける 農園 の 肥 溜 , 昭和 28 年 8 月 


る 農家 の 溜 , 昭 


~ 了 昭和 29 年 5 月 . 

へ ) 群馬 県 利根 郡 月 夜 野 町 に お ける 農家 の 肥 溜 , 昭 
和 32 年 3 月 昭和 32 年 4 月 . 

=) 群馬 大 学 構内 の 実験 肥 溜 , 昭和 27 年 2 月 お よび 
昭和 29 年 5 月 昭和 29 年 6 月 . 

実験 方 法 

二 硫 化 炭 素 処 理 に と ょ る 卵 効果 を みる た め に , 二 硫 化 
炭素 投入 前 と 投入 2 週間 後に 肥 下層 部 か ら を 
採取 し , 培養 法 に ょ つて , その 中 の 死 状況 を 調 
べた . 詳細 こつ いて は 第 1 第 2 参照 され た い . 


の 二 化 素 法 実施 に 伴う ぅ 二 , 三 の 問 題 


戻 尿 の 二 硫 化 炭 素 処理 法 の 実施 に 伴 つ て 問題 と な る と 
と は 次 の 諸点 で びあ る. 1) 肥 溜 中 に お ける 二 硫 化 炭 素 の 
力 に 的 な 変動 が ある と と. 2) 上 層 に対する 
殺 が 比較 的 に 弱い と こと. 3 ) 二 硫 化 素 に の 
ある こと な ど で あ る . 以下 に , これ ら の 問題 に つい て 検 
討 を 加え る と と も に , その 対策 に つい て 人 述べる. 

1) 肥 溜 中 に お ける 二 硫 化 炭 素 の 殺 卵 力 に 季節 的 変 
動 の ある こと に つい て 

イ ) 肥 溜 中 に お ける 二 硫 化 炭 素 の 殺 卵 力 に 季節 的 変 
動 の ある 事実 : 二 硫 化 素 投入 後 の 肥 溜 中 の 
率 を みる と , 実験 農村 に お ける 成績 も, 実験 刑務 所 に お 
ける 成績 も , 気温 の 高い 季節 に は 死滅 率 は 高い が , 気温 
の 低い 季節 に は 死 減 率 が 多少 低下 し て いた . まず , 下 剛 
刻 ヒ に つい て 家 る と , 実験 農村 の 第 2 年 度 の 成績 で , 8 月 
5 日 お よび 6 日 に は , 7 箇 の 肥 溜 に つい て , 投入 2 週間 
後 の 死 減 率 が 99%2 (97~100 2) で あつ た も の が , 12 月 
28 日 の 成績 で は , 3 箇 の 肥 汐 に つい て 92% (85~99%) 
で あつ た . また , 実験 刑務 所 に お いて 8 月 18 日 。26 日 の 
成績 で は , 5 箇 の 肥 溜 に つい て 死滅 率 は いずれ も 100 
で あつ た . し か も ,。 その 中 の 1 人 箇 は 投入 9 日 目 で すでに 
100% の 死 減 率 を 示し た . し か る に , 12 月 17 日 に は 3 人 箇 
の 肥 汐 に つい て 952 (94~95%) で あつ た . 

また , 気温 の 高い 季節 に は , 処理 後 の 死 減 率 が 一 様 に 
高い うえ に , 各 肥 溜 間 の 差 が 少 か つた が , 一 方 , 気温 の 
低い 季節 に は , 死 減 率 が 多少 低下 する と と も に , 各 肥 演 
間 の 差 2 すなわち 実 
験 刑務 所 に お ける 成績 を みる と , 8 月 た に は 5 箇 の 肥 溜 に 
つい て , 死 率 は こと こと の に 対し レ 
て , 10 月 に は 11 箇 の 肥 溜 に つい て 80~100 と 相当 な 差 
が あつ た . 実験 農村 に お いて も , 8 月 に は 3 箇 の 肥 溜 に 
つい て , 死 減 率 は 97~99 み で あつ た の に 対し て , 12 月 に 
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は 3 箇 の 肥 潤 に つい て 85~992% と 相当 な 差 が み ら れ た . 
つぎ に 上 層 卵 に つい て みる と , 実験 刑務 所 に お いて , 
8 月 18 日 お よび 26 日 に は , 5 箇 の 肥 溢 の 中 1 個 982 
を 除い て 他 は 100% の 死滅 率 を 示し た の に 対し て , 12 月 
1r 日 に は 8 箇 の 肥 溜 に つい て 78 % (72 へ ~82 %) で あつ 
て , 層 の も , 下層 の 死 率 と 同様 , 夏 に 
高く 冬 に 低い 傾向 を 示し た . また , 各 肥 溜 間 の 死 減 率 の 
差異 も , 下層 卵 の 場合 と 同じ く , 夏 に 小さ く , 冬 に 大 き 

い 傾 向 が 認め られ た . 

と の よう に , 肥 に お ける 二 硫 化 素 の 殺 
節 に ょ り 多少 変動 し , 気温 の 高い 季節 に は 死 減 率 が 高 
く 。 ほとん ど 100% に 死滅 する の に 対し て , 気温 の 低い 
季節 に は 多少 低下 する こと が 認め られ , か か る 傾向 は 下 
層 に 対し て より も 上 に つい て し いと こと が 知ら れ 

いま , 前 橋 測 候 所 で 調べ た 実験 当時 の 前 橋 地 方 の 月 別 
平均 気温 の 推移 と 前 橋 刑 務 所 に お ける 二 硫 化 炭 素 処理 後 
の 中 の 死 率 の 推移 と を 同一 グラ フラ に 記し て 
みる と , 気温 の 上 昇 あ る い は 低下 に つれ て 死 減 率 が 変動 
する 状況 が よく わか る (第 1 図 ). 


25C 


100% 


\ 


60% 上 


sct 


第 1 図 の 二 硫 化 素 処 理 た よる 肥 内 上 層 
及び 下層 卵 死 率 と 気温 と の 関係 ( 所 に 
ける 実験 , 昭和 28 年 7 月 ~ 昭 和 29 年 6 月 ) 
下層 卵 ; *ー ・ 一 x 上 . 


) 低温 時 に 殺 が 弱まる こと こと に 対す る 対策 : 気 
温 の 低い 季節 に 殺 卵 力 が 弱まる こと と に 対す る 対策 と し て 
は 作用 濃度 を 高め る こと が 考え られ る . こと の 考 の 下 に , 
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前 橋 刑 務 所 に お いて , 昭和 29 年 5 月 15 日 に , 二 硫 化 炭 素 
の 濃度 を 更に 濃 くし て , 選 尿 量 の 1,500 分 の 1 の 割合 に 
投入 し た . その 成績 に と よる と (第 1 図 ), 合 計 7 個 の 肥 汐 
に つい て 上 お よび 下層 が と も に 100% の 死 率 を 
示し た . と の 討 と な る べき , 5 月 に 2,000 分 の 1 の 割 
合 で 投入 し た 成績 は な い . し か し な が ら , 前 記 の グラ フッ 
と こよ る と , 5 月 の 平均 気温 は 10 月 と 11 月 の 中 間 に 当 る . 
さて , こと の 実験 で 二 硫 化 炭 素 を 2,000 分 の 1 の 割合 に 投 
入 し た 場合 の 死 減 素 は , 下層 卵 で は 10 月 に 9422, 11 月 に 
9526 で あり , 上 層 で は 10 月 に 11 月 に あつ 
た . も し も 10 月 と 11 月 の 平均 気温 の 中 間 に 位 する 5 月 に 
お ける 死 が , 10 月 お よび 11 月 の それ の 中 間 で 
ある と 仮定 すれ ば , 下層 で は 95%,。 上 は 832 
度 と な る . すなわち , 2,000 分 の 1 の 割合 で は 死 減 率 が 
下層 卵 で 95%,。 上 層 卵 で 832% 程 度 と 推定 され る 場合 に , 
1,500 分 の 1 の 割合 に 用 いれ ば , 上 層 卵 下層 卵 と る に 
100 こと に な る . 

さら に , 気温 の 低い 季節 の 例 と し て , 昭和 382 年 4 月 上 
旬 に 群馬 県 利根 郡 月 夜 野 町 (山間 部 ) で 実験 を 行 つ た . 
と の 際 は , 有蓋 コン クリ ー ト 製 の 肥 兆 記 1,500 分 の 1 の 
割合 に 投入 し , 携 捧 後 放置 し , 7 日 お よび 14 日 後に 死 減 
率 を 調べ た . その 結果 (第 1 表 ) 2 箇 の 肥 溜 に つい て 


第 1 表 硫化 炭素 処理 た ょ る 肥 溜 内 


卵 死 滅 率 の 推移 月 夜 野 町 た i# け る 実験 
処理 後 
肥 番号 処理 前 
7 日 14 日 
1 20% 70% 98% 
36% 56% 97% 


(昭和 32 年 3 月 28 日 ~ 4 月 11 日 ) 


処理 前 の 死 減 率 が それ ぞ れ 20%, 866% で あつ た も の が , 
7 日 後に は 70%, 56%, 14 日 後に は 98 %%, 97 と 高 ま 
り , か な り よ い 上 成績 を 示し た . これ と ほ く 同 時 期 の , 
4 月 1 日 お よび 8 日 に 前 橋 刑 務 所 で 行 つ た 実験 で は , 
2,000 分 の 1 の 割合 に 投入 し た 場合 の 14 日 後 の 死 減 率 は 
9626 (95~9726) で あぁ つた. こと の, 一 見 , 同 程度 の 
成績 も, 山間 部 が 平野 部 に 比 し て , 気温 の 低い こと を 考 
慮 すれ ば , 殺 卵 力 が 密閉 され た 場合 に 強まる こと を 示し レ 
て いる も の と 解釈 で きよ う . . 

2) 二 硫 化 素 処 理 の に 上 層 卵 に 対 する 力 が 
比較 的 に 弱い こと に つい て 

イ 上 層 の 死 率 が 下層 の り 低い 事 
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実 : 第 2 入 の 実験 刑務 所 に お ける 成績 に 述べ た ょ よう に, 
硫 化 素 理 に と より , 中 の の 大 部 分 は 死 減 
する の で ある が , 上 層 卵 の 死 減 率 が 下層 卵 の 死 減 素 より 
も 低い 傾向 が 認め られ た . こと の 傾向 は , と り わ け , 気温 
の 低い 季節 に 著 し か つ た . 一 例 を あげ れ ば , 実験 刑務 所 
の 1 月 17 日 の 成績 と み ら れ た ょ うに , 3 人 箇 の 肥 溜 に つい 
<, 下層 卵 が 952 C94~952%6) で あつ た の に 対し て , 上 
層 で は (72~822%6) で あつ た . 

この 原因 と し て 考え られ る こと と は , 二 硫 化 炭 素 が 比重 
の 関係 か ら 肥 溜 の 底部 に 沈 , 下層 部 の 二 硫 化 炭 素 濃度 
が 高く な り , こと これ に 反し て 上 層 部 の 濃度 が 低く な る こと 
と . また , 肥 溜 が 密閉 され て いな いた め に , 二 硫 化 炭 素 
ガス と し て 作用 する 時 間 が 短い こと で ある . 

pr) 二 硫 化 炭 素 の 水中 に お ける 分 布 : 肥 溜 へ 投入 さ 
れ た 二 硫 化 炭 素 は , 肥 溜 中 で どの ょ うに 分 布 す る も の で 
あぁ ろう か . これ を 直接 に 調べ る こと は で き な か つた の 
で て で, 次 の よう な 実験 を 試み た .。 すなわち ,。 コッ プ に 水 を 
入れ て , これ に 少量 の 二 硫 化 炭 素 を 投入 し て みる と , 二 
硫化 炭素 は 粒状 を し て 水中 を 落下 し , コッ プ の 旗 に 油 滴 
状 の と な つて する . これ を と , 細い 粒状 
の 塊 に 分 れ て 水中 に 分 散 す る が , 携 振 を や め る と , ま 
た , に た まる . いま , 肥 溜 中 の 尿 を , : 尿 : 
4 の 混合 物 と みな せ ば , 貯溜 訂 尿 の 大 部 分 を 占め る 尿 中 
で は , 二 硫 化 炭 素 は 水中 に お ける 場合 と 同じ ょ うな 態度 
を と る も の と 推定 され る . この ょ うに 二 硫 化 内 素 の 肥 汐 


中 に お ける 分 布 は , 比重 の 関係 か ら 下 層 部 で 高 濃度 を 示 
す と 推定 され る . 


へ ハ ) 捧 の 繰返し の 有無 に よる 死 減 率 の 差 
す る と し な いと で は , 二 硫 化 素 の ど 
れ ほ どの 差異 が ある だ ら う か . これ に つい て , 著 の な い 
従 つ て 密閉 ご き な い 小型 の 実験 肥 溜 で 実験 を 行 つ た . す 
な わ ち , 2 つの 同一 規格 の 実験 肥 溜 中 に 尿 尿 を 波 み 入 
れ , 二 硫 化 炭 素 を 2,000 分 の 1 の 割合 に 投入 し , 直ちに 
充分 に この よう に 最初 の つた 後に , 
ー 方 は 携 排 せ ず に 放置 し , 他方 は 投入 3 日後, 7 日後, 
10 日 振 繰返し た . か く て , 投入 14 日 後 の 死 率 
を 調べ た と ころ (第 2 表 ), 下層 卵 の 死 減 束 は , 携 拝 し な 
いも の で は 902%, し た も の で は 96 で ほとん ど 差 異 を 認 
め な か つた が , 上 層 卵 に つい て は , 携 振 し な いも の で は 
102%, し た も の で は 942% を 示し , 携 振 し た 方 が は る か に 
効果 的 で ある と と が わか つた . i 

=) 密閉 され た 肥 に お ける , 繰 返 さ 合 
の 卵 : 前 記 の ょ よう に, な い 肥 で は 


第 2 表 硫化 投入 後 の 回 数 に ょ 


る 肥 溜 内 卵 死 滅 率 の 差 
投入 14 日 後 
条件 
振 継 続 
1 回 
(投入 当日 の み ) 10% 90% 
16% 14% 


(昭和 27 年 2 月 2 日 ~ 2 月 16 日 ) 


が 有効 で ある が , 密閉 ご き て , 二 硫 化 炭 素 ガ ス の 作用 を 
期待 で きる 場合 に は どう で あら うか . これ に つい て , 月 
夜 野 町 と お いて , 農家 が 実際 に こ 用 いて いる 肥 溜 で 実験 レ 
た . と こと で は , コン クリート の 大 型 の 有 を 用 い 
た の で ある が , 投入 の 共 携 拝 し た さけ で , その 人 後 携 拝 を 
繰 返 さ な か つた の に 拘ら ず , 相当 に 強力 な 殺 卵 力 を 示し レ 
た (第 1 表 ). す な わ ち , 投入 前 に は 20~386 祖 で あつ た 上 
虫 卵 死 減 率 が 14 日 後に は 97~98 と 高 ま つ た の で ある . 
と の よ ょ うに, 密閉 の 可能 な 肥 溜 に お いて は , 投入 時 の 携 
捧 だ け で , 二 硫 化 炭 素 ガ ス の 作用 と 相 ま つ て , 相当 に 強 
い 効 果 が みみ られ た . 

ホ ) 乳剤 を 用 いた 場合 の 上 銅 虫 卵 の 死滅 率 : 前 述 の よ 
うに , 二 硫 化 炭 素 は 肥 溜 の 底部 に お いて 一 様 に 分 布 し な 
いか ら , 死 減 率 に 「 む ら 」 が で きる こと と が 推定 さ 
れる . そこ と で , 二 硫 化 炭 素 を な る べく 均等 に 分 布 さ せる 
目的 で , 二 硫 化 炭 素 乳 剤 を 使用 し て , 次 の よう な 実験 を 
試み 々 た. すなわち , 農家 で 実際 に 使っ つて いる 肥 溜 に 模 し 
て , 1m, 横 1m, 深 さ 1m の コン タク リート の 肥 
2 箇 を 用 い , これ に 卵 保 有 者 の 多い 家庭 の を 
み 入 れ , 一 方 の 肥 汐 に は 二 硫 化 炭 素 を ,。 また , 他方 の 服 
は 75% 二 硫化 乳剤 を 入れ , それ ぞ れ の 二 化 
素 量 が 選 尿 量 の 2,000 分 の 1 に な る よう に し た . 携 捧 は 
投入 時 に の みみ 行い , その 後 は 繰 返 さ な か つた . か く て , 
それ ぞ れ の 肥 溜 の 4 隅 に つい て , 二 硫 化 炭 素 投入 前 と 投 
入 後 の 下層 卵 の 死 減 率 を 日 を 追っ て 調べ た (第 3 表 ). そ 
の 結果 は , 乳剤 を 投入 し た 肥 汐 で は , 2 日 後に 2 箇所 と 
ぁ , すでに 962% の 区 減 率 を 示し た の に 対し て , 二 硫 化 談 素 
を 投入 し た 肥 溜 で は , 5 日 後に 初め て 98~100 と な つ 
た . し か も , 投入 前 の 死 減 率 と 投入 1 日 後 の そ れ と を 比 
較 す る と , 乳剤 を 投入 し た 肥 溜 で は , 8 % つ 84%, 9% 
つ 902% と 大 幅 に 高 ま つ た の に 対し て , 二 硫 化 炭 素 を 投入 
し た 肥 溜 では, 11%6926, 5 % 一 49% と 増加 し た に 店 


(55 ) 
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第 表 尿 中 の 対す る 二 硫 化 素 
及び 二 硫 化 炭 素 乳 剤 の 殺 卵 作用 の 比較 


虫 卵 率 (%) 


使 薬 採 箇 投 入 後 日 数 
4516 7 10 14 
一 素 1 8 849699100100 100 98 100 100 
硫 99 100 
化 3 9 909699100100100 99 100 100 
4 11 100 100 
ー 5 28 99 100 
698385 91100100 99 100 100 
7 97 100 
化 素 

8 5 498083 85 98 97 99100 100 


(昭和 29 年 5 月 27 日 ~ 6 月 10 日 , 気温 13°~22°C) 
ぎ な か つた . さら に , 場所 と こ ょ る 死 減 率 の 差異 を みる 
と , 乳剤 を 投入 し た 肥 溜 で は , 投入 1 日 後に は 多少 の 差 
が 認め られ た が , 2 日 後 か ら 以後 は ほとん ご ど 全く 差 を 朗 
か つた に 対し て 加工 し な い 硫化 炭素 投 
入 し た 肥 溜 で は , 投入 4 日後 まで か な り の 差 が 認め られ 


と の よう に 乳剤 を 用 いれ ば , 場所 とこ ょ る 死 減 率 の 差 が 
少く , また 完全 死 減 に 要 す る 期間 を 短く する こと こと が で き 


へ ) 対策 : 以上 の 実験 成績 か ら , 上 層 卵 に 対す る 二 
硫化 炭素 の 殺 卵 効果 を 高め る た め に は a) 密閉 ご き な い 
普通 の 肥 汐 では, 上層 部 の 区 塊 , また は 浮 湾 (スカ ム ) 
を ほど し て 沈没 させ る た め に , 携 捧 を 繰 返 す こと が 必要 
で ある . b) 密閉 ご きる 有 著 肥 溜 を 作 つ て , 二 硫 化 炭 素 
ガス の 殺 卵 作用 を 利用 する こと が 必要 で ある . か くす れ 

ば , 投入 時 の 1 回 の 携 捧 だ け で 目的 を 達する こと が で 
る . c) 二 硫 化 炭 素 乳 剤 を 用 いて , 二 硫 化 炭 素 を な る べ 
く 均 等 に 行き わた ら せ る と と も 有効 で ござ ある 

8) 二 硫 化 炭 素 に 引火 性 が ある こと に つい て . 

イ ) 二 硫 化 炭 素 の 引火 性 : 二 硫 化 炭 素 の 沸点 は 46.3 


Vv 


に 3 
さ 


© で ある . 沸点 以 
下 の 気 温 で も ガス と し て 揮 散 する . 従 つ て , 取 上 い を 誤 


る と , 引火 する お それ が ある . sia こつ いて は , 
選 尿 の 二 硫 化 炭 素 処理 法 を 提唱 され た 当時 か ら , 松村 教 
授 が 言及 し て , その 対策 を 発表 えさ れ て いた .。 し か し な が 
ら , 一 硫 1 ヒ 炭 素 の 引火 性 に つい て は , その 取扱 い に 多 少 
の 注意 を すれ ば , 恐る る に 足ら 妨 と 考え られ る . 以下 , 
その 対策 に つい て 述べ よう 

ロ ) 対策 : 
50 Vol で ある か ら , 屋内 に 貯蔵 する 場合 が 危険 だ と 


容器 は , 


考え られ る . そ と で, 二 硫 化 炭 素 を 貯蔵 する 
栓 を ほど こす 他 に , 必ず 中 に 水 を は る こと こと に する . と うぅ 
する と 比重 の で 。 硫化 の 上 に 水 なり 
温 で は , いつ た ん , 水 に と けた 後 で な けれ ば , 表面 か ら 

ガス と し て 揮 散 し な いこ と に な る . し か も , 二 硫 化 応 素 
は 水 に 難 溶 で ある か ら , 揮 散 する ガス も 引火 濃度 に 達し 


な い . 
, 問 唱 wn る の は , 二 硫 化 談 素 を 小 容器 に 分 注 
肛 する 際 で ある . 従 つ て ,。 これ ら の 作 

は で ある . 


この ょ よう に, 一 硫化 炭素 の 引火 性 も 。 そ の 取扱 い に 多 


少 の 注意 を 払え ば , se すなわち , 二 硫 化 


炭素 の 取扱 い は , その 性 質 を 熟知 し egies: 
一 般 の 家庭 に 配布 保管 レ しめ な いこ と と で ある 


者 接 
さて , 実地 に 用 いら れる 中 の 上 の 殺 剤 と し 


て の 二 硫 化 炭 素 の 長所 短所 を 考察 し よう 

長所 12 殺 力 が 強く , 低 に お いて る も , か な 
り 強 い 殺 卵 効果 を 示す こと と. 2② 選 尿 の 肥 効 が 損 わ れ な い 
こと . 8 うか な り 強 い 殺 明 作 用 が ある とこ と と. カ の 大 量 に 生産 
され て お り , 廉価 で あり , また , 入手 し 易い こと . 5) 操 
作 が 簡単 で ある とこ と. 

短所 12 引火 性 が ある こと と . 2 密閉 され た 部 屋 で は 

ス お それ が ある こと と. これら の 点 に に ついては, 
尿 の 二 硫 化 応 素 処 理 法 を 提唱 され た 当初 か ら , 松村 教授 
が 言及 され て いた と こと で あぁ あり, 本 論文 で 詳 述 し た よう 
に , 取扱 いた に 注意 すれ ば 恐れ る に 足り な いと 思わ れる . 


二 硫 化 談 素 は , 現在 の と こと ころ, 最も 実用 的 な 強力 な 殺 
剤 で あり , 従 つ て , の 二 硫 化 素 処 理 法 は 
染 予 防 の 優れ た 方 法 の 一 つ で ある と 思う . 

終り に 臨み , 松村 教授 の 御 指 導 , 御 校 関 を 深謝 する . 


松村 龍雄 (1950) : 環 虫 感染 予防 の 新 方 向 , 診断 と 
治療 , 38(6), 342-347. 

松村 龍雄 ・ 大 沢 正 夫 (1950) : 環 虫 感染 予防 の 研究 
(予報 ), 医学 と 生物 学 , 17(5), 255-257. 

3) 松村 龍雄 ・ 大 沢 正夫 ・ ・ 中 沢 精 二 (1951) : 
pee nks 防 の 研究 , 小児 科 臨 床 , 4(9), 6-12. 
4 松村 龍雄 (1952) : 筒 虫 感染 予防 の 研究 , 東京 医事 

新 誌 , 65(2), 35-38. 
5) 松村 龍雄 正 夫 ・ 中 沢 精 二 由 上 修 


tS 


(.58: 


] 


6) 


8 


9 


10) 


11) 


三 1953) : の 薬剤 処理 にょ る 感染 予防 
の 可能 性 , 公衆 術 生 , 13(2), 40-44. 

松村 龍雄 ・ 郎 ・ 中 沢 精 二 ・ 大 正 夫 (1953) : 
尿 薬剤 処理 た た ょ る 感染 予防 の 野外 実験 
(予報 ), 小児 科 診 療 , 6(8), 17-19. 

松村 龍雄 (1954) : の 薬剤 処理 た ょ る 予 
防 , 日 本 医事 新報 , (1573), 2571. 

松村 龍雄 (1954) : 戻 尿 の 二 硫 化 炭 素 処 理 た ょ る 
遇 虫 感染 予防 の 研究 と その 実際 , 日 本 医師 会 雑 
誌 , 32(3), 116-123. 

大 沢 正 夫 (1955) : 恒 尿 の 薬剤 処理 た に た ょ る 咽 虫 感 
防 に 関す る 実験 的 研究 , 1 アン モニ = 


アァ 化合 物 の 殺 卵 作用 , 日 本 小児 科学 会 雑誌 , 59 
(5), 400-405. 
大 沢 正夫 ・ 藤 本 進 (1955) : 尾 尿 の 薬剤 処理 た ょ る 


遇 虫 感染 予防 に 関す る 実験 的 研究 , 第 2 和久 , フェ 
ノー ル を 族 薬 の 卵 卵 力 と の 関係, 
日 本 小児 科学 会 雑誌 , 59(5), 406-409. 

大 正 夫 (1955) : の 薬剤 処理 た に た ょ る 感 


12 


13 


14) 


15 


16) 


385 


染 防 に 関す る 実験 的 研究 , 第 3 , 種 薬剤 の 
中 た 対す る 卵 作用 , 日 本 小児 科学 
会 雑誌 , 59(6), 528-531. 

大 沢 正 夫 (1955) : の 薬剤 処理 にょ る 感 
予防 に 関す る 実験 的 研究 , 4 の 
中 卵 た 対す る 作 用 , 日 本 小児 科学 会 
雑誌 , 59(6), 531-534. 

大 沢 正 夫 (1655) : の 薬剤 処理 にょ る 
染 予 防 に 関す る 実験 的 研究 , 第 5 の 薬剤 
処理 た に たよ ょ る 卵 に 関す る 2, 3 の 考察 , 日 
本 小児 科学 会 雑誌 , 59(8), 835-843. 

友 松 新 (1958) : の 二 硫 化 素 処理 た た ょ る 
感染 予防 の 野外 実験 (1) 一 農村 に ける 場合 , 
和 学 雑誌 , 7(4), 415-421. 

友 松 新 (1958) : の 二 硫 化 素 処 理 た ょ る 
遇 虫 感染 予防 の 野外 実験 (2) 一 刑務 所 に 於 ける 場 
合 , 寄生 虫 学 雑誌 , 7(4), 422-426. 

日 本 化学 会 (1952) : 化学 便覧 , 454, 丸善 出版 株 
式 会 社 , 東京 . 


FIELD WORK OF PREVENTION OF ASCARIS INFECTION BY MIXING 
NIGHT SOIL WITH CARBON DISULFIDE 
lll. SOME PROBLEMS ENCOUNTERED IN PRACTICE 


SHINGO TOMOMATSU 
(Department of Pediatrics, School of Medicine, Gunma University, Maebashi) 


Previously the author reported on a preventive method for ascaris infection. 


It consists 


in adding carbon disulfide to night soil in the manure pit, stirring it up well, and leaving it 


as it is for 2 weeks to kill ascaris ova in it. 


ln the present paper are fully explained directions for use and storage of carbon disulfide 


and discussed about some problems encountered in practice. 


| | 


[寄生 学 雑誌 巻 号 386-397 1961] 


Paragonimus miyazakit (宮崎 肺 吸 ) 
犬 に お ける 一 自然 感染 例 


大 阪 府立 大 学 農学 部 獣医 学科 病理 学 教室 (主任 一 色 於 殴 四 郎 教授 ) 
清水 
大 阪 府立 大 学 農 学部 獣医 学科 外科 学 教 客 (主任 永田 正弘 教授 ) 


(昭和 36 年 1 月 5 日 受領 ) 


絡 言 ふか くし て 加茂 ・ 西 田 ・ 初 鹿 ・ 冨 村 (1961) は , と これ まで 

, ム P.k. と 思わ れ て いた も の が , 実は 戸 4. で は な く , わが 

従来 わが国 に 産 す る 肺 吸虫 は Paragonimus wester- 国 に お ける 第 4 種目 の 肺 吸虫 で ある と し て , と これ を 恩師 

manii (Kerbert, 1878) Braun, 1899( 以 下 PP.w. と 略記 宮崎 教授 に 捧げ miyazakii (Pm. と ) と 命名 レ 

1 種 の み で ある と 考え られ て いた . し か し 宮崎 (1989) た . 従 つて 筆者 ら が 採集 し た 肺 吸虫 は 、 犬 に お ける P 

は 新種 記 ohirai Miyazaki, 1989 (PP.o. と 略記 ) を 発 mm.。 の 最初 の 自然 感染 例 で ご ある. 以下, その 大 要 を 記載 
見 し , さら に Chen が 中 国 (広東 ) で 発見 し た P. lok- し て ご 参考 に 供し た いと 思う . E 
tsuenensis Chen, 1940 CPP.z. と 略記 ) も わが 国 に 分 布 レ 


て いる と と を 確か め た . の ち 同 氏 (1955) は 佐賀 県 産 の i 

イタ チ か ら 肺 吸虫 を 見 出し , 分 類 上 重視 され て いる 皮 材料 ( 誠 検 番号 ・ 犬 240, 誠 検 年 月 日 ・1960- 3 -24) 。 
, 卵 どの を 検討 し , これ ら の 性 質 が 上 記 3 は 兵庫 県 多紀 郡 産 の 紀州 石 ($ 。 83 で , 猟犬 と し 
種 の 肺 吸虫 と は 明らか に 異な り , North American form て 同 郡 内 , 時 に 隣 郡 に まで 出 猟 し て いた . 1960 年 3 月 , 大 | 


(N. A. form と 略記 ) と 酷似 し て いる と と ろか ら , こ 阪 府 岸和田 市 の 某 狩 猟 家 の 所 有 と な り , 約 1 週間 後に 飲 
れ を P. kellicotti Ward, 1908 (P.k. と 略記 ) と 同定 レ 病 し て 本 学 家畜 病院 に 入院 , 鼻腔 内 腫瘍 と 診断 され , 予 
た . その 後 , 西田 ちら (1960) も 山口 県 産 の イタ チ , テン 後 不良 の 判定 を 受け た の で , 薬物 に と より 安 薬 死 さ せら れ 
か ら 上 記 有 P. k. と 同様 の 肺 吸虫 を 採集 し , わが 国 に も た も の で ある . 動物 は 軽 感 染 で あつ た た めか , 生前 に は 
ム P.k. の 人 分布 し て いる こと が 確実 な も の に な つた か に 思 肺 吸虫 の 寄生 は 全然 考慮 に 入れ られ て いな か つた . 湖 検 
われ た . と ころ が 加茂 ら (1961) は 本 種 の 中 間 宿 主 に つ に 際 し , 左 肺 横隔膜 葉 腹 面 に 形成 され た 1 虫 杏 内 より 2 
き 若 干 の 調査 を 行 つ た と こと ころ, 選 k と は 第 2 中間 宿主 隻 の 虫 体 が 得 ら れ (Pl. I-1 う , うち 1 隻 は formalin 水 固 
の 種類 お よび カ = 体 内 で の metacercaria の 寄生 部 位 が 定 標本 と し , 計測 を 行い , 次 いで 各部 の 外皮 を 剥ぎ と 
異な つて いる と と を 見 出し , 本 種 が は た し て 戸 k. で あ り 水 で 封じ て 臨時 標本 と し , 皮 和 隷 の 観察 を 行 つ た . 他 の 
る か 否 か 疑問 が 持た れる に 至 つ た . 1 令 は 圧 平 染色 標本 と な し , 虫 体 の 計測 を 行い , 卵 築 と 

最近 , 筆者 ら (1960) は 肺 吸虫 の 1 自然 感染 犬 に 適時 精巣 の 検索 を 行 つ た . 圧 平 染色 標本 を 作る 際 に は , 貝 価 
し , 採集 標本 特 世 虫 体 と 卵 た に つい て 検索 を 行っ つた 結果 , 宮 を 2 枚 の 載 物 硝子 間 に 挟 み , 両端 に 一 定 の 厚 さ の 紙片 を 
綺 が イタ チ か ら 得 た 肺 吸虫 , また 西田 ち が イ タチ , テン か 挿入 し , ゴム パンド で 挿入 紙片 部 を で きる だ け 強 く 縛り 


ts 


ら 採集 し た 肺 吸虫 と 分 類 上 の 諸 標 徴 が 類似 し て いる が , つけ た . と こう し て 紙片 と ほ さ ゞ く 同 等 の 厚 さ に 圧 平 され た 貝 
有 Pk と は 若干 相違 し て いる 点 の ある と と を 認め た . 体 は , 直ちに Schaudinn 氏 液 に 況 潰 固 定 し , hemato- 
本 研究 の 一 部 は 科 学研 究 研究 の を 施し た の ち の 如く balsam 
補助 を 受け た . と と に 付記 し て 感謝 の 意 を 表し ます . 封入 を 行い , 氷 久 標本 と し た . 貝 九 は 虫 格 内 より 湖 出 物 
一 色 於 区 四 郎 記 と と も に 取り 出し , 水 で よく 洗い , 細目 の 金網 で 濾過 し 
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て 大 型 時 計 皿 で 集 卵 し , 10 % formalin 水 で 保存 し た . 
鏡 検 た に際し て は 虫 卵 を formalin 水 と と も に 適当 量 ず つ 
載 物 硝子 上 に とり, を か け , 鏡 検 中 の た め 
が 圧迫 さ れ て , 変形 し な いよ うに 注意 し た . また Pk. 
卵 ( 川 教 分 さ れ た お よび ( 加 教 
授 よ り 分 与 さ れ た ) と の 比較 検討 も 行 つ た . 


I 

1. 外形 お よび 大 き さ 

formalin 水 固 定 標本 に て 観察 する と , 体 は 背 腹 面 観 で 
は 紡 氏 形 を 示し , 前 後 両 端 が 失 り を 帯び て いる . 側面 観 
で は 背 側 は 弓 状 の 機 曲 を 示し , 腹 側 は 水平 に 近い . 色 は 
暗 灰 色 を 帯び 両 吸 盤 部 は 灰白色 を 呈し て いる . 背面 に は 
著 明 に 発育 し た 褐色 の 卵黄 巣 が 認め られ , 腹面 と て は 腹 
吸盤 の 後方 に 黄色 の 卵 を 充満 し た 子宮 が 認め られ る . な 
お に る 多数 の が 産み 出さ れ て お り , 本 虫 は 充分 
に 成熟 し た 虫 体 と 認め られ る . 

虫 体 の 大 き さ は , formalin 水 固定 標本 で は 長径 8.8 
mm, 8.0 mm, 厚 径 8.2mm で , 口 盤 と 腹 
と の 距離 は 2.8mm, 腹 吸盤 と 体 後 端 と の 距離 は 5.9mm 
で ある . 圧 平 標本 (Plate I-2) で は 長径 8.6mm, 幅 径 
4.1mm で , 腹 と の 距離 は 3.2 mm, 腹 
明 盤 と 体 後 端 と の 距離 は 5.8mm で ある . 口 吸盤 お よび 
腹 大 き さ は , 縦 x 横 径 (左右 径 が 
それ ぞ れ 0.52 mm ゞ x0.59 mm, 0.61 mm Xx0.78 mm で あ 
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圧 平 標本 に と ょ り 観 察する と , 卵巣 は 虫 体 の 右 よ り に 位 
置 し て 複雑 に 分 岐 し サン ゴ 状 を 示し , 大 き さ は 1.04mm 
x1.52mm で ある (Pl. I-8). planimeter に ょ る 
面積 は 0.72mm? で , 面積 の 虫 体面 積 対す る 百 
比 て 卵巣 面積 X100/ 虫 体面 積 ) は 2.82 で あぁ つて, さき に 
富村 (1959) が 報告 し た また は の それ に 比べ 
て 目立つ て 大 きい の が 特徴 の よう で ある . 

精巣 

精巣 の 大 きき は 左 1.92mm ゞ Xx1.80mm, 右 2.09mm x 
1.20mm で , 前 後に 短 か く 左右 に 長い 傾向 が 見 られ 
る (Pl. I-8). planimeter に ょ る 面積 の 測定 値 は 左 
0.92mm?*, 右 0.78mm? で , の 面積 の 値 に 接近 し , 
精巣 面積 と 卵巣 面積 の 比 〔 精 巣 面積 (左右 平均 )/ 卵 巣 面 
積 〕 の 値 は 1.18 で あり , 精巣 面積 の 虫 体面 積 こ 対す る 百 
分 比 【 精 巣 面 積 ( 左 十 右 ) x100 / 虫 体面 積 〕 は 6.67 で 
ある . 

4。 皮 

皮 球 は 各部 の も の が ほとん ど 単 生 で , な か に は 中 央 に 
終 線 の 入 つ た も の , また 少数 で わあ る が 中 央 に 割 目 が 入 
り ,。 2 本 並立 し て いる よう な も の も ある . 皮 隷 の 大 き さ 
は , 計測 し た 範囲 で は 長径 22 x~65g, 幅 径 5x~21g で 
ある (Pl. I-3, -4, -5, -6). 

無 思 択 的 に 選ん だ 虫 卵 100 個 の 大 き さ を 点 分 布 図 に て 

示せ ば , Fig. 1 の 如く で ある . 長径 は 69.0z~92.0 ( 平 
均 74.25g, 標準 偏差 8.15 う , 幅 径 は 44.0z~56.04 (平均 
47.79, 標準 偏差 2.20) で ある (Table 1). 
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Fig. 1 Comparison of measurements of eggs of P. miyazakii 


from dog (o) and P. kellicotti from cat (e) 
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Fig. 2 Comparison of measurements of eggs of P. miyazakii 
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from cat (0) and P. kellicotti from cat (e) 


Table 1 Measurement of eggs of P. miyazakii 


Co. of 


variation 


No. of 
measured (gp) 


Range Med. Mo. 


Length 100 73.46 74.0 74.25+3.15 4.24 
Width 100 i 47.41 49.0 49.79+2.20 4.61 


Length 
"Vidt 
x100==64.43 
Width 


Opercular width 

2. 長径 と 幅 径 の 比 

長径 に 対す る 幅 径 の 比 の 値 (L/W) は 1.15 か ら 2.05 
の 間 に 人 分布 し , 平均 値 は 1.55 で ある . 長径 に 対す る 幅 径 
の 割合 を さら に 理解 し ゃ すく する た め , 長径 100 に 対す 
る 径 の 割合 (W x100/L) を 計算 する と , 48.91 
~"2.46, 平 均 64.48 で ある (Table 1). 

の 幅 径 と 小 径 の 比 

卵 の 幅 径 に 対す る 小 著 幅 径 の 比 CW/OW) を 求め る と 
1.76~2.60, 平均 で ある (Table 1). 

4. 卵 の 最大 幅 部 

卵 の 最大 幅 部 の 度数 分 布 は Fig. 3 の 如く で , 最大 幅 
部 が 著 端 側 に ある も の (westermanii 型 ) 14, 中 央 部 
に あら も の (iloktsuenensis 型 ) 68 , 無 著 端 側 に ある 
も の (ohirai 型 ) 18 で , 最大 幅 部 が 中 央 部 に ある も の 
が 断然 多い . 

5. の 形状 


卵 の 形状 を 逆 卵 形 ( 蓋 端 が 丸み を 帯び , 無蓋 端 部 が 人 失 
り を 帯び て , 最大 幅 部 が 蓋 端 側 に ある も の ), 椿 円形 ( 著 
端 も 無蓋 端 も ほとん ど 同 等 に 丸み を 帯び , 最大 幅 部 が 中 
央 部 に ある も の また は ダチ ョ 形 ( も 無 る 
ほとん ど 同 等 に 丸み を 帯び , 最大 幅 部 は ほ さ くさ 中央 部 に あ 
る が , と こと ろ も ち 卵 形 の も の ), 卵 形 ( 著 端 が 失 り を 和 帯 
び , 無 端 が 丸 帯び て , 最大 幅 部 が 側 こ ある も 
の ), お よび 亜 紡 氏 形 (両端 が 失 り を 帯び , 最大 幅 部 が 中 
央 部 に ある も の ) に 分 けけ て, その 度数 分 布 を 示す と Fig. 
4 の 如く で , 逆 形 12%, ま た は ダチ ョ ツウ 形 68 
形 17%2, 亜 3 ある . 

6. 対称 性 

長 軸 を 中 心 と し て 左右 が 対称 的 で ある か 和 否 か を 見 る 
と , 対称 性 72%, 非対称 性 28 で ある . 

小 革 卵 体 に 対す る 傾斜 性 

小 著 が 卵 体 に 対し て 傾斜 し て いる も の 2922, 傾斜 し て 
いな いも の 672%2 で , 小 著 の 認め られ な い も の が 4 % あ 

8. 小 斗 と 卵 体 の 接合 部 の 性 状 

小 著 と 卵 体 の 接合 部 の 平滑 な も の 412%, 隆起 し た も の 
552% で , 隆起 し た も の の うち で その 程度 の 幽 徴 な も の 39 
26。 か な り な も の 16% ある . 

9. 小 の 大 き さ 

小 著 径 お よび 高 径 を 計測 し た と と 幅 径 
平均 22.2g, 高 の 1.5u~9.04, 平 
均 4.1gm で ある . 
10. 卵 厚 さ 
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Fig. 5 Comparison of measurements of egg shell of P. miyazakii from dog (----), 
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卵 襲 側 部 お よび 無蓋 端 部 の 厚 さ の 計測 値 を 度数 分布 で 
示せ ば Fig. 5 の 如く で ある . 卵 最 側 部 の 厚 さ は 運 寿 1.0 
ムー2.5g, 平均 1.6z, 無 部 の 厚 さ は 1.0x~3.0 
平均 1.7um で , 卵 毅 側 部 の 厚 さ の 非 一 様 な る も の, また 無 
華 端 部 に 肥厚 部 の ある も の は ほとん ど 見 られ な い . 

11. 小 

後 端 の 小 球 , ( 長 の も の 25%, 
の も の 8362% で , 走 状 の も の の うち 単 生 し た る の 18%, 群 
生 し た も の 28% ある . 小 球 不明 な も の は 892% 
め て いる . 

12. 卵黄 細胞 数 

卵黄 細胞 は 実際 に は 重なり あつ て いる た め に 明らか に 
数 える と こと が で き な い が , 一 応 見 掛け の 細胞 数 を 数 えた 
結果 は 次 の 通り で ある . すなわち , 4 個 62%, 5 個 29 
26, 6 個 432%, 7 個 8 個 4 5~7 個 の も の 
が 合計 90 を 占め , 平均 は 5.85 個 で ある . 

13. 卵細胞 の 位置 

婦 細 胞 は 明瞭 に 見 える も の も ある が , わか り に くい も 
の が 多い . その 位置 は ほ ゞ 中 央 の も の も ある が , 概して 
中 央 より や や 前 方 の る も の が 多い . 


考 


わが 国 に 産 す る 4 種 の 肺 虫 CP.w., P.o., P.i., P.m.) 
は , 成虫 の 皮 球 の 配列 お ょ び 卵 巣 の 形態 , 中 間 宿 主 の 種 
類 , metacercaria の 被 性 質 お よび 寄生 部 位 の 形 
お よび 卵殻 , 時 に 宿主 特異 性 な ど を 検討 する こと に ょ よ 
り , 互い に 鑑別 が 可能 で ある と され て いる . すなわち 成 
虫 に 関し て , Chen (1940) は 皮 隷 の 生え 方 が wester- 
manii-kellicotti 型 と iloktsuenensis-ohirai 型 に わけ 得る 
と し , 宮崎 (1943, 1949) は 卵巣 の 形 を westermanii 型 
と ohirai-iloktsuenensis 型 と に わけ た . 井村 (1959) は 
P.o. と は 成虫 ( で も 精巣 と 卵 の 大 き 
さき の 比 を 検討 すれ ば 鑑別 が 可能 で ある と 述べ, 用 m. に 
つい て は , 加茂 ・ 西 田 ・ 初 鹿 ・ 富 村 (1961) は , 宮崎 (1955) 
が わが 国 に お ける 選 k. と し て 発表 し た も の は 戸 k. で 
は た なく 新種 ご ある と 思う と 述べ , 選 m. は 皮 隷 の 生え 方 
で は westermanii-kellicotti 型 に , 卵巣 の 形 で は ohirai- 
iloktsuenensis 型 に 属す る と し た . 結局 前 述 の 各 項 目 を 
検討 する こと に より , わが 国 に 産 す る 4 種 の 肺 吸虫 は 成 
虫 で る 区別 す る こと が で きる ょ う で ある . 一 方 , 一 色 
(1953, 1954, 1959) は 各種 肺 吸虫 包 に つき 詳細 な 比較 
研究 を 行 つ た 結果 , いずれ も か な り の 変異 は 認め られ る 
が , 少な く と る も 100 個 の 卵 を 観 宗 する と こと に より , Pw. 
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P.o., P.i,, P.k. の 4 種 は 鑑別 が 可能 で ある と 述べ て い 
る . 以下 われ われ が 犬 か ら 得 た 肺 吸虫 に つい て , Chen, 
宮崎 加茂 ら , 一 色 の 分 類 法 に し た が つて 種々 考察 し て 
いと 思う . 


I 上 成虫 
1. 卵巣 
宮崎 (1943, 1947, 1949 う は Po., Pi., k の 3 者 の 


卵巣 は 複雑 な 分 岐 を 示し , 到 ww. は 6 本 に 枝 分 れ する の 
みみ で , それ 以上 の 著 明 な 分 岐 を 示さ な いと 述べ , 前 3 者 に 
お いて も 卵巣 の 複雑 さ に ある 程度 の 差異 が ある らし く , 
.k. の は o., に 比 し いく ら か 簡単 で ある と 
いつ て いる . 加茂 ら (1961) に よれ ば , 選 m. の 卵巣 は 
PP.k。 と ょ よく 似 て いて 区 別 し 難 い . 本 例 で は , 成績 の 項 
で 述べ た 如く , 複雑 に 分 岐 し て お り , .w. で な 
いこ と と は 明らか で ある が , その 分 岐 次 態 を 見 る と 第 2 分 
岐 に 終る も の が 多く , o., z. の り も や や 分 
れ が 簡単 の よう で ある . 

2 皮 

Chen (1940) は 皮 隷 を 生え 方 に より westermanii-ke- 
llicotti 群 と ioloktsuenensis-ohirai 和 群 と に わけ , 前 者 で は 
群生 し た も の も まじ つて いる が , 単 生 し た も の が 普通 で 
あり , 後者 で は 群生 し て いる も の が 普通 で あり , 単 生 し た 
も の は むず し ろ 例 外 で ある と 述べ , さら に 後者 で も その 形 
状 , 配列 に と ょ り 区 別 す る と こと が で きる と し た . 宮崎 194 
も 皮 隷 の 生え ぇ 方 に より 2 群 に わけ 得る と いう 彼 の 説 は 
定 し た が , 下 .o. と 選 .z. を 区 別 で きる と いう 点 は 否定 し 
た . 加茂 ら (1961) は 選 m. の 皮 隷 は 単 生 し て お り , 
P.k と 同じ で ある と 人 述べ て いる . 本 例 で は 皮 隷 は ほとん 
ど 単 生 し て お り , westermanii-kellicotti 群 に 属す る が , 
前 節 で 述べ た 如く 下 w. で は ない から , 疑わ し いも の 
と し て 戸 A お よび 下 m. が 考え られ る . と これ は 卵巣 の 
分 岐 状 態 に 関し て 述べ た 所 見 と も 一 致し て いる . 

卵 

P.k. お よび 下 .m. の 卵 の 詳細 な 比較 研究 は 未だ な さ 
れ て いな い . われ われ は 幸い に し て PP.k お よび PP.m. 
の 卵 を ,。 それぞれ 千葉 大 学 医学 部 横川 教授 , 鳥取 大 学 医 
学部 加茂 教授 か ら 分 与 し て いた さい た の で , 両 種 虫 卵 の 
比較 を 行い つつ , 以下 われ われ が 犬 か ら 得 た 肺 吸 虫 尋 を 
考察 し て た い . 

1. 大 きき さ 

Fig. 1 に は (加茂 教授 ) と PP.k. 卵 (横川 教 
授 ) の 大 き さ を , Fig. 2 に は 本 例 の 卵 と 選 k 卵 の 大 き 
さ を 点 分 布 図 で 比較 し て ある . 戸 k 卵 は 長径 77.0 x~ 


1 
3 ? 
は 』 


97.0g (平均 87.29g, 標準 偏差 3.64 う , 径 48.0z~64.0 
57.02 標準 偏差 2.55) で あり , は 長 
55.0 g~78.0 (平均 70.47。 標準 偏差 8.00), 
39.0z~50.0m (平均 標準 偏差 1.73) で ある (と 

ゃ に 計測 数 100 個 う . 

Fig. 1 に 明らか な よう に , よ り 閉 る 
し く 大 きい . こと の 性 質 が は た し て 両 種 の 根本 的 な 差 で あ 
る か 香 か は と これ 1 例 の み で は いい 得 な い . すなわち , 卵 
の 大 き さ は 宿主 , 産地 , 計測 方 法 , 計測 者 な ど に ょ り 差 
が で て くる と され て いる . われ われ は 加茂 教授 の ご 好意 
に ょ り 計 3 例 の の 実験 的 感染 よび ら 得 
られ た 虫 卵 に つい て 計測 を 行う こと が で きた が , いずれ 
も 選ん 卵 よ り 閉 る し く 小 さか つた . 確定 的 な こと は い 
えな い に し て も , これ は ある 程度 吉 . の 傾向 を 示し て 
いる も の と 思わ れる . Fig.1 と Fig.2 を 見 る と , 本 例 
卵 は と 同じ よう な 傾向 を 持ち , よ り 著 
る し く 小 さい ((PL. 1I-9~-283). な お この 計測 に あ た 
つて は , 同一 人 が 引 続 い て 行い , 記 測 者 に よる 差 が 生じ 
な いよ ょ うに 努め た . 

2.。 長径 と 幅 径 の 比 

の 長径 と 幅 径 の 比 (L/W) を 求め る と , 
は 1.385~1.85, 平均 1.54 で , 卵 で は 1.25 
~1.85, 平均 1.57 で ある . こと の 性 質 で は も 
池 . 卵 も 特別 な 差異 は 認め られ な い . 本 例 も 成績 の 項 で 
述べ た 如く で , 3 者 間 に 有 意 的 な 差 は 見 られ な い . 

3 卵 の 最大 幅 部 
P.k&., P.m. お よび 本 例 の 卵 の 最大 幅 部 位置 別 の 百 分 
率 を 図 で 示す と Fig. 3 の 如く で ある . 一 色 (1958, 1954 
1959) は Pw., Po., Pi. お よび 4 種 の に つき 
詳細 な 比較 研究 を 行 つ た 結果 , 形 , 最大 幅 部 の 位置 お よ 
び 卵 最後 端 の 肥厚 の 3 性 質 が 鑑別 点 と し て 極め て 重要 で 
ある と 述べ , 最大 幅 部 の 位置 が は 側 に , P.z. 
と Pk は 中 央 部 に , 選 o. は 無蓋 端 側 に こ を る も の が 多い 
と し た . われ われ が 計測 し た 上 記 3 者 と も 最大 幅 部 が 中 
央 部 に ある の が 断然 多い . すなわち , で は 
中 央 部 端 側 10 で あり , 
で は それ ぞ れ 38, 5826。 4 を 示し レ し , この 点 で は 両者 
は 区 別 で き ない . 

4.。 の 形状 
Fig. 4 に は た , Pm. お よび 本 例 の 卵 に つい て 形状 
別 の 百分率 が 示さ れ て いる . 一 色 に ょ れ ば , 選 w. は 逆 
形 が , は ダチ ョ ヨウ 形 が , .o. は 卵 形 が , 
は 形 が 多く , 横川 (1955) は は 正 短 
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形 で ある と 形容 し て いる . われ われ が 計測 し た も の で 
は , 卵 は 形 15 ダチ ヨ 形 ま た は 形 
61%, 卵 形 紡 14 で あり , 卵 で は 逆 
卵 形 28 ダチ ョ ヨウ ツウ 形 ま た は 形 卵 形 20%。, 
紡 1 後者 で は 逆 の 占め る 割合 が や ゃ 多 
い が , ダチ ョ 形 ま た は の も の が 断然 多く , 
の 形状 で は 両者 を 区 別 す る と こと が で き な い . 一 色 が 肺 吸 
虫 の 卵 に よる 分 類 上 重要 な も の と し て 挙げ て いる 性 質 の 
うち , 最大 幅 部 の 位置 お よび 形状 に 関し て は Pk., 有 P. 
., 両者 の 間 に 有 意 の 差 は 認め られ ず , これ ら の 点 で は 
本 例 は いずれ と も 確 言 で き な い . 

5.。 厚 さ 

Fig. 5 は m. お よび 本 例 の 厚 さ を 比較 
し た も の で ある が , 前 者 と 後 2 者 と の 間 に は 著 明 な 差 が 
認め られ る . すなわち , で は 卵 さ が , 側 
部 で は 1.5 a~4.0 平均 2.69 無蓋 端 が 
1.5z~6.0 g, 平均 8.11m で ある . 卵 で は 側 部 が 
1.0 zg~2.0 gm 平均 1.22 無 が 1.0 x~ 
1.5 g, 平均 1.06 々 で あり , 本 例 と 同様 に PP. を . 卵 と 比べ 
いち じ る し く 薄 い (PI. II-9 ~ -23 う ). われ われ は その 他 ・ 
の Pm. 例 を も 合わ せ て 計 3 例 に つい て 計測 し て みた 
と と ろ , いずれ る も 同様 の 傾向 を 示し て いた . 一 色 は 選 . 
w., Pz, Po. 卵 で は 側 部 の 厚 さ が すべ て 平均 2m で , 
無 の さ は .w. は 3 ~(10~ の 範囲 と 
り 5 4gm の も の が 592% を 占め , で は 2 z~(5 
~4g) の 範囲 内 に あり , の も の が 85~902% を 占め 
る が , 選 k 卵 で は 側 部 の 厚 さ の 平均 は 2.6。 無蓋 端 の 
厚 さ の 平均 は 3.1z で . 側 部 の 厚 さ は Pw., P45., Po. 
の いずれ より も 厚い と 述べ て いる. し か る に 選 吉 . 卵 
(本 例 も は , は も と ' よ り 他 の 3 種 の 肺 
虫 卵 と 比べ て も いち じ る し く 薄 いこ と が 観察 され た . 卵 
の 大 きき さ に つい て は , 従来 多く の 研究 者 に よる 検 対 成 績 
が あり , ある 程度 の 変異 は 考え られ て いる が , 外 帝 の 厚 
さき に つい て は われ われ が 観察 し た 如く , か くも 薄い 場合 
が ある と の 発表 に 接し て いな い . し た が つて , われ われ 
と し て は 前 述 し た 卵 の 大 き さ の 相違 と と も に , 特に と の 
厚 さ の 薄い こと を と の 区 別 点 と 考え 
た い . われ われ が 犬 か ら 得 た 肺 吸虫 も る , その 卵 の 性 質 が 
P.m. 卵 の 特徴 と 人 多く 一 致し て いる . 結局 , 本 例 は P. 
m. の 犬 に お ける 最初 の 自然 例 で ある . 


総 括 
自然 感染 より 得 ら れ た の 形態 お よび の 性 質 
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を 検討 し た . また 選 . 卵 に つい て は 未だ 詳し い 記 載 が 
な い の で , これ と 選 k. 卵 と の 比較 を 行い , 両者 間 に 相 
違 点 が ある や 否や も 検討 し て みた . 

1) formalin 水 固定 標本 に お ける 貝 体 の 長径 は 8.8 
mm, 幅 径 3.0mm, 厚 径 838.2mm で , また 圧 平 標本 で は 
長径 8.6mm, 幅 径 4.Imm で ある . 

2) 卵巣 は 複雑 に 分 岐 し て いる が , 通常 第 2 分 岐 に 終 
る も の が 多い . 大 き さ は 1.04mm ゞ 1.52mm で , plani- 
meter に よる 面積 の 測定 値 は 0.72mm? で ある . 

3) 精巣 の 大 き さ は 左 1.92mm ゞ 1.80mm, 右 2.09mm 
x1.20mm で , 前 後に 短く や や 左右 に 長い 傾向 が 見 られ 
た . Planimeter に よる 面積 の 測定 値 は 左 0.92mm?*, 右 
0.78mm? で , 卵巣 面積 の 測定 値 に 接近 し て いる . 

4) 皮 隷 は 虫 体 各部 の も の が ほとん ど 単 生 で ある . 

5) 本 例 の の 大 き さ は 69 rz~92mX44 へ ~56 平均 

74.25 ggX47.79 で は 55 X39 へ ~50 
ム へ 64g (平均 87.29 gX57.02 pg) で , 前 2 者 と 後者 と 
の 間 に は か な り の 差 が 認め られ る . 

6) の 長径 と 幅 径 の 比 CL/W) は 1.15~2.05, 
平均 1.55 で , 長径 に 対す る 路 径 の 割合 (W x100 /L) 
は 所 庭 48.91~72.46, 平 均 64.52 で ある . と の 性 質 に お 


いて は 本 例 お よび 到 m. と Pk. 間 に ほ と ん ど 差 が 見 ら 
れ な い . 

7) の 径 に 対す る 小 著 径 の 比 CW/OW) は 庭 
1.76~2.60, 平均 2.17 で ある . 

8) の 最大 幅 部 の 位置 は 著 側 1422, 中 央 部 68, 
無 著 端 側 18 で ある . m. も 同じ よう な 
傾向 を 示し , 中 央 部 の あの が 断然 多い . 

9) 卵 の 形状 は 逆 形 ダチ ョ ウ 形 ま た は 
形 68 %, 形 17 6, 紡 8 ある . .m. 卵 も 
P.k. 卵 も 同じ よう な 傾向 を 示し , ダチ ョ ヨウ 卵 形 また は 
形 が 断然 多い . 

10) 卵 の 対称 性 の も の は "2, 非対称 性 の も の は 282 
で ある . 

11) 小 卵 体 に 対し て 傾斜 し て いる も の は 292, 
し て いな いも の は 67%, 小 不明 上 る も の は 4 で 
ある . 

12) 小 著 と 卵 体 の 接合 部 の 平滑 な も の 419%, 隆起 し た 
も の 95% で ある . 

18) 小 著 幅 径 は 18 ~25 平均 22.24, 高 径 は 
1.5x~ 9m, 平均 4.1g で ある . 

14) 卵 の 厚 さ は 側 部 が 1.0z~2.5 g, 平均 1.6 


( 64 ) 


無蓋 端 部 は 1.0z~8.0 平均 1. um で , 
部 の 厚 さ の 非 一 様 な も の , 無 療 端 部 の 肥厚 し た も の は 医 
と ん ど 認め られ な い . で は , 側 部 が 1.0z~ 
2.0 gm, 平均 1.22m, 無蓋 端 部 が 1.0 ~1.5 gm, 平均 
1.06m で , で は , 側 部 が 1.5 zg~4.0 平 
均 2.69g, 無蓋 端 部 が 1.5u~6.0 g, 平均 8.11g で あ 
つて , 本 例 お よび 選 m. の 卵 と Pk 卵 と の 間 に い ち じ 
る し い 相 違 が 認め られ る . 

15) 卵 端 の 小 は ( 長 状 25%, 386 
で , 不明 瞭 な も の が 89% を 占め て いる . 

16) 卵黄 細胞 は 4 個 ~ 8 個 を 算 し , 平均 5.85 個 で あ 


る 


17) 卵細胞 は 中 央 より や や 前 方 の ぁゃ の が 多い . 
結 


兵庫 県 多紀 郡 産 の 1 猟犬 を 誠 検 し て ,。 その 肺 か ら 得 ら 
れ た 体 卵 つい て 検討 を 加え た と とこ と ろ , 複雑 
に 人 分岐 し , 皮 隷 は 単 生 し , Paragonimus 属 吸 虫 の 分 類 上 
重要 な 諸 性 質 が 選ん また は 選 m. に よく 似 て いる . 同 
時 に と の 比較 し て 検討 し た と と ろ , 
の 大 き さ と 路 帝 の 厚 さ に お いて 両者 間 に 著 差 が 認め られ 
た の で , こと この 点 を 重視 し て 本 貝 を 選 m. と 同定 し た . 結 
局 , 本 例 は 下 .m. の 犬 に お ける 最初 の 自然 例 で ある . 

な お , South-American form と いわ れ て いる PP. rudis 
(Diesing, 1850) Braun, 1899 と の 異同 問題 で ある が , 

< だ その 貝 体 , 九 な どの 標本 を 入手 し 得 て い な い の で , 
同種 と の 比較 は の ち に 機会 を 得 て 行い た いと 思っ つて い 


る 


終り に 臨み , ど 指 導 い を 一 色 於 区 四郎 教授 , 種々 ど 
教示 に 与 つ た 九州 大 学 医学 部 宮崎 一 郎 教 授 , 本 学 の 野田 
亮二 助教 授 , 本 犬 を 解剖 し , 筆者 ちら に 快く 材料 を 提供 し 
て 下さ つた を 望月 宏 助 教授 , 貴重 な 虫 卵 標本 を 分 与 し て 下 
きっ つた を 千葉 大 学 医学 部 横川 軍 雄 教授 並び に 鳥取 大 学 医学 
部 加茂 責 教 授 に 議 ん で 感謝 の 意 を 捧げ る . 

本 研究 の 一 部 は , 日 本 寄生 虫 学会 策 16 回 西日本 支部 , 
第 13 回 南 日 本 支部 合同 大 会 (1960.11.24, 山口 ) に 3 ぉ い 
て 発表 し た . 
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Ventral surface of the lung infected with P. miyazakii. A worm cyst at the left diaphragmatic lobe 
A flattened specimen stained with Hematoxylin, ventral view (8.6 mm in length and 4.1 mm in width) 


-3~6. Cuticular spines 


-9~13. Eggs of P. miyazakii from a hound dog 
-14~18. Eggs of P. kellicotti from a cat in America (kindly donated us by Dr. Yokogawa, Professor of 


Chiba University) 


-19~23. Eggs of P. miyazakii from a cat (kindly donated us by Dr. Kamo, Professor of Tottori University) 


-3. Ventral surface, region just behind the oral sucker 

-4. Ventral surface, region just behind the acetabulum 

-5. Ventral surface, region near the posterior tip of the body 

-6. Dorsal surface, region at middle 

a Microphotograph of the testes, dorsal view 

-8. Microphotograph of the ovary, dorsal view (Note the intricate bifurcation) 
Plate II 
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A CASE OF SPONTANEOUS INFECTION WITH PARAGONIMUS: 


MIYAZAKII IN A DOG 


| 
JUN TERAUCHI, TAKENORI OKA & TAMOTSU TOMIMURA 


(Department of Pathology, Division of Veterinary Science, College of Agriculture, 
University of Osaka Prefecture) 
RYOSUKE SHIMIZU 


(Department of Surgery, Division of Veterinary Science, College of Agriculture, 
University of Osaka Prefecture) 


Paragonimus westermanii (Kerbert, 1878) Braun, 1899 had been considered to be the- 


only one species of the genus Paragonimus in Japan. In 1939, Miyazaki discovered a new 
species of this genus and named it P. ohirai Miyazaki, 1939. Moreover, he revealed the dis- 
tribution of PP. silokesuenensis Chen, 1940 in this country. ‘In 1955, Miyazaki collected several 
lung flukes from Jaanese weasels. Examining the ovary and cuticular spines, which were 
thought to be the important criteria for differentiating the species, he recognized the fluke to 
bear a resemblance to the North-American form and identified it P. kellicotti Ward, 1908. 
In 1960, while Kamo et al. were engaging in the investigation of the life cycle of the similar 
fluke, they found it different from P. kellicotti (North-American form) on the behavior in the 
second intermediate host and proposed of it to be called P. miyazakii after the name of Prof. 
Dr. I. Miyazaki, Department of Parasitology, Faculty of Medicine, Kyushu University. Thus, 
it was brought to light that there were four species of this genus in Japan. 

Recently, a hound dog was brought into our laboratory and the post-mortem examination 
revealed that the left lung contained a worm cyst, from which two lung flukes and a plenty of 
eggs were obtained. The specimens obtained were taxonomically observed on the morphology 
of the ovary and testes, the arrangement of the cuticular spines and the structure of the eggs. 
As to the eggs the comparative study was made with that of P. kellicotti (North-American 
form) and P. miyazakii. 

The results obtained are as follows. 

1) A flattened specimen measures 8.6 mm in length and 4.1 mm in width. 

2) The ovary is intricately branched, giving a coral-like appearance. But its bifurcation 
generally terminates in 2nd blanches. The cuticular spines commonly grow independently. 

3) Eggs measure 69-92 by 44-56 microns with an average of 74.25 by 47.79 microns 
(from 100 eggs). 

4) As to the form of eggs, reversed oval shaped eggs with the maximum width on operculatéd 
half is recognized in 12%, elliptical shaped or ostrich egg shaped with the maximum width at 
middle in 68%, oval shaped with the maximum width on aboperculated half in 17%, subspindle 
shaped with the maximum width at middle in 2% and irregular shaped in 1%%. 

5) The thickness of the egg shell measures 1.0-2.5 microns with an average of 1.64 
microns at the lateral side and 1.0-3.0 microns with an average of 1.68 microns at the aboper- 
culated end. 

6) Eggs of the North-American form measure 77-97 by 48-64 microns with an average 
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of 87.29 by 57.02 microns. 


The thickness of the egg shell measures 1.5-4.0 microns with an average of 2.69 microns 
at the lateral side and 1.5-6.0 microns with an average of 3.11 microns at the aboperculated 


end. 


7) Eggs of P. miyazakii measure 52-78 by 39-50 microns with an average of 70.47 by 


43.39 microns. 


The thickness of the egg shell measures 1.0-2.0 microns with an average of 1.22 microns 


at the lateral side and 1.0-1.5 microns with an average of 1.06 microns at the aboperculated end. 


8) There have been considerable differences in the dimension and the thickness of the 


shell between the eggs of P. kellicotti and that of P. miyazakii. These two natures in now 


considered the differential characters between them by the authors who obtained the similar 


results from the observations of another P. miyazakii infection cases. 
9) Present lung fluke is identified to be P. miyazakii after the complecatedly branched 
ovary, the singly spaced spines, the small dimensions of eggs and the thinness of the egg shell. 
No comparative study with P. rudis, which is called the South-American form, is done, 


because the specimens are not available. 
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釣 虫 の 発育 た 関す る 業績 は 現在 まで 多数 報告 され て い 
る が 釣 虫 を 体外 に お いて 飼育 させ る 事 に 成功 し た 報告 は 
我 が 教室 に お ける 釣 虫 の 体外 飼育 を は じ め と する . 即ち 
野田 (1953 う は 犬 多 の いわ ゆる 第 期 被 虫 を 犬 血 
の 赤血球 を 機械 的 に 融解 せしめ た 血色 素 を 含 清 
下 融 血 清 と 言う 内 で 飼育 し 第 仔 に まで 
せ た . 鳥居 (1960) は 同様 の 条件 下 に お いて 第 MV 期 仔 虫 
を 第 V 期 幼 若 成虫 に まで 脱皮 発育 させ 得 た 事 を 報告 し , 
松本 季 彦 (1955) は 第 V 期 成虫 を 融 血 面 清 , 松本 恒男 
(1959) は 各種 アミ ノ 酸 液 を 用 いて 長期 間 飼 育 さ せる 事 
た に 成功 し た . し か し 虫 第 の 体外 飼育 に 就 い て 
は 未だ 試み ぁ られ て いな か つた . 私 は 釣 虫 の 体外 飼育 の 一 
し て 特に 第 仔 虫 の 飼育 を 試み 第 期 に まで 
脱皮 発育 させ る 事 に 成功 し , さら に 第 有期 仔 虫 の 生物 学 
的 な 性 質 , 即ち 超 向 性 お よび O。 消費 量 に 就 い て 観察 し 


新知 見 を 得 た の で 報告 する . 


実験 材料 お よび 方 法 


A) 感染 に 用 いた 第 了 T 期 完熟 仔 虫 の 培養 法 

第 TT 期 仔 虫 を 大 量 且 純粋 に 得る 為 に 次 の 方 法 を 用 い 
た . 虫 感染 犬 よ り 得 た 虫 含 全部 を ビー カー 
に 入れ , これ に 飽和 食塩 水 を 加え て よく 携 捧 混 和 し , これ 
を 金網 , 次 いで ガー ゼ で 濾過 し 粗 中 の 粗大 物 を 除き , 直 
径 約 7 cm, 高 さ 48cm の 大 型 グ クラ スシ リ ンダ ー に 注ぎ 込 
み , その 上 に 飼 和 食塩 水 を 注ぎ 足し て 口径 一 杯 に 満載 
し , 約 1 時 間 放 置 す る . その 後 オ プ ブ ジ ェクト グラ ス を その 
表面 に 密着 させ る と グラ ス 面 に 多数 の 虫 卵 が 附 着 し て く 
る . と これ を 下端 に ゴム 栓 を 施し 充分 に 水 を 入れ た 化学 実 
験 用 No. 4 大 型 グ ラス フラ ィ ル ター の 中 で 洗い 落し レ し , これ 
を 数 回 繰 返 和 えす 事 に 依り フィル ター 内 に 無数 の 卵 が 採集 
出来 る . と この 含 卵 水 を 下端 の ざさ ム 栓 を 抜き 溶液 の み を 除 
去 し た 後 燕 溜 水 を 加え % え る. こと の 操作 を 数 回 繰 返 え すこ と と 
に ょ り 卵 より 塩分 を 完全 に 洗 葵 除去 する 事 が 出来 る . とこ 
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の 卵 に 適量 の 蒸溜 水 を 加え て 塩分 を 含ま な い 卵 浮遊 液 と 
し , 下端 に ゴム 栓 を 施し た 後 , 87C の 解 卵 器 内 に 24 時 間 放 
置 す る と 卵 は ほとん ど 全 部 解 化 し て 第 工期 仔 虫 と な る . 
直径 約 6 cm, 高 さ 約 2cm の 円 板 状 の 素 焼 を 少量 の 水 
を 入れ た 直径 約 9 cm, 深き 約 4cm の シャ ー レ 内 に 入 
れ , その 素 焼 の 上 に 水 を 少量 加え % て 作 つ た 交 炭 末 等 量 混 
合 培地 を 乗せ , これ に 虫 卵 を 混 じ て 培養 し た 場合 , 第 了 T 期 
完熟 仔 虫 が 少数 し か 得 ら れ な い 事 が 多い . 種々 検討 の 結 
果 , 培地 に 細菌 お ょ び 原 虫 の 繁殖 盛 な 場合 , 又は 虫 卵 が 大 
部 分 培地 内 に 深く 埋没 され て いる 場合 こみ タ ら れる 事 が 判 
明 し た . そこ と で 区 炭 未 培 地 を 煮沸 滅菌 し , その 表面 に 上 
記 の 第 期 仔 虫 浮遊 液 を 滴下 布 し , 器 内 で 
養 し た . この 方 法 に よ ょ つて 第 期 完 熟 仔 虫 が 極め て 簡便 
な 取扱 い に よ つて 大 量 に し か も 純粋 に 得る 事 が 出来 た . 
B) 第 犬 多 仔 虫 の 採集 法 

大 量 の 第 了 T 期 仔 虫 を 含有 し た 浮遊 液 を 生後 2 乃至 8 カ 
月 の 幼 犬 の 皮下 に 注射 し , 一 定時 間 後 心 宰 刺 に より 出来 
る だ け 汐 血 し た 後 必殺 し その 肺 を 取り 出し , 細 切 し て ガ 
ー ゼ お よび 金網 で 包み , 40°C 恒 温 横 内 に 用 意 し た 水 を 張 
つた ビー カー に 入れ る と 仔 虫 が 組織 より 遊離 し レ て ビー カ 
ー の に 沈 . これ 等 の 仔 を グラ タス フィ ルター を 用 い 
て 採集 し た . 


第 1 図 第 机 期 仔 虫 の 採集 法 
C) 飼育 液 


1) に ょ り 得 た 犬 血清 8). 
2) 心 に より 得 た 犬 液 を ガラ ス 棒 で し 機械 


A 
ゆる 
入れ 


的 に 融解 させ た 血色 素 を 含む 血清 ( 融 血 血清 ) (HS2. 
3) 小腸 内 容 物 と 小腸 粘膜 面 を 削り 取 つ て 得 た も の を 
少量 の 溜 水 を 加え て 混和 し た 後 濃 過 し それ に 等 量 の 融 
血清 を 加え た も の (D 十 8S)〉. 

4) 口 膝 粘 膜 面 を 削り 取り それ に 少量 の 蒸溜 水 を 加え 
た 後 濾過 し た 液 と 融 血 血清 と の 等 量 温 合 液 (Sp 十 8 ). 
5) 肝 磨 物 に 水 を 加え し た る の と 融 血清 
と の 等 量 温 合 液 (CL 十 8S). 

6) 人 血液 を 機械 的 に 融解 させ た 血色 素 を 含む 人 血 
i 月 ・ 

7) 家 を 機械 的 に 融解 させ た 血色 素 を 含む 家 
血清 . 

用 いた 飼育 液 は 上 記 1 う ~?) 各 で 各 液 に は ペ = シ リ 
ン , スト レプ トマ ャ イシン お よび 0.005 衝 マー ゾ = ン 液 の 
少量 を 加え 腐敗 を 防い だ . 


液 


注 


第 2 図 小型 No.4 グ ダグ ラス フィ ルター 
内 飼育 の 飼育 液 交 換 法 
D) 飼育 用 具 お ょ び 方 法 
第 2 図 の 様 に 第 陸 期 仔 虫 を No. 4 小型 グラ スラ マラ ィ ル タ 
ー 内 に 入れ 水分 を 除 祥 し 下端 に ゴム 栓 を 施し た 後 , 上 記 
各種 飼育 液 を 入れ , 87°C の 角 卵 器 内 で 飼育 し た . 


実験 成績 


第 仔 虫 の 育 
1) 肺 よ り 採 集 し た 仔 虫 を 用 いた 場合 
A) 経 皮 感 染 後 第 4 日 目 の 犬 の 肺 より 採集 し た いわ 


ゆる 第 仔 虫 約 80 令 小脇 , 融 血 血清 等 量 合 液 を 


入れ た 小型 グラ フィ ルター に 入れ これ を 器 
打 に 24 時 間 放 置 し た 所 , 仔 虫 の 中 , 口 松 原 基 を 明らか に 


CR 
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そなえ た 第 敢 期 仔 虫 1 隻 を 発見 し , 更に 72 時 間 後 に は 脱 
皮 中 の 仔 虫 を も 認め た (写真 1, 2, 8 参照 ). 

B) 肺 よ り の 第 仔 虫 の 採集 率 よび 脱皮 

幼 犬 に 経 皮 感染 させ た 後 , 肺 か ら の 第 講 期 仔 虫 採集 率 
は 第 1 表 の 様 に 48 時 間 目 が 最も 高 率 で あり , 24 時 間 目 お 
ょ び "72 時 間 目 の も の と 比較 し て 体長 , 体 巾 に 大 差 を 認め 


な か かつ 


第 肺 ょ より 採集 し た 第 相 仔 


感染 生長 (mm) 体 幅 (mm) 基 採集 率 (%) 


採集 時 間 
24 時 間 0.624 0.0253 な 
48 時 間 0.696 0.0267 な し 2.0~5.0 
0.0263 な 


72 時 間 0.654 
(体長 , 体 幅 は 10 隻 の 平均 値 ) 


C) 各種 飼育 液 中 の 脱皮 率 の 比較 

第 虫 を 脱皮 発育 させ 得る 飼育 液 を 検討 する に 
経 皮 感 染 後 48 時 間 目 の 仔 虫 を 実験 材料 の 項 で 述べ た リリ ~ 
5) 和 の 各 飼 育 液 お よび 水道 水 を 用 い 飼 育 し た . その 結果 
24 時 間 後 に は 各 銅 育 液 中 の も の は いづ れる も 生存 し て いた 
が 融和 面々 清 単 独 の も の お よび 口腔 液 と 融 血 血清 等 量 混合 
液 中 の の に 基 を 有する 第 仔 虫 を 認め た . さ 
ら に 第 IM 期 仔 虫 を 別 く に し 飼育 液 を 交換 し て 引続き 飼育 
し 48 時 間 後 に は 肝 抽 出 液 融 血 血 清 等 量 混 合 液 中 に も 第 WV 
期 仔 虫 を 認め , 72 時 間 後 に は 融 血 血清 内 に 認め た . 以上 
より 各種 飼育 液 の うち , 融 血 血清 の み を 用 いた 場合 が 最 
る 脱皮 率 が 良く これ に 反し 腸 内 容 物 融 血 血 清 等 量 混合 
液 中 で は 全く 認め られ な か つた . 水道 水中 と お いて も 
同様 に 認め られ な か つた . : 


第 2 表 各種 飼育 液 中 の 脱皮 状況 
飼育 時 間 24 時 間 48 時 間 72 時間 
仔 期 別 


3 
3 


D+S 
Sp+S 


L+ +8 


— 


水道 水 


ll 


D) 各種 血清 内 の 仔 虫 の 発育 度 の 比較 
i) 上 記 飼 育 液 の 中 , 血清 が 脱皮 発育 に 対し て 最適 で 
ある と 推定 し 得 た の で 融 血 血清 と 非 融 血 血清 に 就 い て 夫 


b 
つ 
| ] 
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の 脱皮 数 お よび 体長 体 巾 の 測定 を 次 の 様 に し て 行っ つ 
た . 融 お よび 非 融 血 夫 々 5 本 宛 の 小型 No. 


2) 非 血清 内 人 24 時 間 後 [ 5 ] 


4 グラ スラ フィル ター に ょ る 飼育 装置 を 用 意 し 毎日 夫々 メー 体 幅 ロ 基 
つづ つっ マ ィ ルター 内 の 仔 虫 を 検索 し た . 第 3 表 の 様 に 融 
血 清 の 方 が 脱皮 率 が 高 か つ た が 両者 共 飼 5 日 後 も 余 
の 認 め な か つた . 3 
り 体 長 体 の 増大 を 
期 血清 非 平均 0.543 0.0246 
仔 仔 忠 7 0.58 0.03 0.015x0.014 
| 
mT 5 0.55.0.026 3 0.65 0.026 
3 1 3 0.035 1 0.77 0.035 5 表 
mM 5 0.56 0.025 5 0.67 0.025 ; mE: 7 
4 3 070 1 0.67 0.035 1) 犬 血清 内 人 48 時 間 後 [ 2 
7 0.63 0.024 2 0.68 0.029 
2 0.80 0.030 体長 体 幅 基 
( 値 は 平均 1 し 
次 いで , 人 お よび 家 血清 に 就 い て 融 血清 
94 お よび 48 を 行 4 I 0.58 0.025 
と 非 融 血清 内 で 夫々 に 24 時 間 お よび 48 時 間 を 
い , その 脱皮 数 と 体長 , 体 巾 の 測定 を 行 つ た . 犬 の 融 6 jil 測 定 不 能 2 
, 非 血清 内 で の 脱皮 は 24 時 間 後 , 前 者 は 10 信 3 
, 後者 で は 8 中 2 の 第 期 虫 を 認め , 48 時 間 後 , 平均 0.57 0.0258 0.0175X0.0146 
前 者 . 隻 , 後者 で は 同様 11 隻 中 2 隻 の : 8 IV 0.72 0.04 0.017 x0.013 
を 認め た . 人 融 血 血清 内 で は 24 時 間 後 8 隻 中 2 令 , 48 時 - ーー—- 
平均 0.715 0.035 


間 後 の る も る の で は 9 隻 中 3 隻 の 第 期 仔 虫 を 認 , 
の 融 血 血清 に とお いて は 24 時 間 後に は 脱皮 し レ た も の を 認め 
な か つた が 48 時 間 後 に 9 隻 中 3 隻 に 脱皮 発育 し て いる 仔 
虫 を 認め た . 


1) 犬 血 血 清 24 叶 間 後 [ 2] 


虫 番 期 
| HI 0.54 0.025 な し 
3 I 0.56 0.020 2 
4 I 0.58 0.025 
5 0.55 0.028 
6 0.59 0.025 


0.572 0.0252 


2) 大 非 血 血清 飼育 48 時 間 後 [ : 3 ] 


虫 番 

1 HI 0.65 0.030 な し 

3 0.69 0.025 

4 0.68 0.025 

5 0.58 0.028 

6 0.62 0.028 

7 測 定 不 能 

8 測 定 不 能 
平均 0.633 0.0267 

9 IvV 0.75 0.038 0.017 x0.015 
10 IV 0.63 0.028 0.018Xx0.015 
平均 0.69 0.033 0.0175x0.015 


IV 0.53 0.032 0.014Xx0.013 

9 IV 0. 67 0.035 0.018 Xx0.015 

10 IV 0.74 0.030 0.017 x0.014 
平均 0.647 0.0317 0.0163 x0.014 


E) 第 陸 期 仔 虫 飼育 時 に お ける 光 お よび 飼育 器 の 影 群 
第 了 T 期 仔 虫 が 融 血 血清 内 で 脱皮 発育 する 事 を 確認 し た 
が これ に 対し 光線 が 影響 する か 和 否 か を 検討 する 為 , 飼育 


回 と し て ホー ル グ ラ ス と グラ スス フィ ルター の 2 つ を 用 
い , 夫々 60W 電 燈 直 下 と 暗 箱 内 た 置い て 24 時 間 お よび 48 
時 間 飼 育 を 行 つ た . ホー ル グ ラ ス 内 飼育 で は 48 時 間 目 に 
第 6 
1) 人 血 血清 内 24 時 間 後 [ 2 


期 
体 号 別 体長 体 幅 基 
1 HI 0.56 0.024 な し 
0.49 0.025 2 
4 中 0.68 0.023 2 
5 il 0.59 0.025 
6 0.52 0.023 
0 0.0242 


0.67 0.032 0.018Xx0.012 
測 定 不 能 あ y 


2) 家 更 血 血清 内 24 時 間 後 


番 体長 体 幅 


1 ll 0.73 0.025 な し 
2 ll 0.67 0.025 2 
8 0.59 0.025 2 
4 0.58 0.025 
5 HI 0.56 0.020 2 
6 0.56 0.025 
0.59 0.025 
8 0.73 0.025 
9 測 定 不 能 
10 I 測 定 不 能 4 
11 MI 測 定 不 能 4 
平均 0.626 0.0244 


2) 家 酸 血清 内 48 時 後 6] 


1 MI 0.64 0.025 な し 

3 0.21 0.025 

4 0.61 0.025 

5 I 測 定 不 能 

6 測 定 不 能 

平均 0.622 0.025 

IvV 0.89 0.038 0.022x0.020 
8 IV 0.78 0.032 0.015x0.015 
9 IV 測 定 不 人 能 0.015x0.018 
平均 0.838 0.035 0.0173 Xx0.0176: 


13 令 中 1 令 に と 明らか に 口 松 原 基 を 有する 仔 虫 を 暗 箱 内 で 
認め , また フィ ルター 内 飼育 で は 24 時 間 目 に 明暗 各々 に 
1 つ 第 期 虫 を 認め た . 第 仔 虫 より 第 期 仔 
虫 に 移行 する 共に は 光線 は ほとん ご ど 影響 を 与え な いも の 
と 思わ れる . 


飼育 器 番号 虫 体 数 24 時 間 48 時 間 


1) 人 血清 内 育 48 時 間 後 6] 


虫 番 期 

体 号 別 体長 体 幅 基 
1 ll 0.69 0.025 な し 
2 0.62 0.025 2 
3 0.77 0.025 
4 中 0.62 0.025 
5 0.69 0.025 
6 0.72 0.030 

平均 0.682 0.0263 
7 IV 0.95 0.038 0.018 x0.015 
8 IV 0.84 0.030 0.017 Xx0.015 
9 Iv 0.50 0.030 あ y 


0.0175Xx0.015 


暗 に 対す る 第 仔 虫 の 
脱皮 数 の 時 間 的 観 侍 
時 間 


— 
w 
= 9 = 
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叉 電 燈 下 の も の と 暗 箱 内 の も の と の 脱皮 数 を 時 間 的 に 
観察 し た が 特に 差 は 見 られ な か つた . 

2) 筋肉 より 採集 し た 仔 虫 を 用 いた 場合 

筋肉 より 採集 し た 第 陸 期 仔 虫 を 小型 No. 4 グラ ス フ ィ 
ルター 内 で 同様 に 犬 融 血 血清 を 用 いて 飼育 し た が 第 WM 期 
へ の 脱皮 発育 は 全く 認め られ な か つた . 


10 表 より 採集 し た 虫 の 飼育 
24 時 間 48 時 間 


33 
2 34 ーー— 


第 虫 より 第 期 へ の 脱皮 状況 . 

観察 方 法 

オプ ジェ クト グラ ス の 中 央 に 約 23 X2cm の 丁度 カバ 
ー グ ラス の 辺 が 合 着 す る 様 に 高 さ 約 2 mm 程度 の パラ 
ラマ ィ ン を 作り , その 中 に 第 仔 虫 を 犬 融 血 血清 数 
と 共に 入れ , カバ ー グ ラス で 竹 つ た 後 , 蒸発 と より 血清 
の 濃縮 を 防ぐ , 間隙 を パラ で し た . の 
共 血 清 を 空気 に 接触 し た 状態 に 保 た せる 為 , 気泡 を 同時 
に 封入 し た . 顕微 鏡 は 約 60x50x80 cm 大 の 87°C の 恒温 
籍 に 納め , 採光 は 強力 な K&hler 照明 を 用 い , 恒温 箱 の 
一 方 の ガラ ス 壁 を 通し て 行 つ た . 顕 徴 鏡 の 対 眼 鏡 簡 は 2 
又 の も の を 用 い , その 一 方 に 16mm 映画 撮影 機 を 取り つ 
け 必 要 に 応じ て 撮影 し た . 

脱皮 状況 

第 虫 は 観察 装置 に 入れ た 直後 より 活 な 運動 を 
続け 数 時 間 の 後 や ゃ 緩慢 と な る . それ 等 任 虫 の 中 に は 頭 
部 に Y 字 型 世 は 2 字 型 の 線 様 構造 も つた も の も 認め られ 
る . その 後頭 部 に 円 形 様 構造 が 現われ は じ め , 導 次 円 形 
構造 が 明瞭 に な つて 来 , 一 見 第 MW 期 仔 虫 の 口 楼 原 基 を 思 
わせ る . 然し その 口 電 原 基 に 相当 する 構造 は 不明 瞭 で , 
その 中 央 に は 縦 に 走る 中 隔 様 の 陰影 が 認め られ る . 次 に 
虫 体 体 側 に 間隙 が 認め られ る 様 に な り , 貝 体 が 収 縮 し て 
尾 端 の 間隙 が 時 間 の 経過 と 共に 拡大 し , 仔 虫 が 頭 部 か ら 
脱皮 を 始め る . 脱皮 は 運動 の 活 浴 な も の で は 数 分 間 で 完 
了 す る 半ば 脱皮 レ た 状態 で 数 時 間 静 止 し て いる も の も 
見 られ た . 又 一 部 に は 尾 端 と 頭 端 両方 に 聞 障 を も つた も 
の が あつ た . 脱皮 レ た 仔 は 第 期 の 特徴 で ある 口 
基 を 持ち , その 輪 廊 は 明瞭 と な り 中 隔 様 構造 は 消失 す 
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る . 写真 4, 5, 6,。 7, 8 及び 9 は 頭 部 の 形態 の 推移 
を 示し た も の で ある . 

非 固 有 宿 主体 内 より 得 ち られ た 第 虫 の 
育 に 就 い て 

固有 宿主 で ある 犬 の 肺 よ り 採 集 し た 第 陸 期 仔 虫 を 犬 血 
清 , 人 血清 お よび 家 兎 血清 を 用 い , フィ ルター 内 で 第 MV 
期 に させ 得 た の で 了 MV 期 仔 虫 に 脱皮 発育 する に 要する 条件 
を 更に 検討 する 為 に 非 固 有 宿 主体 内 に て 発育 し た 第 耳 期 
仔 虫 の 飼育 を 試み た . 

実験 方 法 ぉ よび 成績 

上 記 新 瓦 培養 法 に 依り 得 た 第 了 T 期 釣 虫 仔 虫 の 浮遊 液 を 
前 章 と 同様 に と し て 約 1,000 隻 を 約 50 瓦 の ラッ ト の 腹部 皮 
下 に 注入 し , 一 定時 間 後 ラット を 層 殺 し 夫々 筋肉 お よび 
肺 を 別々 に 取り 出し と これ を 細 切 し て 温水 中 に 浸し , 遊 出 
する 第 虫 を 採集 し た . 第 TT を ラッ ト に 注入 
後 24 時 間 目 の 肺 お よび 筋肉 よ り の 第 軒 期 仔 虫 採集 率 は 第 
9 表 の 如く 2 時 間 に 豆 つて 観察 し た 結果 , 温水 に 浸し た 
後 30 分 で 2 時 間 の 遊 出 仔 虫 数 の 約 50~702%2, 1 時 間 で 約 
80% の 遊 出 率 を みた 為 以 後 第 了 T 期 仔 虫 の 採集 は 温水 に 浸 
後 1 時間 で 行 つ た. 


11 表 ラッ ト の 肺 及び 筋 より の 


第 仔 虫 採集 率 
時 筋 肺 
間 数 合計 数 % 虫 数 数 % 
259 259 16 16 
35” 38 297 61.9 6 22 47.8 
320 1 23 
1°00” 80 400 83.3 11 33 70.8 
6 416 6 34 
2°00’ 64 480 8 40 
15” 396 396 4 4 
30’ “46 452 77.5 5 50.0 
2 1 45' "8 470 1 6 
495 84.9 7 70.0 
“0’ 49 544 2 9 
2°00” 39 583 10 
274 8 8 
30‘ 4 314 75:2 2 10 62.5 
3 1 45’ 33 347 
wr00’ 23 370 88.7 1 12 75.0 
27 397 3 15 
00’ 417 16 


叉 第 了 T 期 仔 虫 を ラッ ト に 注射 し た 後 , 第 1 日 目 (48 時 
間 ) より 第 7 日 目 ま で 40"C 温 水中 約 1 時 間 後 に お いて 夫 
々 の 第 耳 期 仔 虫 の 採集 率 を 見 る と 筋肉 か ら は 日 数 の 経過 
と 共に や ゃ や も 採集 率 の 低下 する 傾向 が み ら れ る が 著しい 差 


} 
| | 
の 


は 認め られ ず , 少く と も "日 以内 は 適時 に 第 
の 採集 を 行う こと が 出来 る 事 を 知 つ た . 但し 肺 か ら の 採 
集 率 は 最初 の 24 時 間 目 が 最も 多く 48 時 間 で は 激減 する 事 
が 知ら れ , この 場合 少く と も 48 時 間 以 内 に 採集 すべ き で 
ある 事 を 知 つ た . 


第 12 表 第 期 仔 虫 注入 後 日 目 り 日 
まで の 第 相 期 仔 虫 採集 率 (40°C 温 水中 1 時 間 ) 


部 ラッ ト 内 の (日) 
集 位 


l 2 3 4 5 6 


400 256 193 478 154 449 129 
筋肉 | 485 291 307 261 129 144 167 
370 136 113 201:291 207 202 
32 5 0 0 1 
" | 


a) 以上 の 結果 より ラッ ト ょ より 採集 し た 第 陸 期 仔 虫 の 
夫々 肺 か ら の 24 時 間 目 の も の お ぉ お ょ よび 48 時 間 目 の も の , 又 
筋肉 か ら の 第 1 日 目 の も の か ら 第 7 日 目 の も の まで 各々 
別々 に 犬 融 血 血清 内 で 飼育 を 試み た . 


第 13 表 ラッ ト 体 内 より 取出 し た 
仔 の 犬 血清 内 飼育 


ラッ ト 体 内 日 数 
2 3 4 名 
3904 442.323 
0 0 


トコ 


0 0 

0 1 0- 0 
225 402 291 566 

3 

2 


oo 


225 354 213 

0 


に 


4 


ミー | 


ミー 


5 0 


ドコ 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
5 
0 
0 


以上 ラッ ト 体 内 で 発育 し た 第 年 期 任 虫 は 犬 血清 内 に お 
いて その 肺 お よび 筋肉 夫々 の 採集 部 位 に 関係 な く , 又 血 
清 内 24 時 間 お ょ び 48 時 間 後 の る も の 伺 れ も 第 敢 期 仔 虫 に 脱 
皮 発 育 す る 事 な く 赤 躍 体 の 形態 に も 何等 変化 を 認め る 事 
が 出来 な か つた と. 

筋肉 より 取出 し た も の で 1 時 間 目 お よび 3 時 間 目 の も 
の に 脱皮 見 られ た が 第 虫 は 全く 認め られ な か 


b 第 虫 が 期 仔 虫 に 脱皮 発育 する に は 固有 
答 主 叉 は それ に 極 く 類似 の 血清 成分 が 必要 で あぁ る と 思わ 
れ た の で 第 IT 期 仔 虫 を ラッ ト に 感染 させ る と 同時 に 犬 享 
清 を 0.5cc 宛 毎日 注射 し , 日 を 追 つ て ラッ ト を 必殺 し て 
その 腹筋 より 採集 し た 第 虫 を る 犬 血清 を 用 いて 
育 し た が 第 14 表 の 如く 肺 お ょ び 筋 肉 よ り 採 集 し た 第 垣 期 
仔 虫 は 96 時 間 後 の も の も , また 48 時 間 飼育 し た も の に お 
いて も 第 了 M 期 仔 虫 に 移行 させ る 事 が 出来 な か つた . 


第 14 表 日 を 追 つ て 犬 血清 を 注射 し た ラッ 
ト の 肺 及び 筋 貼 より 採集 し た 第 相 期 


24 時 間 飼 育 
24 時 間 
0.5cc 0.5cc 0.5cc 0.5cc 
767 
0 


420 
0 


以上 の 成績 より 第 M 期 仔 虫 へ の 脱皮 発育 は 固有 宿主 体 
内 で 上 且 肺 よ り 採集 し た 第 陳 期 仔 虫 の み に そ の 条件 を 備え 
て いる も の と 考え られ る . 

IV. 第 期 多 仔 虫 の 性 に 就 い て 

第 陸 期 仔 虫 が 固有 宿主 で ある 犬 血清 お よび 非 固 有 宿 主 
で ある 人 血清 お よび 家 加 血清 内 に お いて 一 部 第 M 期 仔 虫 
に 脱皮 発育 する . 従 つ て と れ 等 の 血清 に 対し て も 同じ 様 
に 越 向 性 を 示す か 否 か を 検討 し た . 

実験 材料 お よび 方 法 

第 陸 期 仔 虫 は 前 章 と 同じ 方 法 に ょ 採集 し 顕微 鏡 観 察 
を 行い , 同様 に 底 の 浅い シャ ー レ に 1 の 寒天 水 を 流し 
その 中 央 と その 周囲 の 等 距離 の 所 に 写真 10 の 様 な 真 チ = 
ウ 管 に より を 作 つ た . の 内 径 は 0.8 cm, 深き : 


403 
48 時 間 : 
72n 
| 
1 
2 
713 
集 5 478 60 04 
位 間 6 
644 
284 
| 48 
時 
24 
肺 1 時 
間 
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0.5cm で 中 央 より 各 四 面 ま で の 距離 は 0.5 cm で ある . 
次 に 中 央 に 第 陸 期 仔 虫 を 入れ , その 周囲 の 帖 部 に 夫々 水 
道 水 , 5 糖 液 , 腸 内 容 物 の 濾過 液 , ラッ ト 血 清 , 家 宮 血 
清 , 人 血清 お よび 犬 血清 等 各種 の メジ アム を 入れ た . 以上 
の 操作 の 後 中 央 池 と 周囲 池 の 間 を 安全 カミ ソリ を 用 い , 
出来 る 限り 同じ 深 さ に 溝 を 切り 37°C の 蜂 卵 器 内 に 移し レ し 適 
時 その 移行 状況 を 観察 し た . 

1) 固有 宿主 の 体内 成分 に対する 超 向 性 

最初 固有 宿主 で ある 犬 の 体内 成分 に 対す る 超 向 性 を 見 
る 為 , 周囲 の 四部 に 水道 水 ,) 5 % 糖 液 , 腸管 内 容 物 油 過 
液 , 犬 血清 を 入れ た . 

第 陸 期 仔 虫 は 水道 水 , 5 糖 液 , 腸管 内 容 物 濾過 液 等 
に は ほとん ど 超 向 性 を 示さ ず 大 多数 の 仔 虫 は 数 時 間 の 後 
記 血 清 に 集まり 圧倒 的 な 超 向 性 を 示す 事 を 認め た . 


15 表 予備 試験 
14 時 間 後 
忠 数 


表 体内 成分 た 対す る 趣向 性 


仔 虫 採集 部 位 筋 肉 肺 
経過 時 間 1° 12° 1° 12° 
4 
水道 水 0 0 る 
0 0 0 0 
経過 時 間 24° 24° 
< 
若 5 % 糖 液 1 2 1 3 
犬 93 12 3 
4 
人 23 12 
経過 時 間 
45 44 8 
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2) 各種 血清 に 対す る 超 向 性 
次 いで 各種 動物 の 血清 を 用 い 如 何 な る 血清 に 超 向 性 を 
示す か を 検討 し た . 


第 17 表 各種 血清 に 対す る 趣向 性 
仔 採集 部 位 筋 肺 


4A 
水道 水 11 11 7 0 0 
白 18 12 14 12 2 

家 14 17 12 5 5 5 

B 水道 水 5 6 4 6 6 6 
清 3 3 3 2 1 0 

群 家 血清 6 4 2 3 

中 15 8 の て っ 0 
水道 水 る 4 2 1 4 

白 10 3 5 
| 3 7 5 4 

家 血清 7 0 3 2 
14 5 3 3 3 


ラッ ト お よび 家 束 血清 に 対し て は 大 抵 の 場合 数 隻 の 仔 
虫 が 見 られ る の み で ほとん ど 超 向 性 を 示さ ず , 固有 宿主 
で ある 犬 血清 に 対し て は や は り 常 に 圧倒 的 な 超 向 性 を 示 
し , 操作 方 法 を 考慮 する 余地 は な い 様 に 思わ れ た .. 人 血 
清 に 対し て は それ が 非 固 有 宿 主 で て ある に も 拘ら ず 犬 血清 
に 劣ら 如 超 向 性 を 示し , 場合 こと にょ つて は 犬 血清 以上 に そ 
の 超 向 性 の 強 さ を 思わ せる も の が あつ た . この 事 か ら 人 
血清 は 第 陸 期 仔 虫 の 生存 或いは 発育 に 必要 な 要素 を 犬 血 
清 と 同 程度 に 具備 し て いる も の と 推察 され る . 

V. 第 TT 期 釣 虫 仔 虫 の 酸素 消費 に 就 い て 

固有 宿主 で ある 犬 よ り 採 集 し た 第 耳 期 仔 虫 の 中 , 肺 ょ 
り 取 出し た る の の みみ 血清 飼育 た よ ょ つて 第 敢 期 へ の 脱皮 
を 起 し , 筋肉 より 取出 し た も の で は 全く 脱皮 発育 を 認め 
る 事 が 出来 な か つた . そ と で 肺 お よび 筋肉 より 取出 し た 
第 了 T 期 仔 虫 の 飼育 液 中 の 酸素 量 の 測定 を 試み た . 

測定 方 法 

犬 より 動脈 , 心 に て 溶血 し な い 様 に 採血 し た 
液 を 直ちに 流動 パラ フィ ン を 管 壁 に 葵 布 し た 大 型 ス ピッ 
ッ グ ラス に 入れ 血清 を 遠心 分 離し これ に ペニシリン , ス 
トレ プ ト マ イシ ン 末 お よび 0.005%% の マー ゾ = ン 液 数 滴 


1 


| 
試 
3 中 央 7 
水 道 水 0 
; 5% 液 
腸 液 1 


を 加え 腐敗 を 防ぎ , 且 気 泡 を すぐ 消 減 させ る 目的 で シリ 
コン を 少量 加え た 後 , 流動 パラ フィ ン に ょ つて 空気 と の 
接触 を 断つ た . 次 いで 酸素 ボン ベ に りり 注射 針 を 付け た ゴ 
ム 管 を 連結 し 上 記 血 清 内 に 10 分 間 通 気 を 行い 酸素 を 混入 
させ た . 予め 用 意 し た No. 4 グラ ス フ ィ ル ター に 仔 虫 を 
入れ 水 を 除い た 後 , 上 記 血 清 を 2.5cc づ つっ 分 注 し 直ちに 
流 働 パラ フィ ン で 衝 い , 次 いて 注射 器 で 吸引 し て グラ メス 
フィ ルター の 下端 まで 血清 を 充 た な し た 後 ゴ ム 栓 を 施し , 
37°C の 肖 卵 器 内 に 入れ た . 1 時 間 , 2 時 間 お よび 3 時 間 後 
流動 パラ フィ ン を 張っ つた 小 試験 管 に フィ ルター を 通じ て 
飼育 液 を 流入 させ た . と これ より 仔 虫 と 被 検 飼育 清 と が 
完全 に 分 離し 得 た . そし て その 血清 内 の 酸素 量 を van- 
Slyke 法 に より 測定 し た . 

ボン ペイ 


流動 バラ ノイ ン 


成績 
図 血清 内 酸素 混入 法 


流動 パラ フィ ン 


流動 バラ フィ ン 2 
( 被 ) 


第 4 図 飼育 液 採取 法 


第 虫 育 液 中 の 酸素 消費 は 筋肉 より 採集 し 
仔 虫 群 で は 最高 仔 虫 数 149 隻 , 飼育 後 3 時 間 に お いて 
も 認め られ ず , 肺 よ り 採集 し た 仔 虫 群 と お いて 仔 虫 が 100 
令 以 上 の も の に 僅か に 酸素 量 の 減少 を 認め た (第 15 表 う . 


考 接 


従来 第 期 完熟 仔 を 得る 為 に 釣 虫 感染 犬 の を 等 量 


の で し て いた に 大 型 の 器物 と 広い 
場所 を 必要 と し た . 私 の 培養 法 に より 小型 の 器具 で 純粋 


405 


第 18 表 第 机 期 仔 虫 の 飼育 液 一 血清 の 酸素 量 の 消長 


番 酸素 量 仔 虫 酸素 量 仔 虫 酸素 量 
号 間 (vol%) 数 (vol%) 数 (vol%) 


0.617 156 0.987 


0.987 
0.987 


0.861 
0.861 
0.861 


0.722 
0.722 
0.722 


1.076 
0.969 


oo 


ド 
8 


に 多数 の 仔 虫 を 得る 事 が 出来 た . 但し 交 炭 末 培 地 と 卵 を 
温和 し た 場合 も グラ スマ ィ ルター 内 で 第 丁 期 仔 虫 に 鋼 化 
させ た 後 そ の まま 培地 に 混 じ た 場合 に は 細菌 , 原虫 等 が 
培地 に 多数 多 殖 する 事 が 多く 仔 虫 が 少数 し か 得 ら れ な か 
つた : 多分 , 酸素 の 不足 等 の 発育 阻害 要素 が 加 つ た 為 と 
考え られ た の で グラ スマ ィ ルター 内 で 第 工 期 に 角 化 させ 
た 後 , 煮沸 滅菌 し た 区 内 末 培地 の 表層 に 上 記 仔 虫 を 塗布 
し 空気 と の 接触 を 良く する 様 に 改良 し た . こと の 方 法 に ょ 
り 常 に 多数 の 仔 虫 が 略 々 純粋 に 採集 する 事 が 出来 た . 
虫 第 仔 虫 を 体外 で 飼育 し 発育 させ た は 見 当 
ら な い . 私 は いわ め ゆる 第 陸 期 仔 虫 を 体外 飼育 し 第 W 期 に 
脱皮 発育 さき せる 事 が 出来 た . 第 M 期 仔 虫 へ は 自然 界 で は 
皮下 , 筋肉 , 肺 内 等 の 腸管 以外 の 体内 で は 発育 し て いた 
の を 認め た 文献 は 見 当ら な い が , 体外 に お いて 体内 世 分 
の 1 つ で ある 血清 内 で 第 MV 期 に 脱皮 発育 させ 得 た 事 は 興 
味 深 い 事 と 思わ れる . 

体外 飼育 より 体内 に お ける 発育 過程 お よび 移行 経路 等 
を 考え る 事 は 飛躍 で ある が , 実験 的 に 経 膚 感染 後 其 の 肺 
ょ より 採 集 し た 仔 虫 の み が 体 外 飼 育 に より 第 下期 に 脱皮 発 
育 し 同一 の 宿主 の 筋肉 内 より 採集 し た も の お ょ よび 非 固有 
宿主 の 筋肉 内 は 勿論 肺 より 採集 し た 仔 虫 も 同上 の 飼育 条 
件 下 に お いて 第 敢 期 と は な ら な か つた と 事 は 固有 宿主 の 筋 
肉 お ょ よび 非 固 有 宿 主 の 腸管 以外 の 体内 で は 発育 を うな が 
す 要 素 の 欠け て いる 事 が 考え られ た . 酸素 消費 量 も 固有 
宿主 の 筋肉 内 より 採集 し た 仔 虫 は 肺 よ り の 仔 虫 と 比較 し レ 
て 少な か つた 事 か ら も 発育 程度 の 悪い 事 が 想像 され た . 


No.1 1 2° 0.864 98 0.496 138 
3° 0.864 149 0.370 — — 
1° 0.987 120 0.987 18 3 
No 2 1 HE 32 
3° 0.987 146 0.987 28 
一 
No.3 1 2° 0.738 88 
3° 0.738 141 
1° 0.650 73 
No.4 1 2° 0.602 57 “ 
6002: 2 
2° 0.834 105 
No.5 { 0:834 85 
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中 島 は ラッ ト の 筋肉 内 に お いて 経 膚 感染 210 日 後に お 
いて も 生き た 仔 虫 を 認め 発育 し て いな い 事 を 記載 し て お 
り ,。 以上 の 事 と 考え 合せ て 第 講 期 仔 虫 は 他 の 仔 虫 の 期 と 
異 っ つた 替 居 し 得る 性 質 を も つて いる 事 が 想像 され た . 吾 
居 し 得る 第 陸 期 仔 虫 が 筋肉 内 で は 発育 し 得る 条件 を 満 さ 
れず 肺 に 入 つ た 仔 虫 の み が 発 育 の 軌道 を 進む 事 が 考え ら 
れ た . 肺 より 採集 し た 仔 虫 も る 犬 , 人 血清 で よく 第 地 期 に 
脱皮 発育 する が 水中 で は 長く 生存 は する が 脱皮 し な い 事 
ょ り 固 有 宿 主 お よび 類似 の 血清 成分 が 脱皮 発育 と は 是非 
必要 な 事 が 想像 され る . この 事 は 超 向 性 に お いて も 犬 , 人 
血清 に 圧倒 的 で 血清 以外 の も の で は ほとん ど 認 め な か つ 
た 事 よ り 脱 皮 発 育 に は 血清 成分 が 重要 な 役割 を も つて い 
る も の と 思わ れる . 然し 征 ら 自然 界 で は 肺 内 で 第 MW 期 仔 
虫 を 認め た 文献 を 見 な い 事 は 体内 で は 発育 条件 が 尚 不 十 
分 な 考え られ る . 

私 は 上 記 実 験 中 に 肺 よ り 採集 し た 仔 虫 の 中 で 第 MV 期 仔 
虫 は 1 隻 も 発見 出来 な か つた . 先 に 神子 お よび 岡田 は 
清 に し た 期 を ラッ ト に 経 感染 さ せ た 場 合 
お よび 家 経 染 後 固有 宿主 の 犬 お よび 人 血清 を 投 
与 し た 場合 と こと お いて その 肺 内 に 第 下期 仔 虫 を 少数 発見 し 
て いる が だ 第 MV 期 へ の 脱皮 前 の 口 電 原 基 様 形態 を 持つ た 仔 
虫 か 又は 肺 よ り 仔 虫 を 採集 する 過程 に お いて 脱皮 し レ た も 
の か も 知れ な い . 

と の 実験 に お いて 腸管 内 の 第 耳 期 仔 虫 を と 用 いな か つた 
の は 腸管 に お いて 第 虫 の を び 出す 事 は 極め 
て 困難 で あつ た ある . 腸管 内 で の 第 虫 の 発育 
過程 等 る 今後 追求 すべ き 問 題 と 考え て いる . 

以上 の 実験 に より 虫 の よ り V 期 成虫 迄 の 体外 
育 を 可能 な らし め る 基礎 を 作 つ た も の と 考え る . 


結語 


1) 固有 宿主 で ある 犬 の 肺 よ り 採 集 し た 第 年 期 釣 虫 公 
虫 を 体外 に お いて 犬 の 融 血 血清 を 用 いる 事 に より 第 了 M 期 
へ 脱皮 発育 さき せる 事 が 出来 た . 

2) 固有 宿主 で ある 犬 の 肺 以 外 の 組織 (筋肉 ) お よび 非 
固有 宿主 で ある ラッ ト の 体内 より 採集 し た 第 年 期 釣 虫 作 
虫 は 犬 融 血 血清 を 用 い 2 日 間 飼 育 し た が 脱皮 発育 せ ず , 
叉 ラット に 経 言 感染 後 犬 血清 を 連続 注射 し 24 時 間 目 より 
24 時 間 毎 に 96 時 間 後 迄 の 肺 お よび 筋肉 内 より 採集 し た 仔 
虫 は すべ て 血 血清 飼 に よ つて も 第 へ 移行 させ る 
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事 が 出来 な か つた . 

3) 第 釣 の 超 性 は 犬 血 清 に 圧倒 的 で ある 
が 人 血清 に 対し て も を 略 同 程度 の 成績 を 示し た . 

4) 第 虫 仔 虫 の 飼育 液 中 の 酸素 測定 に より 
肉 よ り 採 集 し た も の ょ より, 肺 よ 9 り 採集 し た も の に 僅か の 
酸素 量 の 減少 を 認め た . 従 つ て 感染 後 同時 期 に お ける 筋 
肉 内 の 仔 虫 と 肺 内 の 仔 虫 で は その 発育 段階 に 差異 ある も 
の と 思わ れ た . 

本 論文 要 引 昭和 34 年 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 ( 
東京 ) 及び 昭和 35 年 6 月 策 29 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 ( 旋 
札幌 ) に 於 いて 発表 し た . 人 策 虫 より 期 仔 
へ の 脱皮 状況 は 映画 “ 負 虫 の 発育 ^ の 一 部 と し て 昭和 34 
年 15 回 寄生 学会 近 方 会 ( 広島 ) 及び 第 29 回 
生 躍 学会 総会 ( 於 札幌 ) に 於 いて 供覧 し た . 

終り に 本 研究 に 終始 御 指導 , 御 校閲 及 び 御 援助 を 戴 い 
た 思 師 小田 俊郎 教授 並び に 本 教室 の 野田 昇 博士 , 楠 正 知 
博士 及び 加藤 学士 に 深く 感謝 致し ます . 
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写 真 説 明 


1. 経 皮 感染 後 4 日 目 の 太 の 肺 よ り 採 集 し た 第 相 期 仔 由 
小腸 液 ・ 蔽 血 血 清 等 量 混 和 液 内 飼育 24 時 間 後 の 第 VW 期 仔 中 
3. 液 内 に 見 られ た 脱皮 

4~9. 第 仔 の 血 血清 内 飼育 中 に 見 られ た の 形 
10. 第 釣 仔 の 性 の 実験 に 用 いた 
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BIOLOGICAL STUDIES ON THE THIRD STAGE LARVAE 
OF CANINE HOOKWORM 


JUN SAWADA 


(Department of Internal Medicine, Medical School, Osaka City 
University, Osaka, Japan) 


The present study was designed to maintain the canine hookworm in vitro, especially 
to develop from its 3rd stage larvae to the 4th one. Furthermore, biological characters of them 
were also investigated. The 3rd stage canine hookworm larvae were obtained from lungs and 
muscle of the experimentally infected dog with a large amount of the 2nd stage larvae collected 
by means of newly deviced culture method. The 3rd stage larvae thus obtained were maintai- 
ned in the glass filter funnel No. 4 (commonly used in the chemical experiment), the end 
of which was fitted with rubber cap, containing haemolized canine sera, filtrate of host 
intestinal contents, and of host liver homogenate and human haemolized sera as a culture 
medium at 37°C. 

1) These experiments indicated that some of the larvae thus treated developed to the 
4th stage after 24- and 48-hour incubation. The development of the larvae from the 3rd to 4th 
stage, especially morphological change in the larval head part, the formation of primordial 
buccal cavity and exsheathment (molting) could be observed under the microscope and recorded 
in the movie film of 16 mm. 

2) The 3rd stage larvae taken from the canine muscle and from the rats which have 
been regarded as non-proper host to this parasite showed no development to the 4th stage in 
any culture medium used. 

3) The 3rd stage larvae showed bairly positive taxis to the canine sera as compared 
with tap-water, 5% succharose, the filtrate of the host intestinal contents. Such a positive taxis 
of them to the human sera was also observed. 

4) The oxygen uptake by the 3rd stage larvae collected from the host lungs was higher 


than those from the host muscle. 
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カイ チュ の に つい て 
(1) プ タ カイ チュ の 器官 


石 川 


名 古屋 大 学 医学 部 解剖 学 教室 第 2 講座 


(昭和 36 年 1 月 26 日 受領 ) 


ブタ カイ チュ ヤツ 食 道 の 潜 ゞ 後半 か ら 末 端 に と か け て 背部 
お よび 左右 両側 の 亜 腹 部 に 存在 する 3 個 の 有 井 状 の 器官 は 
従来 食道 腺 と いわ れ , 消化 腺 と 考え られ て いた が , 全 道 
腔 に 開口 する 確実 な 導管 は ば は ない. た きた きま き 該 器官 が 食道 
に 存在 する た め に 食道 と いわ れ た の で あろ う が 
形態 上 , 消化 腺 で ある か どう か 甚だ 疑わ し い . 私 は 組織 
学 的 に 精細 に こと の 器官 を 観察 し , 本 器官 が 消化 腺 で は な 
く , 何等 か の 生理 作用 を 営む 1 つの 器官 で ある こと と を 認 
め た の で , と これ を 婦 器 宮 と し て 発表 する . 


研究 材料 な ら び に 方 法 


材料 は 名 古屋 市 の 層 殺 場 で 採取 し た 運動 の 活 溢 な ブタ 
カイ チュ ウ を 魔法 尊 で , 温度 87°C 前 後に 保つ た 生理 的 食 
塩水 中 に 入れ て 研究 室 に 持ち 帰 つ た も の を 用 いた 

固定 液 と し て は Zenker 液 , フォ オル マリ tk. Kolster 
液 , Carnoy 液 を 用 いた . 固定 し た 材料 は パラ フィ ン 
包 埋 し , 4 連続 切片 を 作成 し た 。 染色 法 と し て は Zen: 
ker 液 固 定 の も の に は hematoxylin-eosin 重複 染色 を , 
フ オ ル マ リ ン 液 固 定 の も の に は Sudan black 染色 を , 
Kolster 液 固 定 の も の に は Haidenhain の iron-hemato- 
xylin 染色 を , Carnoy 液 固 定 の ぁゃ ぁ の に は 過 ヨ ー ド 酸 - 
Schiff 反応 (PAS 反応 ) を 用 いた . 


自己 所 見 


銀器 官 は 食道 筋 内 で 食道 の ほ さ 後半 部 か ら 食道 末端 に 
か け て , 背部 お よび 左右 両側 の 亜 腹部 と , 横断 面 3 六 状 
を 量 す る 食道 腔 の 3 頂点 か ら ,。 や ゃ や はなれ て , を それぞれ 
1 個 ず つ 計 3 個 存在 する 

銀器 宮 は その 中 軸 を な す 肢 胞 部 と これ を 包囲 する 体 部 
の 2 部 か ら 成 る . 

実 胞 部 は 2 個 の ほ く 平 行 に 
後 両端 お よび 中 央 部 で 両 円 境 は 互 に 合 一 


走る 円 境 状 を 呈し , その 前 
する . 両端 は 鈍 


ni 端 に 終る . 従 つ て , 中 央 部 の 横断 面 で は , 

る 巾 は 短 径 約 10~15 
ム 長径 約 80~85m を 算 す る . 

電 胞 は 上 皮膜 と 線維 膜 か ら 成 り , 比較 的 厚い . 上 皮 
膜 は 一 般 に 単 層 の 合 胞 体 か ら 成 り , 細胞 の 境界 は 不 閉 明 
で あぁ る が , 一 部 の 上 皮 細 胞 は 上 皮 様 を る . 上 
皮膜 の 一 部 は 内 に 突出 し 乳頭 状 は 繊毛 状 を ( 写 
真 2 ) 或 は 時 に 用 に 突出 し て を す る (写真 3 
と れ ら の 上 細 胞 の 染色 に だ い 胞体 は 合 
胞体 の 場合 は 暗い が , 畜 状 を 量 す る 場合 は 明る く , 大 小 
不同 の 細か い を 含有 する . 

線維 膜 は な 数 層 の 線維 か ら 上 成り, 線維 の 問 に 狭い 空洞 が 
存在 し , 中 に 細か い 征 粒 を 含有 する (写真 12. 

雲 胞 内 に は 大 小 不 同 の 塩基 好 性 並び に 酸 好 性 球形 和 題 粒 
が 多数 存在 する . 酸 好 性 和 題 粒 は 雄 虫 に 多く , 雌 虫 に 基 だ 
. これら の 粒 と 同様 の 性状 を 示す は 
壁 の 線維 間隙 お よび 体 部 の 間隙 に も 存在 する (写真 4 う . 
と れ ら の の ほか に 内 に は 質 様 物 質 (写真 5 ), 
Sudan black 可 染 題 粒 (写真 6)) お よび グリ コー ゲン 
細 粒 (写真 7 〉 が 存在 する . 

2) 体 部 

体 部 は 有 雷 胞 部 の 周囲 を 包囲 する 部 で , その 表面 は 不 
則 な 樹 枝 状 を (写真 8 う , に 配列 する 


る 
な お 宴 胞 腔 と 食道 腔 と を 結ぶ 管状 構造 は 全く 認め られ 
な い . 


総括 な らち びに 者 


Chitwood, B. G. & Chitwood, (1950) は 線 
類 の 食道 由 に は 3 個 の 食道 腺 , 即ち 1 個 の 背 腺 Cdorsal 
gland) と 1 対 の 亜 腹 腺 (subventral glands) が あり , 背 
腺 の 導管 は 通常 食道 前 端 に 近く 開口 し , 亜 腹 腺 の 導管 は 
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食道 の 後部 に 開口 する と 記載 し , 田宮 (19831) も 赤 カ イ 


チュ ウ の 食道 腺 は 1 個 の 背 腺 と 1 対 の 亜 腹 腺 と から 成 
り , 各 腺 は それ ぞ れ 独立 する 導管 を 備え , 背 腺 の それ は 
食道 前 端 と 神経 輪 の 中 間 に 開 口 す る が , 亜 腹 腺 の それ は 
食道 後 端 部 , 弁 状 体 の ゃ や ゃ 前 方 に 開口 する と 述べ へ , 堀田 
(1958) は ウマ カイ チュ ウ に お いて 三叉 状 を 量 す る 食道 
腔 の 先端 か ら 食道 腺 組織 に 向 つ て 2 条 の ェ オ ジン に 良 染 

する 角 皮 様 の 線 条 構造 を 認め , 明らか な 管 腔 は 認め 得 な 
い が , 人 分泌 物 を 食道 腔 に 導く 導管 で は な か ろう か と 記 
し て いる .。 と この よ ょ うに, カイ チュ ウ の いわ ゆめ る 食道 腺 に 

は 食道 に 開口 する 導管 が 存在 する と 一 般 に 信 ぜ られ て い 
る が 。 私 の 所 に よる と 食道 腔 に 開口 する 導管 構造 は 
、 認め られ な か つた . 堀田 が 記載 し て いる 所 見 に 酷似 す 
る 所 見 に は , し ば ase た が , これ は 食道 腔 の 連続 
で あっ で etait に 終り , 決し て いわ ゆめ ゆる 食道 
腺 組 織 に 達する こと が な い . また その 内 表面 は 食道 腔 と 
同様 エキ オジ ン に 良 染 す ec よ つ て 被 わ れ て い 
る . 従 つ て と これ は 導管 で は な く , 食道 腔 その も の で , そ 
の 盲 端 に 終る 先端 に は 当 色 線維 CKantenfasern) が 附 着 
し 

次 に カイ チュ ウツ の いわ ゆめ ゆる 食道 腺 の 構造 に つい て は 
Chitwood, 田宮 , その 他 諸 家 の 記 載 に よる と , カイ チュ 
ウツ の 食道 腺 は 1 個 の 巨大 細胞 で あ eto: て hE. 
田宮 に よる と カイ チュ ヤツ 食 道 腺 は 背 腺 お よび 亜 腹 腺 と も 
中 に 染色 性 の 粒 を 合 し , 形 は 卵 型 不 
i し 定型 を 有 せ ず , gg 
きわ め て 繊 絞 な 線維 か ら 成 り , 核 の 周囲 ご で は 著しく 密 に 
配列 し て 核 膜 に 密着 する と い >» ぅ . 

私 の 所 見 に と よる と ブタ カイ チュ ウ の いわ ゆめ る 食道 腺 は 
部 と 体 部 か ら 成 り , 部 は 背 腺 お ょ び 腹 腺 と も 
こ , ほ さく 平行 に 走る 2 個 の 円 境 状 の 井 胞 で , その 前 後 両 端 
お よび 中 央 部 で 互 に 合 一 し て いる . 従 つ て いわ ゆる 食道 
腺 の 横断 面 は その 部 位 こ と よっ つて 卵 型 , 砂時計 状 な いし 耳 
状 , 円 形 等 を 中 に 多数 の 大 小 不同 の , 質 様 物 
買 を 容れ て いる . この 所 見 は 従来 食道 腺 の 核 と し て 記 
され て いる 所 見 と 金 く 一 致す る も の で ある . と の 雲 胞 壁 
は 単 層 の 合 胞 体 か ら 成 る 上 皮膜 お ょ び 線 維 膜 か ら 成 り , 
更 と こそ の 外側 は 疎 に 配列 する 線維 か ら 成 る 体 部 と よ ょ っ て 
包囲 され て いる . こと の 所 見 は 田宮 が 細胞 質 は 繊 弱 な 線維 

か os y, 核 の 同時 で は 線維 が 密 に 配列 し て 核 膜 に 密接 
する と 記述 する 所 見 に 一 致し , 田宮 の いう 著 明 な 核 膜 お 
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ょ び 核 膜 に 接し て 密 に 配列 する 線維 は 恐らく 私 の 所 見 に 
お ける 薄い 上 皮膜 お よび 線維 膜 に た それぞれ 相当 する も の 
で ある ろう. 

以上 述べ た と たよ うに, プ ブタ カイ チュ ウ に お いて は いわ ゆめ 
る 食道 腺 は 前 後 両 端 お よび 中 央 部 で 互 に 合 一 する ほ ゞ 平 
行 に 走る 2 個 の 円 境 状 松 胞 で て あぁ つ て 従来 考え られ て いた 
よう な 巨大 細胞 で て は な く , また 食道 腔 と 電 胞 腔 と を 連ね 
る 導管 が 存在 し な い の で , 本 器官 は 消化 腺 と は 考え られ 
な い . 従来 の いわ ゆる 食道 腺 を 私 が 銀器 官 と 呼ぶ 所 以 で 
ある . 

次 に の 内 面 は 上 述 の ょ うに 一 般 に 単 層 の 胞 
ら 成 る 上 皮膜 に 被 わ ん れん て いる が , し ば し ば 上 皮 の 表面 の 
1 部 は 腔 内 と 突出 し て 乳頭 状 或 は 綾 毛 状 を 呈し , 時 に は 
ng か か る も の で は , と くに 褒 状 を 量 す る も 
の で は , その 胞体 内 に 多数 の 細か い 題 粒 が 存在 し , 宴 胞 
rie する と 考え られ る ょ うな 像 が 認め られ る . また 
雲 胞 壁 の 線維 膜 の 線維 の 間 お ょ よび 体 部 の 線維 の 間 に は 多 
数 の 狭い 間隙 が 存在 し , 中 に 多数 の 細か い 矯 粒 を 容れ て 
いる . 

プ タ カ イチ ニュ ウ を 材料 と し て , その いわ ゆる 食道 腺 を 
組織 学 的 に 検索 し て , これ は 消化 腺 と し て は 甚だ 疑わ し 
いと と を 述べ , これ を 大 器 官 と し て その 構造 を 記載 し 

その 主 な 点 を 列挙 する と 次 の と お り で ある 

1) 舌 器 官 は 食道 の ほな さく 後半 部 か ら 食 道 末 端 に 互 つて 
食道 壁 内 に 存在 し , 背 仙 お ょ び 左 右 両 側 亜 腹部 と それ ぞ 
れ 独 立 し て 1 個 ず っ つ 計 3 個 あ る . 

2) 成虫 で は は 長 さ 約 860 g, 巾 は 径 約 10~ 
15 g, 長径 約 80~835m を 算 す る . 

8) 天 器 官 は 電 胞 部 と 体 部 と か ら 成 る . 前 者 は 両端 と 
中 央 部 で に 合 する 2 つの ほ 平 行 の 円 境 状 で , 
後者 は 井 胞 部 周囲 を 包囲 する 樹 枝 状 部 で , 疎 に 配列 する 
線維 か ら 或 る . 

4) 宴 胞 壁 は 単 層 の 合 胞体 か ら な る 上 皮膜 と 線維 膜 と 
か ら 成 り , 前 者 の 1 部 は 腔 内 に 突出 し て 乳頭 状 , 或 は 秋 
毛 状 , 或 は を . 胞体 内 に 多数 の を 含有 す 


マ 


る 。 
5) 内 に は 塩基 好 性 よび 酸 好 性 , 微細 な グ 
リコ ー ゲ ン , Sudan black 可 粒 , 有 様 質物 を 
容れ て いる . 
6) 宴 胞 壁 お よび 体 部 の 組織 間隙 内 に 多数 の 矯 粒 が 存 
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在 す る . 
7) 腔 と 食道 と を 結ぶ 導管 は 認め られ な か つ 


1) Chitwood, B. G. & Chitwood, M. B.(1950) : 


御 校 を 賜 つ た 戸 名 状 授 並 びに 原 教授 に 厚く 
いた し ます -. 2) 堀田 恭平 (1958) : の 分 , 排 に 関す る 


本 論 は 日 本 生 虫 学会 16 回 西日本 支部 , 
13 回 南 日 本 支部 合同 大 会 に お いて 発表 し た . 


大 学 紀要 , 6(2), 251-258. 


2) 食道 , 慶応 医学 , 11(1), 379-396, 


ON THE SO-CALLED PHARYNGEAL GLAND IN ASCARIS 
|. HISTOLOGICAL OBSERVATIONS ON THE PHARYNGEAL GLAND 
IN ASCARIS LUMBRICOIDES VAR. SUIS 


MICHIO ISHIKAWA 
(Department of Anatomy, Shcool of Medicine, Nagoya University) 


The purpose of this report is the representation of the histological observations on the 
so-called pharyngeal gland in Ascaris lumbricoides var. suis, which are casting a doubt upon 
its digestive: unction. The name of ‘neck organ’ is here newly applied by the present author 
to the pharyngeal gland generally used by nematologists. The results obtained are as follows : 

1) The neck organ running in the posterior region of the esophagus wall is three in 
number, two of which are arranged ventrally and one are subventrally. 

2) This organ seen in adult worms is 360 gr long and 30~35gp at the widest and 10-15 ge 
at the narrowest width. 

3) It consists of two main parts, one of which is a pair of long cylinder-like bladders 
running in parallel anteroposteriorly and fusing each other at both ends and at the middle 
part of them, the other of which consists of roughly arranged fibers, is branched, and surround-. 
ing the long bladders. 

4) The wall of the long bladders consists of two membranes, epidermal and fibrous: 
membranes. At the some parts of the epidermal membrane it protrudes into the bladder lumen 
to form the papillae-, villi- or cup-like appearance. 

5) In the bladder lumen basophilic and acidophilic granules, fine glycogen granules, 
granules stained with Sudan black, and colloidal substance are observed. 

6) Many granules are recognized in the bladder wall and in the interspaces among tissues; 


surrounding the bladders. 
No ducts connecting the bladder lumen with that of esophagus are observed. 


3) 田宮 (1931) : の 解剖 学 組 織 学 的 研究 ( 
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写 真 説 明 


中 の 横断 面 , HX-E 染色 (x340), 左右 の 2 連なり , 砂時計 の 
よう な 状 を 量 す る , 枝 壁 線維 膜 は な 数 層 の 線維 か ら 成 り , 線維 の 間 に 空 洞 が 存在 し 、 中 に 


題 粒 を する . 
頭 器 官 横断 面 , Zenker 固定 , HX-E 染色 (Xx340), 庫 胞 上 皮膜 の 一 部 は 腔 内 に 突出 し 乳 


頭 は を 作る . 

横 , Zenker 固定 , HX-E 染色 (X900), 上 皮膜 は 腔 内 に 突出 し て 状 を 
量 す . 

頭 器官 横断 面 , Zenker 固定 , 鉄 HX 染色 (x900), 庫 胞 内 の 頓 粒 と 同様 に 染色 され る 
題 粒 が 体 部 間隙 内 にゃ も 存在 する . 

器 官 横断 面 , Zenker 固定 , HX-E 染色 (X340), 内 に は 様 物 質 が 存在 する . 
頭 器官 横断 面 , フォ ル マ リ ン ソン 固定 , Sudan black 染色 (X340), 奉 胞 内 た に は Sudan 
black 可 染 粒 存在 する . 

器 官 横断 , Carnoy 固定 , PAS 反応 (X340), 内 に た は グリ コ ュー ゲン 細 が 存在 


する . 
頸 器 官 横 断面 , HX-E 染色 (x340), 体 部 は 雷 胞 部 の 周囲 を 包囲 し て 樹 枝 状 を 量 す る . 
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河 


沢田 ちら (1954) は 犬 釣 虫 成虫 体 抽出 液 を 硫 安 分 画 し て 
2 種 の 抗原 (P, を 調製 し 犬 釣 虫 犬 血清 並び 
欧 虫 症 患 者 血清 に つき 沈降 反応 を 行い , 確 患 犬 血清 に 対 
し て は PP 抗原 (蛋白 質 を 主体 と する うな は 抗原 稀釈 10,000 
倍 各 反応 陽性 , C 抗 原 ( 多 糖 体 を 主体 と する ) は 62,000 
悦 乱 反応 陽性 で , 健康 犬 血清 に 対し て は P, C 抗原 共 
100 倍 陽性 ご で あつ た が , 釣 虫 症 患 者 と 健康 者 血清 と の 沈 
か つた . 森 1955 う ) は 釣 虫 体 成分 を 抗原 と sieteaehid 
免疫 し た 家 兎 血清 と 沈降 反応 を 行い 特異 的 反応 を 示す く 
と を 認め , 古山 (1956 は 理 的 食 抽出 
液 を 以 て て 家 束 に 静 注 免疫 し て 得 た 血清 は 釣 虫 成虫 抗原 に 
対し て 沈降 価 は 最高 500 倍 で あつ た と 述べ て いる . 柳沢 
(1956) は マビ = 釣 虫 アメ リカ 釣 虫 に つき 夫々 釣 虫 体 
成虫 抗原 で 免疫 し た 家 兎 血清 と 同 抗 原 と の 沈降 反応 の 結 
果 か ら ジ マビ = 釣 虫 と アメ リカ 釣 虫 と の 間 に は 抗原 性 の 差 
異 が ある 様 に 考え られ る と 報告 し て いる . 山中 (1959) 
は 釣 虫 体 生理 的 食塩 水 押 出 液 を 抗原 と し て 釣 虫 症 患 者 血 
清 と 沈降 反応 を 行 つ た と とこ とろ 釣 虫 症 患 者 血清 の 沈降 価 は 
90% 以 上 が 6,400 倍 以 上 陽性 (抗原 稀釈 ) で あつ た が , 
釣 虫 卵 陰性 者 血 清 と の 反応 は 大 部 分 8,200 倍 以 下 で 陽性 
或 は 全く 陰性 で あつ た と 人 述べ て いる . 

大 角 C1959 う は 犬 釣 虫 成虫 生理 的 食塩 水 抽出 液 を 抗原 と 
し て 感染 犬 血清 に つい て 沈降 反応 を 行い 抗原 稀釈 6,400 
倍 性 で あつ た と 述べ て いる . 
型 効 虫 (幼虫 ) を 経口 感染 し た 場合 , 幼虫 体 皮 下 免 疫 並 
原 , 成虫 抗原 を 用 いて 沈降 反応 を 行い 2, 3 の 知見 を 得 


実験 材料 な ら び に 方 法 
犬 幼虫 の 経口 感染 , 同 幼 虫 体 乳剤 皮下 注射 ( 
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免疫 に 関す る 研究 
1) 経口 感染 家 兎 幼虫 体 並び に 成虫 体 免疫 家 兎 血清 の 沈降 反応 


群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教 鹿 
(昭和 36 年 1 月 31 日 受領 ) 
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沢 田 利 頁 


体 免疫 ) お よび 同 成虫 体 乳剤 皮下 注射 (成虫 体 免疫 ) の 
3 方法 に よ つ て 家 加 を 免疫 し , 免疫 に よる 体重 の 変化 お 
抗原 使用 ) に より 追求 し た . 

釣 虫 功 虫 の 経口 感染 は 釣 虫 卵 含有 便 を 瓦 培養 (28°C, 8 
日 うし て 得 た 幼虫 を 用 い , 幼虫 数 は 一 定 容量 中 の 幼虫 数 を 
3 回 数 えて 平均 値 を 算出 し で 決定 し た . 幼虫 体 免疫 に 使 
用 し た 幼虫 体 乳 剤 は 犬 釣 虫 乾燥 幼虫 体 (幼虫 約 20,000 
に 生理 的 食塩 水 を 加え 
な が ら Potter-Elvehjeim 型 ホモ ヂ ナ イザ ー で 麻 細 し て 
調製 し た . 成虫 体 免疫 に 使用 し た 成虫 体 乳 剤 は 和民 患 犬 腸 
管 よ り 得 た 犬 釣 虫 成虫 を 生理 的 食塩 水 お よび 蒸溜 水 で 洗 
浴 後 , 凍結 乾燥 し 以下 幼虫 の 場合 と 同様 に 調製 し た : 家 
動物 商 よ り 購 入 し た (平均 体重 2.2kg) を 用 い 1 
群 を 7 匹 宛 と し て 実験 を 行 つ た . 

経口 感染 家 兎 の 免疫 に は 幼虫 を 初回 は 10,000 令 , 第 2 
回 は 20,000 隻 , 第 3 回 は 30,000 隻 , 第 4 回 は 40,000 
依 お ょ び 第 5 回 は 50,000 隻 夫々 10 日 目 毎 に 駒込 ピ ペ ッ 
ト で 予め 所 定 の 幼虫 を 混入 し た 幼虫 濃厚 懸 独 水 を 自然 に 
忠 下 する 様 に し て 行 つ た . 幼虫 体 免 疫 家 束 は 幼虫 体 を 第 
1 回 は 5mg/ml 液 を 0.2ml, 第 2 回 は 10mg/ml 液 を 
0.2ml, 第 3 回 , 第 4 回 , 第 5 回 は 夫々 10mg/ml 液 を 
0.3 ml, 0.4ml, 0.5ml 宛 10 日 目 毎 に 家 琵 背部 皮下 に 
射 し て 免疫 を 行 つ た . 成虫 体 免 疫 家 束 は 成虫 体 乳 剤 を 幼 
虫 体 免 疫 の 場合 と 同様 に 行 つ た (第 1 表 う . 

沈降 反応 用 幼虫 抗原 は 虫 体 乾燥 虫 体 を M/15 緩 
衝 液 (pH 7.2) と 基 に 乳鉢 で 磨 細 し , 次 に 音波 処理 (10 
kc, 30 分 間 ) を 行っ つた 後 , 遠心 し て 上 清 液 を と り 衣 析 後 
凍結 乾燥 し て 得 た . 沈降 反応 に は この 乾燥 抗原 を 生理 的 
食塩 水 で 稀釈 し て 200 倍 液 (5 mg/ml) を 調製 し (と この 
時 再び 不溶 部 が 若干 生ずる の で 遠心 し て 上 清 を 用 いた ) 
之 を 順次 倍々 稀釈 し て 400 倍 , 800 倍 ・…・12,800 倍 液 と 
し た も の を 使用 し た . 光 降 反応 用 成虫 抗原 お よび 抗原 液 
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第 1 回 以 第 3 第 4 回 ・ 第 5 回 

幼虫 体 家 lmg 2mg 法 3 mg 4 mg 5 mg 
成虫 体 免 家 l mg 2mg 3mg 4 mg 5 mg 


は 幼虫 の 場合 と 同様 に 調製 し た . 

家 吉 血 清 は 実験 開始 前 お よび 各回 免疫 日 より 1 週 目 に 
採血 し て 得 た a 56°C, 80 分 加 温 非 働 化 を 行 つ た 後 沈 
降 反 応 に 使用 し 

いて 5 時 間 所 観察 し 沈降 反応 の 陽性 , 陰性 を 各 管 に つい 
て 判定 し 陽性 反応 を 示す 抗原 最高 希釈 倍数 を 以 て 沈降 価 
。 


実験 成績 


免疫 に よる 家 の 変化 

幼虫 を 経口 感染 し た 家 麹 (No.1, 2, 8, 11, 12, 
18, 14…… 平 均 体重 2.1 kg) は 実験 予定 し た 第 5 回 感 
染 免 投 後 1 週 目 の 採血 日 迄 生存 し た も の は 6 匹 中 1 匹 
(No. 1 ) の み で あぁ つた. 即ち 第 2 回 感染 後 8 日 目 に 家 


・ 兎 No.11 は 死亡 , 更に 第 4 回 感染 後 家 束 No. 1 を 除い て 


他 は 何れ も 体重 は 減少 し , 家 加 No.183 は 第 4 回 感染 後 5 
日 目 , 家 兎 No.2, 12 は 第 4 回 感染 後 9 日 目 に 死亡 し 
た . 家 可 No.14 は 体重 の 減少 が 著 明 で あつ た の で 第 4 回 
感染 後 10 日 目 に 予定 し て いた 第 5 回 感染 を 行わ な か つた 
が , 第 4 回 感染 後 14 日 目 に 死亡 し た . 但し 家 兎 No. 3 は 
第 1 回 感染 後 2 日 目 に 死亡 し た の で 実験 結果 より 除外 し 


幼虫 体 乳 剤 を 背部 皮下 に 注射 し て 免疫 し た 家 麹 (No. 
18…… 平 均 体 2.1kg) に は 


免疫 に る 著 明 な 体重 の 減少 を 認め な か つ た が , 第 4 回 


免疫 eo No. 5 , 6 に は 体重 減少 の 傾向 を 認め 第 4 
回 免疫 後 11 日 目 に 何れ も 死亡 し た A 
な か つた ). 他 の 家 兎 No.4 , 15, 16, 17, 18 に は ほほ と 
ん ど 免 疫 に ょ る 体重 の 減少 を 認め な か つた . 

成虫 体 乳 剤 を 背部 皮下 に 注射 し て 免疫 し た 家 兎 (No. 
8, 9, 10, 19, 20, 21, 22…… 平 均 体重 2.8kg) に お 
いて は 全て 体重 の 減少 或 は 死亡 等 の 変化 は 認め られ ず 免 
疫 六 射 に よる 影響 は 認め られ な か つた . 但し 家 兎 No.10 
は 第 1 回 免疫 後 2 日 目 に 死亡 し た の で 実 給 結 果 よ り 除 外 
し た (第 1 図 ). 

沈降 反応 


総 人 日 () ーー 
第 1 図 免疫 に る 家 体重 の 


幼虫 経口 感染 家 血清 (No.1, 2, 11, 12, 18, 14) 
体 免 疫 血清 (No.4, 5, 6, 15, 16, 17, 18) 
お ょ よび 成虫 体 免疫 家 (No.8, 9, 19, 20, 21, 
22) に つい て 幼虫 抗原 , 成虫 抗原 を 用 いて 沈降 反応 を 行 

経口 感染 家 免疫 血清 (No.1, 2, 11, 12, 18, 
14) で は 幼虫 抗原 に よる 反応 は 何れ も 成虫 抗原 に ょ る 反 
応 よ り 強 く 現れ , 沈降 価 は 高く , 第 2 回 感染 家 束 血清 で 
は も 800 倍 ~3,200 倍 , 第 3 回 感染 家 清 で は 
3,200 倍 ~12,800 倍 と 上 昇 し た が , 第 4 回 感染 家 可 血 清 
で は 家 吉 No. 1 , 12 の 沈降 価 は 12,800 倍 と 上 昇 し た が 
No. 2 の 価 は 却 つ て 低下 し 夫々 1,600 
8,200 倍 で ご あつ た . 成虫 抗原 に ょ る 反応 は 何れ の 場合 で 
も 功 虫 抗原 に ょ る 沈降 価 よ り 低 く , 第 2 回 感染 家 束 血清 


(88 ) 


第 1 表 家 兎 の 免疫 方 法 
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成虫 抗原 より 幼虫 抗原 に ょ る 沈降 反応 の 方 
が 強く 現れ た 。 家 可 No. 6 お よび No.17 の 
沈降 価 は 第 3 回 感染 血清 で は 各々 幼虫 抗原 
り 1,600 倍 , 成虫 抗原 に と より 800 倍 双 
ょ び 1,600 倍 で あつ た . 家 可 No. 6 の 第 4 
回 感染 清 で は 幼虫 抗原 に ょ る 沈降 価 は 
1,600 倍 で ご あぁ つた が , 成虫 抗原 で は , 却 つ 
て 8,200 倍 と 上 昇 し た . 又 家 束 No.17 の 第 
5 回 感染 面 清 で は 幼虫 抗原 に ょ る 沈降 価 は 
1,600 倍 で ご あつ た が 成虫 抗原 に ょ る 沈降 価 
は 8,200 倍 に 上 昇 し た . 家 兎 No.4 に つい 
て は 第 3 回 乃至 第 5 回 感染 血清 の 沈降 価 は 
幼虫 抗原 に ょ り 1,600 倍 で 成虫 抗原 で は 


第 2 図 幼虫 を 経口 的 に 感染 し た 家 兎 血 消 の 沈降 反応 
幼虫 抗原 , 一 一 抗原 , 数 字 は 家 No. 


に : に に 


a 倍 を 示し た が 幼虫 抗原 で は 


第 3 図 
反応 


幼虫 体 乳 剤 を 背部 皮下 に 注射 し て 免疫 し た 家 兎 血清 の 沈降 


抗原 , 一 一 成虫 抗原 , 数 字 は 家 No. 


で は 沈降 価 200 倍 ~800 倍 で ご あつ た が , 以後 家 加 No. 1 
の み 第 3 回 感染 後 の 沈降 価 は 1,.600 倍 , 第 4 回 感染 後 の 
沈降 価 は 3,200 倍 で あつ た が が 他 の 家 束 は 全て 800 倍 以下 
の 沈降 価 で あつ た (第 2 図 ). 

幼虫 体 免疫 家 (No.4, 5, 6, 15, 16, 17, 
18) で は 幼虫 抗原 た よる 沈降 反応 は 家 可 No.5, 
16 お よび No.18 で は 沈降 価 は 最高 1,600 倍 ~6,400 倍 で 
あつ た が 成虫 抗原 に ょ る 沈降 価 は 400 倍 以下 で あぁ つて, 


15, 


(89) 


15,16,18 


6,400 倍 と すべ て 上 成虫 抗原 に ょ る 沈降 反応 
の 方 が 幼虫 抗原 に ょ る 反応 より 強く 現れ た 
(第 3 図 ). 

成虫 体 免 疫 家 血 清 (No.8, 9, 19, 
20, 21, 22) は 経口 感染 免疫 家 清 の 
降 反 応 結果 と 逆 伺 れ の 場合 で も 幼虫 抗原 
より 成虫 抗原 に よる 反応 が 強く 現れ 沈降 価 
は 高く , 第 3 回 乃至 第 4 回 免疫 血清 は 成虫 
抗原 に ょ り 沈 降 価 は 最高 8,200 倍 ~12,800 
800 倍 ~8,200 
で ご あつ た (第 4 図 


考 


犬 多 虫 幼虫 を 経口 的 に 感染 し た 家 麹 お よ 
び 幼 虫 体 並び に 成虫 体 乳 剤 を 皮下 注射 し た 
家 琴 血清 に つい て 幼虫 抗原 , 成虫 抗原 を 用 
いて 沈降 価 の 消長 を 観察 し た . 

幼虫 経口 感染 を 行 つ た 場合 一般 的 に 沈 
降 価 の 上 昇 は 早く , 幼虫 抗原 に よる 反応 は 
常に 成虫 抗原 に よる 反応 より 沈降 価 は 
く ,。 又 成虫 体 で 免疫 し た 場合 は 成虫 抗原 に 
よる 反応 は 何れ も 幼虫 抗原 に よ ょ る 反応 より 


、 演 降 価 な は 高く 最高 何れ も 12,800 倍 陽性 を 示し た が 幼虫 


感染 の 場合 は 宿主 体内 で は 幼虫 の 代 請 産物 が 主として 感 
作 原 と し て 作用 し て いる も の と 考え られ る が , 感染 免疫 
血清 は 成虫 抗原 に も 弱い な が ら 反 応 す る と と 並び に 成虫 
体 免 疫 を 行 つ て 得 た 成虫 体 免 疫 血 清 は 幼虫 抗原 も 弱い な 
が ら 反 応 す る こと か ら 幼 虫 と 成虫 の 間 に 共 通 抗原 の 存在 
する こと と が 考え られ る . 一 方 幼虫 体 で 免疫 し て 得 た 幼虫 
体 免 疫 血 清 は 特に 幼虫 抗原 成虫 抗原 と の 間 に 沈 降 価 の 優 
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免疫 回 数 一 


第 4 成虫 体 乳 剤 を 背部 皮下 に 注射 し て 免疫 し た 家 兎 血 消 の 沈降 


反応 


ーー 幼虫 抗原 , 一 一 成虫 抗原 , 数 字 は 家 兎 No. 


劣 は 認め られ な い が , 概して 幼虫 抗原 に ょ る 反応 の 方 が 
成虫 抗原 に と よる 反応 より 強く 現れ た . 即ち 幼虫 抗体 の 産 
生 が 成虫 抗体 の 産生 に や や 優 つ て いる 傾向 が 認め られ 
た . こと これ は 幼虫 体 に は 成虫 の 抗原 因子 と 共通 する 部 分 が 
含ま れ て いる と と を 示唆 する も の で あり , 先 に も 人 述べ た 
様 に 幼虫 体 に は 幼虫 抗体 産生 と 同時 に 成虫 抗体 の 産生 る 
認め られ , 成虫 体 に は 成虫 抗体 の 産生 が 主体 で 幼虫 抗体 
の 産生 は 少 い る も の と 考え られ る . 

免疫 に よる 家 兎 体重 の 減少 並び に 死亡 状況 は 幼虫 感染 


家 兎 に お いて 最も 著 明 で あつ た が , 乾燥 量 

に し て 生 幼 虫 感染 免疫 量 が 幼虫 体 免 疫 量 の 

約 半 量 で ある こと と か ら 幼 虫 の 代謝 産物 が 有 
に 作用 し て いる も の と 考え られ る . 


犬 釣 虫 効 虫 経口 感染 , 幼虫 体 乳 剤 , 成虫 
体 乳 剤 の 皮下 注射 等 に より 家 束 を 免疫 し レ , 
家 束 血清 と 幼虫 抗原 , 成虫 抗原 と の 沈降 反 
応 を 行 つ て 得 た 結果 を まとめ る と 次 の 様 で 


1) 免疫 中 幼虫 経口 感染 家 兎 に は 著 明 
な 体重 の 減少 が 認め られ , 大 多数 の 家 可 が 
死亡 する こと か ら 幼 虫 の 代謝 産物 中 に は 有 
毒性 物質 が 存在 する も の と 考え られ る . 

2) 幼虫 感染 家 清 の 沈降 反応 は 幼 
虫 抗原 で 12,800 倍 ~8,200 倍 陽性 , 成虫 
抗原 で は 38,200 倍 以 下 で 陽性 で 何れ も 成虫 
抗原 より 幼虫 抗原 に よる 反応 が 強く 現れ た . 

3) 成虫 体 免疫 家 血 清 は 成虫 抗原 に 対し て 12,800 
倍 ~3,200 倍 陽性 , 幼虫 抗原 に 対し て は 8,200 倍 ~400 
倍 陽 性 で 各 血 清 に つい て も 幼虫 抗原 より 成虫 抗原 に ょ る 

応 が 強く 現れ た . 功 虫 抗原 , 成虫 抗原 は 幼虫 体 乳 剤 免 
疫 家 血清 , 成虫 体 乳 剤 免疫 家 お 互い に 弱く 交 
叉 的 に 沈降 反応 を 示す こと か ら 共 通 抗原 の 存在 も 認め ら 

(次 献 は 第 3 報 た 一括 し て 記載 ) 


STUDIES ON HOOKWORM IMMUNITY 
PREGIPITIN "TEST 


MEGUMI KONO & TOSHISADA SAWADA 
(Department of Hygiene, School of Medicine, Gunma University, Maebashi, Japan) 


Studies on hookworm (Ancylostoma caninum) immunity using precipitin test were car- 


ried out. 


Rabbits were immunized with following antigens: 


larvae, and 3) homogenate of adult «worms. 


1) living larvae, 2) homogenate of 


Experimental results obtained were as follows : 

Precipitin tests antisera of rabbits immunized with living larvae showed marked higher 
titer (12,800 to 3,200 folds) with larval antigen than with adult antigen (3,200 folds or low) 
and most antisera of rabbits immunized with homogenate of larvae showed also the same 


result. 


On the other hand, antisera of rabbits immunized with homogenate of adult worms 
showed higher titer (1,800 to 3,200 fold) with adult antigen than with larval antigen (3,200 


to 400 fold positive). 
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特別 掲載 
緒 言 浦 層 場 に お いて 入手 し た . 豚 小 腸 よ り 採 り 出 され た 遇 虫 
た 。 に ロック 液 に 移し 実験 に 運び 運ば れ た 
体 お よび その 液 の ヒス タ ミ ン 量 に つい て 体 は ッ ク 液 ご に 洗 し 。 損傷 ある も の お 


は , 小泉 (1944), 美 馬 (1941 う ) の 研究 が あり , 小泉 等 
, 体 各 組織 の 中 , 腸管 を 除き , 体 壁 層 , 筋肉 

体腔 液 , お よび その 飼養 液 中 の ヒス タ ミ ン 量 , 並び に , 
その 遇 虫 姓 と の 関係 に つい て 報告 し て お り , 更に , 森下 
ら (1958) も 本 体 が ヒス タ ミ ン で ある と 報告 し 

て いる . 著者 は 先 づ 検体 より の 抽出 定量 の 方 法 を 検 対 
し , 種々 の 吟味 を 加え , その 結果 , 分 離 , 抽出 は 堀内 
(1958) の 方 法 に 従い イオ ン 交 換 樹脂 お よび , ペー パ 
ー ク ロマ トグラフ ィ ー の 応用 に 依 つ て, ヒスタミン を 同 | 
定 し , モル モッ ト 腸 管 を 用 いる 生物 学 的 検定 法 り 定 
量 を 行 つ た . 次 いで 中 虫 各 臓 器 内 の ヒス タ ミ ン 量 , そ 

経 日 的 変化 を 観察 し た が , 飼養 液 中 に 微生物 が 存在 すれ 
ば , 飼養 液 中 の ヒス タ ミ ン 量 に は 勿論 , 遇 虫 各 臓器 内 ヒ 
スタ ミン 量 に も 影響 する 可能 性 も 考え られ た の で , 倉 養 
に 用 いる 容器 お よび 飼養 液 を 減 菌 し , 更に 抗生 物質 , 抗 
か び 剤 を 添加 し て , その 影響 を 観察 し た . また , 駆虫 剤 
の 貞 虫 に 対す る 作用 は , その 生死 , 運動 力 の 変化 電気 
刺 に 対す る 反応 性 等 を 目 と し て られ る の 
通 で ある が , 貴 虫 の 代謝 産物 の 増減 の 見 られ る と と も , 

既に Bueding (1957) odie られ て いる . 著 
者 は , ヒス タ ミ ン の 生理 て お 全 

如何 な る 変化 が 見 られ る か に つい て 検討 し た . し か し , 

ヒス タ ミ ン は , 遇 虫 の みな ら ず 種々 動物 の 体内 に あり , 

アァ レル ギー, アナ フィ ラキ シー に 関係 の あぁ る 事 は 明らか 
で ある が , 生理 機能 上 に ど な ん 役割 を 有する か を 知る 一 
つの 手 と し て , 体 各 組 織 ょ び 体 腔 液 の ヒス 
タ ミ ン 量 お よび 飼養 期間 中 の 飼養 液 中 に 排出 せら れる ヒ 
スタ ミン 量 を 定量 し た . 


に ょ 


実験 材 
CAscaris lumbricoides var suis) は 


東京 


東京 芝 
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ょ び , を 除き , 体重 約 g, 体長 約 25~80cm 
の を 選 り け , 器 中 に 飼養 し , 材料 と す 

1) 腸管 虫 体 の 両端 を わずか に 切断 し , 側線 に 沿い 
切開 し , 腸管 を 剥離 し , r ッ ク 液 に て 腸管 を 洗 浴 し た 後 
使用 し た . 

2) 体腔 液 尾 端 を 結 花 し , セル フィ ン 等 を 用 い , 頭 
端 を 上 方 に し て 懸垂 し , 側線 に 沿い , 角 皮 層 を 極め て 少 
範囲 と 切開 し , 流出 する 黄 褐 色 双 は 紅 褐 色 の 液 を 試験 管 
中 に 受け て 採取 する . この 際 , 腸管 内 容 が 混 入 し な い 様 
に 注 

3) 
伸展 , 
る . 

4) 体 壁 層 筋肉 層 を 除い た 部 分 を 側線 の 附 着 し た 僚 
細 切 す る . 

5) 飼養 液 ロッ ク 液 を 用 い , 


意 す る . 
筋肉 層 腸管 を 除去 し た 後 , 虫 体 を コル ク 平 板 に 
一 部 固定 し , 側線 を 筋肉 層 よ り 分 離し , 細 切 す 


単位 /Iml), スト レプ トマ イシ ン 50gg/ml, デハ イド p ロ 酢酸 
100 gg/ml を 加え , 且つ , 1 x10*M に な る よう に , セ 


ミカ ル バ ジ ッ ド 20 mg/ml を 添加 し た . 環 虫 は 10 匹 を 1 

群 と し , 1,000 ml の マイ ヤー コル ベン に 入れ , 87°C で 

ON 必要 に 応じ , 容器 並び に 飼養 液 を 減 
し 又は これ に 薬物 を し た . 


実験 方 法 
組織 中 の ヒス タ ミ ン を 定量 する に は , 先 づ 完全 に と れ 


を 分 離す る 必要 が ある . 分 離 , 抽出 に 関す る も の は 数 多 
i め る る が , 閉 者 は , その 中 の 堀内 の 方 法 に 従 つ 
筋肉 層 お よび 
液 は , 後 そ の 


は , ホモ ヂ ェ ネイ ト ぐ し 
体腔 液 は , 採取 後 802 ア 


体 壁 
の 人 い , 


、 
i 
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ルコ ー ル を 9 倍 量 , セミ カル バジ ッ ド 溶液 を 1 x10"*M 58, 巾 2cm, 長 さ 40 cm に 切断 , 一 端 よ り 5 cm に 原点 を 
の 濃度 に な る よう に 加え , 一 昼夜 水 室 に 放置 し , 達 心 沈 取る ) に 滴 合 させ る . a プ ブタ ノー ル 酢 酸 (て ブタ ノ 
(3,000 r.p.m 20 分 ) 後 上 清 を 取る . 残 湾 に 再び 802%2 ア ー ル : 酢酸 : 蒸留 水 =4 : 1 : 2 う を 用 い , 展開 時 間 10 
ルコ ー ル を 加え , 同様 の 操作 を 行い 、 そ の 上 清 を 前 の 上 ogre (温度 に 依り 若干 Rf 値 に 
清 と 合わ せ , 水浴 上 で 蒸発 較 固 し , アル コー ル を 除去 す 変化 が あり , 16°C が 最適 で あぁ つた ). 乾燥 は 100°C10 分 
る . 残 湾 蒸留 水 を 加え て 遠心 沈 r.p.m 10 ) 間 プ ブタ ノー ル 臭 が 消失 する ), 発色 に は 0.08 = ン ヒ 


を 行い , 水 に 不溶 性 の 部 分 を 除去 し た 後 , イオ ン 交 換 樹 tcc BRO 
脂 (アン バー ライ ト IRC 一 50) の = ラム に 入れ , 徐々 値 を 持つ 事 を 確認 

に 滴下 せしめ 排 液 は 療 棄 する . 後 , イオ ン 交 換 樹脂 に 吸 

着 し た ヒス タ ミ ン を 抽出 する た め , 1 規定 アン モ = ア 水 si 

を 通し , ヒス タ ミ ン を アン モニ = ア 水 中 に 移行 させ , 水浴 1. 検体 処理 の 吟味 

上 で アァ アン モニ = ア 水 を 蒸発 乾 固 し , ヒス タ ミ ン を 得る . 腸 1) 分 離 抽出 法 

管 , 筋肉 層 お よび 体 壁 層 は , a ト と し た 後 , 組織 中 の ヒス タ ミ ン を 定量 する に は , 先ず 完全 に 分 離 
体腔 液 と 同様 に 処理 を する . アン モニ = ア 水 の 蒸発 乾 固 に 抽出 し , 定量 する 必要 が ある . 著者 は , 堀内 法 に 従い 実 


より 得 ら れ た ヒス タ ミ ン は , 一 定 の 濃度 に な る ょ よう に 蒸 験 を 行 つ た . 腸管 , 筋肉 層 , 体 壁 層 は ホモ ヂ ェ ネイ ト と 
溜 水 で 溶解 し , 検体 と する . その 定量 は , 生物 学 的 検定 し , 飼養 液 は 濾過 後 その 儲 用 いた . 10 匹 1 群 の 虫 体 よ 


より 。 モル モッ ト 出 よこ り , 体腔 液 8 ~10ml, 腸管 4~6 g, 筋肉 層 12~15&g; 
以上 の 操作 に ょ つて 人 得 ら れ た 検体 が , ヒス タ ミ ン で を ぁ を 体 壁 層 5 ~ 8 &g が 得 ら れ た . 体腔 液 は , 第 1 表 に 示し た 通 
る か 否 か の 検定 に は 。 ペー パー クロ マト グラ フィ ~ の bk fra 2 エタ ノー ル を 9 倍 量 , セミ カル バ ヂ デッド を 
用 が ある . 即ち , さき の アン モニ = ア 水 の 蒸発 乾 固 に ょ つ x10*M と な る よう に 加え , 一 昼夜 水 室 に 保存 し た . 達 
て 得 ら れ た 残 , メチ ル ア ル コー ル ご し 検体 と す 
る . これ を , ガラ ス 毛 細管 を 用 い , 濾紙 (東洋 潤 紙 No. 26 アルコール を 加え 抽出 し , 再び 遠心 沈 江 3,000 r.p.m。, 


Table 1 Extraction of histamine 


Perienteric Intestine Muscle Body-wall Culture 
fluid | |homogenate homogenate homogenate | medium 
| 80 °6 alcohol 
N-HCIl 
| Centrifugation (30) 
| | 
Recidue Supernatant 
+ 80 26 alcohol 
| centrifugation 


| | | 
Residue Supernatant | 
| | 


Dry-distillation 

+ 

Centrifugation (10") 


| | 
Residue Supernatant 

| N-NH.,OH 

| Dry-distillation 


| 


Bio-assay Paper chromatography 
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| 

| 


10 分 の 後 上 清 を と り , 前 の 上 清 と 合わ せ て 蒸発 乾 固 し レ , 
アル コー ル を 除去 する . 乾 固 物 に 蒸留 水 を 加え て 遠心 沈 
基 を 行い , 水 に 不溶 性 の 部 分 を 除去 し た 後 , イオ ン 交 換 
樹脂 コン バー ライ ト IRC-50 の = コラム を 通し , 徐々 に 滴下 
させ 排 液 は 療 棄 する . その 人 後 , 樹脂 に 吸着 し た ヒス タ ミ 
ン を , 1 規定 の アン モニ = ア 水 中 に 移行 させ , これ を 水浴 
上 で 蒸発 固 し て , ヒス タ ミ ン を 得 た . 腸管 , 筋肉 層 お 
ょ び 体 壁 層 は ホモ ヂ ェ ネイ ト と し た 後 は , 体腔 液 と 同様 
に 処理 し た . アン モニ = ア 水 の 蒸発 乾 固 に ょ つて 得 ら れ た 
ヒス タ ミ ン は , 体腔 液 lml か ら 得 られ た 乾 固 物 の 全量 
を , 0.2 ml の 蒸留 水 に 溶解 し た . その 他 の 組織 の 場合 
に は , 各 1 g か ら 得 た も の を 同様 に 0.2ml の 蒸留 水 に 
溶解 し た . 以上 の 操作 に ょ っ つて 得 ら れ た も の が , 果して 
ヒス タ ミ ン で ある か 人 癌 か を 確認 する た め , ペー パー クロ 
マト グラ フィ ー を 応用 し て その Rf 値 を 調べ た 

2 う ヒス タ ミ ン の 同定 
照 の Rf 値 が 一 致す る 事 は , 両者 が 同定 せら れ た 事 を 意 
味 す る の で , 前 法 に 従 つ て 処理 し た 体腔 液 か ら 得 た 試料 
を , 0.5ml の メタ ノー ル に 溶解 し , 対 照 と し て は , 標 
準 ヒ スタ ミン 塩酸 塩 の 10mg/ml, 20mg/ml の 二 種 類 の 水 
溶液 を 用 い , 夫々 , ガラ ス ヌ 毛 細管 で 濾紙 に 滴 合 させ た . 


Table2 Rf at various temperature 


Sample Drops Conc. Rf Temp. °C 


0.36 23—28 
2 0.20 17—22 
Standard 0.23 17—19 
histamine 2 0.26 15—16 
3 0.26 
4 0.24 7 
Standard c | 2 0.23 17—19 
histamine 2 0.29 14—16 
2 0.36 23 一 28 
0.20 17—22 
2 0:25 15—16 
3 0.26 
4 0.26 4 
2 0.22 14—16 
D =10 mg/ml C =20 mg/ml 


その 結果 は , 第 2 表 に 示す 通り で ある が , 先 づ , 予備 実 

と し て , 10 mg/ml の 溶液 1 ~10 滴 合 させ , その え スポ 
っ ト の 状態 を みる と , 2 ~ 4 滴 位 が 適当 の よう で あり , 
スポ ッ ト も ほ ゞ 円 形 で , 広範 囲 と 拡大 する こと も な か つ 
2~ 4 滴 の 範囲 ご は , 10 


その 結果 , 温度 16°C 附近 で 
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mg/ml, 20mg/ml の 何れ の 溶液 に お いて も その Rf 値 は 
一 致し た . 体腔 液 よ り 得 た 試料 の 場合 とこ も ,。 また こと れ ら 
の 検体 の Rf 値 は どの 温度 に お いて も , 互 に 一 致す る 事 
が わか つた .。 そこ と で 著者 は , 本 抽出 法 が , 映 虫 体 ヒス タ 
ミン の 抽出 に 適当 で ある 事 を 確認 し , 以後 の 実験 で は す 
べ て 本 抽出 法 に よ つ た . 


— 


S 0.025 ml MR 0.25 ml 


S =10 pg/ml Histamine (non-treated) 
MR=10 gg/ml Histamine (treated) 


Fig.1 Contraction of guineapig ileum 


本 試料 な , 第 1 図 に 示す よう に モル モッ ト 摘出 回 腸 の 
収縮 を 惹起 し , その 収縮 は , 抗ヒスタミン剤 塩酸 ジフ ェ 
ン ヒ ドラ ミン に よっ つて 完全 に 阻止 せら れ た . それ で 本 試 
料 は ヒス タ ミ ン で ある と こと と が 確認 され た 

3) 回 収 率 の 

定量 方 法 が 如 伺 に 正確 ご あつ て も , 環 虫 体 成分 より の 
分 離 , 抽出 の 過程 に お いて , 失わ れる ヒス タ ミ ン 量 が 明 
ら か で な いと , 得 ら れ た 値 が 無 意 味 と な る . そこ と で 著 
者 は , 標準 ヒス タ ミ ン を 一 定量 用 いて 生体 組織 か ら の 分 
離 , 抽出 と 同様 の 処理 を 行い , これ を 一 定量 の 水 に 溶解 
し , 無 処理 の 標準 ヒス タ ミ ン の 同 量 を 前 者 と 同 量 の 水 に 
深 解 し た 液 と 比較 し て , モル モッ ト 回 腸 片 の 収縮 高 に お 
ける 相違 を し ら べ た . その 結果 モル モッ ト 回 腸 片 の 収縮 
高 と 同一 と する に は , 処理 ヒス タ ミ ン の 溶液 で は , 無 処 
理 ヒ スタ ミン の 溶液 の 10 倍 容量 を 要する こと 
な り , 抽出 処理 の 操作 の 間 に 最 初 の 量 の リリ 1。 と な る と 
わか つた 。 それ で 以 名 は 
し , 定量 し て 得 た 値 を 10 倍 し て 生体 中 の 本 来 の ヒス タ ミ 
ン 量 と し な 


2。 環 虫 価 ぞ お よび 飼養 液 中 の ヒス タ ミ ン 量 の 経 日 的 変 


i) 飼養 液 に 薬物 を 添加 し な い 場 合 
飼養 液 中 に 抗生 物質 , 抗 か び 剤 を 添加 し な い 場合 に 
は , 第 2 図 に 示す よう に , 体腔 液 中 ヒス タ ミ ン は 一 匹 当 
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0.080mg, 第 5 ~6 日 0.022gg と な り , 

体腔 液 中 ヒス タ ミ ン の 最初 の 減少 と 一 致 

し て 増加 し , 体腔 液 中 ヒス タ ミ ン の 増加 

と 一 致し て 再び 増加 し , 以後 減少 し て い 

る . と の 飼養 液 中 の 最初 の 増加 は , 何等 

か の 原因 で 体腔 液 中 の ヒス タ ミ ン が , 体 

外 に 移動 し た た め で ある か も 知ら a 
し , また 飼養 液 中 の 微生物 

: の で ある か も 知れ な い . し か pe 

2 5 こ 排 を 

lca 終る と 言わ れる の で , 第 2 日 目 の 増加 

Fig.2 Histamine in tissues and in culture medium は , 体内 の ヒス タ ミ ン 生 合成 の 増加 に 関 

(without antibiotics and antimycotic) , 係 が ある の で は な いか と 思わ れる . 以上 

の ヒス タ ミ ン を wglml 。 

肉 , 体 層 ヒ スタ ミン を , 飼養 液 

り に 換算 し て , 採取 当日 の 値 0.284 gg か ら 第 2 日 に は 中 ヒス タ ミ ote NG, 

0.028 gg に 減少 し , 第 3 日 は 増減 が なく, 第 4 日 は 3 表 の 通り で 
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HISTAMINE IN MUSCLE, BODY-WALL 
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0.36 mg に 増加 , 第 5 日 は 0.294 ug, 第 6 日 は 0.284 Table 3 Change in histamine in Ascaris 
g と 再び 減少 し , 採取 当日 の 値 に 回 復 し た . これ は , tissue and in culture medium during 
宿主 の 小腸 内 か ら r ッ ク 液 に 移 き れ た た め に , 陣 境 条件 cultivation 
の 変動 が 起り , その スト レス が 一 時 懲 虫 体内 の ヒス タ ミ 

ン 合 転 を 抑制 し , や が て 新 境 へ の 順応 に ょ っ つて 
な 生 合 われ 。 青 び 定 な する こと を 示 wall 0.38 0.02 0.02 0.04 0:10 0.06 
す ょ うに 思わ れる . また , 筋肉 体 壁 層 中 の ヒス タ ミ > Prisdocis 0.30 0.04 0.04 0.55 0.45 0.30 
で は , 採取 当日 の 値 0.024mg, 第 2 日 に は 0.08mg, 第 3 Day 

に は 0.003 zg に ddan Curture PE 

5 日 に は 0.015zg に 増加 し , 第 6 日 に は 0.018ug と な medium (zg/ml) 
つた . 体 壁 層 で は , 第 1 日 に 0.014zg, a 
第 2 日 に は 0.008g 第 3 日 。 第 4 日 は , a 

0.0014g, 第 5 日 は 0.02 gg に 増加 し , ミ 
第 6 日 に は 0.002 gg と な つた . と の 三 補 
者 を 比較 する と 初め ヒス タ ミ ン の 
を 見 た 後 , 再び 増加 する の は 体腔 液 に 最 ミ 
も 早く , 筋肉 が と れ に 次 ぎ 体 ご は 
最も 遅れ て いる . と の と と が 何 を 意味 す eT 

る か は 明らか で は な い が , 腸管 で ヒス タ シー 1 
ミン 合成 が 再開 し , 体腔 液 肉体 
層 の 順序 に ヒス タ ミ ン 合 有 量 が 増加 し て TIME (DAY) : 
ゆく の で は な いか と 思わ れる . 他方 飼養 Fig. 3 Histamine in tissues and in culture medium 
液 中 の ヒス タ ミ ン は , 第 1~2 日 100ml (with antibiotics and antimycotic) , 
当り 0.150 で , 第 23 日 に 0.100 -A--A- Perienteric fluid, —x—x— Intestin, —e—e— Mouscle, 
第 3 ~4 日 に 0.190g, 第 4~5 日 —0—0— Body-wall, — ロ Culture-medium 
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ii) 飼養 液 中 に 薬物 を 添加 し た 場合 

以上 の 実験 で は , 飼養 液 中 に 混在 する 微生物 の 産生 す 
る ヒス タ ミ ン 等 が 問題 と な り , 飼養 液 中 ヒス タ ミ ン の 例 
部 が 遇 虫 体内 の と スタ ミン に 由来 する とこ と が 困難 で ある 
の で , 飼養 液 中 に 抗生 物質 , 抗 か び 剤 を 添加 する こと と 
し た . その 添加 量 は , 石崎 ・ 坂 東 ら (1958) に 従 つ た . 
抗生 物質 と し て は , ペ マ = シ リン を 10 単位 /ml, スト レプ 
トマ イシ ン を 50 gg/ml, 抗 か び 剤 と し て は , デハ イド セ 
酢酸 の 100mg/ml を 用 い , これ に ヒス タ ミ ン 分 解 酵素 抑 
制 の た め に , セミ カル バ ヂ デッド を 加え た . と の 条件 の 下 
に 前 項 と 同様 の 実験 を 行 つ た と と ろ , 第 8 図 に 示す 通 
り , 体腔 液 ヒ スタ ミン は , 一 匹 当 り , 第 1 日 0.060 gg, 
より 第 2 日 0.081mg に 減少 し , 第 3 日 に は 増減 な く , 
第 4 日 に は 0.050mg と 増加 し , 第 5 日 0.040mg と 季 減 
少 , 第 6 日 に は 再び 0.070 gg と 増加 し た . これ を 前 項 
第 6 日 の 増加 は 別 と し 

, 他 は 略 々 同様 の 傾向 を 示し て いる . 筋肉 , 体 壁 層 で 
は 1 日 か ら 日 へ の が 見 れ な い が 。 その後 
5 日 まで 増加 を 続け る 傾向 は 前 項 の 実験 の 場合 と 同様 で 
あつ た . 但し , 体 壁 層 で は 第 6 日 に は 却 つ て 減少 し た . 
と れ ら の 成績 で は 前 項 の 実験 と の 間 に 大 き な 相 違 を 認 々 
な か つた が , 飼養 液 中 ヒス タ ミ ン に つい て は 大 いた に 前 回 
と 異 り , 第 1~2 日 の 値 0.02mg/100 ml が 第 4 ~5 日 ま 
で , 人 ほとんど 認 むべ き 差 異 を 示さ な か つた . こと の 事実 は 
前 項 の 実験 で は 飼養 液 中 の 微生物 又は , 環 虫 腸管 か ら の 
ー ゼ が , 飼養 液 中 ヒス タ ミ ン 量 に 相当 影響 を お よ ぼ 
居 た こと と を 示し て いる も の と 思わ れる . また 本 実験 に お 
いて は , 腸管 ヒスタミン を も 定量 し た が , その は 
少量 で あつ た . し か し 。 ヒス タダ ミン 合成 は 温 血 動物 で は 
主として 消化 管 で 行わ れる と 言わ れる の で , 環 虫 で も 同 
様 の 推論 が 成立 つと すれ ば , こと の 少量 の ヒス え スタ ミ ン で も 
絶え ず 腸 管 粘膜 で 行わ れ 体腔 液 中 に 出 て , 筋肉 , 体 壁 層 
に 移行 する も の と 考え る こと も 可能 で , 24 時 間 以 内 の そ 
の 量 は 相当 量 に 達する も の と 思わ れる . 且つ . 腸管 ヒス 
タ ミ ン 量 が 第 5 日 に 最も 多く 認め られ る と と は , 筋肉 , 
do iR ン が 第 5 日 に 最も 多い 事 と 一 致し て 居 
, 上 上 記 の 推論 を 喪 書 きす る よう に も 思わ れる . 体腔 液 
cM ssc に 増加 し て 居る こと と は , ヒス タ ミ ン 
代謝 が 一 応安 定 し , 実験 前 の 状態 に 回 復 し た も の の ょ う 
に も 考え られ る . 腸管 ヒス タ ミ ン も 筋肉 , 体 ヒ スタ ミ 
ン も 第 6 日 に 何れ も 減少 を 示し て 居る こと と は , 同様 に 代 
謝 の 安定 化 と 考え られ で も な い . 
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3. 飼養 条件 の 検討 

以上 の 様 に , 飼養 液 中 に 微生物 の 温 入 し て いる か 否 か 
に ょ つて 環 虫 体 各 組織 中 の ヒス タ ミ ン 量 に 相違 が あり , 
な つた の で , の 飼養 を 可 的 に 無菌 的 と し 

た は 抗生 物質 , 抗 か び 剤 を 加え , ヒス タ ミ ナ ー で 陽 害 剤 
を 添加 する な ど し て , 体腔 液 ヒ スタ ミン 量 お よび 飼養 液 
中 ヒス タ ミ ン 量 を 定量 し た . 遇 虫 は , 採取 後 24 時 間 , 37 
°C ロック 氏 液 中 に 飼養 し , 48 時 間 目 か ら 新 ら た な 実験 条 
件 の 下 に 移し , その 後 24 時 間 目 に と に ヒスタミン の 定量 を 行 
つっ た た 。 

i) 飼 容器 並び に 飼養 液 の お よび セミ カル バチ 
ッ ド 添加 の 有無 に 依る ヒス タ ミ ン 量 の 変化 


Table4 Effect of sterilization and semicarbazid 


on histamine in perienteric fluid 


Sterilization non sterilization 


ggl100ml zgl100ml 
Semicarbazid 
(20mg/ml) 0.011 0.004 
Non semicarbazid 0.002 0.003 


体腔 液 ヒ スタ ミン で は , 第 4 表 に 見 られ る よう に セミ 
カル バ ヂ ッ ド の 深 加 の 有無 並び に 容器 並び に 飼養 液 の 減 
菌 の 有無 の 影響 に は 。 一 定 の 傾向 が 認め られ ず , こと これら 
の 条件 は 遇 虫 体腔 液 ヒ スタ ミン に 影響 し な いも の の ょ う 
で , 従 つ て と これ ら の 条件 の 相違 は 24 時 間 内 で は , 環 虫 の 
生理 機能 に は 無関係 で ある と 思わ れる . と これ に 反し て ,. 
飼養 液 中 ヒス タ ミ ン の 場合 と に は , 第 5 表 に 示す ょ うに,. 


Table5 Effect of sterilization and semicarbazid 


on histamine in culture medium 


Sterilizatoin Non sterilization 


pgl100ml gg/100ml 

Semicarbazid 0.023 0.125 
(20mg/ml) 

Non semicarbazid 0.008 0.020 


場合 に と 比 し , ヒス タ ミ ン 量 が 多量 で , 2 乃至 6 倍 で 
あつ た . 殊 に セミ カル バ デ ヂ デッド を 添加 し な い 場 合 に 閉 レ 
か つた . 減 菌 し な い 場 合 に と, 飼養 液 中 の 微生物 の 産生 す 
る ヒス タ ミ ン の 影響 が ある も の と 考え られ , セミ カル ペ バ 
ヂ ッ ド を 深 加 し な い 場 合 に , 一 般 に と に ヒスタミン 量 の 少 い . 
事 は , セミ カル バ ヂ ッ ド が , ヒス タ ミ ン 分 解 酵素 で ある 
ヒス タ ミ ナ ー ゼ を 抑制 する た めで あろ うと 考え られ る . 
以上 は , 体腔 液 lml 当り , 飼養 液 100ml 当り の ヒ : 
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Table6 Histamine in perienteric fluid and in 


culture medium 


Sterilization Non Sterilization 


pglanimal gglanimal 
Semicarbazid (20 mg/ml) 
Perienteric fluid 0.009 0.003 
Culture medium 0.023 0.125 
Non semicarbazid (20 mg/ml) 
Perienteric fluid 0.002 0.010 
Culture medium 0.008 0..20 


スタ ミン 量 で ある が , それ ら を , 環 虫 1 匹 当 0 り の 量 に 換 
算 す る と 第 6 表 の よう に な つた . と この 表 で みる と 実験 条 
件 の 如何 に 拘ら ず 1 匹 当り の 飼養 液 ヒ スタ ミン 量 は , 体 
腔 液 中 の それ に 2 数 10 倍 で 
を し た 場合 に は し た い 場 合 に と 比 し て 著 

ii) 飼養 容器 並び に 飼養 液 の 滅菌 と , 抗生 物質 , 抗 
か び 剤 の 深 加 の 有無 に よる 飼養 液 中 ヒス タ ミ ン 量 の 変化 
前 項 の 実験 に お いて は 飼養 液 中 に 抗生 物質 お よび 抗 か 
び 剤 を 洋 加 し て あつ た が , こと の 飼養 液 中 か ら こ と これ ら を 除 
いた 場合 の 影響 を 知る た め に , 深 加 群 と 非 添加 群 と に つ 
いて 飼養 後 24 時 間 後 の 飼養 液 中 ヒス タ ミ ン 量 を し ら べ 
a 夫々 の 場合 に 飼養 に こ 用 いた 容器 や , 飼養 液 の 
作製 に 用 いる ロッ ク 液 の 菌 の 有無 の 影 併 わ せ 観 
し た . その 結果 は 第 7 表 に 示す よう に , 抗生 物質 , 抗 か 


Table7 Effect of sterilization, antibiotics and 


antimycotic on histamine in culture medium 


Sterilization Non sterilization 


gg/100ml 
0.008 0.020 
Antibiotics =} 0.016 0.032 


Antimycotic 


び を 添加 し な い 場 合 は, し た 場合 より も ヒス スタ 
ミン 量 が 多い が , その 差 は , 減 菌 を 行わ な い 場 合 に は 
生物 質 等 の に ょ つて も 微生物 の 抑制 が 充分 な く 
既に , 微生物 に 由来 する ヒス タ ミ ン の 増加 が ある : ee 
よる の で あろ う . 従 つて 飼養 液 の 場合 に は , 飼養 中 に 
を 決定 する に は , 飼養 液 の 条件 を 十分 に 考慮 し な けれ ば 
な ら ぬ も の と 考え られ る . 

近 ) 時 間 の 経過 に 伴う 体腔 液 ヒ スタ ミン 量 の 変化 
以上 の ょ うに, 体腔 液 ヒ スタ ミン 量 は 24 時 間 の 飼養 で 
は , 一 応 飼養 容器 や ロッ ク 液 の 減 菌 お よび セミ カル バ デ ヂ 


ッ ド の 浴 加 の 有無 に よ ょ つて 影響 を 受け な いと こと が わか つ 
た が , 採取 後 24 時 間 以 後 は 環 虫 腸管 内 容 物 も 大 分 減少 し 
て いる の で , 採取 直後 か ら 24 時 間 後 まで の 間 に 上 記 と 同 
様 の 実験 を 試み て , 同様 の 結果 が 得 ち られ る か どう か を し レ 
ら べ た . 即ち 飼養 容器 お よび ロッ ク 液 を 減 菌 し , セミ カ 
ル バ デ ヂ ッ ド 添 加 群 と 非 浴 加 群 と に 分 ち , また 1 群 は , 採取 
直後 か ら 24 時 間 こ れ ら の 実験 条件 の 下 に 飼養 し , 他 の 和 君 
は 採取 後 24 時 間 普 通 の ロッ ク 液 中 に 飼養 し た 後 , 上 記 の 
実験 条件 の 下 に 移し その 後 24 時 間 両 群 の の 
は 第 8 表 に 示す 通り で ある が , この 成績 で は 採取 後 24 時 
Table8 Chanage in histamine in perienteric 
fluid in elaps of time 


After 
24 hours 48 hours 
(Cagl/ml) (ag/ml) 
Semicarbazid 
(20mg/ml) 0.006 0.013 
Non semicarbazid 0.004 0.010 


(sterilized) 


間 し た で は , その 後 更に 24 時 間 し た も の に 
対し て 体腔 液 ヒ スタ ミン が 少 い よう に 見 える が , 別に 行 
つた 実験 の 成績 , 例え ぽ 第 4 表 に 示し た 同一 実験 の 場合 
の 48 時 間 後 の 体腔 液 ヒ スタ ミン 量 は 必ず し も 第 8 表 の 24 
時 間 後 の も の に 比 し て 多量 で は な く , 体腔 液 ヒ スタ ミン 
量 に は 元 来 相当 の 幅 を 持つ て いる こと と が 知ら れる . た 
セミ カル バ ヂ デッド 添加 に ょ る 影響 る 認め られ ず , 採取 後 
差異 の な いと と が 明らか と な つた . 

iv) 
に ょ る 影響 

以上 の 各 実 験 に お いて 検体 中 ヒス タ ミ ン を 処理 する 際 
に は , 操作 中 に ヒス タ ミ ナ ー ゼ に 依 る ヒスタミン の 分 解 
が 考え られ る の で , 堀内 の 法 に 従い , 常に 抗 ヒ ス タ ミ ナ 
ー ゼ 剤 で ある セミ カル バ デ ヂ デッド を 深 加 し て 来 た の で ある 
が , 体腔 液 に つい て 著者 が 実際 こ に 使用 し た セミ カル バ デ 
ッ ド 量 で 有効 で あつ た か どう か を 確か め る た め に 次 の 実 
tiie 即ち 体腔 液 を 採取 直後 二分 し , その 一 部 に 
は セミ カル バ ヂ デッド を 1 > x10*M と な る よう に し , 
の 部 に は セミ カル バ ヂ デッド を す る こと こと な く 抽 出 定 
量 の 操作 を 行い , 両者 の と スタ ミン 値 を 比較 し た . その 
結果 は 第 9 表 に 示す よう に , セミ カル バ デ ヂ デッド 深 加 の 場 
合 に は , 非 洒 加 の 場合 の 数 倍 に 達する こと が わか つた . 
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Table9 Influence of addition with semicarbazid 


on histamine during reservation of 24 hours 


tt After 24 hours 


(uglml) 

( 十 ) 0.053 

0.013 
(at 4°C) 


われ な か つた 事 は 明らか で あ 
4. 
体腔 液 ヒ スタ ミン 量 に は , 個体 差 と による 相当 の 幅 の あ 
る こと と は 多数 の 遇 虫 に つい て 認め られ た が , 環 虫 採取 の 
昭和 35 年 2 月 より 昭和 836 年 1 月 迄 の 1 年 間 , 同一 実験 条 
件 に お いて 体腔 液 ヒ スタ ミン 量 を 比較 検討 し た . その 結 
果 は , 第 4 図 に 示す よう に , 2 ~ 6 月 に 高値 を , 7 ~12 


0.0.81 ° ° 


HISTAMINE (#9 ) 
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月 お ょ び 1 月 に 低 値 を 示し 7 et 

料 の 季 節 的 変化 と に よる も の で は な いか と 考え た が , 最近 

的 変化 は 認め いよ ょ うに 思わ 

ょ る も の か , は 

, 現在 明らか で な い , eas 

容器 お よび ロッ タク 液 の は 行 つ て な い が , 抗生 
物質 ,。 抗 か び 剤 を 添加 し て 居る . 

5.。 体腔 液 ヒ た スタ ミン 量 に お ょ ば ぼ す 駆虫 薬 の 影響 

駆虫 薬 の 作用 機 序 は 駆虫 薬 の 種類 と に 依 つ て 種々 に 異 る 

必ず し も る 明らか 

に され て いな い . ヒス タ ミ ン は 上 員 虫 の 生理 機能 に 如何 

な る 役割 を 持つ て いる か 未だ av で ある が ,。 きしろ 代 講 

産物 と し て 考え られ る べき も の で あろ う . 従 つ て 駆虫 薬 

の 環 虫 代謝 機能 へ の 影響 を 体腔 液 ヒ スタ ミン 量 の 変化 を 

目安 と し て 見 る の も 一 法 で あろ うと 思わ れる . 環 虫 は 採 

取 後 24 時 間 は 通常 の ロッ ク 液 中 に 飼養 

し , 24 時 間 後 対照 例 で は , 抗生 物質 , 抗 

か び 剤 を 添加 し た ロッ ク 液 に 移し , 実験 

例 で は , これ に 又 更 に , 駆虫 薬 の 一 定量 

を 添加 し た ロッ ク 液 に 移し て 実験 を 開始 

し た . と し て は サ ント = ン 

5000), ピ ペラ ジン 酸 塩 (1 : 200) お 

ょ び ヘ へ ヘキシル レゾ ビル シン (1: 10000 う を 


8 
ER TE, oo えら ん だ . 対照 例 , 実験 例 と る 夫々 4 和 群 
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TIME (MONTH) 


Fig.4 Seasonal change in histamine content in perienteric fluid 
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Fig.5 Effect of some drugs on histamine in perienteric fluid 


“た に 分 け , 6 時間, 12 時 間 , 18 時 間 , 24 時 
間 後 に 体腔 液 を 採取 し , その ヒス タ ミ ン 
量 を 定量 し た . その 結果 は , 第 5 図示 
す ょ うに , 対照 の 場合 な, 6 時間 後に 最 
大 値 を 示し , 以後 急激 に 減少 し , 24 時 間 


HEXYLRESORCIN 
後 造 略 々 蘭 減 の 傾向 が 認め られ た . と こと 
の ヒ スタ 量 は , に 比 し て 造 
た . ペ ラマ ジン 塩 添加 の 場合 に は 。, 


サン ト = ン 漆 加 の 場合 と 略 々 同様 の 傾向 
を 示し た が , 各 時 刻 と に お ける ヒス え スタ ミン 
は , サン ト = ン の 場合 に 比較 し て や > 
多量 で あつ た . これ に 反し て , へ ヘキシル 
レゾ ル シ ン 添加 の 場合 に は , 6 時間 後 の 
ヒス タ ミ ン 量 を 測定 し 得 た の み で , その 
後 ヒ スタ ミン 量 の 測定 は 不可 能 で あつ 
た . 尚 映 虫 は 12 時 間 後 に は 既に 死亡 し て 


6 I2 18 24 
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居 た . 以上 の 結果 か ら 考 える と ,。 サン ト = ン , ピ ペ ラ ジ 
ン の よう な , 環 虫 を 死亡 せしめ な い 狭 義 の 駆虫 剤 で は , 
体腔 液 中 ヒス タ ミ ン 量 の 早期 の 減少 が 特徴 で ある が , へ 
キシ ルレ ゾル シン の よう な を 死亡 る させ る で 


は , 遇 虫 の 死亡 と 共に 体腔 液 中 ヒス タ ミ ン は 速 か に 消失 
する と と が 明らか に な つた . 
総括 な ら び に 者 投 
ー ル } 


環 虫 体 に 限ら ず 生 体内 ヒス タ ミ ン の 定量 を 行う 
定量 が 如何 に 確実 ぐ で あつ て も , speed 
に 抽出 の 過程 に お いて , 誤差 が 大 きく て は 何 の 意 味 も な 
い の で , 著者 は , 松葉 ・ i NN 
討 し た 結果 , イオ ン 交 換 樹脂 。 ペー ペパー クロ マト グラ フン 
ィ ー の 併用 に ょ る 堀内 法 に 基 い て 抽出 を 行い , 且つ 必要 
と 思わ れる 吟味 を 行 つ た . 本 法 に 依 つ て 遇 虫 体 よ り 得 ら 
れ た 試料 は , Rf 値 が 標準 ヒス タ ミ ン の それ と 一 致し レ , 
モル モッ ト 摘 出 腸管 の 収縮 を 起 し た . 且つ こと の 収縮 は , 
抗ヒスタミン剤 塩酸 ジフ ェ ン ヒド ラミ ン に よ つ て 阻止 せ 
られ た . 従 つ て 本 試料 は と ヒスタミン で ある こと と が 確認 せ 
られ た . モル モッ ト 回 腸 を 収縮 しめる 物質 と し て は 。, 
ヒス タ ミ ン の 他 に セロ = ン , 質 プラタ ラジ カイ = ミン 
等 が ある が , これら は 本 抽出 法 で は 除外 せら れ て 居り 考 
の 必要 は な い . 

小泉 , 美馬 等 は , 短 虫 体腔 液 , 飼養 液 中 の ヒス タ ミ ン 
司 を 測定 し , その 結果 は , 著者 の 定量 値 と 相当 の 距 り が 
ある . と これ は , 貴 虫 の 飼 養 条件 , 抽出 方 法 の 相違 に ょ る 
の で あろ うと 思 われる. 


あろ う 小泉 , 海 を 加え て 状 と 
し , 除 側 白 を アミ ル ア ル コー ル に て 行っ て 後 蒸発 乾 固 し , 
を を つた 。 こと これ は , モス え スタ ミ ン に 
限ら ちず, いわ ゆる ヒス タ ミ ン 様 物質 の 混在 する こと が 考 
えら れる . 著者 は この 欠点 を 避け る た め に , as 
樹脂 を 用 い , ヒス タ ミ ン 以外 の , 定量 に 妨げ と な る 因子 
を 除去 し た . 次 に , 飼養 人 条件 は 中 ヒス タ ミ ン 

は も と より , 体内 ヒス タ ミ ン 量 に tie な いと は い 
難い の で , その 点 守 つい て 吟味 を 行 つ た が , 著者 は , 皿 
虫 腸 内 内 容 物 の 影響 を 避け る た め efor 
飼養 法 に ょ つて 飼養 後 実験 を 開始 し た . 飼養 液 に 抗生 物 
質 , 抗 か び 剤 を 添加 する か 否 か , 飼養 容器 並び と に ロッ ク 
液 を 滅菌 する か 和 否 か に ょ つて 飼養 液 中 ヒス タ ミ ン 量 に 影 
細 が ある か どう か の 実験 の 結果 は , 飼養 液 中 ヒス タ ミ ン 
量 に 差異 が 見 られ , 飼養 液 中 の 微生物 の 影響 を 無視 し 難 
いこ と と と が わか つた . 叉 , 飼養 液 た と た セミ カル バ デ ヂ デッド を 
添加 する と , ヒス タ ミ ン 量 は , 非 添加 群 に 比 し て 多 か つ 
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た の で 微生物 又は 遇 虫 体 に 由来 する ヒス タ ミ ナ ー ゼ の 影 
舞 る 考慮 し な けれ ば な ら ぬ こと と が 明らか と な つた . 

体腔 液 に つい て は , 採取 か ら 定 量 ま で の 操作 中 に ヒス え 
タ ミ ナ ー ゼ に よる ヒス タ ミ ン の 分 解 も 考え られ る の で , 
体腔 液 採取 と 同時 に セミ カル バ ヂ ッ ド を 加え る 必要 の あ 
る と と は , 堀内 等 も 主張 し て いる が , 著者 も 実際 に セミ 
カル バ ヂ デッド の 添加 の 有無 に よ つ て ヒス タ ミ ン の 定量 値 
に 相違 が 見 られ る こと と を 確 め た . し か し , 飼養 液 中 に セ 
ミカ ル バ デ ヂ デッド を 深 加 し て も 体腔 液 中 の ヒス タ ミ ン 量 に 
は 無関係 で あり , 容器 お よび ロック 液 の 減 
も , 24 時 間 以 内 の 飼養 実験 で は 体腔 液 ヒ スタ ミン 量 に 無 
関係 で ある こと こと が 明らか と な つた . 

貞 虫 体 各 組織 中 の ヒス タ ミ ン 量 が , 飼養 中 に 如何 に 変 
化す る か に つい て は , 小泉 等 が 採取 直後 と 24 時 間 , 48 時 
間 後 の 値 を 体腔 液 , 飼養 液 , 筋肉 層 , 体 壁 層 に つい て 報 
告 し て いる が , 著者 は , 更に 腸管 を も 含め て 採取 後 5 日 
間 に 豆 つて ヒス タ ミ ン 量 の 変化 を しら べた . 飼養 液 は 24 
時 間 毎 に 更新 し た . その 結果 は , 飼養 液 中 に 抗生 物質 , 抗 
か び 剤 お よび セミ カル バ デ ヂ デッド を 深 加 し な い 場 合 に は 。, 
RE ン は , 24 時 間 後 , 48 時 間 後 , 72 時 間 後 

に 多量 に 認め られ , 以後 減少 し た . 体腔 液 で は 採取 後 24 
時 間 に 急 激 に 減少 し , 第 2。 第 3 日 は ほとん ご ど 変化 は な 
く , 第 3 日 以後 尊 減 し , 体 壁 , 筋肉 も 略 々 と これ と 同様 の 
傾向 を 示し た . 飼養 液 中 に 抗生 物質 , 抗 か び 剤 並び と セ 
ミカ ル バ ヂ デッド を 加え て 飼養 し て も , 体腔 液 , 体 壁 , 筋 
肉 ヒ スタ ミン 量 の 変化 は , その 増減 の 傾向 に お いて 前 の 
eager i 飼養 液 ヒ スタ ミン 量 に お い 

は ほとん ど 変 動 が 見 られ な か つた . 従 つ て , 前 の 実験 
影響 が 加 つ た も の と いわ な けれ ば ば ならない. 体腔 液 ヒ ス 
タ ミ ン の 増減 に ついては, 24 時 間 以 内 の 飼養 中 に ヒス タ 

ミン 量 の 減少 を みる の は , 民 境 の 急激 な 変化 に よっ つて ヒ 
スタ ミン 生 合 成 が 減退 する こと に より , 第 4 日 に お ける 
急激 な 増加 は , 陣 境 に 順応 し て 再び 生 合成 が 始 つ た と と 
に 依る の で は な いか と 思わ れる . 第 6 日 に は 概ね 採取 当 
日 の 値 に 近く な る と と は , 順応 の 結果 , 最初 の 状態 に 復 
帰し た 結果 で あろ う . 

ヒス タ ミ ン 生 合 成 の 場所 と し て 腸管 が 考え られ る が , 
腸管 タ ミ ン は , 採取 当日 より 次 増加 を 始め , 
第 5 日 に ピー ク を 示し , 以後 減少 し た . この 第 5 日 に 最 
大 値 を みる と と は , 体 壁 , 筋肉 ヒス タ ミ ン で も 第 5 日 に 


最大 値 を 示す こと と あわ せ 考 える と , 腸管 の と ヒスタミン 
合成 能 學 進 の 結果 と する こと と が 出来 る で あろ う . 


: 
; 


体 壁 , 筋肉 , 腸管 で は , ヒス タ ミ ン 量 が 毎回 略 々 一 定 
で ある が , 体腔 液 で は その 定量 値 に 相当 の 幅 が 見 られ 
る . し か も る も , 年 間 を 通じ て みる と , 季節 的 変化 が 認め ら 
れ , その 原因 は 不明 で あぁ ある. 以上 の 各 組 織 に お ける ヒス 
タ ミ ン 量 は , 小泉 等 の 値 よ り も 征 低 値 を 示し て 居る . 小 
泉 等 に よれ ば , 24 時 間 飼 養 後 , 体 壁 層 0.28 gg/G, 筋肉 
層 0.06 mg/G ぉ お よび 体腔 液 0.11 glml と 報告 し て いる 
が , 著者 の 実験 で は , 体 壁 層 0.20mg/G, 筋肉 層 0.02gg/ 
G お ぉ よび 体腔 液 0.04 xglml で あぁ あり, この 相違 は , 抽出 
法 並 びに 飼養 条件 の 相違 に よる も の で あろ うぅ. 

体腔 液 ヒ スタ ミン 量 は , サン ト = ン , ピ ペ マラ ジン 炎 酸 
塩 の 作用 に 依っ つて 減少 し , その 作用 は , 実験 開始 の 最初 
の 6 時 間 に 閉 し く 認 め ら れ た . 12 時 間 目 に は 対照 に 比 し 
て 却 つ て 増加 の 傾向 を 示し た が , その 差 は 著しく な か つ 
た . へ キシ ー ル レゾ ビル シン で は , 10,000 倍 溶液 で も 6 
時 間 以内 と 著しく 減少 し , 12 時 間 以後 に は 検出 不能 で あ 
つた . これ ら の 結果 は , 用 いた 駆虫 薬 の 遇 虫 代謝 に 対す 
る 影響 の 一 部 を 示す も の と 思わ れ , Bueding 等 が , ピ ペ 
ラジ ン の 投与 に 依っ つて 体腔 液 内 の Succinate 量 が 減少 す 
る と と を 報告 し て いる と と と 共に , 駆虫 薬 が 遇 虫 の 代 講 
に 与え る 影響 と に つい て 知る た め に 一 つの 糸口 と な る も の 
で あろ う また サン トニ ペン ,。 ビ ペ よる 
と 。 へ キシ ルレ ゾル シン に 依る も の と の 間 の 相違 は , そ 
の 作用 機 序 (板東 , 1956) の 異 る こと を 示す も の と 思わ 
れ , 興味 ある 事実 で ある . 


1) 体 各 組織 お よび 液 ヒス タ ミ ン の 抽出 並 
びに 定量 に つい て の 吟味 を 行 つ た . 

2) 飼養 容器 , ロッ ク 液 の 減 菌 と 抗生 物質 , 抗 か び 剤 
お よび セミ カル バ デ ヂ デッド の 深 加 の 各 組 織 ヒ スタ ミン 量 , 
飼養 液 中 ヒス タ ミ ン 量 に お よ ょ ば す 影 響 を 検討 し た . 

3) 飼養 液 中 ヒス タ ミ ン 量 は , 混入 する 微生物 に 依 つ 
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て 著しく 影響 する こと を 確 め た . し か し , 体内 ヒス タ ミ 
ン 量 は , 微生物 が 少量 の 場合 に は 変化 が 認め られ な か つ 


4) 体腔 液 , 体 壁 , 筋肉 , 腸管 お よび 飼養 液 中 の ヒス 
タ ミ ン 量 の 経 日 的 変化 を し ら べ , 体内 に お ける ヒス タ ミ 
ン 代 謝 の 変動 に つい て 考察 を 加え た . 

5) サン = ピ ペ ラ ジン 酸 , ペキン ルレ ゾル 
シン は , 体腔 液 ヒ スタ ミン 量 を 減少 し , その 作用 は , 6 
時 間 以 内 に 著 明 に 現われ た . へ キシ ルレ ゾル シン の 場合 
に は 12 時 間 後 既に と ヒスタミン の 消失 を 見 た . . 

稿 を 終る に 当り , 終始 御 懇 和信 な る 御 指導 並び に 御 校閲 
を 賜 つ た 思 師 板東 丈夫 教授 に 衣 心 より 感謝 の 誠 を 捧げ る 
と 共に , 種々 御 協 力 を 下さ つた 教室 の 欧 輩 庶 兄 に , 感謝 
の 意 を 表し ます . 


1) 美馬 孝夫 (1941) : 筒 虫 毒 と と スタ ミン と の 関係 , 
慶応 医学 , 21( 上 ), 549-556. 

2) 小泉 (1944) : の 研究 , 439-454. 岩波 書 
店 , 東京 . 

3) 森下 (1953) : 及び , 第 2 , 177- 
185. 永井 書店 , 大 阪 . 

4) 堀内 和 之 (1953) : ヒス ネスタ ミン の 新 定 量 法 , 生体 の 
科学 , 5(2), 39-45. 

5) 板東 丈夫 (1956) : 犬 虫薬 の 薬理 , 基礎 医学 最近 の 
進歩 , 318-340. 

6) Bueding (1957) : Anthelmintics, Pharmacological 
reviews 5(9), 329-359,. 

7) 木村 義 民 (1958) : ヒス タ ミ ン の 定量 法 , アレ ル ギ 
ー, 623-637. 

8) 石崎 達 ・ 板 東 丈 夫 ・ 小 林 芳 人 (1958) : The studies 
on the fluid environment of ascaris. Influence of 
pH and effect of antibiotics and antimycotics 
(Dehydroacetic acid) in fluid media upon the 
survival length and the duration of normal loco- 
motion. Jap.J. M. Sc. Biol., 11, 223-233. 


| 
. 
] 
後 
94 
の 
の 
結 
る 
に 


HISTAMINE IN ASCARIS LUMBRICOIDES AND THE EFFECT OF 
SOME ANTHELMINTICS ON IT 


YUICHIRO MIYAGAWA 
(Department of Pharmacology, School of Medicine, Juntendo University) 


l. Extraction method of histamine in Ascaris tissues and culture medium and its biolo- 
gical assay were studied. 

2. Effects of sterilization of glass vessels used and Looke’s solution and addition of anti- 
mycotic and semicarbazid to the culture medium on histamine content in tissues and culture 


medium were tested. 


3. Culture medium histamine remarkably increased in the presence of microorganisms in 
the culture medium ; tissue histamine content was indifferent if the contamination of microor- 
ganisms was not so marked. 

4. Daily changes in histamine content in tissues and culture medium were observed and 
histamine metabolism under cultivation was discussed. 

5. After addition with santonin, piperazine phosphate and hexylresorcinol remarkable 
decrease of histamine in perienteric fluid occured within 6 hours ; histamine disappeared in 12 


hours after hexylresorcinol. 
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